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        プロローグ

        　

        生徒会長に指名されたとき、息が止まりそうだった。

        　ただただ予想していないことで、心の準備なんてできていなかった。それは私だけじゃなく、その場にいた全員が同じで、いつもは静かに粛々と会議が進む生徒会室が、一気に騒がしくなった。

        　当事者である私が取り乱してはいけないという思いで、なんとか表情を変えないでいた。

        　そして私を指さした会長が、いつもの笑顔を浮かべていた。何を考えているかわからない、薄ら笑い。この笑顔にずっと振り回されてきたけど、このときばかりは反抗の声さえあげられなかった。

        　誰もが落ち着きをなくした会議室が、副会長の「ご静粛に！」という一喝でまたいつもの静けさを取り戻した。

        　数字の『０』の形をしている会議テーブルに座っている二十数名あまりの役員の視線が、一斉に私に向けられた。みんな、私が何を言うか待っていた。

        　ちょうど、会長と対面に座っていた私は、ゆっくりと椅子から立ち上がった。

        　そして数秒、まだ笑顔を浮かべている会長と向き合ったあと、ゆっくりと作法通りのお辞儀をし、ごくりと唾を飲みこんだ。

        「ありがとうございます。――力の限り、頑張らせていただきます」

        　その答えはつまり『承諾』だった。もともと拒否なんてありえないから、そう言うしかなかったけど。

        　それでも会議室は静かなままだった。ただ、副会長が立ち上がって私に向かって無言で拍手をくれたのがきっかけで、ほかの役員たちも戸惑いながらも同じように拍手をした。

        　次期生徒会長が私だと正式に決まった瞬間だった。

        　私は彼女らに向かって、ありがとうございますとお礼を言いながら、また頭を下げた。

        「じゃあ、染井佳乃そめいよしのくん。一年間、この学園を頼んだよ」

        　拍手がまだ鳴り止まない中、会長が私に向かってそうウインクをした。そんな彼女に向かって「はい」と答えたとき、目が合ってしまった。

        　ほぼ全員が立ち上がって拍手をする中、ただ一人座ったまま、肩を震わせて、私を睨みつけている同級生の彼女と。

        　あの憎しみで染まった顔を、私はきっと忘れることができない。　

        


    


        第一章【生徒会桜戦争】

        　

        



            　《第一週目・月曜日》

            　

            　目覚ましをかけた時間より五分早く、自然と目が覚めた。まだ重たい頭のまま、ベッドから抜け出して、白いカーテンを勢いよく開けた。

            　気持ちのいい朝日が一気に室内に差し込んできて、眼を細くしてしまう。ただ、そのおかげで眠気が消えていく。

            　今度は窓を開けて、風を全身に浴びた。こうして深呼吸をすると、今日も一日頑張ろうという気持ちになれる。

            　壁に掛けてあった制服をハンガーごと手に取った。

            　春夏用の白いレースのパジャマを素早く脱ぎ、その制服に袖を通す。スカートを穿いて、きゅっと胸元の赤い紐のリボンを結んだ。

            　ちょうどその時に目覚ましが鳴ったので、すぐにそれをとめた。

            洗面所で顔を洗い、櫛で髪をとかした。

            　これでやっと、一日の身支度が整った。

            「楓、そろそろ起きなさい」

            　さっきまで自分が眠っていたベッドの二階に向かって、そう声をかけると「うぅー」という、弱弱しい声が聞こえてきた。

            　やれやれと思いながら、ベッドの梯子を上って、上段で眠っている彼女にまた呼びかける。

            「楓、聞いていますか」

            「き、きぃてますぅ」

            　部屋に入ってきた朝日を避けるように顔を布団で隠した楓が、明らかに寝起きの声でそう答える。

            「私は先に出ますからね。いいですか、遅刻なんてしたら承知しませんよ」

            　布団の上から彼女を弱く叩いて、梯子から降りようとしたところで、楓が布団から顔を出した。

            　黒くてきれいなショートボブが、今は所々はねてしまっている。まだとろんとした目をしていて、それでも私に笑顔を向ける。

            「おねーさま、いってきますのチューなど」

            「バカを言ってないで早く起きなさい。遅刻なんてしたら許しませんからね」

            　こんなやりとりを毎朝繰り返しているのに、楓は「そんなっ」とショックを受けていた。

            　呆れて相手をする気もなくしたので、私は梯子から降りて自分の鞄を手にとった。

            「行ってきますね。またお昼に会いましょう」

            　最後にそう声をかけて、私は寮の部屋を出た。

            　両手で鞄を持ち、姿勢よく背筋を伸ばして歩くことを意識しながら、寮の中を進んでいく。まだ早めの時間なので、ほかの生徒とはまだすれ違わない。でも、朝だからといってだらしない姿を見せるわけにはいかない。

            　寮のげた箱で靴に履き替え、外に出て、校舎までの道のりを歩いていく。空は所々に薄い雲があるものの、ほぼほぼ晴天で、ただそこにいるだけで気持ちがよかった。

            　寮から歩いて数分で、校舎についた。

            　私の通う、私立華月女子高等学校。あと二年で創立一二〇年を迎えるほどの歴史を持つ、県内で有数の進学校。

            　それだけなら聞こえはいいものの、よく言われるのは『お嬢様学校』というレッテル。

            　三メートルはあろうかという校門の前まで来ると、さすがに色んな生徒と会うようになった。彼女たちは私を見かけると、パッと顔を明るくした。

            「染井会長、おはようございます」

            「ええ、おはよう。今日もいい天気ね」

            　数多くの生徒とそんな朝の挨拶をしながら、校舎へと入っていった。

            　もう二学期で、生徒会長に就任してから夏休みを挟んだとはいえ五か月になるというのに、まだ挨拶をされるという立場に慣れない。二年生のときまでは挨拶はする側で、それに慣れていたから。

            　ただ、立場上、私から挨拶してしまうと下級生が委縮してしまうことが多いので、控えるようにしている。

            「染井会長、今日もお綺麗ですね」

            「ありがとう。あなたも素敵よ」

            　こんなやりとりも毎朝ある。やはり、みんな出自がしっかりしているからか、朝の挨拶は本当に丁寧だ。

            　ふいに、隣に誰かが並んだ。横目をやると、私より頭一つ分ほど長身で、地毛の薄い茶髪を耳まで伸ばしたショートカットの見慣れた顔がいた。

            　剣道部の主将でもある彼女は、背中に竹刀を携えていた。

            「おはよう、我が姫様」

            「……おはよう、凪」

            　ウインクする顔は、同性でも嫉妬してしまいそうになるほど整っていた。

            　入学した時から一緒にいるクラスメイトの雪屋凪。長身に短髪、そしてとても中性的な顔立ち。そんな見た目だから制服を着ていないときはよく男性だと勘違いされる。ただ、だからこそ、この女子校で彼女のファンは多い。

            「なんだか冷たい挨拶だね」

            「その呼び方は好きじゃないわ」

            「生徒会長と呼べばいいのかい」

            「まだそっちのが良いわ」

            「僕は他人行儀で好きじゃないな」

            「あなたがそんなことをどこでも考えずに言うから、あらぬ噂がたつのよ」

            　ふと周りを見渡すと、私たちが並んで歩く姿を見ながら、口元を隠して何かヒソヒソと話す生徒が何人かいた。

            「僕と君が付き合ってるって話か。嬉しくないかい？」

            「私の立場を考えてよね、もう」

            　そうため息をつくと、いやいやと凪は首を左右に振った。

            「十二分にそれは考えてるさ。だからこそ、今朝も奔走してたんだよ」

            　凪のその言葉に私は思わず足を止めた。ただ、他の生徒に怪しまれないよう、また歩き出して小声で話を続ける。

            「また、例の件？　あなたって人は」

            「君が積極的に動かないから僕がやってるんだ。いいかい姫様、弥江は本気だよ。彼女は本当に君を潰しにきてるんだ」

            「……わかってるわ」

            「なら――」

            　階段を上り終えて、角を曲がったところで、私と凪は自然と会話を止めてしまった。

            　私たちの教室の前で、人だかりができていた。まだ朝も早めの時間なのに、かなりの生徒が集まっていて驚いてしまった。

            　そして集まっていた彼女たちが私と凪を見て、自然と道を開けると、その先にいる人物が目に入った。

            「弥江さん……」

            　人だかりの中心にいたのは、一人の女子生徒だった。光沢のある艶やかな黒髪を腰まで伸ばし、そこに一切の乱れがない。少し尖った目つきが、彼女の性格をよく表しているように見える。

            　腕に『風紀員』という腕章をつけていた。

            　生徒会の副会長、弥や江え咲さく良らさんが教室の扉に背を預けていた。ただ、私と目が合うとすぐに姿勢を正した。

            　そして、両手でスカートの裾を少しだけつまみあげるカーテシーの挨拶をしてきた。

            「染井さん、ごきげんよう」

            　とても優雅な、そして気品のある挨拶の仕方。彼女以外がやれば、ふざけているようにしか見えないかもしれない。

            　財閥の令嬢にして、現役閣僚の一人娘。この『お嬢様学校』においても、間違いなくトップの出自を持つ彼女だからこそ、絵になる挨拶だった。

            　私は生徒たちの間を通っていき、彼女の前でお辞儀で挨拶をした。

            「おはようございます、弥江さん」

            　お互いにまっすぐ向き合い、笑みを浮かべた。

            「来るなら先に言っておいてくれ。場所と時間は用意するよ、副会長様。君みたいな有名人がそんなところに陣取っているから、クラスメイトが困惑してる」

            　私の後方にできた人並みの最前列にいた凪が、明らかに敵意を剥き出しにして、弥江さんに苦言を呈した。

            「凪、挨拶くらいなさい」

            「君ってまじめすぎない？」

            「礼儀作法の基本よ」

            　そんな私たちの小競り合いを、弥江さんは「クスッ」と笑った。

            「構いませんよ、染井さん。あなたのナイト様の言うことももっともですから」

            　弥江さんの余裕のある対応に、凪は不快そうな表情をした。それを見ていた周りの生徒が、状況がかなり穏やかでないことを悟り、少しざわつきはじめる。

            　これはよくないとわかりつつ、どうすることもできなかった。周囲の生徒たちを無理やり解散させたところで、あらぬ噂がたつだけ。そもそも……そんなことを、弥江さんがさせてくれるわけがない。

            「凪、私が話をしているから少し静かにしてて」

            　そう釘をさすと、彼女は納得している表情ではなかったけど、一歩だけ引きさがった。

            「弥江さん、何か御用があるなら凪の言うとおり、別途時間をとりますが」

            「お優しいお心遣いに感謝いたします。ですが、私も生徒会役員、あなた様がご多忙なことは承知しております。用はありますが、特別なお時間などいただくわけにはいきません」

            　なるほど、この場を引く気はないようですね。

            　鞄を握る手に汗をかいていることが、自分でよくわかる。明らかに、弥江さんはある目的を持って、ここに来ていて、それは私にとって良くないことだった。

            　いつかこういう日が来るとはわかっていたし、だからこそ凪が色々と根回しをしてくれていたけど、やっぱりこの日が来てしまったかという、沈痛な気持ちになる。

            「そうですか。では、廊下ではありますが、ご用件をお伺いしましょう」

            　気持ちを悟られないように、努めて平静に、私は覚悟を決めた。　

            　弥江さんはその言葉ににっこりと笑った。

            「染井さん」

            　そして細くて白い右手の人差し指を、まっすぐと私につきつけた。

            「あなたに、宣戦布告をいたします」

            　

            　２

            　

            　その場が一瞬の静寂の後、わっと騒がしくなった。

            　集まっていた生徒たちが、それぞれ顔を見合わせながら「どういうこと」や「えっ」と声をあげて、一斉に驚きはじめた。

            その中でも私と弥江さんは落ち着いていた。彼女はゆっくりと腕を下ろして、私の言葉を待っているようだった。

            「皆さん、静かになさい」

            　騒ぎ続ける生徒たちを横目にそう注意すると、スッと静かになった。

            　一度咳ばらいをして、弥江さんと向き合う。

            「穏やかではない用ですね。やはり改めて時間と場所を設定すべきかと思いますが」

            「あなたらしくもない、白々しいお言葉ですね。私がこう言い出すことはわかっていらしたでしょう？　そこのナイト様が動き回っていたことは把握しておりますよ」

            　弥江さんが私の後方で、さきほどよりもずっと不機嫌になって、腕を組んでいる凪に目をやった。

            「改めてお時間をいただくことなど不要です。私はこれだけをお伝えにあがりました。――次回の役員会議で私はあなたへの不信任案を提出します」

            　やはり、そう来ましたか。

            　また場がざわついた。ただ、今度は弥江さんがきつい視線を向けて黙らせた。強い視線で「邪魔をするな」と語っていた。

            「染井さん、意味はおわかりですよね？」

            「ええ。生徒会役員規則の第十八条。役員は会長に対する不信任案を提出する権利があり、会議で過半数の賛同を得られた場合は、会長は即時解任。会議にて新たな会長を選出する――でしたね」

            　弥江さんは「クスッ」と笑って頷いた。

            「さすがです。私はあなたを我が校の生徒会長として相応しくないと考えております。そしてその考えをほかの役員たちにも確認したいのです」

            「おい、口が過ぎるだろっ」

            　そう声を上げたのはやはり凪だった。

            「凪」

            「朝からこんな騒ぎを起こして、それが副会長のやることか。しかも佳乃が会長に相応しくないだって？　ふざけるなよ、彼女がどれだけ身を粉にしているか、傍にいてわからないのかっ」

            　私の静止を無視して、今にも弥江さんに噛みつきそうな勢いで凪が声を荒らげる。日頃は絶対にそんなことをしない彼女の激情に、周りの生徒たちも息を飲んでいた。

            　ただ、弥江さんは至って落ち着いていて、首を左右にふる。

            「染井さんが学校のために頑張ってくださっていることは理解してるわよ、ナイト様。ただ、努力だけなら誰にでもできるの。私は相応しいかどうかの話をしているわ」

            「君ら華族派がそういう考えなのは知ってるさ。ただ、不信任案だと？　僻むのも大概にしろ」

            　最後の言葉に今まで余裕の表情を浮かべていた弥江さんの目つきが一気に鋭くなった。

            「口を慎みなさい、雪屋ゆきや凪なぎ」

            「この期に及んで君の命令なんて、きけるわけないだろ」

            　このままじゃいけないと思い、即座にパンッと手を叩いて、言い争いを止めさせた。

            「二人とも、ほかの生徒の前ですよ」

            　こともあろうに生徒会役員同士がこんなところで口論なんて……。そう思いつつ、今の自分が言っても説得力がないのは明白だった。

            　二人ともそれで鞘を納めたのか、お互いに謝罪はなかったものの、それ以上続けることはなかった。

            　弥江さんは凪から視線を外すと、再び私を見つめた。

            「私がこういう考えをしていたのはご存知でしたよね？　コソコソと動き回るのは、私のプライドに反しますので、ここではっきりさせに来ました」

            「……なるほど」

            　プライドに反しているというのは、いかにも彼女らしい言葉だなと思いながら頷いた。

            「理由はまた会議で述べさせていただく所存です。申し訳ありませんが、そういうことです。あなたが何を言おうが私は実行いたします。何かございますか」

            　とても挑発的に首を少し傾けて、弥江さんが笑った。何か言わなければいけないと思いつつ、色々な思いが溢れ、うまく言葉にできなかった。

            　

            「そこどいて」

            　

            　緊張の糸が張り巡らされていた場に、明らかに気だるそうな声が響いた。

            　教室の扉の前で立っていた弥江さんに、一人の生徒が歩み寄っていく。平均的な身長ながら、金髪をリッチウェーブにした髪型がとても目立つ生徒。

            　面倒くさそうに半開きにした目。そして明らかに改造したミニスカートは、膝上十五センチほど。

            　弥江さんはそんな特徴的な乱入者にも動じていなかったけど、邪魔をされたと思ったのか、睨むように彼女と向き合った。

            「白根さん、朝の挨拶がまだですが」

            「うるさい。あんたがそこにいて邪魔だって言ってるんだけど」

            「じゃ、邪魔ですって！」

            　はっきりとした物言いにさすがの弥江さんも驚いていたし、周りの生徒も「ひっ」と怯えた。この学校で弥江さんにそんな言葉を突きつける人なんていないから。

            「あ、あなたって人は」

            「もういいから。どいてよ」

            　弥江さんが怒りで言葉を震わせても、白根さんは動じることなく、むしろそんな彼女を手で押しのけ、教室の中へ入っていった。

            　両目を覆って、ため息を吐いた。まったく、どうしてこう、次から次へと……。

            　弥江さんは白根さんのあまりに不遜な態度に肩を震わせていた。

            「染井さんっ、あなたのクラスメイトでしょうっ！　ちゃんと教育してくださいっ」

            「……ええ、彼女には後で強く言っておきます」

            　急に両方の方に疲弊感がのしかかってきた気持ちだ。

            　場の空気が一変してしまったけど、話は終わってない。さっきみたいなことがまた起きてはダメで、早くこの場を収束しないといけなかった。

            「弥江さん、お気持ちは理解しました。あなたが不信任案を提出するのであれば、私は甘んじてそれを受け入れます」

            　私の表明にまたざわざわとし始める。ただ、弥江さんはさっきの怒りを収めて、にっこりと笑った。

            「さすがですね。抵抗はしないと」

            「ですが、私としても他の役員と話させていただきます」

            　その言葉の真意をすぐに読み取った弥江さんは、表情を険しくした。

            「……つまり、会議の前にほかの役員と話をすると」

            「私事ではありますが、重要議案です。事前に協議する必要があると思います」

            　ようは『囲い込みをします』という――反抗声明。それをこの場ですることの意味を考えたら、言うべきではないと思う。でも、そうしなければ、私は弥江さんの批判を黙って聞き入れたということになる。

            　退くことは許されない。ここではっきりと抵抗すると言わなければ、不利になるだけ。

            　売り言葉に買い言葉。

            　つまり、私もしたんだ。宣戦布告を。

            「……かしこまりました。染井さんの仰られていることももっともです。ただし、私も発案者として、同じことをさせていただきますので、ご理解ください」

            「わかりました。……要件は、以上ですか」

            　弥江さんは満足がいったのか、こくりと頷くと、またカーテシーをした。

            「朝からお時間をいただき、ありがとうございました。これで失礼させていただきます」

            　彼女がくるりと体を反転させると、しわ一つないスカートが弧を描くように綺麗になびいた。

            　嵐を起こしておきながら、彼女は颯爽と自分の教室へと戻っていく。その間、廊下にいた生徒たちは自然と彼女のために道を作った。

            　弥江さんの姿が見えなくなると、また生徒たちがざわめきだして、複雑そうな表情で私に視線を向けていた。

            　パンッパンッと二度手を叩いたのは凪だった。

            「諸君、もうホームルームの時間だ。各自教室に戻り給え！」

            　彼女が特有のハスキーボイスでそう促すと、生徒たちはゆっくりとした足取りだったが、私に視線を向けたまま、それぞれの教室へと帰っていった。

            「……大丈夫かい」

            　私にだけ聞こえるような声で訊いてくるので、小さく頷いた。

            「ええ」

            「……とにかく、今は僕たちも教室に入ろう。これからのことは、また誰もいないところで」

            「そうね」

            　いつもなら私たち二人が入ると、クラスメイトたちが挨拶をしてくれるのに、今日はそんなことはなかった。みんなして、腫物を扱うような視線を向けてくるだけ。

            　あんな騒ぎを起こしたんだから、自業自得だとは思うけど、やはり傷つく。

            　そんな教室の空気など知ったことではないのか、さっき弥江さんの怒りを爆発させた張本人――白根葵さんだけが、私たちに視線を向けることなく、退屈そうに机に肘をつきながら、窓際の席で外を眺めていた。

            　

            　３

            　

            　その戦争を新聞部は『生徒会桜戦争』と名付けた。

            　入学以降初めて目にする新聞部の号外には、大きな見出しで『生徒会、内乱勃発！』と印字されていた。新聞部に号外があったことにまず驚き、そこに記されていた内容にただただ呆れた。

            「記事を執筆したのは部長本人だってさ。号外を発行する前にわざわざ僕のところに来たよ。もう公にするってさ。役員なだけあって、内部のことはお見通しだ」

            　その号外を広げながら、凪が机の天板に腰かけていた。そして退屈そうに足をぷらぷらとさせている。

            「凪、行儀が悪いわ」

            「その真面目さ、いつも通りだね。安心したよ」

            　凪は机から立ち上がると、号外を差し出してきた。受け取って、私も改めてその内容を確認する。

            　記事には今朝の出来事が詳細に記されていた。しかも、それだけではなく、以前から私と弥江さんの間で不穏な空気が流れていたことも紹介されている。

            　私が生徒会長に就任したときから弥江さんがそれに納得いっていなかったこと、一学期の間に何度か衝突したこと、そしてその二人の空気が徐々に役員全体にも広がっていたこと。

            　……どれも否定できない事実ばかり。

            　私と弥江さんの確執のことは、生徒会では周知の事実でありながらも、ほかの生徒たちを不安にさせないように、役員全員が口外することはなかった。

            　新聞部としては恰好のスクープだったのに、それでも今までは記事にはしていなかった。

            　今朝のことで隠す必要がなくなったから、ここで今までため込んでいたものを爆発させたみたいだ。

            　記事には丁寧に私と弥江さんの顔写真までついていて、二つの写真の間にわざわざ「ＶＳ」とまでつけられている。

            「……焚きつけるのがうまいわよね」

            「彼女の才能だろ。というか、いつかこの日が来るとわかっていたから、事前に何度も書き直したんじゃないか？」

            　凪の推測はたぶん当たっている。実は一学期の頃に「記事にしてみたい」と申し出があったのを、私が「騒ぎを大きくしたくない」と言い、職権乱用とはわかりつつ黙殺させた。

            　きっとあの時から、この日が来るのを待っていたに違いない。

            　私は号外を折りたたむと凪に返した。

            　その時、私と凪しかいなかった教室の扉が遠慮がちに開いて、一人の生徒が入ってきた。手に三つのお弁当を持った、黒のショートボブの一年生。

            「お姉さま、凪先輩、お弁当をお持ちしました」

            「ありがとね、楓ちゃん」

            　楓は抱えていたお弁当を私と凪に一つずつ手渡すと、私の隣に座った。

            「……お姉さま、顔色がよくありませんわ。大丈夫ですか」

            　私の顔を覗き込み、心配そうな顔をする。今年から寮で同室になった後輩で、私のことをとても慕ってくれている。世話が焼ける子だけど、こういう優しいところに、何度も救われていた。

            「ええ、心配ないわ。あなたにも迷惑をかけてごめんなさい。本来ならお弁当くらい自分で買いに行きたいんだけど……」

            　今はお昼休みで、私たちは空き教室を一つ借りていた。これ自体、生徒会長権限の乱用だと思うけど、今はどこにいても居心地が悪いし、落ち着いて話をするにはこうするしかなかった。

            「今、君はあんまり校内をうろつかないほうがいいだろうね。どこに行っても注目の的だ」

            「そうです。校内、どこへ行ってもお姉さまとあの女の噂ばかりで……痛いっ」

            　話の途中で私は楓の頭を弱く叩いた。

            「先輩に対して『あの女』とは何事ですか」

            「お姉さまに危害を加えるような女には当然のことです！」

            　私に叩かれた頭を抑えながら、そう抗議してくる楓に何も言い返せなかった。

            　この怒りは私のことを思ってくれてのことだから。それでも、礼節を教えるのが同室の先輩である私の役目なのに。

            「そもそも、副委員長でありながら生徒会を割るような行為をしているのは、あの女です。そうですよね、凪先輩」

            　楓が強い非難をこめて凪に同意を求めると、彼女ははにかみながら頷いた。

            「ああ、この騒動、元凶は弥江だ。楓ちゃんの言い分が正しい」

            「それは、わかってるわ」

            「だったら、腹を決めたかい？　さっそく今日からほかの役員の囲い込みをしないといけない。一応、今日までは僕が単独で動いていたけど、こうなったら、君自身にも動いてもらわないと困る」

            　凪がそう迫ってくるのを、私は視線をそらして「それは……」と言葉を濁した。

            　その態度に凪が大きくため息を吐いた。

            「あのね、姫様。新聞部が言うように、これはもう戦争だ。弥江は君を潰そうとしている。負けたら、失脚しちゃうんだ。まさかと思うけど、それでもいいと思ってるのかい？」

            「……それが役員の意思なら、従うまでよ」

            　あの場では抗ったけど、実を言うとそこまで強い思いは持っていなかった。もし不信任案が発議され、可決された場合は潔く身を引くつもりだ。

            「だ、ダメです！　お姉さま、そんなことを仰らないでください！」

            　声を大きくしたのは楓で、彼女は私の両手を握ると、今にも泣きだしそうな顔をした。

            「お姉さまは市民派の憧れなのです！　もし失脚なんてしてしまえば、悲しむ生徒が多くいます！」

            「……楓、そのような派閥争い自体、私は反対なのよ」

            「お姉さまのお気持ちはわかっています。ですが、もう」

            「楓ちゃんの言う通りだ。君が派閥争いを嫌いでも、君が失脚したら、市民派の生徒は不満を募らせるよ」

            　楓と凪の言葉に胸を締め付けられたような感覚に陥る。わかってる、彼女たちの言い分はわかってる。

            　この高校には『華族派』と『市民派』と呼ばれる派閥がある。

            創立当時は富裕層の子しか入学できなかったが、時代に伴いそういうこともなくなり、今は誰でも入学できるようになった。

            　ただ、やはりその伝統が残っていて、未だに名家出身の子が多い。そして、その子たちは一般家庭出身の子たちをよく思っていないことが多かった。

            　彼女たちをいつから『華族派』と呼ぶようになったかは知らないが、少なくとも私が入学したときにはもうすでにその『華族派』と、一般家庭出身の『市民派』があった。

            　そして私は、この学校で初の市民派の生徒会長として注目されていた。

            「もう華族派の中には市民派から政権を奪取するんだって鼻息を荒くしてる連中もいるみたいだしね」

            「……弥江さんの取り巻きでしょ」

            「そうだろうね。弥江としては、学校全体を巻き込んだ騒動にしたいんだ。華族派を取り込んで、味方につける気だろうね」

            「卑怯なっ！」

            　楓が机をバンッと叩き怒りをあらわにした。大人しいタイプの子ではないけど、こんなにはっきりと人を非難する子でもない。よっぽど、今回の弥江さんの行動が許せないみたいだ。

            「でもそのおかげで市民派は姫様の味方になりやすい。もう生徒会内部のいざこざじゃない、間違いなく君らを祀り上げた代理戦争だ」

            　……そうなるとわかっていた。だから、嫌だった。もう弥江さんと関係を修復することなんて諦めていたけど、それにほかの生徒を巻き込むなんて、避けたかった。

            　凪は私の横に立つと、そっと肩に手を置いた。少し大きな手のひらが、優しく体温を伝えてくる。

            「君が辛いのはわかってるさ……ただ、安心してくれていい。僕は君の味方だから」

            　こういうことを平気でやってくるところが、本当にずるいと思う。私はもう慣れてしまっているけど、ほかの生徒ならきっと、簡単におちてしまう。実際、私たちを見ている楓は顔を赤くしていた。

            　私は肩に置かれた手に、そっと自分の手を添える。

            「……あなたにだって責任はあるんだから」

            　そして、胸を何かに締め付けられる感覚に陥りながらも、言葉を絞り出した。

            「私を守ってみせて」

            　私が覚悟を決めてしまった瞬間だった。

            　

            　４

            　

            　今どき、という言葉がふさわしいと思うけど、この学校には礼拝堂がある。ただし、自由に開放されているのに、利用している生徒はほとんどいない。

            　これも創立当時の名残。何度か解体が検討されたことはあるらしいが、ＯＢの反対が強くて実行はできていない。

            　いつか、私たちみたいなこの礼拝堂を使わなかった世代がＯＢと呼ばれるまで、きっとこの建物は残るだろう。　

            　校舎から離れた木々に囲まれた白い建物。ただ、経年劣化のせいで白色も褪せているし、建物も所々に蔦がはっている。

            　一部の生徒からは気味悪がられているその礼拝堂に、私はゆっくりと入っていった。

            　赤い絨毯の敷かれた身廊が真っすぐに主祭壇まで伸びている。その祭壇の後ろには、マリア様を模したステンドグラス。ドーム型の天井には所々に十字架が描かれている。

            　まっすぐ身廊を歩き、最前列の右側のベンチに腰かけた。

            「……白根さん、ここで寝てはいけないと、何度言えばわかってくれますか」

            　そして先客である彼女、白根葵に呆れながら声をかけた。

            　足を組んで仰向けになって寝ていた彼女は、少しだけ顔を上げて私を見ると、遠慮もなく舌打ちをした。

            「…………」

            「なんですか、その顔は」

            「うるさいのが来たって顔」

            「あなたがちゃんとしてくれれば、私もうるさくはしないですよ」

            　慣れた会話で、まるで歌うように言葉が出てくる。何度も繰り返した、私と彼女の挨拶。

            　白根さんもその挨拶を終えると、ゆっくりと体を起こして、椅子の上であぐらをかいて座った。

            　行儀が悪いのでペシッと膝を叩いても、彼女は姿勢を直さなかった。

            「……忙しいんじゃないの」

            　校則違反の金髪を自分の指に絡ませながら彼女は興味なさそうに訊いてきた。

            「そうですね。本当を言うと、放課後すぐに動き出すんだって凪から言われています。ただ、ちょっとの間だけ時間をもらいました」

            「なんで？」

            　私はそこで白根さんの顔を覗き込むように見た。彼女は私の急な行動に驚いたようで、身を引かせた。

            　その見た目のせいで一部の生徒から『校内一の問題児』なんて言われているけど、こういうことに弱いのを私は知っている。

            「お礼を言いに来ました」

            　途端に、明らかにばつが悪そうな顔をして「何のこと？」なんて眉間にしわを寄せる。

            　誤魔化すのが下手なのも、きっと校内では私しか知らない。

            「今朝のことですよ。私が言葉に詰まっていたところで、弥江さんに向かっていってくれたでしょう」

            「はぁ？　邪魔だったから、どかせただけだし」

            「そうですか。ではなぜ、あのタイミングだったんでしょうね？」

            「その時来たから」

            「そうでしたか？　私の記憶が正しければ、かなり前から人だかりの最後列にいるように見えましたが」

            　あの時、実を言うと私は彼女の存在に気づいていた。人だかりの最後列で、ほかの生徒たちと距離をあけながら私たちのやりとりを見ていた。

            　その彼女があのとき、急に弥江さんに向かっていったので、正直かなり驚いた。

            「……ずっと待ってるのが面倒になっただけ」

            「そうですか。あの場で弥江さんと言い争うほうが、面倒なことになることくらい、わかっていたはずですが」

            「……性格、悪い」

            「素直になれないあなたがいけないんです。……ありがとう、助かりましたよ、葵」

            　あの時、何か言おうとしたけど何も出なかった。そんな姿を見せてしまえば、きっと状況はもっと悪くなっていたはず。

            私が言葉に詰まったのを見て、とっさに彼女が時間を稼いでくれたからなんとかなった。

            「……別に」

            　本当に素直じゃないところは、どうしようもない。そこが個人的には可愛いと思うけど。

            「用がすんだなら、帰ってよ」

            「いえいえ、まだあるんです。お礼はもちろんですが――」

            　私は右手をスッと伸ばして、彼女の右耳を摘まんで、引っ張った。

            「い、いたっ！」

            「どんな理由でも、人を押しのけていいわけないでしょう！　暴力はよくないと、小さい頃から教えてたはずです！」

            「う、うるさい！　お姉さん面すんな！　あ、あと痛いから放せって！」

            　彼女は私の手首を掴んで耳から放そうと抵抗するけど、こっちだって負けてられない。

            「もうしませんと言うまでは放しません」

            「い、言うわけないじゃん！」

            「そうですか。では――」

            　彼女の耳をさらに強く引っ張ると、相当痛かったのか、小さく「きゃうっ」と叫んだ。

            「あーっ！　もうっ、わ、わかったっ！　もうしないって！」

            　本当かどうかわからないけど、ひとまずそう約束したから私は手を放した。彼女は引っ張られて赤くなった耳を押さえながら、涙目になって私を睨んでくる。

            「ぼ、暴力反対」

            「いいえ、生徒会長として……そして姉代わりとしての教育です」

            　実を言うとその『姉代わり』という責務の方が個人的には重要だった。

            　ただ、そんな私に白根さんはムスッとした顔をして、そっけなく「バカじゃないの」と言った。

            「いつまでそんな気持ちでいるわけ？　もう、そんな関係、終わったから」

            　そんな冷たい態度で白根さんは耳を抑えながら立ち上がった。

            「……寂しいことを言うわね」

            「別に。……じゃあね、大変だろうけど、頑張ってね、生徒会長さん」

            　身廊をすたすたと歩いていく彼女の後姿を見ながら、本当に物寂しい気持ちになった。

            　幼少のころ、私と白根さんは幼馴染だった。家が近所で、よく一緒に遊んだ。私が四月生まれで、彼女が翌年の三月生まれ。だから同学年だったけど、よくお姉ちゃんと呼ばれていたことを覚えている。

            　それが私が小学校にあがるとき、家の都合で引っ越し、離れ離れになった。引っ越しの日だって泣きながら別れたのを今でもはっきりと覚えてる。

            　引っ越した後も手紙のやり取りを続けていた。ただ、ある時を境に彼女からの返信が来なくなってしまった。

            　気になっていたけど、そういうものなのかもしれないと諦めた。

            　それが高校生になり、たまたま同じ学校に入学したことで再会を果たすことになった。

            再会した彼女は幼いころとは全く違う性格になっていて、当たり前のこととはいえ、あまりの変わりように本当に驚いた。

            　ただ、たとえ校内で問題児と呼ばれようが、私の中ではまだ妹のような存在であることに変わりはなくて、こういうおせっかいをよくしている。

            でも、彼女の中ではそうではないらしい。一向に昔のような顔はしてくれない。

            　それを残念だと思っていたら、急に白根さんが扉に手をかけたところで振り向いた。

            「……昔のよしみで教えてあげる」

            　彼女から何か切り出すなんて珍しいことだから、とっさにちゃんと返事ができなかった。

            　それでも彼女は私のことなんて無視して、やけに深刻な目で言い切った。

            「これから、絶対に良くないことが起こる。私、そういうのわかるから」

            「……よ、よくないこと？」

            　オウム返しをする私に一瞥をくれると、また意味深なことをつぶやいた。

            「嵐が来るよ」

            　そんな不吉な言葉を残して、彼女は礼拝堂から出ていった。

            　

            　

            


    


        第二章【中庭のオフィーリア】

        　

        



            《第一週目・火曜日》

            　

            　放課後、橙色の夕日が役員会議室に差し込み始めた頃、私と凪だけがいた室内にコンコンとノックが響いた。私はそれに端的に「どうぞ」と答えた。

            「忙しい中、時間をとってもらって悪いな」

            　約束通りの時刻に役員会議室に顔を出したのは、新聞部の部長で、生徒会役員の松羽まつば牡丹ぼたんさんだった。

            　首からカメラをさげて、胸ポケットにはいつでもメモできるように三色ボールペンとメモ帳が入っている。キラリと光るメガネが、とてもインテリっぽい。

            その外見から誰が見ても新聞部だとわかる。

            「いいさ、アポを取ってくれるだけ、どこかの誰かよりマシだから」

            　私の隣で、椅子をわずかに左右に回転させながら退屈そうに座った凪がそう笑った。

            「さすが会長の側近、対抗心むき出しだな。ところで会長、私も失礼して構わないか？」

            　私たちと向き合う場所にある椅子の傍に立つと、律儀にもそう確認してきたので、私は「ええ」と頷いた。

            「こんなことを言うのは恐れ多いが、顔色が悪いぞ」

            「……その一因はあなたの書いた記事ですよ」

            「はは、言ってくれる。まあ、否定もできないか。悪い、ただ私たちも仕事だ」

            　松羽さんはそう言いながら、首に提げていたカメラを指さした。あくまで部活動なのに、それを「仕事」というところが彼女らしいと思った。

            「わかってますよ。ですが、文句を言う権利くらいはあるでしょう」

            「確かにな。だから、今の発言は記事にしない。もともと、これからの会談については、記事にしないつもりだが」

            　彼女は首からカメラを取り外すと、メモ帳と一緒に、それを私たちに見せつけるように自分から離れた場所に置いた。

            　会談の内容は記録しないということの意思表示だろう。もっとも、これは彼女が申し出たことで、私たちが提案したわけじゃない。

            「だいたいの話の内容は予想できているけど、要件を聞かせてくれよ」

            「物分かりが良くて助かる。じゃあ、早速――。昨日、弥江副会長が会長に宣戦布告をしたわけだが……役員の一人として、早く表明しなければならないと思ってな」

            「はい」

            「私、松羽牡丹は――この度の議案については、投票を棄権させてもらう」

            　極めてはっきりとした意思表明。私は凪と顔を向き合わせて、お互いの顔色を見た。

            「……一応、理由を言ってくれ。役員として、責任を放棄するんだから」

            「重々承知しているし、処分があるならどんなものでも受けてやろう。しかし、私は生徒会役員である以前に、新聞部の部長だ。我が部が発行する新聞はすべて私が目を通し、必要であれば私が記事を書くことも多い。つまり私こそ、この華月女子高等学校のメディアであると、自負しているつもりだ」

            　力強い口調で熱弁をふるう姿を見ると、それが出まかせではなく、彼女の信念であるということが伝わってきた。

            「此度のことは、生徒会役員の間でも意見が割れることは必須だ。混乱は避けられない。会長も副会長も、一人でも多くの役員を味方につけようと活動する――もちろん、私だってその対象だろう？」

            　自分の胸に手をあてながら、私にそう確認してくる。

            「ええ、そうなりますね」

            「しかし、この桜戦争、我々としては随時一般の生徒たちにも情報を提供しなければならない。ことはそれだけ重大だ。そんな状況下で、役員の私がどちらかにつけば、メディアとしての公平性を失うだろう」

            「もっともだと思うよ。君がどちらかについた時点で、逆の陣営から『新聞部は信用するな』とネガティブキャンペーンが始まるだろうね」

            　凪が少し微笑みながら、そう言い切った。要は『そうするつもりだ』と伝えたかったんだろう。

            「ああ。だから、私が傾けば、新聞部は信用を失うことになる。学校創立当初からある伝統ある部活だ。私の判断で、その看板に傷をつけるわけにはいかない。よって、今回は棄権をさせてもらう」

            「……かしこまりました」

            　ふぅっと息を吐いて、また隣の凪と顔を向き合わせる。彼女は笑みを浮かべて頷いた。松羽さんの話は、私たちが事前に予想していたものと同じだったから、戸惑ったりしなかった。

            「松羽さんの主張が正しいと思います。ええ、この度の議案に関しては棄権するという旨、確かに承りました」

            「僕らの陣営としても、君への囲い込みはしない。それで満足だろ？」

            　私が生徒会長として、凪が私の陣営の代表として答えると、松羽さんは「いやー、よかった」と安堵しながら立ち上がった。

            「安心したよ。本当は君ら側につきたいんだがな」

            「それ、弥江さんにも言うのでしょう」

            　少し意地悪してそんなことを言ってみたけど、松羽さんは全く動じることなく頷いた。

            「さすが会長だ。私はあくまで公平だからな。ただ華族派である私が、この要件を先に伝えたのは会長だ。礼は尽くしたつもりで、副会長にどんな嫌味を言われるか、今から戦々恐々なんだぞ」

            　腰に手を添えて、ため息を吐く姿は同年代の少女というより、仕事に参っている社会人に見えた。

            　彼女の父親は大手新聞社の取締役。校内でもかなり上位の出自で、紛れもない華族派だけど、彼女自身は派閥に興味がないことは有名だった。

            「微妙な立場ですね、あなたも」

            「会長ほど複雑じゃないだけ幸せだがな」

            「……一つ、これは生徒会長として、新聞部へのお願いです。昨日の記事もそうですが、あまり煽り立てないようにしてください。もはや収束は難しいと捉えていますが、あくまで私と弥江さんの個人的な問題が発端で、生徒会の議案の一つでしかありません。ことが大きくなり、混乱を招くなど、生徒会の信頼に関わります」

            　松羽さんはカメラをまた首からさげて、メモ帳をポケットにしまいなおしながらも、しっかりと頷いてくれた。

            「わかった、記事の書き方には気を付けよう。――では、これで失礼する。この後、副会長にも同じ表明をして、明日の新聞でお二人から了承を得て、私が棄権することは掲載させてもらうぞ」

            「はい」

            「じゃあな、会長。ご武運を祈ってるよ」

            　そこで言葉を区切ると、松羽さんは不敵に笑って続けた。

            「これも、副会長にも言うんだけどな」

            　

            　２

            　

        
        



            《第一週目・木曜日》

            　

            　私を取り巻く環境は、たった数日で一変してしまった。

            　弥江さんが仕掛けた分断工作は見事に成功して、つい先日までなかった緊張感が校内に常に走っている。華族派、市民派、それぞれが互いのことを今まで以上に敵視しているのが肌で感じられた。

            　この間まで挨拶をしてくれていた下級生たちに、眼があっても無視される。同級生たちもそう。声をかけようとして、避けられたこともある。　

            　対して、逆に熱烈に応援されることも増えた。手を握って、応援していますと言われたこともあれば、必要以上に丁寧に接してくれた子もいた。私に挨拶をしない生徒に対し、怒ってくれることだってあった。

            はっきりと敵と味方に世界が分かれてしまった。

            　華族派の多くは弥江さん側についた。彼女たちは校内でもある程度の発言力があり、その動きに市民派の一部も取り込んでいった。

            　対して市民派の大多数が私を支持してくれたし、華族派で弥江さんのことを快く思っていない人たちは、弥江さんの失脚に使えると言って私を支援してくれているらしい。

            　

            「……はぁ」

            　まだ日も登り切っていない早朝、私は誰も来ていない校門の前でため息を吐いた。

            　ゆっくりと鉄の門を開けて中に入っていく。桜戦争が始まってからというもの、朝の時間が嫌になっていた。以前は挨拶をするだけだった廊下で、強く睨まれたり、あえて聞こえるように悪口を言われることもあった。

            　逆に市民派の生徒に取り囲まれ「頑張ってください」「負けないでください」と懇願されることも珍しくない。

            　とにかく、朝から心労が大きすぎる。だから今日はあえて誰も来ないような時間に来て、しばらく時間を潰すことにした。

            　こんなことがあとしばらく続くのかと思うと、逃げ出したくなる。凪からは「朝の時間だって味方を増やすチャンスだ」と言われたけど、たまには休まないとやってられない。

            　まだ眠気が残る頭で上履きに履き替えたときだった。

            　――水の音がした。

            　何かが水面ではねたような、そんな音。早朝の静まり返った校内だったから聞こえた小さな音でも、私は動きを止めてしまった。

            　こんな時間に誰かいるとは考えられない。ただ私が来ている以上、ほかの生徒がいてもおかしくない。

            だけど……なにか、胸騒ぎがした。

            　私は教室に向かうのをやめて、中庭へと向かった。音はたしかにそちらからしたし、中庭には池があるからそこだと思った。

            　学校名に『華』という言葉が使われていることもあって、中庭ではたくさんの花が育てられていて、一年中何かの花が咲いていた。その手入れのため、毎週水曜日に業者が入っている。

            　葉が風で揺れる音だけがする中庭の中を進んでいき、池のあるところまで来て、私は足を止めた。

            「――――」

            　言葉を、出せなかった。

            口を半分だけ開けて、一歩後ずさる。

            　真っ赤な池の真ん中に、一人の生徒が浮かんでいた。仰向けになり、空を仰ぐようにしている彼女に息がないことは、医学の知識なんてない私にもすぐにわかった。

            　その彼女の周りには、赤く小さな花がいくつも浮かんでいて、まるで彼女に手向けられたようになっていた。

            　次の瞬間、早朝の校内を私の悲鳴がつんざいた。

            　

            　３

            　

            　誰かに手を握られている。そんな温かい感触で目を覚ました。

            　ぼんやりとした景色だった。まず目に入ったのは白い天井で、私はすぐにそこが保健室であることがわかった。だんだんと鮮明になっていく景色に、誰かの顔がうつった。

            　とても不安そうな表情で私の顔を覗き込んでいる楓だった。

            「……か、楓」

            「お姉さまっ、大丈夫ですかっ」

            　体を起こしながら「ええ」と答えても楓は不安そうな表情のままだった。

            　辺りを見渡すと、私はベッドで寝かされていて、保健室には楓しかいないみたいだった。壁に掛けられていた時計を見ると、九時をさしていた。

            　私が登校してから、つまりはあれから二時間ほど経っていた。

            「……楓、状況を教えて」

            「え、はい。お姉さま、あの」

            「……中庭で誰かが亡くなっていたのは覚えています。ただ、そのあとの記憶がないの」

            　言いづらそうにする楓だったけど、あの誰かのことを話さなくていいとわかって、落ち着いた様子で説明を始めてくれた。

            「お姉さまの声で、守衛の方が来られました。どうやらお姉さまは、状況を伝えた後、気を失われたようです。私もそう聞いただけですので、はっきりとしませんが」

            「……いえ、たぶんそうです」

            　叫んだところで記憶が途切れているものの、なんとなく、誰かに必死に状況を伝えた覚えがあった。

            「そのあとは、学校が警察に通報をしました。今、中庭は全面封鎖されていて、校内には警察の方がたくさんいます。学園長が早々に本日の臨時休校を決めて、今、全校生徒が体育館に集められています」

            「集会ですか」

            「はい。朝早かったとはいえ、決定が下されるまで時間もあったので、一部の生徒がすでに登校していました。集会では状況の説明だけがされると伺っています」

            　学校側としては生徒が登校する前に休校にしてしまい、待機を命じたかっただろう。ただ、駆けつけたパトカーを見た生徒も多いだろうから、隠しきれるものじゃないと考えたのかもしれない。

            「お姉さまは倒れられたので、ここに運ばれました。すぐに先生が同室の私に知らせてくださいました。集会も私だけ免除していただいてます」

            「そうですか……。あなたにも心配をかけてしまいましたね」

            　先輩なのにみっともないと思う私に反して、楓はぶんぶんと首を横に振った。

            「とんでもありませんっ。それより、まだ顔色が悪いです。もう少しお休みになったほうがいいんじゃないでしょうか」

            　楓の言葉に甘えたい自分がいた。こうして彼女と話をしている間にも、あの光景が蘇ってきて、頭が痛くなり、体の中のものを吐き出したくなる。

            　……でも、立場上、そんなわけにはいかない。

            「……凪は？」

            「雪屋先輩もかなりお姉さまを心配なさっていたのですが……仕事で」

            「凪は役員の一人です。緊急集会なら、先生方の手伝いをしてもらわないと困ります」

            　凪が動いてくれているなら安心だ。私、弥江さんに次いで発言力のある生徒だし、単純な人気だけで言えば校内で一番。

            それに私がこうしている以上、弥江さんが生徒の統率をとってくれているはずで、あの二人なら多少の混乱でも大丈夫だと思いたい。

            　……こんな時でなければ。

            「楓、私も出席します。あなたも今から参加しなさい」

            「え、ええっ！　お、お姉さま、正気ですか」

            「当たり前です」

            　驚く楓をしり目に私はベッドから降りて、寝ている間に乱れた制服をなおした。

            　事態は私が思っている以上に非常だろう。だからこそ、私がしっかりしなければいけない。こういうときに規範であるべきで、そのために色々と権限を与えられているんだから。

            「それ、少し待ってくれないかな」

            　校内では珍しく、男性の声がした。気づくと、保健室の扉の前に、四十代くらいの男性と、二十代後半くらいの女性が立っていた。二人ともスーツだけど、先生じゃない。

            「……刑事さん、でしょうか」

            　私の質問に女性の方が頷いて、スーツの胸ポケットからテレビドラマでよく見る警察手帳を見せてきた。

            「はい。私は葉山と申します。こちらが」

            「久木田くきたといいます。お察しのとおり刑事です。君が染井さんでいいかな」

            　生まれて初めて刑事さんを見て、緊張したものの、立ち上がって頷いた。

            「はい。間違いありません」

            「体はもう大丈夫なの？」

            　葉山さんが心配そうに尋ねてきてくれるので「はい」とできるだけはっきりと返事をした。

            「それは良かったわ。染井さん、起きてばかりで申し訳ないんだけど、お話を聞かせてくれないかしら？」

            　相手が女子高生だからなのか、明らかに上司の久木田さんじゃなくて、女性の葉山さんが話しをリードしてくれる。

            「はい……あの、私も彼女から状況を聞いただけなので、今、どうなっているか教えてくださいませんか」

            　葉山さんと久木田さんは顔を見合わせて頷くと、私に座るよう勧めてきた。時計を確認したあと、保健室のパイプ椅子に腰かけると、二人も同じように座った。

            「楓、あなたは集会に出席してきなさい」

            「え、でも」

            「私はもう大丈夫だから」

            　刑事さんたちと私をきょろきょろと不安そうに見たあと、二人にお辞儀をして楓は保健室から出ていった。落ち着いたら、またお礼をしてあげなければ。きっと、相当心配してくれたはずだから。

            　楓が出ていったあと、改めて二人と向き合う。葉山さんはやっぱりまだ若くて、肌も綺麗だった。刑事さんというより、秘書さんと言われたほうが納得してしまう。そんな静かな気品を感じた。

            　対して久木田さんは体つきも屈強で、顔つきも険しかった。オールバックにした髪型のせいもあってか、すごく威圧感がある。中学時代の生徒指導の先生よりずっと怖い。

            「まず、今朝は大変だったわね。それに……辛かったでしょう」

            　話はやはり葉山さんがしてくれるらしく、彼女は私の身に起きたことに心から同情してくれているみたいだった。

            「……ありがとうございます。あの、あの子は」

            　口に出すと、池の真ん中で浮かんでいた彼女の姿がフラッシュバックしてきた。

            　葉山さんは一瞬だけ口をつぐんだけど、首を左右に振った。

            「死亡が確認されたわ」

            　――わかっていたことだけど、それでもショックだった。

            　あのとき、彼女に息がないことを瞬時に理解してしまった。だからこそ、気を失うほどの衝撃だった。やはり、沈痛な思いになる。

            「……今、警察が中庭を封鎖して、捜査しています。あの子に見覚えは？」

            　私は首を左右に振って、頭を下げた。

            「すいません……記憶になくて」

            　たぶん、三年生ではない。さすがにそれなら顔くらい見たことがあるはず。下級生は挨拶のときに顔を合わせるけど、少なくとも見覚えはなかった。

            「そう。彼女は梔子くちなし頼子よりこさん。二年生ね。さっき、担任の先生に確認してもらったわ」

            「……梔子さん」

            　どこかで聞いたような気もした。でも、思い出せない。

            「染井さん、今から嫌な話をするわ」

            「……なんですか」

            「今回の件、私たちは他殺と断定しています」

            「……わかって、います」

            　あの光景を思い出す。池の真ん中に浮かぶ彼女。そして辺りに浮かんだ花。まるで作られたみたいで、とても作為的な何かを感じた。

            　だから、きっとそうだと思っていた。

            「池の水が血に染まっていたのを覚えています。だから、私もそうだと思います」

            「そう……」

            　葉山さんが次になんと言うべきかを探り、沈黙が生まれた瞬間だった。どしんと座ったままでいた久木田さんが口を開けた。

            「辛いだろうが、一刻も早く、犯人を捕まえる必要がある。君は第一発見者だ。できれば、もっと細かく色々聞かせて欲しい」

            　こんな年端もいかない私に、久木田さんは頭を下げてくれた。見た目は怖いけど、とても紳士的な感じがする。

            「はい。もちろんです。ただ……」

            「ただ？」

            　ちらりと時計を確認すると、楓が退室してから十分近くが経っていた。おそらく、もう全校集会が始まってしまう。

            　優しい二人に対しての心苦しさもあったけど、立ち上がって二人に頭を下げた。

            「捜査にはご協力します。ただ、全校集会の後ではダメですか？」

            　非常識なお願いであることは重々に承知していた。警察の殺人事件の捜査を、私の勝手な思いで引き延ばしてほしいと言ってる。わがままなんてものじゃない。

            　でも、どうしても出席しないといけない。

            「お願いです！」

            　頭を下げたまま、またお願いした。葉山さんと久木田さんが面食らったように顔を見合わせている。

            「……あなたは出席しなくてもいい。先生方からそう聞いてるんだけど」

            「はい。でも……」

            　言葉が続かなかった。今の自分の気持ちを初対面の二人に理解してもらう言葉が思いつかない。

            でも、どうしても――。

            「集会が終われば、すぐお話します」

            　今まで、こんなわがままを大人に言ったことがあっただろうか。両親にだって、先生にだってした記憶がない。

            　ことの重大さも理解しているつもり。あの悲惨な事件の犯人は早く捕まってほしい。

            　だけど、私は、私の規範に従いたい。

            「……わかった」

            「え？」

            　久木田さんが許可してくれて、それが意外だったようで、葉山さんが驚いていた。

            「学校も集会は長引かせないだろう。説明することも限られているし、何より詳しいことは何もわかっていないんだ。少しの時間なら、問題ない」

            　その決定がどれだけ例外的なことなのかは、葉山さんの驚き具合でよくわかった。彼女はしばらく固まっていた。

            「ありがとうございますっ」

            　私はまた頭を下げて、せっかくいただいた時間を無駄にするわけにもいかないから、すぐさま保健室を出ようとした。

            「……どうして、そこまで拘るのかな？　確かに大事な集会だが、今行けば、君は好奇の目にさらされることになるよ」

            　保健室から出ようとした私に久木田さんが質問してきた。

            　振り返って、即座にはっきりと答えた。

            「生徒会長ですから」

            さっきみたいに迷わなかった。

            　

            　４

            　

            　校内は異様な雰囲気だった。

            日頃はほかの生徒に走らないように注意している廊下を駆けていると、その異質さにどうしても目が行ってしまう。

            　制服姿の警察官が忙しそうに何人も行き来していて、先生や生徒の姿はない。中庭の例の場所はブルーシートで覆われていて、入口は封鎖されていた。　

            　私はここで初めて、事態の大きさを知った。想像よりずっと、深刻で大変だ。久木田さんと葉山さんには改めてお礼を言わないといけない。

            　集会が行われているはずの体育館につくと、その入口に一人の生徒がいて、足を止めてしまった。

            　凪は私の姿を見ると、少し微笑んだ。そして私の前に来ると、そのまま何も言わず抱きしめてきた。突然のことで「え」と声が漏れてしまう。

            「……よかった」

            　驚く私をしり目に彼女はそう呟いて、私を抱く手に力をこめる。

            　抱きしめられながら、彼女の表情を見ると、本当に安心しきった顔をしていた。入学当初からずっと一緒にいるけど、こんな表情は初めて見た。いつもはふざけていることが多いから。

            　相当、私のことを心配してくれていたみたいだ。

            　だから私も彼女の背中に手を回して、彼女を抱きしめる。

            「ありがとう。もう、大丈夫だから」

            「……うん」

            　そして二人で示し合わせたように離れる。

            「……楓ちゃんが一人でこっちに来たから、君も来るんだと思って待ってたよ」

            　まるで何事もなかったように業務連絡をする凪に、私は頷いた。

            「ええ。もう始まる？」

            「全校生徒はもう揃ってる。先生方の準備が追い付いてなかったけど、じきに始まるはずだよ」

            「……これまでの指揮は？」

            「そこは弥江だ。言っておくけど、僕もちゃんと協力したし、さすがにここでいがみ合ったりしてない。急なことでそんな余裕もなかったからね」

            　それを聞いて安心した。正直に言ってしまえば、そこが心配でここに駆けつけている。

            「残念だけど誰かが亡くなっていたことも、君が第一発見者であることも既に広まってるよ」

            　そこはもう覚悟していたことなので、気にしてなかった。

            「いいわ。変な目で見られることには、慣れたから」

            　私の自虐的な答えに、凪はクスッと笑った。

            「そうかい。――じゃあ行こうか、姫」

            　凪にエスコートされる形で、体育館の中へ入っていった。

            　体育館の中では全校生徒が整列していて、とてもソワソワとした雰囲気だった。何人もの生徒がコソコソと何か話していて、あらゆる噂が飛び交っていた。

            　生徒たちの前では先生方が静かにするように注意しているけど、どうやら効果はないようだった。

            　そんな中、何人かの生徒が私が体育館に入ってきたことに気づき、驚きと好奇心に満ちた目で見てきた。それがすぐさま体育館全体に感染していった。

            「……ま、頑張ってくれ」

            　凪は私に同情の言葉をくれた後、自分のクラスの列へと戻っていった。

            　全校集会などの場であっても役員は普通の生徒と同じ位置にいる。例外が、会長と副会長だ。二人だけは生徒代表として、先生方と同じ場所にいることが許されている。

            　私はその場所に向かうため、皆にはわからないように小さく息を吸い込んだあと、体育館の前方へと歩いて行った。

            　その間もずっと視線を向けられていたけど、さきほどまであったざわつきは私の登場でなくなった。皆、お喋りよりも私の動きに注目することを選んだみたいだ。

            　なんとも言えない複雑な気持ちになる。

            　体育館の前方の右端に、先生方が集まっていた。どの先生も私の顔を見ると、どう声をかけていいかわからないという表情をして、変な沈黙が生まれてしまった。

            「遅れて申し訳ありません」

            　そう謝って頭を下げた。静まり返った体育館に私の声だけが響く、嫌な感じだ。

            「……もう大丈夫なのですか」

            　先生たちの中から、初老の女性が出てきて私の前に立った。今年で還暦を迎えたというのが信じられないほどきれいな肌に、ショートボブの髪型。小さな丸型の眼鏡が、きらりと輝いている。

            　華月学園長。この学校の創始者の親族で、現在の最高責任者。

            　頭を上げて学園長の目を見ながら「はい」と答えた。彼女はそれに頷くと、後ろに下がっていき、他の先生たちに「始めましょう」と号令をかけた。

            　それを機に集まっていた先生たちがそれぞれの配置につき、私もそれに従う。

            　先生方の近くにある生徒会長と副会長の位置に行くと、そこにはすでに弥江さんが立っていた。いつもの涼しい顔で私をちらりと見てくる。

            「不在の間、ありがとうございました」

            　そうお礼を言いながら、彼女の横に立った。

            「とんでもありません」

            　会話はそれだけで終わった。

            　静かになった体育館。教壇に上がった学園長がマイクの調整を終えると、いよいよ集会が始まった。

            「えー、皆さん、おはようございます」

            　体育館全体に、マイクを通した学園長の声が響き、全校生徒の視線が一気に前方へ向いた。

            　こんな非常事態で、学園長だって詳細を聞いているはずなのに、その表情には一切の焦りがない。たまにある朝礼のときと同様に、落ち着き払っていた。

            「今日は朝から忙しい思いをしたかと思います。すでに耳に入っていることですから、申し上げます。今朝、本校の生徒が中庭で亡くなっているのが発見されました」

            　学園長のその言葉でまた生徒が騒ぎ出すかと思ったけど、そうはならなかった。皆、自分の近くの生徒の顔色を窺って、すぐにまた学園長に視線を戻した。

            　この事実自体はもう広まっていて、驚くことはないみたいだ。

            　ただ、学園長は『亡くなっていた』という言葉を使った。警察が殺人と断定していることを知らないはずないから、そこは伏せたんだと思う。

            「大変痛ましく、悲しいことです……。皆さんもご存じのように、今、警察の方々がこの件について調べてくださっています。ですので、本日は臨時ではありますが、休校といたします」

            　そのとき、何人かの生徒が少し笑顔になったのが見えてしまった。見ず知らずの人が死んだことなんて、どうでもいいと思っているんだろう。

            「ですが皆さん、今日は外出禁止です。全員、先生方の指示に従い、寮に帰って自室、もしくは寮内で過ごしてください。いいですか、これは絶対です」

            　学園長の強い念押しに生徒たちから笑顔が消えた。

            「また、この件について警察の方が、もしかしたら皆さんに協力をお願いなされるかもしれません。その際は、本校の生徒であることを自覚し、失礼のないよう、慎みを持って、きちんと協力してください」

            　その注意で確信を持った誰かが声を上げた。

            「殺されたんですか」

            　声に出してしまった生徒も、やってしまったと思ったのだろう、自分の口を抑えて青ざめる。

            　しかし学園長は取り乱すこともなく、間をおいてから、はっきりと答えた。

            「そう聞いてます」

            　さすがにその返答には生徒たちも一斉に驚いた。体育館にいる生徒全員が、隣や前後にいる子たちと話し始めて、館内が一気に騒がしくなる。

            先生たちも学園長が素直に答えたことに驚いてる様子で、彼女たちを注意していなかった。

            　そんな喧騒の中、張本人である学園長が二度手を叩いて、その音をマイクを通して館内に反響させた。

            「皆さん、お静かに」

            　さきほどまでとは声のトーンが違う。冷たく、怖い声だった。背中にぞくっと寒気がはしる。

            　そしてそんな魔法みたいな言葉は全員に効いたようで、一気に静かになった。それを確認してから学園長がまた口を開ける。

            「詳しいことはまだわかりません。詳細は必ずまたお伝えします。ですから、妙な詮索や、変な噂などはしないように。わかりましたね？」

            　学園長がさっき口を滑らせた生徒の方を見て念を押すと、彼女はこくこくと頷いた。

            「では……私からは以上です。先生方、ほかに連絡事項はありますか。ないのであれば、これで――」

            　学園長がその言葉で集会を終わらせようとしたときだった。

            　私の隣で、弥江さんが相変わらずの涼しい顔で、学園長をまっすぐと見ながら、右手を挙げた。

            　彼女の思わぬ行動にその場にいた全員が驚いて、学園長さえ言葉を失ってしまっていた。

            「学園長、ほんの少しの間だけ、この場をお借りしたいのです。どうかお許しをいただけませんか」

            　弥江さんが手を挙げたまま、張りのある声でそう申し出た。

            　学園長は面食らった様子だったけど、弥江さんの目をじっと見つめたあと、一度頷いた。

            「わかりました。弥江副会長、例外的なことですので、手短にしてください」

            　弥江さんはその許可に頭を下げたあと、すぐさま視線を全校生徒に向けた。

            「生徒会役員の皆さん、聞いてください」

            　そこで弥江さんは、私をちらりと見た。そこでやっと彼女の目的に気がついたけど、もう遅かった。

            「今回の件は役員でも早急に話し合いをすべき事案です。ただ本日は寮内で待機ですし、染井さんの体調のこともあります。ですので、明日放課後、緊急役員会を開くべきだと考えておりますが――いかがでしょう？」

            　その言葉は役員に向けての言葉ではなかった。明らかに私に対してのもので、こんなときにまで政治運動をする彼女に呆れ、そしてそれを通り越した怒りを覚えた。

            　そういったものを顔に出さないようにしながら、私は一歩前へと出た。

            「そうですね。では――生徒会長権限で発令いたします。明日放課後、緊急役員会議を開催いたします。役員の方は、必ず出席をしてください」

            　全校生徒を見渡す。多くの生徒は、急に始まった役員の間でのやりとりについていけないという顔をする中、何人かの役員と目があった。彼女たちはただ頷くだけだった。

            　そんな私たちのやりとりを見届けた学園長が、再びマイクを手にした。

            「それでは、今日はこれで解散といたします」

            　

            　５

            　

            　全校集会のあと、私は久木田さんと葉山さんのもとへ戻った。

            私以外は全員が先生の引率のもと、寮に帰っていき、あまりにも非日常な朝は終わりを告げた。

            事件があったとはいえ、寮なら安全なはず。この学校は校舎よりも、生徒が寝泊まりしている寮に警備の比重を置いていて、部外者の侵入はまず無理だから。

            　集会は最後の弥江さんの発言のせいで気の重いものになったけど、それでもなんとか出席できた。意地は通せた。

            　それに、最後の弥江さんの発言を見るに、やっぱり出て正解だったと思う。

            　

            　空き教室に案内されて、そこでまた二人と向き合うように座った。

            「お時間いただき、ありがとうございました」

            「いや、気にしなくていい。こちらも他に調べることがあったしね」

            「そうよ、気にしないで」

            　改めてお礼を言うと、二人はそう笑ってくれた。

            「じゃあ、早速だけど、話を聞かせてくれる？　そうね、まずは今朝のことを、詳しく話して。一通り聞き終わったら、私たちから質問するわ」

            　首肯した後、私は今朝のことを思い出しながら、できる限り細かく話していった。どこが重要なのかわからないから、起きてからのことはすべて説明した。

            　朝、かなり早めに登校したこと。その間、誰とも会わなかったこと。校内に入ってから、何か音が聞こえたこと。気になったから、中庭に足を運んだこと。

            　そして、あの池のことについても、何度か言葉に詰まったけど、ちゃんと話した。自分が見た時には息絶えていたこと。池が血で染まっていたこと。そして、花が浮かんでいたこと。

            　可能な限り、自分が見たものはすべて説明した。

            「……以上です」

            　そう話を終えると、二人は神妙な顔をしたままだった。話している間、久木田さんは目を閉じて黙って聞いていた。葉山さんは私と時々目を合わせながら、懸命にメモをとっていた。

            　メモ帳を閉じた葉山さんが「そう」とつぶやいた。

            「ありがとう。なら、ちょっと質問させてくれる？」

            「はい」

            「まず……被害者――梔子さんだけど、面識はないのよね？　どこかで名前を聞いたこともないかしら」

            「それが……どこかで聞いたことがある気もするんですけど、思い出せなくて……。立場上、人の名前はよく聞くので」

            　桜戦争が始まる前は、下級生たちからよく相談を受けた。その内容は本当に色んなことだったけど、多くは校内の人間関係についてだった。だから、梔子さんという名前も聞いたことがあるかもしれない。でも断言できない。

            「そう。それなら仕方ないわ。次は、辛いでしょうけど、現場のこと。確かに現場には花が浮いていたわ。あれは、元々じゃないのよね？」

            「はい。確かに中庭では花を多く育ててますけど、池に浮かべたりなんかしていません」

            　その答えに葉山さんが久木田さんを見る。

            「じゃあ、あれは犯人がしたってことでしょうか」

            「わからないが……その可能性が高いだろうな」

            　まったく理解できないけど、私もそうとしか考えられなかった。

            　何かのメッセージ？　だとしても、何の？　そして、誰に向けての？

            「染井さん、また質問させて。本当に誰もいなかった？」

            「私はかなり早く登校しました。寮から学校までは、ほぼ一本道です。誰かがいれば気づくはずです」

            　それには自信があった。そもそも誰とも会いたくないから、あの時間に登校したんだから。

            「校内に誰か潜んでいた可能性は？」

            　思わぬ質問に、即座に答えることができなかった。あの広い校内で誰かが隠れていたら、気づかない可能性は高い。

            「わかりません……」

            「ごめんなさい、意地悪な質問だったわ。ただ、そういう可能性も考えなきゃいけないから」

            　確かに可能性はあると思う。

            「私が気になったことは、これくらいかな。久木田さんはどうですか？」

            　話をふられた久木田さんが目を開けて、じっと私を見た。女子校の寮生活のせいで、男性に見られるという経験に少し遠のいている。そのせいか、ただそれだけで随分と怖かった。

            「どうして、そんなに早く登校したのかな？」

            「……少し、一人で考えたいことがありました」

            　避けて通れない質問だとわかっていたけど、素直に答えられなかった。

            　素直に答えようとすれば、説明が長くなってしまうし、桜戦争についてどこから話せばいいかわからない。それに、はっきり言ってしまえば話したくなかった。

            　これはあくまで私個人の問題。疑われようと、私は犯人じゃないし、事件とは関係ないはずだ。

            　私の明らかに怪しい答えに、久木田さんは何も言わなかった。ただ、じっとこちらを見ているだけ。とても強い眼光だった。思わず、息を飲んでしまう。

            　沈黙が一分くらい続いたけど、久木田さんが「わかった」と言ってくれた。

            「今日は辛いところをありがとう。協力に感謝するよ」

            「い、いえ。こちらこそ、色々ありがとうございました」

            　そこで終わってしまうとは思っていなかったから驚いてしまった。

            「今日はもう疲れたでしょう？　寮に帰って休んで」

            　葉山さんが笑顔でそう勧めてくれたから、私は頷いて立ち上がった。

            「ああ、事件とは関係ないことを質問させてくれないかな」

            　鞄を持ったところで、急に久木田さんがそう言いだした。

            　事件とは関係ないことで、刑事さんが私に聞きたいことなんてあるのかなと思いながらも「はい」と返事をした。

            「この学校に、白根葵って子がいるんじゃないかな？　君と同じ、三年生なはずなんだが」

            「え、葵ですか」

            　すごく身に覚えのある名前が刑事さんの口から出たことで、取り繕った返事をする前に、本音が口から洩れた。

            　その反応で久木田さんは確信したようだった。口元に笑みを浮かべた。

            「知り合いなのかい？」

            「……はい、クラスメイトです。あ、あの、彼女が何か？」

            「いやいや、本当に事件とは関係ないんだ。古い知り合いでね。そういえば、ここに通っていると聞いていたから気になったんだ。まさか君とクラスメイトとは驚いたな」

            　彼女が何かしてしまったのかと心配する私をよそに、久木田さんはまるで親戚の子の話をするような優しい笑顔をしていた。

            　葵からは、刑事さんと知り合いだなんて聞いたことがない。ただ、久木田さんの反応を見ると、悪い繋がりではないようだ。

            　ちょっと釈然としない思いを抱えたままだったけど、私は二人に頭を下げて、教室から出ていった。

            　

            　６

            　

            「あの女の非常識さはどうかしている。心底、嫌いになった」

            　寮の部屋に戻ると、凪と楓がいた。桜戦争が始まって以来、不機嫌になることが多くなった凪だけど、今日は一層怒っているようだった。

            　私のベッドの上であぐらをかいて、ムスッとしている。楓はそんな凪の様子に戸惑っているようで、私が入ってくると、待ってましたと言わんばかりに目を輝かせた。

            「お姉さま、お帰りなさいませ。大丈夫でしたか」

            「ええ、ただ事情を聴かれただけです。朝から負担をかけましたね」

            　楓の頭を撫でながらそう言うと、彼女は本当に嬉しそうに笑った。いろいろと手のかかる後輩だけど、こういうところがかわいいと思う。今日の心労が、少し癒された。

            　そして問題の凪の方へ向いた。

            「凪、楓が怖がるくらいに不機嫌になるなら、部屋に帰ってもらうわよ」

            　そう釘をさしても、彼女は表情を変えなかった。それどころか、さらに不機嫌な顔になって、じとっとした目で私を捉えてくる。

            「……僕だって、今日はずっと心配してたんだ」

            「それは感謝してるわ。今朝も伝えたでしょ」

            「……君が倒れたって聞いて、駆けつけたかったのを我慢して、役員の仕事にあたったんだ。あの弥江の指示に従ってね」

            「聞いたわ。それも、感謝してる。本当よ」

            「……僕には何もないのに？」

            　……学校じゃ一部の生徒から王子様なんて呼ばれている子の言葉だとは思えない。親しいとはいえ、後輩の前だということを忘れてる。

            　楓の様子を伺うと、彼女はきょとんとしていて、凪が私に何を求めているのかわかっていない様子だった。

            　小さく息を吐いたあと、私はベッドの上に座っている彼女の頭に手を伸ばして、凪と同じように撫でてあげた。

            「――今日はありがとう。本当に感謝しているわ」

            　凪はしばらくは表情を変えなかったけど、続けて撫でていると、ようやく少し笑ってくれた。そして撫でていた私の手を掴むと、そのまま引っ張ってきた。

            「ちょ、ちょっと」

            　倒れこむように、私は凪に抱きついた。そして彼女は、そんな私を放さないようにぎゅっとする。

            　楓が顔を紅潮させて、キャッと小さく声をあげて照れた。

            「これくらいは、ご褒美だろ」

            「……今日だけだからね」

            　本当ならちょっと怒ってやりたいところだけど、凪にも朝から色々と負担をかけたのも事実。これくらいしてあげないと、また拗ねてしまう。

            「これで機嫌をなおしてくれるの？　私のナイト様」

            「……君はもっと怒るべきだよ。あんなの非常識すぎる」

            「あそこで私が怒ったら、それこそ弥江さんの思うつぼよ」

            　本当のことを言えば、凪の言うとおり怒りたかった。でも、あそこで感情的になれるわけもなかった。

            「あ、あの、お姉さま、少し質問させてください」

            　楓が私たちから目を逸らしながら、遠慮がちに声をかけてきた。

            「何？」

            「集会の最後のあのことです。あの女の提案に、凪先輩がすごく怒っていましたし、お姉さまも表情を硬くされていました。ただ、どうしてそこまで怒ってらっしゃるのですか？　あの女の味方なんてするつもりはありませんが、提案自体は普通のことでは？」

            　楓の質問はその通りで、恐らくあの場にいた多くの生徒は何も思わなかったはず。

            　生徒会規則なんて、一般生徒は知らないんだから当然だ。ただ、役員は気づいたと思う。弥江さんがあの場でした『越権行為』について。

            「……生徒会規則第五条です。非常時は緊急役員会議を開催する、という旨の規則になります。ただ」

            　正確には、もっと詳細に書かれている規約だけど、ここで全文を暗唱しても仕方ない。ただ、その全文の中に、私や凪が怒っている原因があった。

            「……その開催については、生徒会長にしか権限が与えられていません」

            　それでようやく私たちが怒っている理由を察した楓が息を飲んだ。

            　そう、弥江さんはあの場で、生徒会長にしか与えられていない権限を私に引き出させた。

            本来であれば、私がやるべきことだけど、今朝はそこまで頭が回らなかった。彼女はそれを見逃すことなく、逆手にとって『私なら適切な判断ができる』と役員たちに見せつけた。

            あくまで提案なので、規約違反ではないけど、それを私に直接言うわけではなく、あの場で役員に呼びかけるという形をとりながら、全校生徒にアピールしたんだ。

            　自分こそが、その権限を持つにふさわしい人間だと。

            　

            　７

            　

        
        



            《第一週目・金曜日》

            　

            　校内で事件が起こったというのに、翌日には混乱は落ち着いていた。学校は普通に始まり、皆、いつも通り登校をしていた。

            　さすがに一人で登校する気になれなかったので、楓と凪との三人で登校したが、彼女たちもいつも通りに戻っていた。二人とも、朝から熱心にほかの生徒に声をかけて、私への支持を呼び掛けていた。

            　当然、私もそうしたけど、いつも以上に気疲れした。

            　中庭は相変わらず封鎖されていたし、校門の前には警察官が立っていた。物々しい雰囲気だったけど、まるで皆には見えていないみたいだった。

            　朝礼では先生から最低限の連絡事項があったけど、事件の詳細はやはり語られることはなかった。

            　そして、私はそんな校内の空気に違和感と、疲労感を覚えて、昼休みは凪の目を盗んで姿を隠した。

            　礼拝堂には誰もいなくて、なんだか久しぶりに落ち着けた。

            　身廊を進んでいき、教壇の前で止まった。見上げると、陽にあてられたステンドグラスのマリア様が輝いている。こうしてまじまじと見るのは初めてで、とても神秘的に思えた。

            　その場に膝をついて、手を合わせて、この礼拝堂で初めてお祈りをした。

            　梔子さんの冥福と、そして犯人の早急な逮捕。また……もう何も起こらないことを。

            　こんなときだけお祈りをするなんて不謹慎だとわかってる。字面のとおり『困ったときの神頼み』でしかない。ただ、そうせずにはいられなかった。

            「ここで本当にお祈りしてる人、初めて見た」

            　背後からそんな声をかけられたので振り向くと、牛乳パックのストローを咥えて、タバコみたいにしている葵が立っていた。

            「……そんな気分のときもありますよ」

            「あ、そ。優等生は大変だね」

            　葵はそう言ってベンチに腰かけると、退屈そうな顔でステンドグラスを見上げた。

            　私もなんとなく、彼女の隣に座った。彼女はいつもなら嫌がる癖に、どういう風の吹き回しか、今日はそうしなかった。

            　二人とも何も言わなかった。私はしばらくぶりの静けさに癒されていたし、葵はもともと静かな性格だ。

            　でも、今日は意外なことに、彼女の方から声をかけてきた。

            「あ……あの、さ」

            　らしくもない、緊張した様子だった。

            「昨日……大丈夫だったわけ？」

            　隣の彼女を覗くと、私から顔を背けて、頬を赤くさせていた。

            　……素直じゃないところは、本当に昔から変わらない。

            「心配してくれてるんですか」

            　そうからかってみると、彼女がバッと立ち上がった。

            「ち、違うしっ！　倒れたって聞いたから、昔のよしみで言ってみただけ！」

            「はいはい、わかりましたわかりました」

            「何よその返事！」

            　反応が可笑しくて、ついつい意地悪をしてしまう。こんなことができるのは、校内では彼女だけだ。

            クスクスと笑うと、葵は顔を真っ赤にしたまま座って「もう知らないっ」とそっぽを向いてしまった。

            「もう落ち着いたわ。しばらくは、トラウマだろうけどね」

            　あの光景自体を忘れることはできないだろうから、ショックは引きずるはずだけど、昨日のようなことにはもうならないだろう。

            「……そ」

            　素っ気ない返事。ただ、彼女らしいもので、それが微笑ましかった。

            「……無理しない方がいいと思う。いろいろ、あるのは知ってるけどさ」

            　続けてくれた言葉に、胸を打たれてしまった。ここ数日、ずっと誰かに言ってほしかった言葉で、それがすうっと、心の奥まで入っていく。

            　彼女がこんな言葉をくれるなんて……ちょっと、感激だ。

            「……ありがとう」

            　さっきと打って変わって、ちゃんとお礼を言った。彼女はそれでも顔をこちらには向けてくれなかったけど。

            　そんなやりとりをしていたら、久木田さんに質問されたことを思い出した。

            「葵、あなたって……久木田さんって人を知ってる？」

            　彼女はすぐさま顔を私の方に向けた。とても驚いた表情で、そんな顔は久しぶりに見た。

            「あのおっさん、ここに来てるの」

            「…………」

            　スカートの少し下、膝の少し上くらいの彼女の足をつねった。

            「いたっ！」

            「年上の男性の方にそんな言い方するなんてダメです」

            「……だからお姉さん面するなって」

            「知り合いなんですかと聞いてるんですよ？」

            　彼女に反論させないようにまたつねる。

            「痛いって！」

            　私の手を払いのけて、つねられたところをさすりながら説明をしてくれた。

            「昔、ちょっと知り合っただけ。小学生のとき」

            　小学生というと、私とは離れてしまった後だ。彼女が小中学校時代、どこの学校にいたとか、何をしていたとかは聞いていない。教えてくれないし、彼女は友達もほとんどいないので、噂にもならない。

            　私もいつか教えてくれるといいなと思って、こちらから質問したりしていない。

            「お世話になったとか、そういうわけではないのよね？」

            「……妹扱いしてるくせに、そんな心配するわけ？」

            「むしろ、だからこそ、です。ただ、あの久木田さんの反応を見る限り、そうじゃないでしょうね」

            「そうだよ。本当に、ただの知り合いってだけ」

            　……やっぱり、ちゃんとは教えてくれないみたいだ。

            「じゃあ、私は戻るから。寝れると思ったのに、あんたがいたんじゃ台無し」

            「だから、ここで寝てはだめですって」

            　葵は立ち上がって、身廊を歩いていった。

            そんな後姿を見ながら、私はまたあることを思い出して声をかけた。

            「葵、あなたが言っていた嵐って」

            　葵は止まらずにスカートのポケットに手を入れながら、すたすたと進んでいく。こちらに顔は向けなかったけど、返事はしてくれた。

            「まだだから」

            「え？」

            「まだ、終わってない。嵐は、これから」

            　

            　８

            　

            　華月女子高等学校の『生徒会』は、かなり特殊な組織だ。

            　一般的な学校と違い、生徒会にはかなりの権限が与えられている。

            代表的なものでいえば、部活動の費用について。学校から予算を引き出させ、それをどこの部活にどれだけ配分するかは、毎年生徒会が決めている。

            　ほかにも校則違反をした生徒への罰則についても権限を持っているし、校内で何か問題が起こった場合、原則として生徒会がまず動き、問題解決を行うことになっている。必要なことであれば、どんな場所でも介入が許される。

            　これはもう百年も続く歴史らしい。

            　創立当初はかなり学校側の力が強く、生徒が抑えられていたという。それをおかしいと唱え、改善するために学校側と渡り合った生徒たちがいた。後に彼女らの交渉は成功し、生徒に多くの権限が与えられることになった。

            　そしてそのときに学校側と戦っていた彼女らが名乗っていた名前が『華月生徒代表会』――それが今に残る『生徒会』だ。

            　現在の生徒会は、全員がどこかの部活の部長、もしくは委員会の委員長で結成されている。

            　この学校では誰しもが部活か委員会に入ることが義務付けられているので、その代表が生徒会のメンバー、いわゆる『役員』と呼ばれる存在になる。

            　各部活、委員会の代表についてはその組織内で投票による代表戦で選ばれる。多くは三年生だけど、毎年数名は二年生がいる。人望があれば、二年生でも立候補し、組織内の選挙で勝てば役員になれるというわけだ。

            　そして、そんな役員たちの代表が、生徒会長。

            　役員の選出が民主的なのに比べて、生徒会長は真逆と言っていい。会長職は前任の会長が指名するのが規則となっている。もちろん、前任の指名だけじゃなく、役員の承認も必要だけど、指名されない人は立候補すらできないのだから、指名された時点で選出がほぼ決まっている。

            実際、この百年、例外はない。

            　一種の二元代表制でこの学校の生徒会長は決まる。生徒会自体が多くの権限を与えられた組織であるがゆえ、その代表ともなるとそれなりに権限もある。私一人の承認で、部活を活動停止にできたり、生徒を退学にできたりする。

            　副会長は会長が指名するけど、これについては役員の承認はいらない。なので、例年でいえば、会長が一番信頼を置いている役員を指名することが多い。

            　今年は、私が弥江さんを指名した。ただ、弥江さんが私にとってそういう人だったかというとそうではない。役員で一番信頼しているのは、間違いなく凪だ。

            　ただ、私の場合はそうせざるをえなかった。あの状況で彼女になんの役職も用意しないなんて、とてもできなかった。

            　なにせ、あの時、私が前任者から会長に指名される瞬間まで、私を含めた全校生徒の誰もが、次期生徒会長は弥江さんだと信じていた。

            　口には出していなかったけど、本人だってそのつもりでいたに違いない。その証拠に、実は次期生徒会長を決める役員会議の直前に、私は弥江さんから「もし私が会長になったら、副会長をお願いしてもいい？」と尋ねられていた。

            　もし、なんて言葉を使っていたけど、きっとそうなると思っていたはずだ。私だってそうだったんだから。

            　昨年の生徒会で、二年生で役員だったのは私と凪と弥江さんの三名だけで、私たちはよく一緒に仕事をしていた。だからこそ、弥江さんは私にそう言ってくれたんだと思う。

            「ええ、喜んで」

            　私は笑ってそう答えた。弥江さんも「ありがとう」と笑ってくれた。

            　私たちが笑いあったのは、それが最後。

            　

            　

            　放課後――。

            　役員会議室にはずらりと役員が揃っていた。『０』の形をしたテーブルの前に、一人一人が座っている。私の横には副会長である弥江さん、そして逆側には凪が座っていた。

            　夕日が差し込んでいる室内では、誰もが口を開かなかった。ある人は俯いていて、またある人は退屈そうに肘をついていて、別の人はまだ空席となっている一席を気にしていた。

            　いつもなら会議の始まる前は談笑があるのに、そんな雰囲気は一切なかった。

            　重苦しい空気の中で扉が開いた。

            「あ、私が最後か。悪いな、みんな」

            　松羽さんがいつも通りカメラをさげたまま現れた。

            「後輩たちに色々と指示をしていたら時間をくった。遅刻か？」

            　彼女の確認に私は「いいえ」と答えた。

            「今回の会議は緊急でしたので定刻はありません」

            「そいつは助かったな」

            　松羽さんが席について、カメラを机の上に置くのを確認すると、会議室の空気がより張り詰めた。全員が、いよいよ始まると身構えたんだ。

            「それでは皆さん」

            　そんな空気の中、咳払いをして、なるべくいつも通りの声で号令をかけた。

            「ただ今より、緊急役員会議を開催します。――全員、起立っ」

            　この学校の生徒代表たちが、一斉に立ち上がった。

            「礼」

            　全員がきっちりとした姿勢で礼をしてから、着席した。

            「緊急でお集りいただき、ありがとうございます。皆さん、用事もあるでしょう。今回は手短に進めます。議題はもちろん、昨日、当校で起きてしまった事件についてです」

            　会議の進行は会長が務めることになっていた。全員が私の方を見て、話しの行方を見守っている。

            「事件の詳細について……。もう全員が知っているでしょうから、先に伝えますが、私が第一発見者でした。亡くなった生徒は梔子頼子さん」

            「うちの部活の子だ」

            　そう声をあげたのは、ショートカットの女子生徒だった。頬にそばかすがあるのが特徴的な、陸上部の部長――卯月うづき京きょうさん。おとなしめの生徒が多いこの学校では、珍しく活発なことで有名な子。陸上部のエースで、インターハイ出場経験も持っている。

            　いつもはよく笑う子だが、今日に限っては表情に悔しさがにじみでていた。

            「……熱心な子だったから、残念だ。最初に聞いたときは、信じられなかった」

            「そうですか……」

            　なんと言っていいかわからなかった。私はあの光景自体がショックだっただけ。元々梔子さんと繋がりのある人のショックは、それと比較にはならないはずだ。実際に卯月さんは部活熱心で、後輩にも慕われていたから余計だと思う。

            「――では謝罪をしてはいかがですか」

            　私が次の言葉を探っていた時に、とても冷えた声が会議室に響いた。

            　全員の視線が一斉にそちらに向く。発言したのは弥江さんの隣に座っていた小柄な生徒。数少ない二年生役員で、書道部部長の小町こちょう蘭らんさんだった。細い楕円形の眼鏡をかけて、感情を感じさせない表情をしていた。

            「……なんだと？」

            　怒気を滲ませた声で卯月さんが応えると、小町さんはひるむ様子もなく、淡々と答えた。

            「陸上部の生徒のせいで、現在、学校は混乱状態です。その代表として、謝罪をされてはいかがですかと言ったんですが」

            「ふざけるなっ！」

            　バンッと両手で机をたたき、卯月さんが顔を真っ赤にして立ち上がった。まずいと思った彼女の左右に座っていた役員が、彼女を抑えにかかる。

            「彼女は被害者だっ！　それを迷惑だと！　考えてものを言え！」

            「……あなたこそ、考えてはいかがですか？　ここはただの学校ではありません。創立から百年以上の歴史を持つ、伝統ある学校です。今回の件で、その看板に傷がつくようなことがあっては、取り返しがつきません」

            「小町さん、控えなさい」

            　これ以上はさすがにまずいと思ってそう注意したが、彼女はちらりとこちらを見ただけだった。

            「あなたも部長で役員なら、監督責任があるはずです」

            「弥江の腰巾着が偉そうに言うようになったな」

            　卯月さんがそう毒づいても、小町さんは動じなかった。

            「市民派は、そういう発想しかできないんですか？」

            「小町さん、それ以上続けるなら退室させます。いいですか、三度目はありません」

            「……会長にだって、同じく責任が」

            「蘭、もういいです。話が進みません」　

            　小町さんがまだ続けようとしたのを、ずっと静観していた弥江さんが止めた。私の注意には一切耳を傾けなかった彼女だったが、そこでやっと暴言をやめた。

            「申し訳ありません、咲良様」

            　しかも謝罪はあくまで弥江さんにだけして、口を閉じた。

            　小町さんはかなりの華族派。大手広告代理店の社長令嬢で、弥江さんとはこの学校に入る前から知り合っていたらしい。小町さんを役員に押し上げたのも、弥江さんが書道部内に介入して、色々とテコ入れをしたからと聞いている。

            　そんな経緯もあって、小町さんは弥江さんには従順で、今回の桜戦争でも真っ先に弥江さんに賛同すると表明している。

            　対して、卯月さんは市民派。すでに私側についてくれることを約束してくれている。

            　そういうこともあって、こういういがみ合いが生まれる。この非常時においても、桜戦争が影をおとしていて嫌になる。

            「京、座りなよ。安い挑発に乗るべきじゃないだろ」

            　凪が卯月さんに声をかけると、卯月さんは舌打ちをしてから座った。

            「学校に対する悪評というのは確かに恐れるべきかもしれませんが、今はまだ何もわかっていない状況です。そういうことを考えるのは、犯人が捕まってからにすべきでしょう」

            　実際に悪評がたてば防ぐ手立てなんてあるかわからないが、今、そんなことを考えるのは不謹慎でしかない。

            「あー、それに安心していいぞ。今回の事件、報道は控えめにしてほしいというのは、私から父にお願いしている」

            　松羽さんがメモをとりながらそう言った。彼女の父親は新聞社の社長で、報道機関にはかなりの力を持っていた。その言葉に一部の役員が目を輝かせた。

            「学校の評判は確かに、多くの生徒に影響するからな。父はほかの会社にも声をかけてくれるらしいから、報道は控えめにされるはずだ」

            「さすがですね」

            　役員の誰かがそう称賛すると、松羽さんは顔を上げて「ただ」と付け加えた。

            　そして何か企んだ顔で弥江さんの方を見る。

            「私の父だけで、全報道関係者にお願いすることはできないんだ、副会長」

            　全役員が松羽さんが何を言いたいかを悟り、今度は弥江さんに視線を向けた。

            「……もちろん、私も昨日のうちにお父様に同様のお願いをしております。既にマスコミ関係者に、今回の件は大きく報道しないようにと呼び掛けてくれています」

            「話が早くていいよ。さすが政治家の娘だ」

            　松羽さんが手を叩いた。その様子を見た小町さんが、どこか勝ち誇った顔で呟いた。

            「……やはり華族派の方が、有能ですね」

            　その言葉に凪や卯月さんをはじめとした、市民派の役員が彼女を睨み、弥江さんをはじめとする華族派の役員が微笑んだ。

            「もういいです」

            　また場が乱れそうだったので、それ以上は続けさせなかった。

            　ただ……そう見えるに違いないなと確信している。この学校はお嬢様学校で、評判に関してはかなり敏感だ。この学校出身であることを誇りに思ってるＯＢも数多い。もちろん、現役生でもそうだ。

            　そんな彼女たちからすれば、この非常時に報道を抑え込めるという、強権的な力を持った弥江さんや松羽さんは、とても頼りになる存在に見えるだろう。

            「ところで卯月さん、陸上部の生徒ということは、あなたのところにも警察の方が来られたんですか？」

            　話を元に戻すために卯月さんに質問をした。

            「あ、ああ。私のところにも来たし、他の部員のところにも結構来ているみたいだな」

            「そうですか。ほかにはどうでしょうか」

            　すると何人かの役員が挙手をしてから、それぞれ知っていることを話し始めた。

            「被害者のクラスメイトや、繋がりのあった生徒は事情を聴かれているそうです」

            「あと、彼女と寮で部屋が近かった生徒にも聞き込みがあったらしいです」

            「生徒ではありませんが、先生方にもいろいろと調べが回っているみたいですね」

            「今や、オフィーリアに関係していた人たちは全員捜査の対象なんでしょう」

            　各役員たちからあがってくる報告を聞きながら、葉山さんと久木田さんの顔を思い浮かべた。話を聞く限り、かなり捜査員の方は多いようで、あの二人がどこを担当しているのか、少し気になった。

            　今日ももしかしたら呼び出されるかと構えていたけど、連絡はなかった。

            「……オフィーリア？」

            　報告にあがった妙な名前を繰り返すと、発言をした役員が「しまった」という顔をした。

            　私が疑問に思っていると、隣の凪が耳打ちをしてくれた。

            「被害者のことをそう呼んでる生徒がいるんだよ。池で死んでいたってところから、オフィーリアなんて名付けられたらしい」

            　呆れてものが言えなくなった。オフィーリアは『ハムレット』に出てくる女性。川で死んでしまう結末が絵画にもなっていたりして有名だけど、まさか、それをなぞらえるなんて。

            　あの光景を目にした私から言わせれば、信じられない。

            　ただ、ここで注意しても無駄だろうから、もう諦めることにした。

            「……そうですか。各部活、委員会もですが、警察の方にはくれぐれも失礼のないように徹底してください。それこそ、我が校の品位に関わります。そして、何か事件と関係あることを知っている生徒がいれば、警察へ報告に行くよう伝えてください。怖いようでしたら、私も同行します」

            　全員が首肯するのを確認してから続ける。

            「そして、これが一番大切ですが……間違っても、不確かな憶測や、不謹慎な話を広めないようにしてください。いいですか、全員、胸に刻んでください。一人の生徒が亡くなっています。妙な噂がたつなど、あまりにも不謹慎です。心してください。いいですね？」

            　そう強く念押しすると、また全員が首肯した。

            　こういうことが起これば、それは避けられないことかもしれないけど、せめて最低限に抑えたいところだ。

            ただ、今の私が言ったところで、どこまで効果があるかはわからない。

            「松羽さん、新聞部もそうですよ。間違っても事件をはやし立てないように」

            「うちを不倫報道とかで喜ぶ三流のゴシップ誌か何かと勘違いしてないか？　うちは『新聞』だ。事実しか報じない」

            　それが怖いのですけど、これ以上は言っても仕方ないでしょう。

            「わかりました。くれぐれもお願いします」

            　ほかの役員の顔をぐるりと見渡す。何か言いたそうにしている人はいない。

            「私からは以上ですが……副会長、何かありますか？」

            　あえてこちらから弥江さんに話題をふると、彼女は私の目を覗き込んできた。

            「一つ、染井さんに確認が」

            「何でしょうか」

            「本日は緊急会議でしたが、来週の定例会議は変更なく開催されますよね？」

            　嫌な質問の仕方だった。これを口実に時間稼ぎをさせないために、言質をとっておくつもりだろう。

            　もっとも、こんな争いを引き延ばすつもりはないから、返答に迷わなかったけど。

            「はい。今日は金曜日、ちょうど一週間後の来週末、いつも通り定例会議を開催いたします。もちろん……あなたが提出する議案についても、そこできちんと採択をとります」

            　その返答に満足した弥江さんはクスッと笑った。

            「ありがとうございます。私からは以上です」

            「では、他にもなさそうですし、本日はこれにて会議を終了いたします。お忙しいところ、ありがとうございました」

            　終了の宣言で役員たちが一斉に立ち上がった。この場の空気が耐えられないと言わんばかりに足早に部屋を出る役員や、さきほどの発言が許せなかったのか、小町さんを睨んで出ていく役員もいた。

            　弥江さんはそんな空気を気にも留めず、小町さんや数人の華族派の役員を連れて、悠々と退室していった。

            　残ったのは私と凪、それと卯月さんと松羽さんの四人。卯月さんが俯きながら、小さく肩を震わせていた。

            そんな卯月さんに気を遣った凪が彼女の肩にぽんと手を置いた。

            「気にしなくていいだろ」

            　しかしそれでは収まらなかったらしく、卯月さんはまたテーブルを叩いた。

            「こんなときまで派閥争いなんて、華族派の連中には血が通ってないのかっ！」

            「……耳の痛い話だな。ただ、華族派として一括りにされても困る。私だってあの小娘の発言はどうかと思った」

            　残った唯一の華族派である松羽さんが、苦虫を噛み潰したような顔でぶんぶんと首を振っていた。

            「落ち着きなって。小町は次期生徒会長ってポジションに夢中で、周りが見えていないんだ。気にするな」

            　もし弥江さんの議案が可決された場合、当然、弥江さんが会長になる。

            ただ、後継の問題がある。会長職は指名制で、卒業前には譲らないといけない。

            　そして、弥江さんが会長になれば、次期生徒会長は小町さんになるとみられている。

            「卯月さん、私のせいでもあります。ごめんなさい」

            「……いや、染井のせいじゃない」

            　そうは言っても、普通の状況であれば誰もあんなことを言い出さなかったと思う。やはり、発端は桜戦争のせいで、一因は私にだってある。

            「桜戦争自体、弥江たち華族派が仕掛けたものだろ。あいつら、百合会長の意思を無視するつもりなのか」

            「……百合先輩は、会長職を市民派の姫に譲った裏切り者。それが華族派の共通認識らしいからね」

            　私を会長に指名した前任者、久留間百合先輩。

            大財閥の令嬢で、当時の華族派の筆頭株。自由奔放な性格で、思いもよらぬ行動に出ることが多々あって、去年の生徒会はよくそれに振り回された。

            　今だって、あの方の気まぐれに振り回されているという見方だってできる。

            「とはいえ、百合会長は弥江にとっては特別だろ。あの二人は」

            「だからこそ、なんじゃないか」

            　凪と卯月さんの会話を聞いていると、とんとんと肩を叩かれた。振り向くと、いつの間にか私の隣に松羽さんが座っていた。

            「一応、伝えておきたいことがあってな。だから残ってたんだ。白根葵、会長のクラスメイトだろ？」

            　松羽さんは二人には聞こえないように小声で話しかけてきた。私はまた葵の名前が出てきたことに戸惑いつつ「ええ」と返事をした。

            「たまたまさっき見かけたんだ。彼女、なんだかおかしな行動してたよ。中庭が封鎖されているのに、興味深そうにその周りをうろついていた」

            　中庭には極力近づかないように朝礼で先生から注意されていたのに、いったい何をしているんだろう。でも、ただの野次馬というわけではない気がする。彼女がそんなことをするとは思えない。

            　それに、あの『嵐』という言葉についてもそうだし、久木田さんと知り合いだということもそう。

            　彼女は、事件と何か関係があるんじゃないか……。そんな不安が胸に広がる。

            「見張りの警官が声をかけると、無視してどこかに行ったけど」

            「……あとで注意しておきます」

            　なんだかその一言で不安というより怒りが出てきた。またお説教をしないといけない。

            「会長は彼女に気をかけているようだから、特別に情報提供だ。感謝しろ」

            「ええ、ありがとうございます」

            「あとできれば、彼女にいい加減、新聞部の取材に応じろと言ってくれ」

            「取材？　新聞部が白根さんに何を聞きたいんですか？」

            　新聞部が不定期的に、生徒や先生の取材をしているのは知っている。ただ、その対象の人物は話題になった人や、大会などで功績をあげた人というのがほとんどだ。

            　葵は一応、私が委員長を務めている美化委員に所属しているけど、活動にはほとんど参加していない。取材をされるような生徒じゃないはずだ。

            「謎だらけで、怪しげな噂もあるからな。興味がある。ただ、当人からずっと取材拒否されているんだ」

            「怪しげな……噂？」

            「おや、会長が知らないのか。……あ、ってことは、これは言ったらダメな奴だったか？」

            　松羽さんが自分の失言に顔を覆ったが、私が続きを促すと、諦めて教えてくれた。

            「あー、あくまで噂だが……彼女、幽霊が見えるらしいよ」

            


    


        第三章【裏切者たちの狂騒】

        　

        



            《第一週目・土曜日》

            　

            　趣味のいいことではないことはわかっていた。

            だから、今日はうしろめたさとともに歩くことになったのだけど、皮肉なことに、最近抱えていた不安や不満に比べれば、軽いものだった。

            　今日は土曜日。桜戦争に、殺人事件に、緊急会議。波乱すぎた一週間を終えたところだけど、来週まで混乱は続く。その、ほんの束の間の休息だった。

            　そんな日に、私は一体何をしているんだろうと思う。

            　めったに着ない私服に着替え、マスクをして、ニット帽をかぶり、度のついていない眼鏡をかけて、街中を歩いていた。

            　華月女子高等学校は、全寮制の高校ではあるけど、外出は自由とされている。じゃないと、今どき入学希望者が激減してしまうから。

            　そして私がいるのは、学校の最寄り駅から三つほど離れた大きな駅の近くにあるアーケード。私より少し先には、私服姿の葵が歩いていた。ポケットに両手を入れながら歩く姿を見ていると、注意したくなるけど、それを堪える。

            　それに何より、彼女より品位を欠いた行動をしている私が注意なんてできるわけない。尾行なんて、いったい何を考えてるんだろう、私。

            　ただ……ここ数日、葵のことが気がかりで仕方ない。事件を予見したような言葉に、刑事さんが知り合いだってことに、幽霊が見えるという噂。

            　気にするなって方が無理。だけど、葵に直接何か聞いても、素直に答えてくれるはずなかったから、こうしていた。

            　彼女は休日、どこかに出かけることが多いとは聞いてたから、つけてみることにした。

            　これで何かわかるわけじゃないのは理解しているけど、じっとしていられなかった。

            　葵はしばらく歩いたあと、ある喫茶店の前で足を止めると、看板と腕時計を確認してから、その中へと入っていった。

            　どこにでもあるチェーン店だったけど、彼女がこういうところに入るのは意外だった。

            　葵に少し遅れて入店すると、彼女はもう注文を終えていて、店の奥にある二人掛けのテーブルに腰かけていた。そして退屈そうに肘をついて、誰かを待っているようだった。

            　休日に誰かと会う約束をしていたんだろうか。葵の交友関係は校内では皆無といっていいけど……。

            　私も小声で注文を終えて、少し離れた彼女の後ろ側の席をとった。彼女の背中がはっきりと見える。多分、この距離なら誰か来ても、その会話も聞こえるはずだ。

            　……いよいよ、自分が嫌になってきた。ただ、ここまで来たら引き返すわけにはいかない。

            　だって、葵のことを純粋に知りたいのは本当。彼女は嫌がるけど、私にとって、彼女はやっぱり同級生というより妹に近い存在で、私なりに大切に思っているつもりだ。

            　少しでも昔みたいに理解しあいたい。

            「悪い、待たせたか」

            　そんなことを考えていると、葵のテーブルに誰かが座った。聞き覚えのある男性の声だと思ったら、その姿を見てびっくりしてしまった。

            　スーツ姿の久木田さんが、葵と対面するように座っていた。

            「……別に、待ってない」

            　不貞腐れた様子で葵が答えたのに、久木田さんは笑顔だった。

            「相変わらずだな。いや、前より生意気になったか」

            「うっさいなあ。おっさんのために時間を作ってやったんだから、お礼くらい言いなよ」

            「俺は学校でもいいと言ったのに、お前が学校じゃ嫌だと駄々をこねたんだろ」

            「刑事と話してたら、また変な噂をされるの」

            　なんだか……父親と反抗期の娘みたいな空気で、久木田さんは楽しそうだったし、葵も嫌がってる口ぶりだけど、口先だけというのが伝わってくる。

            　彼女がここまで久木田さんと親しいなんて驚きだ。

            「高校に入ってから会うのは初めてだな」

            「そりゃ、捜査一課の刑事なんか、普通は会わないから」

            　コーヒーを飲みながら、不機嫌そうに答える葵に、久木田さんは苦笑した。

            「だが、お前はその普通じゃない経験を三度もしている」

            「……おかげで、親戚中たらい回しにされた挙句、全寮制の高校に放り込まれた」

            　物騒な話が立て続けに出てきて、頭がついていかなかった。

            　三度？　刑事さんと三度も会っている？

            しかも、あの話ぶりじゃ、普通じゃない会い方。それに、親戚中をたらい回しにされた？　

            葵と離れ離れになってしまった後のことは知らないけど、彼女の家庭はそんな家じゃなかったはずだ。

            　幼少のころは私だって葵のおばさんやおじさんにお世話になったんだから。

            「親が強盗に殺されて、哀れに思った親戚が預かったら、その家で殺人事件が起きて、行き場のなくなった私が一時的に預けられていた親族の家が燃えて……。口に出してみると、あの人たちが私と関わりたくないと思うのは当然だけどね」

            　葵の口から語られた、あまりにも信じがたい事実に、私は持っていたコップを落としそうになった。ただ、ここで彼女たちに気づかれたら台無しだと思って、なんとか耐える。

            　それでも、コップを持つ手は衝撃のあまり震えていて、額には暑くもないのに自然と脂汗が出てきた。

            　葵の両親が強盗に殺されたなんて……知らなかった。あの優しかったおばさんとおじさんがそんなことになっていたなんて。

            　それに、そのあとに続いたという葵の不幸についても……。

            　ああ、だから葵は何も言ってくれなかったんだ……。

            「何度も言ったが、気に病むな。お前のせいで起きた事件じゃない。それに、お前の協力もあって、犯人はすべて捕まっている。俺としては、表彰状をやりたいくらいだ」

            「親戚を逮捕させてもらった表彰状なんか、どこに飾れって言うんだよ」

            　投げやりな葵の答えに、久木田さんは笑っていた。重たい話なのに、それを感じさせない。

            　なんだか、二人の間に、見えない信頼の糸が見えた気がした。

            「それで、事件の話を聞きたいんじゃないの？」

            「……ああ、もう本題か。もっとおじさんの話に付き合えよ」

            「おっさん、仕事しろよな。どうせ女子高に入って、目移りばっかしてんでしょ」

            　そんな何の遠慮もない葵の言葉に、久木田さんは飲んでいたコーヒーを噴き出しそうになっていた。

            「ばかを言うな！　刑事が未成年をそんな目で見るわけあるか！」

            「どーだか」

            　からかうような葵の言葉に焦りながらも、久木田さんは表情を戻した。

            「どうも校内で聞き込みをしていると気になることが多くてな。お前には色々教えて欲しいんだ」

            「言っておくけど、私、あの学校じゃ友達はいないから、あてにしないでよ」

            　彼女のそんな自虐的な断りが、胸に刺さった。

            「それでいい。むしろ先入観がなくて助かる」

            　久木田さんが黒い革の手帳を取り出して、しゃべり始めた。

            「事件について、おおまかに説明するぞ。知っての通り、事件があった場所は校内の中庭。被害者は梔子頼子、一七歳。二年生で陸上部に所属していた。知っているか？」

            　葵が首を振って否定しても、久木田さんは気にせずに更に続けた。

            「聞き込みをしたところ、わりと友好的な性格だったらしい。別にクラスでういていたわけでもなく、ごく普通にとけこんでいた。実際に人間関係でトラブルは抱えていなかった」

            「どんなやつでも殺されるときは殺されるよ」

            　何か見透かしたような葵の物言いに、久木田さんは神妙に頷いた。

            「それは知ってる。……ただ、現場の状況がおかしなだけに、何かトラブルを抱えていたんじゃないかと思っていたからな」

            「池で死んでたって聞いた。オフィーリア、なんて呼ばれてる」

            「さすがお嬢様学校だな。名前の付け方が高貴だ」

            「常識がないだけでしょ」

            　葵の毒舌交じりの指摘に、内心で『そうだそうだ』と同意する。

            「死因は失血死で、背後から心臓を刺されていた。だから失血が激しく、池が赤く染まっていた。そして現場には、花が撒かれていた」

            「花？」

            　そのことは初耳だったみたいで、葵は素っ頓狂な声をあげた。

            「ああ、被害者の周りに浮いていた。どうやら、鳳仙花らしい」

            　話を聞いているだけで、あのときのことを思い出してしまい、気分が悪くなる。

            　何かを押し流すように、一気にコーヒーを飲んだ。

            「死亡推定時刻は早朝六時ごろ。発見される一時間前だな。お前らの学校は、その時間から開門していると聞いたが」

            「そうらしいよ。部活とか委員会とか盛んだから、朝からやりたがる生徒がいるんだって。でもさすがにそんなに朝一からやってるやつなんて、この時期にいないけど」

            　運動部に所属する三年生が夏の大会に向けての追い込みをかけるときに、それくらいの時間から練習することがある。

            　女子高ということもあって、夜は早めに閉門してしまうので、その対策だとも聞いている。

            　ただし、もう秋に近いこの時期に、そんな早くに登校する生徒はいない。

            「だが被害者は、朝一番に学校に来て、中庭で刺され、そのまま池に放り込まれた。そして犯人はなぜか死体の周りに花をまいて逃走したというわけだ」

            　思わず聞き入ってしまった。初めて知ることがとても多かった。

            「被害者と寮で同室だった生徒は、彼女が出ていったことに気づかなかったらしい。ただ、事件前日も特に変わった様子はなくて、朝早くに出かけるとも言ってなかったそうだ」

            「それ、犯人も同じだろうね。気づかれないように出て行って、同じように帰ってきた。早朝なら可能だよ」

            「そうだな。俺たちもその可能性が高いと見ている。手際の良さからみても、計画的なものだろう」

            　二人に同感だった。私も毎朝、楓に声をかけてから先に学校に向かうけど、声をかけなければ彼女は気づかないはずだ。

            　きっと犯人だって、同じことができたはず。多分、梔子さんも。

            「その時間に被害者を呼び出せたなら、犯人は被害者と顔見知りのはずだが、人間関係でトラブルはなさそうだ。これは一体どういうことだってなったんだが……あることを掴んだ」

            　最後の言葉で久木田さんの声のトーンが低くなった。直観的に、私は何か嫌なことが起こるとわかった。

            　コップを持った指先に自然と力が入る。

            「なんなの、それ？」

            「被害者の梔子頼子は、最近はあることに熱を入れていたらしい」

            　ドクンッと心臓が跳ねる。私は久木田さんが次に口にする言葉を知っている。嫌というほど身に覚えのあることで、決して言ってほしくない。

            　ただ、当たり前だけど、久木田さんはあっさりとその言葉を放った。

            「生徒会桜戦争だ」

            「……そういうこと」

            　葵がコーヒーを飲んでから、ふんっと鼻で笑った。

            「おっさんが私を頼った理由がそれってわけ？」

            「どうもあの話になると、他の生徒は口籠るからな。お前は一匹狼だし、そういう遠慮はしないだろ」

            「……さあね」

            　葵がコーヒーをテーブルに置いて、久木田さんをまっすぐと見据える。

            「何が聞きたいわけ？」

            「確認させてくれ。生徒会桜戦争ってのは、会長――染井君と、副会長の争いでいいんだな」

            「私も詳しいわけじゃないけど、それは間違いない。ただ……副会長はともかく、あいつは乗り気じゃない。皆が騒ぐから、逃げ場がなくなってるだけ」

            　葵の言葉で胸が軽くなるのを感じた。それをわかってくれているだけで、とても嬉しい。

            「その染井君は奇しくも第一発見者だ」

            「おい、おっさん」

            　葵がテーブルをバンッと叩いて、急に語気を強めた。そして身を乗り出して、久木田さんに詰め寄る。

            「あいつを疑ってるわけ？　ありえないからね！　あのくそ真面目が、人殺しなんか」

            　今にも噛みつきそうな勢いで葵が反論する様子に、久木田さんは目を丸くして驚いていた。

            「ま、待て。俺は何も言ってないだろ。最後まで聞けよ」

            　そう諭されて、不服そうにしながらも彼女は座りなおした。

            「染井君については、もちろん捜査線上には浮かんでいる。俺たちは今回の事件が、その桜戦争に関わっているんじゃないかと睨んでいる。そうなると、その中心人物で、第一発見者の彼女は無視できないんだ。だが、それだけで疑うほど能無しじゃない。それに現状、彼女は違うと踏んでいる」

            　早口で一気に説明する久木田さんを、葵はまだ疑っているようで、じとっと目を細くしていた。

            「……なんで違うって思ってるわけ？」

            「その前に確認させてくれ。あの学校にはまず二つの派閥があるな。市民派と、華族派だったか。今はその二つが戦争をしている状態なんだな？」

            　葵がにべもなく頷く。

            「そして、華族派のリーダー格である副会長が、市民派の会長に対して喧嘩を売っている状態。それが生徒会桜戦争だな？」

            「そう。おかげで、最近学校中がうるさいんだよ」

            「それがどうして、学校中に関わるんだ？　聞いたところによると、その不信任案自体は生徒会の議案で、投票権は役員しかないんだろ？　ほかの生徒は関係ないじゃないか」

            　警察は桜戦争の概要は掴んでいても、その本質的なところは把握できていないようだった。

            　あれだけ警察の方には失礼のないようにと指示したのに、口を閉ざした生徒が多いみたい。

            「役員自体、部活とか委員会の代表で、その代表戦は部員がしてるから。だから、部員の強力な反対があると、役員でも勝手に判断できないんだよ。組織の中で信頼がなくなるから」

            　葵は興味なさそうにしているわりには、やっぱり在校生なだけあって、ちゃんと理解していた。今、彼女が言った理屈こそが、桜戦争の本質。

            　役員が私につくか、弥江さんにつくか、そんな単純な問題じゃない。

            　各部活や委員会内部で、私を推す声が大多数でなければ、私は推せない。もし組織内で反対が多いままそんなことをしたら、求心力を失うことになって、最悪、リコールなんてこともあり得る。

            　だからこそ、ここ数日、私も弥江さんたちも一人でも多くの支持を集めようとしている。最終的に各役員たちは、部員の多数派の意見にのるはずだから。

            　陸上部の卯月さんはもともと華族派の人たちをよく思っていないこともあったし、陸上部には市民派が多い。だからこそ、素早く私を推してくれることを決められた。

            　真逆なのが小町さん。華族派で、弥江さんのお気に入り。それに書道部は華族派が多いから、いち早く弥江さんについた。

            　ただ、多くの部活は市民派も華族派も拮抗していて、だからこそ役員は頭を抱えている。

            　葵の説明に合点がいった様子の久木田さんは何度も頷いていた。

            「なるほど。それでか……」

            「てかおっさん、被害者は陸上部って言ってなかった？　陸上部って、かなり早々に会長についたはずだよ。部員が桜戦争に熱を入れる必要なんか、ないと思うけど」

            　葵に言われて、私も初めてそれに気づいた。そういえばそうだ。卯月さんの意思決定は早かった。私と凪が最初にお願いに行った時も「心配すんな」と言ってくれた。

            「梔子頼子は、陸上部で数少ない華族派だった」

            　思わず「あ」と言ってしまいそうになるのを、口元を抑えてなんとか堪えた。

            　そう、最初に梔子さんの名前を聞いたときに、どこかで聞いたことがあるような気がした。その正体が今、はっきりとわかった。

            　そうだ。陸上部内にいた華族派の子だ。私はその名前を聞いてた。それこそ、卯月さんが教えてくれたんだ。私を推薦するときに、彼女の名前を出していた。

            たしか『たぶん染井につくけど、梔子とかの意見も一応聞いてやらなくちゃいけないから』と、彼女はそんなことを言っていた。

            　ただ、そのあとすぐに卯月さんは私を応援することを宣言してくれたし、それきり聞かない名前だったから、私も凪も忘れてしまっていたんだ。

            「それじゃなに、被害者は陸上部内でクーデターでも起こすつもりだったわけ？」

            「いや、梔子は部長の意見に強く反対していなかった。そもそも、陸上部自体、そういう派閥争いがおこる空気じゃないらしい。だが、やはり華族派としてのプライドだったのか、陰で動いていたみたいだ」

            「……つまり、部外のことに首を突っ込んでたんだ」

            「ああ、まだ態度を決めていない部活で、華族派の応援に回っていたらしい。ただ、部長の顔を気にしてか、あまり表立ってはいなかったみたいだが」

            　……そういう生徒がいることは聞いていたけど、まさか被害者がそうだったとは思わなかった。でも、それなら『熱を入れていた』って久木田さんの言葉にも納得だ。

            　久木田さんが銀のライターを取り出して、目線で葵に確認をとった。

            「好きに吸えよ」

            　そっけない返事だったけど、久木田さんはその答えを聞いてから、タバコを吸い始めた。

            　煙を吐き出す姿が、なんだかドラマに出てくる探偵みたいだった。

            　葵はそんな久木田さんの姿を煙たがる様子もなく見ていた。

            「私はあの戦争について興味ないから何とも言えないけど、ようは陰でコソコソ動いてた被害者のことを気に食わなくなって、殺した奴がいるって考えてるわけ？」

            「その可能性があるってだけだ」

            「それで考えれば、犯人は市民派……おっさんっ、やっぱり、あいつを――」

            「待て待て。お前が言ったんだろうが、染井君は桜戦争に乗り気じゃないと」

            「あ」

            　葵の間抜けな声に久木田さんは小さく笑った。

            「最初に事情聴取した時、彼女、一つだけ質問を誤魔化したんだ」

            　それははっきり覚えている。なんであんな早い時間に登校していたかと訊かれたときに、桜戦争のことを話すのが嫌で、悪いことだとはわかりつつ誤魔化してしまった。

            　やっぱり久木田さんはそのことを見逃していなかったんだ。

            「あの時は問い詰めなかったが、調べていくと嫌がった理由がわかった。彼女が派閥争いが嫌いなことも、今回の戦争も喧嘩を売られた側だということも調べがついているし、お前の証言もある。桜戦争に乗り気じゃない生徒が、それを理由で人殺しなんかするはずがない。違うか？」

            「……うん」

            　今日初めて、葵が素直に答えた。私は自分についてそこまで調べられていたことに居心地の悪さを感じつつも、容疑者ではないと聞いて、ほっとした。

            「しかし、お前も思うことは一緒か。やはり桜戦争の影響で、陰で動いていた華族派を市民派の誰かがよく思わなくて殺した……」

            「おっさんの話を聞いただけじゃ、そうとしか言えない。てか、高校生の意見に頼るなっての」

            「お前の意見は貴重だ。自信を持て」

            「おっさんこそ警察としての誇りを持てよ」

            　本当に親子みたいな会話をしている。葵がここまでくだけた態度で誰かと話をしているのは、幼少のころ含めて、初めてだった。子供のころはすごく照れ屋で、いつも私の影に隠れていたから。

            　久木田さんは腕時計を見てから、おもむろに立ち上がった。

            「悪いな、次の約束があるからもう行く。今日は助かった」

            　そう言いながら彼は五千円札を葵に差し出した。

            「コーヒー代と今日の礼だ。これからも何かあったら頼るしな」

            「じゃあ、受け取らない」

            「そう言うなよ。それに、小遣いだよ。前にも言ったろう。こう何度も会ってるとな、親戚のガキみたいに思えてくるんだ。受け取れって」

            　葵はなんとも言えない顔をしながらも、差し出されたお札を受け取った。

            「姉面に、父親面……私の周りって、世話好きばっか」

            「いいことじゃねえか。じゃあ、またな」

            　久木田さんは忙しそうに荷物をまとめてから、席を立つと小走りにお店から出て行った。

            　葵はそんな彼の背中を眺めていたけど、それが見えなくなると、視線を戻した。ただ、席を立つ様子もなくて、しばらくじっと座ったままでいた。

            　彼女が動かないと私も動けないから、相変わらず息を潜めていた。

            「――それで」

            　突然、背中越しに葵が不機嫌そうな声をぶつけてきたから、心臓が止まりそうになった。

            「いつまで盗み聞きなんてしてるわけ？」

            「…………」

            　何か言わなくちゃと思っても、言葉が出なくて、その場で俯いてしまう。そんな私を見かねて、葵の方が席を移動して、私の前に座った。

            　明らかに不機嫌な表情で、非難の意を込めた細い目で私を見ている。

            「尾行に、盗聴ねぇ。それが生徒会長のやることなわけ？」

            「……ごめん、なさい」

            　ぐうの音も出ない。こんなこと、やっちゃいけない。常識的に考えたらわかる。葵の言い分が、全面的に正しい。

            「あのおっさん、銀のライターなんか使ってたから。それに映ってたよ。下手な変装してる姿が。その眼鏡と、マスク、とったら？」

            　ああ、と声が漏れる。そういえば、私も目にしたあのライター。あれに私が反射して、葵に見えたんだ。

            　言われたとおりにマスクと眼鏡をとって、テーブルに置いた。慣れない恰好をしていたせいで感じていた息苦しさはなくなったけど、不機嫌な葵を見ると、そんなこと気にしてられなくなった。

            「……ごめんなさい」

            　それしか言えなくて、蚊の鳴くような声で繰り返したけど、彼女は納得してくれなかった。

            「なんでこんなことしてるわけ？　らしくないじゃん。むしろ、あんたはこういうことをしちゃだめだって、率先して言うタイプでしょ」

            　あんな話を聞いた後じゃ、それを言っていいかどうか迷ってしまう。でも、言わないと彼女は納得してくれないだろう。

            　葛藤していると、急かすようにテーブルを叩かれた。ビクッと震えてしまい、みっともない。

            「噂を……聞いたの」

            「噂？」

            「葵は、幽霊が見えるって……」

            　口に出してみると、すごく馬鹿馬鹿しいもので、自分は何を言ってるんだろうと恥ずかしくなる。

            　葵もぽかんとしていて、そのあと、すごく大きなため息をついた。

            「バカじゃないの」

            　ストレートな言い方だったけど、言われても仕方なかった。

            「……おっさんとの話、聞いてたらわかると思うけど、私の周りってなんか不幸が起こりやすいみたい。それで、気味悪がった親族にあの高校に入れられた。ただ、そんな過去だから隠してた。そしたら、いつの間にかそんな噂がたってたんだよ」

            　人の過去なんて、隠しきれるものじゃない。きっと断片的な事実だけがあって、それが憶測を呼んで、面白がった人がそんな噂を流したんだろう。

            　葵の話を聞いた後じゃ、なんてひどい噂だとしか思えなかった。

            　そして何より、一瞬でもそんな噂に流されてしまった自分が許せなかった。膝の上にのせていた手を強く握りしめる。

            　今思うと、昨日、葵が私のことを気にかけてくれたのは、そういう過去があったからなんだと思う。

            「……久木田さんと、知り合いだってことも、気になったの」

            「なんか私の周りで起こる事件て、いつもあのおっさんが担当なんだよね。それで知り合いになった。今回もそうだから……これで四回目。嫌になるよ」

            　刑事さんと知り合いなんてどういうことだろうと思っていたけど、そんな繋がりだったなんて想像もできなかった。そして、想像してあげられなかった。

            　考えれば、予想くらいついたかもしれない。

            「ま、私のことはいいじゃん。それじゃ」

            　さっきまで不機嫌そうな顔をしていた葵が、急にニヤッと笑った。戸惑う暇なんてなくて、急にテーブルに身を乗り出した彼女は、その笑顔のまま私の右耳を引っ張った。

            「――い、痛いっ！」

            　あまりにも突然のことで、反応が遅れてしまった。葵は私が痛がる姿をプッと笑ったあとに、素早く手を放して座りなおした。

            　きっと、鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしている私とは対照的に、とっても満足そうな笑みを浮かべている。

            「いつもあんたがしてくること。――これで許してあげる」

            　引っ張られた右耳が少しじんじんとしていた。ただ、そんなことを気にかけることはできなかった。

            　私のとても失礼で、無作法な間違いをたったこれだけで許して、笑ってくれる葵に目を奪われてしまっていた。

            　ただ、そんな葵はというと、最初は笑っていたものの、その笑顔がだんだんとなくなっていき、徐々に顔を青くしていった。

            「ちょ、なに、泣いてるの？」

            「……え？」

            　そう言われて初めて、自分が泣いていることに気が付いた。そっと目元に手をもっていくと、手のひらが濡れて、そこから一気に涙が溢れてきた。

            　自分でも歯止めができなくて「え」とか「あ」とかしか口から出てこない。その間も、涙は止まらなくて、ポロポロと落ちていき、テーブルを少し濡らしていた。

            　そんな私の様子に葵は本当に困惑していて、何か助けを求めるように周囲を見渡していたけど、周りのお客さんはそんな私たちに関わりたくないみたいで、みんなそっと席を外していった。

            　葵に泣き顔なんて見られたくなくて、両手で顔を覆う。

            でも涙は止まってくれなかった。

            「うそでしょ！　ちょ、ちょっと引っ張っただけじゃん。いつも私がやられてる方が痛いって！　え、でも、あーもうっ」

            　彼女はどうしていいかわからないようで、頭を抱えて唸っていた。

            「ごめん、ごめんって！　力加減間違えたかも！　あ、ほら、でも、あんたも悪いしさ！　あ、じゃない、違うっ、今のなしっ！」

            　身振り手振りをくわえながら、私を宥めようとする彼女に、私は涙声で繰り返した。

            「ご、ごめん……ごめん……ごめんね」

            　唇が震えて、うまく言えない。

            　嗚咽になりながらも、私は彼女に謝り続けた。そうしないと、気が済まなかった。

            「だから、もういいって。そこまで怒ってないから！」

            　そんな彼女の優しい言葉を、私は何度も首を横に振って拒んだ。　

            　違う。そうじゃない。そんなことじゃない。

            「わ……わたし、傍に……いて、あげられなかった」

            　ヒックヒックという泣き声を混じらせながら、なんとか喋る。

            「あなたが、葵が……傷ついていたときに……」

            　そう、自分の中でそこが一番許せなくて、葵に申し訳なくて、そんな私に笑ってくれる彼女の優しさが眩しくて、涙が止まらなかった。

            「おばさんのことも……おじさんのことも……ぜんっ、ぜん、知らなくて」

            　葵がまだ私のことを「お姉ちゃん」と呼んでくれていたときのこと。二人で遊んでいると、おばさんにお菓子をもらった。土日だけおじさんが家にいて、ドライブに連れて行ってもらった。

            　とても大切な思い出。でも、私はちっとも、葵のことを知らなくて、おじさんやおばさんの身に何かあったなんて想像もしてなくて……。

            「なのに……それなのにっ！　葵に……お姉さん面して」

            　なんて、ひどい仕打ちをしてしまったんだと後悔しても、しきれない。彼女のことを何も知らず、そのくせ、昔のつながりだけで散々姉面をした。

            　知ろうとも、しなくて――。

            「いい、いいよ」

            　私のむなしいだけの謝罪を、葵は柔らかい言葉で受け止めてくれた。

            「……嬉しかった。事件が続いて、親戚中、たらい回しにされて、言われるがまま、あそこに入学させられた。正直、自分が生きててもいいのかとか、思ってた。でもね、高校に入ったら、あんたがいた」

            　そこでやっと顔を上げると、葵は照れた笑顔をうかべていた。

            「相変わらず真面目で、世話焼きでさ。同級生なのに、子ども扱いしてきて……。でも、それが嬉しかった。母さんや、父さんと暮らしていたときのこと、思い出せた」

            　自然と、葵が両親に甘えている姿を思い出した。とても幸せそうな、三人の姿。

            「言わなきゃって思ってたんだ。二人のこと。でも、言えなかった。それを言っちゃうと……なくなりそうで、怖かったんだ。私たちの、繋がりが」

            「そ、そんなこと」

            　そんなことないと否定しようとしたけど、その前に「わかってる」と言われた。

            「わかってる。だけど、怖かった……だから、私もごめん。あんたを、信じきれなかった」

            　逆に謝られてしまうと、また涙が出てきた。ああもう、どうしたらいいんだろう。

            　止めたいのに、止め方が、ちっともわからない。

            「……ごめんね」

            　最後にまたそう謝ると、葵は「もういいって」と笑った。

            でもまだ精神が不安定で、涙が止まらない。なんとかしないといけないけど、私の中にあるもう一つの動揺が、それをさせてくれなかった。

            「……私のせいなのかな」

            　気づけば、自然とそんな弱音を呟いていて、葵が真顔になった。

            「……は？」

            「あの事件……久木田さんは、桜戦争が関係してるって……。だったら、それは、私のせいってことに」

            「なるわけないだろっ！」

            　聞いたこともないような葵の怒鳴り声が店内に響いて、思わず身をすくめてしまった。

            「いいっ、あれは殺人事件なの！　どんな理由があても、悪いのは犯人で、あんたじゃない！」

            　全力でそう否定してくれる葵。彼女の言う通りだと、自分を慰めたい気持ちに駆られる。ただ、どうしてもそれができない。

            　葵の理屈が正しいと思いたい。だけど、もし本当に桜戦争が発端で起こった事件なら、やっぱり私になんの罪もないなんて、とても――。

            　自分でも気持ちの整理ができないで、涙を流し続けていると、葵が涙をぬぐう私の両手を掴んで、まっすぐと顔を見つめてくる。

            「じゃあ、私が証明してあげる」

            「――え」

            　葵の言葉を理解できないで戸惑っていると、彼女はまた繰り返した。

            「私が、あの事件はあんたのせいじゃないって、証明する」

            　生まれて初めて聞く、葵の力強い決意に何も言えなかった。

            　本当だったら「なにを言ってるのよ」とか「どうやって」と言って、彼女のことを止めないといけないのに、私はその決意が嬉しくて、とてもじゃないけど、そんなことできなかった。

            　気づけば、意味も分からず頷いていた。そんな私に、葵がまた笑いかけてくれた。

            「だから、もう泣き止みなよ――お姉ちゃん」

            　

            　２

            　

        
        



            《第二週目・月曜日》

            　

            　二連休が終わり、また月曜日がきてしまった。ちょうど一週間前に弥江さんに宣戦布告をされて以来、変わってしまった私の日常は、相変わらずの始まり方をしていた。

            　朝から色んな生徒に応援されて、そうではない生徒には応援をお願いした。私の周りには凪や楓だけじゃなくて、熱烈に私を推薦してくれてる子も多くいて、誰もがその運動に私より熱を込めていた。

            　教室に着くまでの間だけで、どれだけの生徒と話したかわからない。

            　それだけならよかったけど、やはり道中には弥江さんについている子もいて、その子たちからはきつく睨まれたし、聞こえるように嫌味を言ってくる子も少なくなかった。

            　時々、そんな生徒と、私を応援してくれている生徒がぶつかりそうになるのを止めた。　

            　そんなこともあり、この一週間、私にとっての安らぎの時間は授業中だった。さすがにその時間は何もないから。

            　ただ、授業の合間の休み時間は、朝と同じで本当にせわしない。

            「姫様、放課後は弓道部に行くよ」

            　移動教室のために廊下を歩いていた時、凪にそう言われた。

            「弓道部って……まさか、竈山かまやまさんに？」

            　弓道部長、竈山祥しょう撫ぶさん。もちろん、役員だけど会議ではほとんど発言することがない。気が弱いとかではなく、むしろその真逆。

            　生徒会そのものにあまり興味がないだけで、関わらないようにしている。

            「そう。なんか昨日、急にあいつの後輩が寮の部屋に来たんだ。話があるから弓道部に君と来いって伝言を預かったってね。話があるくせに、人を使って呼びつけるあたりが、本当にあいつらしいよ」

            　凪は決して乗り気ではないみたいで、こんな状況でなければ断っていたと思う。

            「竈山さんが今になって、私たちに何の用かしら。もう弥江さんたちと話がついてるんじゃなかったの？」

            「そうなんだよね。なんだっていうんだか」

            　真意の読めない誘いだ。なにせ、竈山さんというと華族派でもかなりの有名人。大手銀行の総裁の令嬢で、華族派でもトップじゃないかというほど高飛車な性格で知られている。

            　市民派のことをバカにしたような態度をとったりすることがあるから、そのことでは何度も注意している。

            もっとも、彼女からしたら私もその一人だから、聞く耳を持ってくれないけど。

            「……行くしかないね。会いたくないなあ」

            　凪は顔をゆがませながら、いら立ちを表すように頭を掻いた。

            「凪、嫌なら私一人でもいいわよ。この状況、あなたを間に挟んでいるとはいえ、用があるのは私でしょう」

            「姫、そういうわけにはいかない。あいつが何の用かもわからないのに君一人で行かせるなんてできない」

            　きっぱりとそう言ってくれる姿は、本当に頼もしかった。

            「約束したからね。守るって」

            　白い歯をのぞかせて、そう微笑んでくれた。あんな約束を律儀に守ってくれようとしていると思うと、私も自然と笑顔になる。

            　精神的には辛いことが多いけど、こんなに頑張ってくれている凪のためにもみっともない姿は見せられない。

            「ああ、そうそう。放課後はそれとして、昼休みは空いてる？」

            「え？」

            「君と食事をしたいって子たちがいてさ。どうかな？」

            「あー……えっ、と」

            　どうしようと考えていると、答えに詰まった私を見て凪が首を傾げた。

            「あれ？　もしかして、先約でもいた？」

            「あっ、そ、そうなの！　後輩にお願いされちゃってるの。だから、そっちは凪にお願いできないかしら？」

            　両手を合わせてそう頼んでみると、彼女はあっさりと「いいよ」と応じてくれた。

            「桜戦争に乗り気じゃなかった君がそんな約束をしているなんて、驚いたし、嬉しいよ。よしわかった、彼女たちは僕がなんとかする。君がよろしく言っておいたことにするから」

            「ええ……お願い」

            　罪悪感のせいで目をキラキラとさせて喜ぶ凪を直視できない。視線を逸らすと、私たちの前を歩く葵の背中が目に入った。

            　

            「嘘、下手すぎない？　あれで気づかない雪屋もどうかと思うけど」

            　土日の間に封鎖が解除された中庭に人気はなかった。事件前は昼休みにここでお弁当を食べる生徒も少なくなかったのに、今は閑散としている。

            　そんな静かな中庭に私と葵はいた。彼女はまじまじと周辺の植物を観察している。

            「仕方ないじゃない。嘘なんて、慣れてないんだから」

            「尾行と盗み聞きはするくせに？」

            「……うるさい」

            　一昨日、葵が約束してくれた。あの事件は私のせいじゃないって証明をしてくれると。

            　あの場では、なんというか、甘えてしまった。彼女のそんな申し出を断らないなんて、自分らしくもない。そうわかっていたのに、それができなかった。

            　しかも、葵曰く「協力くらいはしてもらう」ということで、早速今日、この現場に足を運ぶことになった。

            「事件の概要はおっさんからまた聞いた。土日に新しい展開はなくて、警察としては地道に被害者の周りを調べてるって」

            　植物の葉を指でつつきながら、慣れた様子で喋る葵。簡単に捜査の状況を教えるくらい、久木田さんは彼女を信頼しているようだった。

            　それもそのはずで、葵の周りで起きた事件については、捜査が難航していたところで、彼女が気付いたことを警察に進言した結果、解決に導かれたらしい。

            　だから一昨日、久木田さんは葵の話を聞きたがっていたそうだ。

            「とはいえ、学校関係者への調べくらい、もう終わっているんじゃないの？　今日、警察の人、少ないわよ」

            　先週に比べて、校内にいる警察官が少ないのは目に見えて明らかだった。なんというか、人をあてても仕方ないと、そう考えているのが見え透いた。

            「うん。だから、そうは言っても行き詰まってるってのが正直なところなんだと思う」

            「私、よくわからないけど……アリバイとか、そういうのを調べるんじゃないの？」

            　葵がぶんぶんと首を振った。

            「アリバイくらい、話を聞いた人には同時に確認してるはず。ただ、無駄だと思う。あの事件に明確なアリバイなんてない方が自然だし、ほとんどの生徒がないはずだから」

            「じゃあ、凶器に指紋がないかとか？」

            「それも調べてるって。やっぱり出てないみたい。そりゃ、それくらい最初に調べてるから当然だよね。犯人がそんなの残していくわけないし」

            「……凶器だけじゃなくて、現場の遺留品は」

            「鳳仙花。たぶんそれが一番大きな手掛かりだけど、それを犯人が用意したのかどうかさえわかってないし、たぶん、私に質問してきた内容からすると、他にめぼしいものは見つかってないんだと思う」

            「……すごい」

            　ただ素直に、そう感心した。私の疑問にすらすらと答えていく彼女は、普段よりずっと輝いて見えた。

            　褒められたことが意外だったらしく、葵は「いや、べつに」と顔を赤くした。

            「それより、お願いしてたやつはどうだったの？」

            　照れ隠しをするように彼女は話を進めた。

            「ええ、昨日のうちにやっておいたわ」

            　ポケットからメモ帳を取り出して、昨日調べてメモしたページを開ける。

            　一昨日、葵から頼まれたことがあった。それは被害者のことを調べて欲しいというもの。警察から聞いた間接的な情報じゃなくて、彼女の周りの生徒がどんな風に彼女を見ていたのか、直接聞きたいというのが主張だった。

            　ただ、葵にはそれをしようにもあてがないので、私がするしかないという。

            　もっともな言い分だと思ったから、昨日、日曜日なのに卯月さんのところへ行って、彼女や陸上部の子から話を聞いてきた。亡くなった子がどんな子だったか知りたいと、それらしいことを言うと、彼女たちはすごく親身に話してくれた。

            「梔子さんはやっぱりトラブルを抱えるような性格じゃなかったみたい。交友関係は部活とクラスメイトが中心の普通な子で、性格は明るめ、気さくな感じだったって言ってたわ」

            「なんというか、理想的」

            「そうね。卯月さんの話だと部活にも熱心だったようだし。朝一人で練習に行くこともあったそうよ。事件の日もそうだったんじゃないかって」

            　少なくとも陸上部の部内で悪い評判は聞かなかった。ああいうことがあったから、悪く言わないでおこうという配慮もあったと思うけど。

            「そこまで熱心なら、大会とかに出てたの？」

            「ええ。ただ、こう言ってはなんだけど、実力は目立った方じゃなかったらしいわ。そもそも陸上部にも高校から入って、大学ではやめるつもりだったそうよ。だから、何か結果を残したいというより、部活を純粋に楽しんでたんじゃないかって」

            　実はそういう子は少なくない。特に華族派では、小中学校では親の決めた習い事をしていて、好きな部活に入ることもできず、大学生になれば家業を継ぐ勉強などをしなくてはいけないという事情を抱えた子が少なくない。

            　だけど、この学校は全寮制だから、親とも一定の距離をおけて、好きなことができる。

            　梔子さんもそういう子の一人だったらしい。

            「例の、桜戦争については？」

            　葵の口からその言葉が出ると、なんだかいつも以上に嫌な気分になった。ただ、彼女に罪があるわけじゃないから、顔には出さないようにして私はメモを確認しながら答える。

            「そこまで熱心じゃなかった、というのが全員の答えなの。そもそも陸上部自体、卯月さんが結論を早々に出してるから、熱を入れてる子が少ないって」

            「おっさんの言ってた通りなんだ」

            「ええ」

            　今のところ、私が掴んだ情報は警察とほぼ同じ。たった一日、知り合いに尋ねただけなんだから当然だと思うけど。

            「できれば、警察が誰から梔子さんが桜戦争に参加していたかを教えて欲しいわね。何か聞き出せるかもしれない」

            「聞いたんだけど、さすがにそこは教えてくれなかった。使えないおっさんだよ」

            　情報は教えられるけど、情報提供者までは教えられない。そういうことだと思う。

            「ああ、あと写真も手に入れたわ。今年の夏の大会に出たときに撮った写真ですって」

            　ポケットから卯月さんから預かった写真を取り出す。写っているのは体操着姿の数名の女子陸上部員。晴天の運動場で、横に並んでピースをしている。

            「これが梔子さんですって」

            　その写真の右側に笑顔で写っている子を指さす。

            　葵はその写真を覗き込んで、しばらく黙っていたけど、ぽつりと呟いた。

            「……こいつ、知ってる」

            「え？」

            　とても意外な言葉になんと言っていいかわからなくなった私を置いて、葵は私から写真を奪い取ると、梔子さんの顔をじっと見つめた。

            「うん、知ってる。……ああ、あいつだったんだ、梔子って」

            「知り合いなの？　でもあなた、久木田さんには知らないって言ってたじゃない」

            「名前まで知らなかったんだよ。あのおっさんが写真を見せてくれなかったから」

            　あの喫茶店で久木田さんは葵に写真を見せずに、名前だけ言って「知ってるか」と確認していた。確かにあの時に否定していた彼女は、嘘をついてるようには見えなかった。

            「でも、名前も知らないのに、どこで？」

            　葵が写真を返してきて、それを受け取った。

            「私さ、よく礼拝堂にいるでしょ？」

            「ええ」

            「あそこ、たまに人が来るんだよ。あんたもそうだけど」

            　葵の話だと、私以外にも、暇を持て余した生徒や、何かの理由で一人になりたがる生徒が、あそこを訪れることが度々あるらしい。そのほとんどが先客である葵の姿を見ると帰ってしまうそうだけど、何人かは気にせずそのまま礼拝堂で過ごすという。

            「その一人が、梔子さんだったの？」

            「うん、間違いない。たまにだけど、礼拝堂に来て、ちょっと話したことがある。てか、向こうが勝手に話してきたって感じだけど」

            　意外な繋がりにただただ驚いてしまう。私にとって梔子さんは、事件の被害者で、あの光景しか思い浮かばない。それは辛いものだけど、今、葵にとって彼女は被害者から知人になった。

            　またしても、葵の周りで不幸が起きたとも言えてしまう。

            　ただ、葵はそれを気にしてる様子はなくて、顔色を変えていなかった。

            「そっか。じゃあ、やっぱり無視できないじゃん」

            「……悲しくないの？」

            　聞いていいかどうか迷ったけど、感情を読みきれない彼女を前にすると、どうしても知りたくなった。

            「微妙、かな。確かに顔見知りだったけど、実際に名前も知らなかったわけだし。会っても向こうが自分の話をあれこれしながら、たまに私に質問してたってだけで。正直、その時は邪魔だなって思ってたから」

            　二人の間で交わされたのは、会話らしい会話ではなかったみたいだ。

            　葵の性格からして、名前も知らない相手に打ち解けて自分の話をするわけもないし、本当に梔子さんが一方的に話をして、葵は相槌をうっていた程度なんだと思う。

            　それを想像すると、確かに梔子さんの性格とも一致する。気さくで、明るめだったという彼女なら、礼拝堂に一人でいた葵に声をかけてもおかしくない。

            「なんであんたが悲しそうな顔してるわけ？」

            「だって」

            　あなたがしないからじゃない、とは言えなかった。そんなのは私の勝手だ。

            　ただ、葵は私の気持ちを汲んでくれたみたいで、頭をぽんぽんと叩いてくれた。高校に入ってから、こんなことをされたの初めて。これじゃどっちが姉かわからない。

            「じゃあ、池の方に行くけど」

            　いよいよ、葵がそう言った。彼女が確認のために目を合わせてくるので、覚悟を決めて頷いた。

            「無理しなくていいよ。私が見たいだけだし」

            「無理なんて、してないわよ」

            　明らかに無理をした答えだったけど、葵は諦めたようにため息をつくだけだった。

            　彼女の後ろについて、事件のあった日以来、私は中庭の池へと足を踏み入れた。

            　たくさんの植物に囲まれた場所に、あの日と変わらず、それはあった。

            　あの時と違うのは、池の周りには警察の黄色く『立入禁止』と書かれたテープがされていることと、池の水が透明な色に戻っていたこと。

            　どうしてもあの光景がフラッシュバックしてくるから、それに耐えようと、ぎゅっと拳を握った。

            「梔子はこの近くで刺されて、ここに捨てられた。刺された直後は、まだ息はあったかもしれないって」

            　池の水面に映る自分の顔を見つめながら、葵が淡々と事実を並べていく。

            「冷たい水の中で、息絶えたはずだって。……犯人は、とどめを自分で刺さなかったんだよ」

            「……許せない」

            　自然と口から洩れた感情。どうしても黙ってはいられなかった。話したこともないけど、どうして彼女がそんな目に合わないといけなかったのか。

            　それが納得できない。

            「ねえ、あんたが聞いたっていう、音についてなんだけど」

            　葵が訊いてきたのは、私があの朝に耳にした音についてだった。

            　あれがなければ、私はきっと梔子さんに気づけなかった。

            「どんな音だったの？」

            「どんなって……なんていうか、バシャっていうか、ゴボッというか」

            「……どっち？」

            「だ、だって、一瞬だったし、あの後のことではっきりとしたことが思い出せないのよ」

            　責めるような葵の言い草に、私は必死になって言い返した。

            「そもそも、そんなこと関係あるの？」

            「わかんない。でも、知らなきゃ判断できないじゃん」

            　すごい正論で、返す言葉も見つからず「うぐっ」と、自分でもよくわからない声をあげてしまった。

            「お、覚えてないわ。ごめんなさい」

            　素直にそう謝ると、殺人現場には似合わない笑顔で葵は「いいよ」と言ってくれた。

            「多分だけど、関係ない。考えられる可能性は二つかな。まずバシャッだったら、たぶんまだ息があった被害者が助けを求めるために手を伸ばした。その途中で力尽きて、伸ばした手が水面を叩いた。ゴボッだったら、被害者の服に入った空気が、何かのはずみで抜けて、それがたてた音だと思う」

            　瞬時にそんな仮説を組み立てる葵は、別人みたいで言葉を失う。

            　これが、久木田さんも信頼しているという彼女の力なのかもしれない。

            　呆気にとられている私に見向きもせずに、葵は池の周りを観察しながらゆっくりと歩き出す。

            「犯人は梔子をここに捨てて、その周りに鳳仙花を撒いた。それをどっちが用意したかは今のところ、わかんない。……まあ、犯人だと思うけど」

            「え？　どうして？　だって可能性はどっちにもあるじゃない。理由はわからないけど」

            　だいたい、今もそうだけど、どっちが持ってきたかわからないと言ったのは葵だ。それなのにどうして彼女はそんなあっさりと決めつけられるのか。

            「……メッセージだよ」

            　葵が足を止めて、近くに咲いてあった花を指でつつく。

            「鳳仙花の花言葉。昨日、気になったから調べたんだ。あれはたぶん、犯人からのメッセージだよ」

            「犯人からの？　被害者ならわかるけど……」

            　ミステリ小説とかで出てくるダイイングメッセージというものなら知ってる。だから、事件現場に被害者のメッセージがあるのは不思議じゃないと思う。

            　だけど、犯人がどうしてメッセージなんて残すんだろう？

            「鳳仙花の花言葉は――私に触れないで」

            　そこで風が吹いた。冷たい風が中庭にある木々を揺らした。

            「犯人は花を撒いて、こう言ってるんだ。――私を探すなって」

            　

            　３

            　

            　放課後になって凪と二人で弓道部の部室に向かった。彼女はやっぱり乗り気じゃないみたいで、最後までいろいろと愚痴をこぼしていた。

            　そんな彼女を宥めていると、急に大声が聞こえてきて、二人して思わず足を止めてしまった。

            「祥撫っ！　あなた、自分が何をしているのか、わかっているんですかっ！」

            　甲高い声は、間違いなく弥江さんのもので、私と凪は顔を見合わせた後、声のする方へと小走りで向かった。

            　廊下の角を曲がったところで目にした光景に、また足を止めてしまう。

            　弓道部の部室の前で、真っ赤な顔で激高している弥江さんがいて、彼女の隣にはそれを落ち着かせようとしている小町さんの姿があった。

            　そしてその二人に部室に入らせまいと、両手を広げて立ち塞がっている生徒がいる。

            「副会長、頼みますからお引き取りをお願いしますって。うちの女王陛下がああ決定した以上、もうひっくり返りませんよ。そんなこと、ご存知でしょうに」

            　手を広げて二人の道を塞いでいる生徒は、うんざりとした顔をしていた。

            　ベリーショートの髪型。口元には八重歯が覗いている。

            「剣舞っ、あなたが副部長なんですから説得しなさいっ！」

            　弥江さんを抑えながら、小町さんがそう彼女に迫るけど、彼女は「いやいや」と首を横に振った。

            「あの人が私の言うことなんて聞くわけないだろ。小町こそ、副会長を連れて帰ってくれよ、頼むからさ。もうすぐお客さんが」

            　そこまで言ったところで、剣舞さんと呼ばれた生徒が私たちの存在に気づいた。

            「あ、いらっしゃいませー。ちょーっと、待ってくださいね」

            　そう笑いかけてくれるけど、ちょっと待てばいい雰囲気じゃないのは明らかだった。

            　剣舞さんの言葉で、弥江さんと小町さんも私たちの方を向いた。

            「市民派がこんなところに何の用ですか！」

            　声を荒らげたのは小町さんで、こちらに噛みつかんばかりの勢いだった。

            「ここは弓道部です！　あなた方には関係ないところでしょう！」

            「関係ないも何も、そこの子に呼ばれたから来たんだよ」

            　小町さんの大声に、凪はとても冷静に返した。ただ、その返事に小町さんの表情がまた険しくなって、剣舞さんを睨んだ。

            「剣舞、あなたという人は！」

            「女王陛下の決定だもん。私風情に何ができるっていうんだよ。あー、もうー！　わかっただろう、もう決定だって。頼むから、帰ってくれよ。これ以上騒いだり待たせたりすると、私が怒られるんだから」

            　一体、彼女たちが何の話をしているのか、わからなかった。ただ剣舞さんはとりあえず振り回されているだけだというのは伝わってきたし、どうやら竈山さんと弥江さんの間に何かあったこともわかった。

            　弥江さんはすごい形相で剣舞さんを睨んでいたけど、彼女はそれを受け止めてなお、手を広げたまま動こうとはしなかった。下級生で弥江さんにそんなことができるなんて、とんでもないことだ。

            しばらくそんな膠着状態が続いた。

            「――祥撫っ！」

            　そして弥江さんが剣舞さんの後ろにある扉に向かってまた叫んだ。

            「覚えておきなさいっ！　絶対に許しませんからねっ！」

            　そしてあてつけのようにその扉を一度殴りつけて、ようやく扉から離れた。

            　そして去り際に私と凪の隣を通るときにも、いつも以上にきつい視線を残して、大きな足音をたてながら立ち去った。小町さんも似たような行動をして、彼女の後をついていった。

            　静けさを取り戻した廊下で、剣舞さんが広げていた手を戻し、大きく息を吐いた。

            「はー、やっと終わったぁー」

            　そう安堵しきって息をついた後、私と凪の前に足早に歩いてきて、小さく頭を下げた。

            「すいません、待たせちゃって。あ、雪屋先輩、昨日ぶりですね。お願いをきいてくれて、ありがとです」

            　この学校の生徒では、珍しく軽い言葉遣いだった。

            「別にいいよ。なんか、お疲れさん」

            「いやはや、学校の人気者にそんなこと言われると、照れちゃいますね。これは自慢できるな」

            　そんな冗談を自分で笑ったあと、剣舞さんは私と向き合った。

            「初めまして、会長先輩。私は剣舞けんまい蓮はすっていいます。二年生で、この弓道部の副部長を任されてます」

            　そこまで紹介されて、私はあることを思い出した。そういえば竈山さんには付き人のような後輩がいると聞いていた。きっと、彼女がそうなんだ。

            「こちらこそ初めまして。ところで」

            「ああ、細かい話は中でしましょうよ。どうぞ、入ってください」

            　彼女は親指で弓道部の部室を指さした。

            「中でうちの女王陛下――竈山祥撫部長がお待ちですから」

            　

            　弓道部の部室に足を踏み入れるのは久しぶりだった。会長就任時に、全部活動へ挨拶に行ったことがあり、それ以来、二度目だった。

            　だから、中にある光景を見ても驚くことはなかった。部員の荷物が教室前方に固められていて、後方にはどこからか運ばれてきた二人掛けのソファーが置かれている。

            　そしてそのソファーを占領するように、一人の女子生徒が座っていた。

            　地毛だという光沢のある金髪に、長いまつ毛。細く整った顔立ちは、とても日本人離れしている。母親がフランス人という彼女は、外に出たらモデルと間違われるほどの美貌を持っている。

            　それが竈山祥撫さん。彼女は私たちが入ってきても、微動だにせず、自分の爪にマニキュアをしていた。当然、そんなことは校則違反だけど、きっと注意しても無駄だし、彼女の根城でそんなことをする気にはなれなかった。

            「遅かったわね」

            「いやぁ、女王陛下、お二人は時間通りに来てくれてたんですよ。ただ、さっきの副会長たちが」

            「お前に言ってるのよ、蓮。たかがあの二人を追い返すのにどれだけ時間がかかっているの。うるさかったわ」

            「……女王陛下が出てきてくれれば、あんなことになってなかったんですが？」

            「なんであたしが出なくちゃいけないの？　バカなの、お前は」

            　とても部長と副会長とは思えない会話で、剣舞さんの手助けをしようかなと思ったけど、彼女は竈山さんのきつい言葉をどれも受け流しているようで、肩をすくめるだけだった。

            「ああ、会長先輩に雪屋先輩、椅子を用意します。ちょっとお待ちを」

            「いいわよ、立って聞かせればいいのだから」

            「私に副会長の次は会長まで敵に回せっていうんですか」

            　竈山さんの指示を無視して、剣舞さんは教室の端に置かれていたパイプ椅子を持ってくると、それを二つ並べ、私たちに座るように勧めてくれた。

            「すいません。ここ、女王陛下の椅子以外は常設が許されてなくて」

            「あたしの部屋なんだから、当たり前でしょ」

            「……あなたの部屋ではなく、弓道部の部室です」

            　さすがにたまりかねてそう口を挟んでも、竈山さんは視線を自分の爪から外すことはなかった。

            ただ――。

            「相変わらずつまらないことしか言えない女ね」

            　そんなきつい返答だけはしてくる。それに私に変わって凪が怒ってくれそうになるのを止めた。

            　きっと、言い争いにはならない。まるで違う世界の人だから。

            「さ、お二人ともどうぞ」

            　私たちが剣舞さんにお礼を言って椅子に座ると、彼女はそそくさと竈山さんが腰かけているソファーの後ろに回った。そしてヘアブラシを取り出すと、それで竈山さんの髪をとかしはじめた。

            　本当に、メイドみたい。竈山さんも剣舞さんもそれを当然と思っているようだった。

            「それで竈山、話っていうのは」

            「先に言っておくのだけど」

            　先に話し始めたのは凪なのに、竈山さんは遠慮なくその腰を折って、マイペースに話を始めた。

            「あたしはあなた達が嫌いよ」

            「……それはどーも」

            　凪が話にならないという態度でため息をついて、パイプ椅子に背中を預けた。

            「……弥江さんたちと、何かあったんですか」

            　もう話す気のなくなった凪に変わって、さきほどから気になっていたことを質問すると、彼女に鼻で笑われた。

            「さすが庶民、勘が鈍いわね」

            「……お答えは？」

            「あいつはあたしに要求した。だからあたしも要求したの。あたしは金貸しの娘。代価にはうるさいのよ」

            　マニキュアを塗るのが終わったようで、彼女はやっと顔を上げた。

            「人から何か借りようとするなら、それと同じか、それ以上のものを用意する必要があるの」

            「……覚えておきます」

            「ええ、市民派には特に役立つことだと思うわ」

            　なんとも彼女らしい格言だと思ったけど、たぶん、それは事実でもあると思う。

            「弥江さんに何を要求したんですか」

            「あいつはあたしに力を貸せと言ったわ。当然よね。あたしは応じたのよ。あなたより、弥江が会長になった方が面白そうだったもの」

            　彼女の中での『面白い』の基準がさっぱりわからなかったけど、細かいところには口を挟まないようにしていた。きっと話にならない。

            「でも、弥江は怠けたわね。あたしが無償で応じると思ったの」

            　そこで竈山さんは愉快そうに「ふふ」と笑った。

            「ところであなた」

            　話の続きが気になるところで、彼女は急に話題を変えた。

            「もしこの桜戦争、あなたが勝ったら弥江をどうするつもり？」

            「……なぜ、そんなことを？」

            「会長先輩」

            　私が反問したところで、ずっと竈山さんの髪をとかしていた剣舞さんが割って入ってきた。

            「質問に答えた方がいいっすよ。多分、会長先輩たちの質問には答えてくれないです、この人」

            「喋らず手を動かしなさい」

            　彼女は竈山さんにそう注意されると、すぐに髪をとかすことに戻った。

            　納得できなかったものの、凪とアイコンタクトをしてから、率直に答えた。

            「今週末の役員会議で、副会長の職務より解任する予定です」

            　弥江さんの処遇については、すでに凪と話しあって決めていた。

            　今週末の定例会議で弥江さんを副会長職から解任して、新たな副会長を指名する。

            　副会長の解任や指名は会長の決定だけで可能で、他の役員の承認は必要ない。

            「それだけ？」

            「あくまで弥江さんが行うことは、議案の提出です。それについては役員に等しく与えられた権利であり、悪いことではありません」

            「つまり、具体的な処罰は与えられないということ？」

            「そうなります」

            　ただ、ここまで事態が大きくなっていること、明らかにそれを扇動したことについては、責任をとってもらわないとほかの生徒に示しがつかない。

            　だから見せしめとして、副会長という職だけは降りてもらう。それが私と凪の出した結論だった。

            「ふーん。ま、そんなところよね」

            　竈山さんは予想していた答えだったみたいで、特別な反応は見せなかった。

            「後任の副会長は、そこにいる女？」

            「……雪屋だよ。名前くらい覚えろって」

            「あ、そ」

            　まさに暖簾に腕押し状態。凪には悪いと思いつつ、注意はせずに頷いた。

            「ええ、そのつもりです」

            「ま、あなたとしては初めからそうしたかったでしょうしね」

            「…………」

            　それについては答えなかった。

            凪を副会長に指名したかったのは事実。ただ、春先のあの状態では、弥江さんに何の役職にも就かせないというわけにはいかなかった。

            「蓮」

            　竈山さんは首を少しだけ上に向けて、髪をとかしていた剣舞さんを見上げた。

            「はい、なんすか」

            「疲れたわ。あとはお前がしなさい」

            　剣舞さんは苦笑を浮かべつつも「了解です」と答えて、ブラシを置いた。

            「では、会長先輩、話の流れから私らが何をしたいかはわかってると思いますが……女王陛下は、今回の桜戦争、会長先輩側につきたいと考えておいでです」

            「ええ……ただし、弥江さんが拒んだ要求を呑んだら、でしょう？」

            「はい」

            　剣舞さんは屈託のない笑みで頷いた。竈山さんと話した後だからだろう、彼女の人懐っこい感じが心地よかった。

            　こんな会話をしているのに、まるで緊迫感がない。

            「要求は？」

            「選択肢をいくつか用意させてもらってます。一つ、弥江副会長解任後の副会長のポスト」

            　凪と目を合わせる。今までの会話から予想できたことで、二人とも無表情のまま。

            「そしてもし、それが難しいようでしたら、来年度の会長か副会長のポストを弓道部にください」

            　それについては驚いてしまい、二人して「え！」と声をあげてしまった。

            　剣舞さんはそんな私たち二人に微笑みつつ、竈山さんに「あってます？」と確認した。彼女は興味なさそうに一度だけ頷いた。

            「……一つ目の要求は、つまり竈山さんを副会長にしろということで、それが難しければ、来年の会長か副会長に剣舞さんを指名しろ……そういう理解でいいのかしら？」

            　すると剣舞さんが目を大きくして、体全体を揺らすように首を横に振った。

            「とんでもないっす！　来年の部長はまだわからないですが、とりあえず弓道部にポストだけ用意――」

            「そうよ、できないのかしら？」

            　剣舞さんが必死に否定してるのに、竈山さんがかまわず肯定した。

            「女王陛下！　次期部長はだからまだ」

            「お前がやるのよ。あたしがそう決めてるの」

            「いやだからあなた一人じゃ決められな」

            「ほかの部員にも伝えておくから、安心なさい。それで、できないの？」

            　取り付く島もない様子に、剣舞さんが肩を落とした。

            　竈山さんは挑発している感じではなく、本当にできるのかどうか、確認したいだけみたいだった。きっとここで私が肯定しても、否定しても、彼女は変わらず「あ、そ」と返事をするだろう。

            「意外です」

            　率直な感想を竈山さんにぶつけると、彼女はゆっくりと顔を上げて、私を見下すように視線を向けてきた。

            「何が？」

            「竈山さんは、そういうポジションに興味があるように思えませんでしたから」

            　役員ではあるけど、彼女はそれを誇っているようでもないし、その仕事内容にもまるで興味を示していなかった。ただ、部長になったから役員になってしまっただけ、そう受け取っていると思っていた。　

            　だから、今回の要求は彼女らしくないもので、意外でしかなかった。

            「言ったでしょ。代価がいるの。はっきり言って、そんなものどうでもいいわ。あたし、椅子取りゲームって嫌いなのよ。退屈だから」

            　生まれた時から、自分の椅子が用意されている竈山さんからしたら、今回の桜戦争は本当にただただ退屈なコップの中の争いでしかないんだろう。

            「ただ働きなんてしないわ。それだけよ」

            　この一週間、生徒の中で一番大人っぽい思考をしていたのが竈山さんなんだと思った。

            「……凪、どうかしら？」

            　二人には聞こえないように隣の彼女に確認した。

            「私は別に副会長じゃなくてもいいよ。どんな立場でも、君をサポートできる。今までと変わらないさ」

            　凪ならそう言ってくれると期待していた。やっぱり頼もしい。

            　なら、方針は決定。

            でも、まだ……気になる。

            「剣舞さん、要求はそれだけかしら？　ほかには？」

            　警戒をしながらそう確認してみると、剣舞さんはきょとんとしていた。

            「はい。てか、かなり重い要求じゃないですか、これ」

            　隣で凪が首を傾げている。私が何を確認しようとしてるのかわからないみたいだった。

            「どうして、弥江さんたちはそれを拒んだの？」

            「おいおい姫様。考えたら、わかるじゃ」

            「へー、意外としっかりと頭が回るのね、市民派」

            　凪の言葉の途中でまた竈山さんが割り込んできた。これをわざとやっているなら怒りたいけど、天然だからどうしようもない。

            　ただ、やっぱり何かあるみたいだった。

            「はい。弥江さんは恐らく、桜戦争で自分が勝利した場合、自らが新しい会長に立候補するはずです。そして会長に就任した暁には、副会長は小町さんを指名するでしょう。来年の会長も彼女のはずです」

            「だったら、おかしなことはないじゃないか。小町に椅子を残したいから、要求をのめなかったんだろう」

            「凪、違うわ。だって、今の竈山さんたちの要求でいえば、来年の副会長でもいいのよ。小町さんを会長に指名して、剣舞さんを副会長にしたら、それで要求はのめるはずよ」

            　私の説明で凪が「ああ、そうか」と納得する。

            　どうしてもそこが釈然としなかった。弥江さんたちがそれを受け入れられなかったのなら、まだ何かあるんじゃないかと警戒せざるをえない。

            　そんな私に相反して、竈山さんはクスクスと笑いながら、剣舞さんを指さした。

            「お前のせいよね？」

            「いやぁー、それはそうなんですけどぉ」

            　からかうような竈山さんに、それを否定しかねている剣舞さん。

            そんな二人に私と凪が首を傾げると、剣舞さんが大きな息を吐いた。

            そして自分の胸に手を当てて告白した。

            「私が市民派なんです。だから、あの二人は要求をのめなかったんですよ」

            　意外な告白に私も凪もなんと言っていいかわからなかった。

            　多分、二人して勝手に剣舞さんは華族派だと思っていた。弓道部はただでさえ大多数を華族派が占める部活で、部長はその代表格である竈山さんだ。

            　そんな彼女が傍に置いている剣舞さんは華族派だと、勝手に決めつけてしまっていた。

            「まあ、女王陛下が推してくださってますし、自分で言うのもあれですけど、部員からの信頼も厚い方です。多分、次期部長は私になると思います」

            「……弥江さんたちは市民派のあなたには、副会長のポジションも与えられない。そう言ったの？」

            「特に嫌がったのは小町ですけどね。あいつの市民派嫌いは筋金入りなので。ただ、副会長としても味方につけてる他の華族派を差し置いて、市民派の私にポジションを用意することはできなかったみたいです」

            　剣舞さんが弱弱しい笑みを浮かべながらしてくれた説明で、すべて納得できた。

            「あれもしょせん、政治家ね。周りの目が怖くて決断できないなんて」

            「それだけ女王陛下を信頼してたんじゃないですか。女王陛下なら、味方になってくれるって」

            「しらないわ」

            　とてもそっけない態度。きっと、竈山さんは弥江さんにも同じように言ったんだと思う。だからこそ、弥江さんはあそこまで怒っていたんだ。

            　でも、これで警戒する必要もなくなった。

            「で？」

            　急かすように竈山さんが確認してくるので、私はしっかりと頷いた。

            「承知いたしました。もし私が再選されれば、あなたを副会長にします」

            　どうせ、副会長の仕事はしないと思う。あくまで『代価』で、彼女も拘りはないようだ。仕事は凪とすればいい。

            　私の返答に満足したのか、竈山さんがふふんっと笑った。

            「あの、会長先輩、大丈夫なんですか？　女王陛下はこの通り華族派ですし、副会長にそんな人を置くと周りの人たちが、黙ってないんじゃないですか？」

            　恐る恐るといった様子で剣舞さんが確認してくる。

            彼女の心配はもっともで、実際に私を応援してくれている人の多くが華族派の生徒を嫌っている。副会長はいわば『私が最も信頼をおく人』という立場になるので、竈山さんがそこに座ることに抵抗を覚える人たちはいるだろう。

            「それなら心配ない。弥江が解任されれば僕だってことは、ほとんどの生徒が予想しているだろうし、その僕が納得していれば大きな反感は買わないよ。必要なら僕と姫で事情を説明すればいいだけだから」

            　凪がはっきりと断言して、私も頷いた。その通りで、彼女が納得して譲ったといえば、周りだってわかってくれるはずだ。

            　その答えに剣舞さんは安心したようで、ほっと息をついた。

            「蓮」

            　そんな彼女にまた竈山さんが声をかける。

            「はいはい、わかってますよ」

            　ずっとソファーの後ろに立っていた剣舞さんが私たち二人の前に来て、私に握手を求めてきた。

            「これより弓道部は会長先輩を応援いたします。ここに友好の握手を」

            　屈託のない笑みで手を差し伸べてくれる剣舞さん。それに応えるため私も立ち上がって、彼女の手を取った。

            「ええ、こちらこそよろしくお願いね」

            　しっかりと握手を交わした。その間、剣舞さんは「会長先輩と握手なんて、また自慢できるなあ」なんて笑っていた。

            「蓮、部員への通達もしなさい」

            「もちろん。今日までは副会長側につかせてましたけど、明日からは変更させます。反対する生徒も出てきますけど、どうします？」

            「あたしの決定よ。反対するなら、退部させるだけだわ」

            「実はもう、寝返りを嗅ぎつけた部員から退部届を預かってます。二名です。あとで承認の判だけ」

            「判はお前に預けてるでしょう。押しておきなさい」

            「りょーかいっす」

            　そんな息の合ったやりとりを繰り返す二人を、私は口を開けてぽかんと見つめていた。そんな間抜けな姿を見た竈山さんが、ふっと嘲笑した。

            「意外？　あたしが、市民派を傍におくなんて」

            「……ええ、はっきり言えば」

            　ここで嘘をついても仕方ないからそう白状した。ただ、竈山さんは気にしてる様子はなくて、剣舞さんを指さしながら、上機嫌にしゃべり始める。

            「こいつは使えるわよ。傍において退屈しないわ。本来、華族というのは出来る庶民を活用するものよ」

            　それが本来の華族というのは違う気がしたけど、否定はしなかった。彼女の独自理論をひっくり返せる気が、私にはちっともしないから。

            　竈山さんから剣舞さんに視線を戻した。

            「……苦労してるのね」

            　竈山さんには聞こえないようそう小声で同情してみたけど、これもまた意外なことに、剣舞さんは嬉しそうにしていた。

            「いえいえ、私、女王陛下のこと好きなんで」

            　二人の間には信頼があって、それは私と凪や、弥江さんと小町さんとも違っていた。ただ、私にはそれがとても眩しく見えた。

            「さ、用は済んだわ。帰りなさい」

            　

            　４

            　

            　真夜中、外は豪雨だった。強い雨が地面に叩きつけられていて、時々雷で夜空が光る。

            　私は楓を起こさないようにそっと部屋を出た。あまり眠気がしない。それは天気のせいでもあるけど、やはり気持ちの面でのことが大きかった。

            　落ち着かない。

            　薄暗い廊下を歩いていき、寮の共有スペースへと入った。そこには四人掛けのテーブルが六つ置かれていて、日中は生徒たちが談笑をするときに使われている。寮内にはいくつか、この共有スペースがある。

            　私は一つのテーブルに腰かけて、その上に楓からもらった新聞部の新聞を広げた。

            　今日の昼間に刊行されたもので、桜戦争の現状について報じられていた。見出しは『情勢は拮抗中！』となって、どちらが勝ってもおかしくないと書かれていた。

            ただ、これも明日には変わるはずだ。

            　弓道部の寝返りは、恐らく明日の一面を飾る。華族派の代表格である竈山さんの決定は、たぶん弥江さんたちを大きく揺さぶる。

            　弓道部からの帰り道、凪は竈山さんへの愚痴を言いつつ、それでも嬉しそうに「これでこっちがリードした」と喜んでいた。

            　華族派が一枚岩ではないとわかってしまえば、弥江さんたちの戦略は大きく狂うから。

            　……まったく、どうしようもない。

            「はぁ」

            　自然とため息がでる。ただ、全然足りない。

            　こんな派閥争い、したくない。意味も、大義もない。でも、私が桜戦争に勝とうとすればするだけ、この派閥争いが激化していって、止める術がない。

            　泣きたくなるほどに、私は無力だった。

            　違う、こんなはずじゃなかった。二年生になったばかりの頃、一人の先輩に勧められ、私は部長戦に立候補して、当選できた。そして役員になった。その時は、こんな争いをなくせればいいと願っていた。

            　そして、それができると思っていた。私と……弥江さんなら。

            　それがどうしてこうなっているんだろう。竈山さんたちに言ったように、この騒動の責任は弥江さんの解任という形でとってもらうことになっている。

            なら、私はどうなんだろう？

            　売られた喧嘩を買った私だって、同罪なはず。

            「…………」

            　ふと、新聞の別の欄が目に入った。先週の事件のことを報じている。私の要望に応じて、記事は小さく控えめだ。

            『オフィーリア事件、進展見せず』

            　記事の内容は事件の詳細にはあまり触れず、警察の捜査状況が芳しくないようだとだけ伝えていた。新聞部と警察に特別な繋がりはないだろうから、彼女たちから見た感想に近い記事だと思うけど、それは葵の意見と一致していた。

            　葵は「情報がないなら、考えるしかない」と言って、今日は礼拝堂で情報を整理すると言っていた。

            　桜戦争に、殺人事件。新聞部はきっと紙面が足りないという思いだろう。

            　しかし……葵は私のせいじゃないと言ってくれたけど、同時期に起こってる二つの出来事は、本当に関係ないんだろうか。何か、嫌な予感がする。

            　窓の外を眺める。相変わらずの豪雨。そしてそれを見ていると、どうしても、葵のあの言葉を思い出してしまう。

            『まだ、終わってない。嵐は、これから』

            　彼女は確かにそう言った。彼女の勘が当たらないことを祈りつつも、不安はやまない。

            　またため息をついたところで、足音が聞こえた。そしてほぼ同時に扉が開く音もした。

            こんな夜に一体誰だろうと思いながら入口に視線をやって、息が止まりそうになった。

            　弥江さんが、無言でそこに立っていた。

            　寮指定の白いブラウスの就寝着を身にまといながら、彼女は私を一度だけ見ると、窓際まですたすたと歩いて行った。

            　相変わらず土砂降りの外の風景。窓に叩きつけられる雨粒を見ながら、弥江さんはただ黙って立っていた。

            　彼女と二人きりになるのは、いつぶりだろう。少なくとも私が会長になってからは初めてのはずだ。

            「……起きていらしたんですか」

            　沈黙に耐えかねて、そんな当たり障りのない言葉をかけてみる。無視されると思っていたのに、彼女はさばさばとした口調で答えた。

            「眠る気になれなかったもので」

            「……そうですか」

            　そこでまた沈黙がおちた。大げさな表現ではなく、本当に窒息しそうな息苦しさを感じる。

            　彼女は窓に指をあてていて、ずっとこちらを見ようともしない。

            「祥撫を味方につけたそうですね」

            　いつもの覇気を感じさせない、どこか弱弱しい声だった。それに罪悪感を覚えてしまう。

            「……はい。弓道部は、私側につくそうです」

            「あの女」

            　弥江さんが奥歯をかみしめた。拳を握りながら、全身をわなわなと震えさせている。

            「……高利貸し風情が、図に乗って」

            　怒気しか含まれていない声に、思わず寒気がはしる。ここまで怒っている姿を初めて見た。

            「ただじゃおかない。あの女も、弓道部も。もちろん――」

            　そこで弥江さんはバンッと窓ガラスを叩き、それに驚いていた私を睨みつけた。

            「あなたも」

            「……弥江さん」

            　真っ黒な瞳の奥には、憎しみだけが映っていた。少し前は違った。はっきりと覚えている。私と彼女は、こんな関係じゃなかった。一緒に仕事をした。一緒に出掛けたことだってある。

            ……友達、だった。

            「どうして、ですか」

            　耐えられなくなって、ずっと我慢していた言葉を、とうとう口にしてしまっていた。

            「どうして、こんなことを。私があなたに恨まれるのは、いいです。でもなにも、ほかの皆を巻き込むことはなかったはずでしょうっ！」

            　この一週間、ずっと堪えてきた。でも、彼女しかいないと思ったら、叫ばずにはいられなかった。

            　桜戦争はどこまでいっても、私と弥江さんの不仲が原因でしかない。だったら、私たち二人で解決できたはずなのに。

            　珍しく大声を上げた私に、弥江さんはとても冷たい視線を送っていた。囚人を監視する看守のような、体温を感じさせない視線だった。

            「……では訊きますが、私が会長職を譲って欲しいと言ったら、あなたはどうしましたか？」

            「え？」

            「不信任ではなく、会長自らの辞職。可能なはずです。それを私がしてくれと言ったら、どうしましたか？」

            　確かに、会長職は辞職できる。何らかの理由で会長自身が退学などになった場合に備えての規則だ。前例はないけど、今も私はその権利を持っている。

            「それは……」

            　そんなこと考えもしなかったので、答えに一瞬迷った。ただ、答えようと口を開けたときだった。

            「譲ったでしょう」

            「……え」

            「あなたはきっと譲った。私にこそふさわしいと思う。そんなことを言って、躊躇なく、その椅子を明け渡したはずです」

            　完璧に言い当てられた。自分でもそうだと思う。こんな大事になる前に弥江さんからそんな打診をされたら、私はきっと断らなかった。チャンスだと思って、提案を受け入れたに違いない。

            　私の態度を見た弥江さんの視線に、哀れみが込められた。

            「あなたは、そういう人でしょう」

            「わ、私は」

            「私が欲しかったものを、簡単に奪っていきながら、思い入れをしない。今日の祥撫も、会長職も……姉様も」

            「ち、違います！　百合様のことは、本当に私もわからないんですっ！」

            　さっきよりも大声でそう主張しても、弥江さんは全く変わらなかった。その冷静さに、自然と汗が出てくる。

            　彼女はずっと、私を会長指名した百合様と、私が何かの繋がりを持っていたと疑っている。何度か、そうだろうと迫られた。そのたびに否定しているのに、未だに信じてもらえない。

            　彼女にとって百合様が自分を裏切るなんてありえなくて、私が何かしたとしか考えてないんだと思う。

            　でも、違う！　本当に私は何も知らない。

            「……どうでもいいです、そんなこと」

            　相手にしてくれていなかった。私の言葉は、全然、届いていなかった。その事実に、ただただ愕然とする。

            　私たち二人の間にあった溝は、私が考えているよりもずっとずっと、深いものだったんだと思い知らされる。

            　弥江さんがゆっくりとした足取りでこちらに近づいてきて、私の前で止まった。

            　彼女の方が背が高くて、こちらが見上げる形になった。

            　ただ、彼女は俯いていたので髪が顔にかかっていて、表情がわからない。

            「あなたはいつだって、私が欲しいものを、簡単に奪っていく……」

            「ち、違」

            　言い切れなかった。髪の間から私を見下ろしていた彼女の目が、そうさせてくれなかった。すべての憎悪を込めたような、赤くて黒い瞳には、恐怖で震える私が映っていた。

            　自然と、一歩後ずさってしまう……。怖い……。

            「染井さん……私はもう、会長職など、興味ないんです。でも」

            「――ぇ」

            　彼女は逃げようとする私の両肩を掴むと、一気に引き寄せた。ぶつかりそうなほど顔が近づき、息が止まる。

            「あなたがしたように、私もあなたから」

            　掴まれた両肩に爪の先が食い込んできたのがとても痛くて、小さく「いたいっ」と声をあげてしまった。

            　それでも彼女は一切力を抜かず、憎しみを含ませた声で宣言した。

            「全部、奪ってやるっ！」

            　すぐ近くで雷が落ちる轟音が響いた。
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            　結局、昨晩は一睡もできなかった。

            　おかげで朝からずっと頭がぼうっとしている。誰の話を聞いても右から左で、ちゃんと会話できていないのが自分でもよくわかった。

            　凪から「何かあったの？」と尋ねられたけど、素直に答えられるわけもなくて、なんでもないわと誤魔化すしかなかった。

            　生まれて初めて、純粋な憎悪というものを目の当たりにした。今でもあの目を思い出すと、震えてしまいそうになる。

            　頭がそのことでいっぱいなのに、学校を歩けば色んな人に話しかけられた。なんとか対応しようとしたけど、相手の口が動いているのはわかるのに、耳には何も入ってこなかった。　

            　そんな状況が続いたから、昼休みは逃げるように、礼拝堂へ向かった。葵がいるかもしれないと思ったけど、礼拝堂には誰もいなかった。

            　それはそれでよかった。今、事件の話をされても、きっと理解できない。

            　椅子に腰かけて、瞼を閉じた。小さな呼吸を繰り返し、心身を落ち着かせる。

            　

            　いつの間にか、眠れていたみたいだ。

            　ゆっくりと瞼を開けて、辺りを見渡すと、いつの間にか隣にいた楓が数学の教科書と険しい顔で睨めっこをしていた。

            「か……楓？」

            「あ、お姉さま」

            　楓が教科書を閉じて、右腕の内側につけている腕時計を確認してから、にっこりと笑う。

            「大丈夫です。まだお昼休みが終わるまでは時間がありますから、もう少し寝ていらしてください」

            「あ、え……」

            「時間になったら起こしますから」

            　礼拝堂には楓以外はいないようで、どうやらいつの間にか眠ってしまった私に、付き合ってくれていたみたいだ。

            「凪先輩からお姉さまがいなくなったとお伺いしたので探しましたよ。そしたらこちらにいらしたので……でも凪先輩には知らせてませんから、大丈夫です」

            　これは二人だけの秘密だと言うように、彼女は人差し指を自分の口元にあてた。

            　悪戯を成功させた子供みたいな笑顔。

            「昨日は、眠れていないようでした。ですから、今は少しお休みになってください」

            「……気づいていたんですか？」

            　確かに一晩中起きていたけど、楓を起こさないように気をつけていたから驚いた。

            「朝、起きた時にとても疲れた顔をされてましたから、なんとなく、です」

            　そんなことでばれていたなんて思わなかった。朝、彼女が起きた時から、怪しまれないように振舞っていたのに。

            「お姉さまの寝起きの顔は、私が一番知っております」

            　そんなことを平気で言ってくる。いつもなら、何を言っているのと注意するところだけど、今日はそんな気になれなかった。

            　普段はぬけていることが多い子だけど、私のことにはとても鋭い。

            　手を伸ばして、彼女の頭を撫でた。

            「……ありがと」

            「あ、いや、う、嬉しいです」

            　私がここまではっきりと褒めることは少ないから、楓は顔を真っ赤にしながら喜んでいた。

            　今年に入ってから、寮で同室になった後輩。何かと世話のかかる子だけど、何事にも一所懸命で、私にもよく懐いてくれている。私はいいルームメイトを持つことができたと思ってる。

            　寮のルームメイトについては、学校側がランダムに決定する。毎年違う子とルームメイトになり、交流を深めることが目的だという。私の場合は去年は凪と、その前の年は三年生の先輩と同室だった。

            　先輩と後輩が同室になった場合、後輩が同室の先輩を『姉』と呼んで慕うことがあり、楓はまさにそれだった。

            　嬉しそうにしている楓を見ていると、私はついつい訊いてみたくなった。

            「楓……あなたは、私があなたを裏切ったら、どう思いますか？」

            「え？」

            　楓の笑顔が真顔になる。あまりに突然な質問に、ついていけないようだった。

            「お姉さま、それはどういう」

            「い、いえ！　気にしないで。やっぱりちょっと、疲れているみたいだから」

            　私としてもつい口走ってしまったことだったから、急いで撤回する。

            　ただ楓はそれで退いてくれなくて、私の瞳を覗き込んでくる。

            「……それは、あの女のこと、でしょうか」

            「知ってるんですかっ」

            　楓は控えめに「はい」と小声で答えた。

            「噂で聞いております。あの女……弥江と、前任の生徒会長のことは」

            　今年入学したばかりの一年生まで知っているとは思わなかった。

            　あの二人の関係については、最終的にああいう結果になってしまったから、事情を知る三年生や二年生の間ではタブーになっていて、誰も話そうとはしないから。

            「ただ、詳しいことは知りません……。噂も、とても曖昧なので」

            「……あなたには色々と助けてもらっていますし、一応、話しておきましょう。ただし、他言無用です。いいですか」

            　彼女は神妙な顔つきで「はい」と返事をした。

            　本来なら黙っておきたいけど、今回の桜戦争の起因ともいえることで、この一週間、私のために色々と頑張ってくれている楓には知る権利があると思った。

            「前任の会長、つまり私を会長指名した先輩が、久留間百合様です」

            「お名前だけは聞いております。市民派にも華族派にも慕われていた、と」

            「はい。もちろん華族派ではありましたが、派閥争い自体に興味がないようでした。私もそこは素晴らしい方だったと思います」

            「そこは？」

            　私の言い方に引っ掛かりを覚えた楓が繰り返す。それがおかしかった。

            「ええ。そこは、です。なにせ、生徒会長の仕事はほぼしていませんでしたから。昨年は副会長をはじめ、役員全員が百合様に振り回されていたと言っても過言じゃありません」

            　定例会議に来ないなんてこともしょっちゅうで、副会長がその度に怒りながら百合様を探しにいくというのは定番になっていた。

            　とはいえ、役員がそれに迷惑をしていたかというと、そうでもない。皆、面白がっていた。そういうことが許されるくらい、人徳がある人だった。

            「百合様が仕事を投げ出されたおかげで、ほかの役員に仕事が回ってきました。とはいえ、役員のほとんどが三年生でしたから」

            「……二年生だったお姉さまたちに、より多くの仕事が回ってきたのでしょうか？」

            「はい。そういうことです」

            　三年生の先輩方もできれば仕事はしたくなかったようで、二年生役員だった私、凪、弥江さんには例年より多くの仕事が回ってきて大変だった。

            　しかも凪は「私はこういうのは向かない！」と言って逃げ出すことが多かったから、実質、私と弥江さんで回していた。　

            「なんというか、いい加減な方だったんですか？」

            「言い方はあれですが、その認識で間違ってはいないでしょう」

            　言い方を注意したけど、私も去年は何度も「いい加減な人だ」と内心思っていた。

            「そんな百合様のルームメイトが、弥江さんでした」

            「なんか、水と油のように思えるんですけど……」

            　楓が不安そうにしているのを見ると、クスッと笑ってしまった。きっと、今年の弥江さんしか知らないと、そう見えてしまうんだろう。

            「いいえ、違います。この学校で唯一、弥江さんが尊敬なさっていたのが、百合様でした」

            「え、だって」

            「今でこそあれですが、弥江さんも派閥争いに熱心なわけではありませんでしたから」

            　確かに去年までも華族派であることに誇りは持っていたけど、ここまでじゃなかった。

            　もし去年から今の感じだったら、私と一緒に仕事なんてしなかったはず。

            「あの二人は、レアケースで二年間、同室でした。弥江さんは一年生の頃から、百合様と過ごされていました。……本当に、姉妹のようでした」

            　いい加減な姉に振り回されながらも、しっかりと彼女をサポートしていた妹。私にはそう見えていた。

            「弥江さんにとっては一番身近な先輩でしたし、性格はあれでしたが、百合様も弥江さんをとてもかわいがっているようでした。出自のせいで一部華族派から目の敵にされていた弥江さんを、守っていたりもされていました」

            　弥江さんは今でこそ華族派のトップだけど、入学時からそういうわけじゃなかった。彼女の出自に嫉妬する華族派の先輩に目をつけられて、苦労していたのを覚えている。

            　そういう先輩を黙らせていたのが、百合様だった。

            「……想像できません。あの女が、誰かをそんなに慕っていたなんて」

            「無理もないです。今年に入ってからは、人が変わっていますから」

            「その原因が、会長の指名……」

            「はい。言ったように二人は寮の同室で、弥江さんは百合様に憧れて役員になった方です。百合様も弥江さんを信頼して、仕事を任されていました。去年の生徒会は、誰もが次期会長は弥江さんだと思っていました。私だってそうです」

            　しかも、それに対して異論なんてなかった。当時の役員の誰もが、弥江さんなら大丈夫だと思っていた。それくらいに弥江さんは二年生ながら、信頼を勝ち取っていた。

            　今でこそぶつかっている凪だって、当時は「弥江なら安泰だろ」なんて言っていた。

            「でも……百合様が会長指名したのは、私でした」

            　今でも、指名されたときの衝撃は忘れられない。頭が真っ白になるというのは、ああいうことなんだと思った。

            「どうして」

            「それが私にも、弥江さんにもわからないんです。当然、私の指名は波紋を呼びました。いくら指名権が百合様にしかないとは言え、私は市民派ですし、弥江さんのことだってあります」

            　当然、私だって百合様に尋ねた。どうして私だったのか、なぜ弥江さんじゃなかったのか。ただ百合様はその問いに答えてくれなかった。どうやら私と同じ質問をした役員全員にそうだったらしい。

            　弥江さんだけはどうか知らない。ただ、この一件で弥江さんと百合様の関係が一変したのは明らかだった。

            「会長指名後、弥江さんは百合様と距離をおいていました。その頃からですね。彼女が派閥争いに熱を入れ始めたのも」

            　当然、私との関係もその時点でほぼ終わっていた。

            「真意はわからずなんですね……」

            「誰にも語ることなく、百合様は卒業していきました。その卒業式さえ、弥江さんは体調不良という理由で欠席されていました」

            　ただ、そんな彼女を糾弾する人はいなかった。お世話になった先輩だったとはいえ、最後に待っていたのは、手ひどい裏切りだったんだから。

            　そしてその結果が、この桜戦争だ。とうの百合様は海外留学をしていて、連絡がとれない。

            「……そうだったんですね」

            　私が弥江さんを責めきれないのは、こういうことがあるからだ。

            「それで、お姉さまは私に、ああいうことを尋ねられたんですね」

            「ええ。正直、私には想像しきれないものなんです」

            　楓は顎に手をあてて、しばらく考えていた。やがて、ゆっくりと話し始めた。

            「……きっと、恨みきれません」

            「恨みきれない？」

            「はい。きっと、悲しいし、怒ります。でも心のどこかで、お姉さまには何かあったんだと信じると思います」

            　それは、とてもぐちゃぐちゃな気持ちだと思う。いろんな感情が胸の内にあふれ、整理しきれない。そんな気持ちだろうか。

            「あの女が、お姉さまを恨んでいるのは、きっとそのせいです。いまだに、百合様を信じているんでしょう」

            　楓の言葉で気づかされた。

            　私はてっきり、弥江さんは私が百合様と何か企てて、彼女から会長職を奪ったと考えているんだと思っていた。だけど、そうじゃないんだ。

            弥江さんは私が百合様を唆したと思っているんだ。

            　だから、こんなことを……。

            「楓」

            「はい」

            「ありがとう。……少し、弥江さんのことがわかりました」

            　楓が謙虚に「とんでもありません」と答える。私にはこんなにも素直な妹がいて、それはとても幸せなことだと思っている。

            　百合様、あなたはどうだったんですか？

            　

            　２

            　

            「いや、女って怖い生き物だと心底思いました。女性恐怖症になっちゃいそうです」

            　剣舞さんが机の上に広げられた数々のビラを見て、肩を震わせた。

            「……陰湿にもほどがあるだろ」

            　凪は怒りを通りこしているようで、そのうちの一枚を手に取ると、真っ二つに破いた。

            　私たちは昨日に続き、弓道部の部室にいた。竈山さんはいない。どうやら「うるさい」という理由で部活には顔を出さず、寮に帰ったらしい。

            　私たちに寝返ったことで、弓道部は今、華族派からのすごいバッシングを受けている。それの相手をするのが煩わしいということだった。

            　ビラを眺めていると、ひどい頭痛がしてきそうだった。広げられているのは、今日になって、校内でばらまかれた数々のビラ。誰が犯人かわからないけど、相当数の生徒が見たはず。

            　書かれていたのは、ほとんどが私に対する悪口。口に出すのも憚られるようなことが、ふんだんに印字されていた。学校生活に関わることから、私生活、私の家についても。

            　中には私の顔写真を載せて、写真の上から大きく『×』をしているものもある。　

            「……これは今日から？」

            「ええ。どうやら今朝から副会長側の生徒たちがばらまいているみたいです」

            　たぶん、竈山さんが寝返ったことで、昨日のうちに準備したんだろう。

            　昨晩の弥江さんをまた思い出す。私からすべて奪ってやると宣言してきたのは、こういうことだったんだと思い知る。

            　彼女は本気なんだ。

            「これが仮にも華族と名乗る連中のやり方かっ！」

            「勝負に遠慮などするわけないわって、女王陛下が言ってました」

            「剣舞さん、ずいぶんと落ち着いてるけど、弓道部に対するものもあるわよ」

            　ビラの一枚を剣舞さんに見せた。そこには弓道部や、竈山さんへのバッシングが所せましと書き連ねてあった。

            「うちの女王陛下がこんなもの、気にするはずないんですがね。人の言葉に耳を傾けるってことを知らない人なのに」

            　剣舞さんは少しバカにしたような態度でビラを見ていた。

            「なんだか、ごめんなさい。私たちのせいで」

            「会長先輩、気にしないでください。女王陛下に振り回されるのは慣れてます。それが嫌なら、とっくに部員やめてますって。寝返りに関しても、女王陛下の決定なら仕方ないってのが、ほとんどの部員の意見でした。あれで意外と慕われてるんですよ」

            　剣舞さんはそう笑いながらも、ビリッとそのビラを破いた。

            「私としては、女王陛下を悪く言われるのは、面白くないんですけどね」

            　どうやら彼女にとっては、弓道部に対するバッシングより、竈山さんに対することの方が許せないみたいだ。目が笑っていない。

            「というか、これは問題だろっ！　姫、すぐに処罰を検討すべきだ！」

            「……相手が一人じゃないのに、そんなことしても、逆効果よ。落ち着いて」

            　凪の言う通りにしても、どうせ『染井は権力を乱用している』という悪評をたてられるに決まっている。それに、誰が処罰対象かわからない上、相当数にのぼるはずだ。まともに相手をしていると、囲い込み活動もできない。

            　そんなこと、凪ならわかっているはずなのに、彼女の怒りはおさまらない。

            「こんなことをしてもかっ！」

            　凪が一枚のビラを私の顔の前に突きつけてくる。そのビラを握る手が震えていて、これでも彼女がどれだけ怒りを抑えているかが伝わってきた。

            　ビラには『オフィーリア事件は市民派によるものだ！』と赤い文字で大きく書かれていた。

            　大まかには、被害者の梔子さんは華族派として活動していて、それを気に食わなかった市民派が殺害したと、決めつけて書かれていた。

            　まるで市民派が目的のためなら、人殺しだって平気でやる集団だとでも言うように。

            「こんなことを許せば、校内がなんでもありになるだろっ！」

            「……わかってるわ」

            「ならっ！」

            「だからといって、今すぐどうにかできるものでもないでしょうっ」

            　凪につられてつい声が大きくなってしまった。ただ、剣道部で鍛えている彼女がそんなことで怯むはずがなくて、睨み合ってしまう。

            「まーまー、落ち着きましょうよ」

            　剣舞さんが私たちの間に入り込むと、両手を広げるように私たちの胸を押して、距離をとらせた。

            「今、お二人が喧嘩なんかしたら相手の思う壺です。冷静に、ね？」

            　私と凪に交互に視線を送り、そう落ち着かせてくる。

            　昨日、こちら側についたところだというのに、彼女が一番冷静に判断していた。しかも、この状況で先輩である私たち二人に物怖じすることなく意見できるなんて、竈山さんが傍に置いている理由が少しわかった。

            「そうね、ごめんなさい」

            「いや、僕の方こそすまない。カッとなった」

            　凪はビラを机に置くと、頭を冷やすためか、窓際によって行った。

            　ここ数日、私だけじゃなくて凪にもかなりの負荷がかかっている。私には見せないようにしているけど、精神的に参っているはずだ。どこかで彼女が少しでも楽にできる時間を作ってあげたい。

            「これも女王陛下の言葉ですけど、利用できるものは何でも利用するらしいです。私ら市民派には理解できませんが、華族派からしたら常套手段なのかもしれません。常識が違う相手に怒るのは、疲れるだけですよ」

            「……常識が違う相手と日々過ごしてるだけ、言葉の重みが違うよ」

            　凪が褒めているのか、貶しているのかわからないことを言っても、剣舞さんは余裕だった。

            「これ、あの方と過ごす時の秘訣です。参考にしてください」

            「参考にしないよ。一緒に過ごさないから」

            　私は例のビラを手にしながら、改めてその内容を確認する。梔子さんが華族派として活動していたことが許せなかった市民派の犯行だと記されていたけど、そもそもどうしてその事実が広まっているの？

            　私は葵や久木田さんの話で知っていたけど、これは公になっていないはずなのに……。

            「しっかし、被害者の子って華族派だったのか。京の後輩だし、てっきり市民派だと思っていたよ」

            　窓から身を乗り出すようにしながら風を浴びていた凪がそう呟いた。大抵の生徒はそう思っていたはずだ。なのに、ここで情報が流れたってことは……。

            「そうですか？　私は逆に梔子は華族派ってイメージしかなかったですね」

            　凪と正反対の反応を見せた剣舞さんに思わず視線を向けてしまった。

            「会長先輩、私の顔になんかついてます？」

            「違うわ。あなた、梔子さんと知り合いだったの？」

            「いや、一年のときにクラスメイトだっただけです。ただ、妙な親近感はありましたよ。向こうは市民派が大多数を占める陸上部にいて、私はその真逆の弓道部でしたから」

            　そういえば、そういう境遇では二人はとてもよく似ていた。

            「ねえ、梔子さんと特に親しい人って誰かいた？」

            　その質問に剣舞さんは不思議そうにしながらも、腕を組んで「うーん」と唸りながら思い出そうとしてくれた。

            「あんまり記憶にないですねぇ。部活の友達といつも話してたイメージです」

            「……そう」

            　梔子さんがどんな風に生活していたか知っている人に話を聞けたら、何かわかるかもしれないと期待しただけに残念だった。

            「ああ、そういえば会長先輩は第一発見者でしたね。事件のこと、気になるんですか？」

            「……まあ、少し」

            　そう答えると剣舞さんがそっと寄ってきて、耳打ちをしてきた。

            「新聞部なら、何か知ってると思いますよ」

            「え？」

            　驚く私を差し置いて、剣舞さんが元の距離をとる。

            「多分ですけどね。ただ、あそこの情報網はすごいです。昨日だって昼休みには寝返るのかって確認をとってきましたから。まだ部員にも通知してなかったのに」

            　確かに松羽さんなら、何か掴んでいる可能性はある。事件のことを報じるのは自重するよう求めたけど、調べることまで縛りはかけなかった。

            　剣舞さんの言う通り、確認してみる価値はあるかもしれない。

            　できれば早い方がいい。そうなると……。

            「ねえ、凪。今日はもう休みましょう」

            「へ？」

            　予想外の私の提案に、彼女は意表を突かれたみたいだった。

            「会議までまだ三日あるわ。ここで気を張っていても、もたないでしょう。あなたも疲れているみたいだし、たまにはそういうことも大切じゃない？」

            「で、でも……向こうがこんな動きをしているのに」

            　凪は今日もまだこれから活動したいようだった。私はそっと彼女の傍にいき、その手を取った。

            　そしてまっすぐと目を見つめる。

            「そんな疲れた様子で、私を守れるの？」

            　不服そうにはしていたけど、彼女はそれに言い返すことはなかった。深い息をついた後に「じゃあ、先に寮に戻ってるよ」と言って、退室していった。

            　そんな彼女を見送った後、剣舞さんが私をまじまじと見つめる。

            「なに？」

            「貸し一つ、ってことでいいですか？」

            　抜け目のない後輩に、私は「ええ」と返事するしかなかった。

            「桜戦争が落ち着いたら、昼飯でも奢ってください。会長先輩は面白い人だから、ゆっくり話してみたいんです」

            「……そうね。私も剣舞さんとはぜひゆっくり話しがしたいと思ってるの」

            「え？　お世辞ですか？」

            　とんでもないというように私は首を振った。

            「理想、なの」

            「理想？」

            「あなたと竈山さんの関係。私は好きなの」

            　ちょっと主従関係の縛りが強いけど、市民派も華族派も関係ない絆を感じられる。あれくらい、信頼しあっている関係こそが、私が焦がれていたものだった。

            それに、あの華族派贔屓だった竈山さんを、変えてしまった剣舞さんという子にすごく興味があった。

            「私、派閥争いは嫌い。会長になったからには、それをなくしたいと思っていたわ」

            「……それがこの結果なら、皮肉なもんですね」

            　剣舞さんとしては悪気はない言葉だったんだろうけど、痛いところを突かれて、私は肩を落とした。

            「あ、でも、ほら！　会長先輩と釣り合う人なんて、そういないから！」

            　自分の失言を必死にフォローしようとする剣舞さんには聞こえないよう、小さく呟いた。

            「そんなことないと思ってたのよ……私だけ」

            　

            　３

            　

            　校内でうろついていた葵を見つけ出すと、私は彼女を連れて新聞部へと向かった。

            「え？　あの部長に会うの？」

            「事件について何か知ってるかもしれないから」

            　嫌がる彼女をそう説き伏せて、引っ張るようにして歩いていく。

            　新聞部の部室は校内の最上階の、しかも一番端にある。そのせいでここを『最果て』なんて呼ぶ生徒もいるくらいだ。その部室の前に見張りのように、一人の生徒が立っていた。

            　彼女は私と葵の存在に気づくと、目を大きく開けて驚いたけど、すぐに真顔に戻って極めて冷静に対応してきた。

            「ご用は？」

            「松羽さんとお話がしたいです。取り次いでもらえませんか？」

            　新聞部の部室にはこういう見張り役の生徒が常に立っている。室内にあるたくさんの情報を守ると同時に、中で繰り広げられる会話を聞かれないためだ。

            　だから、部員以外でここに足を踏み入れられる生徒はいない。

            　見張り役の彼女は私の真意が読めないようだったけど、部室へと入っていった。中で松羽さんに確認をとってくれているんだろう。

            　待つこと三分ほど、さきほどの見張り役の彼女がようやく出てきて、私にあるものを差し出した。

            　カギだった。

            「屋上の扉がこれで開きます。そこでお待ちください」

            　どうして新聞部があそこのカギを管理しているのか訊きたいところだったけど、ここは素直に従うことにした。

            　お礼を言ってカギを受け取ると、そのまま屋上へと向かった。

            　屋上の扉を開けると、もう沈みかけの夕日が一望できた。世界の全部が橙色に染まっていて、それはとても幻想的な風景で、こんなときでもなければ感動できただろう。

            　ただ葵は楽しめてるようで、夕日を眺めながら「わぁ」と声を出して、フェンスへ駆け寄っていく。

            「フェンスには上っちゃだめよ」

            「子どもじゃないんだから、するわけないだろ」

            　そんな反論をしてくるけど、屋上の風景に目を輝かせている姿は、子どもとしか言いようがなかった。

            　私はそんな彼女の傍に寄っていき、ポケットから例のビラを取り出して渡した。

            　葵は最初、それを不思議そうに見ていたけど、内容を確認すると眉間にしわをよせた。

            「なに、これ」

            「今朝から華族派がばらまいているビラ」

            「ひどっ」

            　端的だけど、そうとしか言いようのない当然の感想だった。ただ、葵もやっぱり、私と同じ疑問を持ったみたいだ。

            「梔子が華族派として活動してたって……これ、警察しか掴んでない情報じゃん」

            「ええ。でも、これが流れたってことは」

            「ああ、そういうことか。情報源がつかめれば、梔子の活動が何かわかる」

            　こくんと頷く。果たしてそれにどれだけの意味があるのかはわからない。ただ、今の私たちには何を差し置いても情報が必要だった。

            「待たせたな」

            　そんなことをしていると、いつも通りカメラを相棒にした松羽さんが現れた。

            　そして私たち二人の顔を見て、にやぁっと笑う。

            「面白い組み合わせだ。時間を作った甲斐があるな」

            「忙しい中、すいません」

            「気にするな。ほかでもない会長の願いだ。こっちこそこんなところですまない。ただ、ほかの生徒に君と私が接触してるのは、見られたくないんだよ。あらぬ噂をたてられると困るんだ」

            　松羽さんは葵が手にしているビラを指さした。新聞部にああいう悪評の煽りが来るのは嫌だということだろう。

            「屋上のカギはどこで？」

            「学園長先生から許可をいただいてるよ。ここの清掃を定期的にするかわりに、出入りを許してもらっている。今回の君みたいに、あまり姿を見られたくない情報提供者というのは時々いるからね。ここなら、誰の目にも触れない」

            　両手を広げながら、そう説明してくれた。確かに、ここならどこかで盗み見ることも不可能だ。どうせ、扉の前にはさっきの見張りの子もいるだろう。

            「で、会長、要件は？　つまらないことだったら帰るからな」

            　決して冗談じゃない彼女の前置き。私は咳払いをしてから、直球にぶつけた。

            「新聞部が掴んでいるオフィーリア事件についての情報を、教えてください」

            　変に隠すと松羽さんもそうしてしまうと思って、単刀直入に尋ねてみた。

            　隣では葵が不安そうに私たち二人を見ていて、松羽さんは質問を予見していたみたいに、顔色を変えなかった。

            「ずいぶんな要求だ」

            「あなた方なら、一般の生徒が知らないようなことまで知ってるんじゃないですか？」

            「ああ、それは自信を持って答える。知ってるよ」

            　包み隠すこともなく、カメラを撫でるようにしながら彼女がはっきりと言い切った。

            　自分の胸ポケットに入っているメモ帳を、指先でとんとんと叩いて、不敵な笑みを浮かべている。

            「情報は持ってる。会長の知りたいことかどうかわからないがな」

            「なら」

            「だが断る」

            　はっきりとした拒否。取り付く島もない様子で、彼女は私たちから一歩遠ざかった。

            「まず一つ。私たちの情報だ。いくら会長といえども、やすやすと教えられない」

            　もっともな言い分で、返す言葉がなかった。

            「二つ目。私たちにメリットがない。だから、教えるわけにはいかない」

            　右手をピースのようにして、その二つがとても重要だと主張してくる。

            「つまり、あなたにメリットがあれば、あなた方の手に入れた情報を渡していただける可能性があるわけですか？」

            「まあ、そうなるな」

            　その答えを引き出せた時点で、私の目的は達成していた。

            　……少し感謝しますよ、竈山さん。

            　隣にいた葵の背中を押し、前に出させる。彼女は突然のことで「は？」とかなりびっくりしていたけど、そこはもう気にしないことにした。

            「白根葵さんの取材でどうですか？」　

            　昨日の竈山さんの言葉を思いだす。人から何かを借りようとするなら、それと同じか、それ以上のものを用意しなきゃいけない。彼女はそう言っていた。

            　松羽さんもきっとそういう考えだと思ったから、葵を連れてきた。彼女の取材をしたいって言っていたから、これなら取引になるはず。

            「ちょ、ちょっと！　そんなこと聞いてないんだけど！」

            「だって、言ったら来てくれないでしょ」

            「あったりまえでしょ！」

            　葵が大声をあげて嫌がる。それは当然で、新聞部はこの学校に入学する前の葵のことを聞きたがってる。本当なら、事情を知っている私だってそんな取材を受けさせたくない。

            でも、今はこれしか思いつかない。　

            　彼女の両肩をがっしりと掴んで、眼を合わせる。

            「お願い！　これしかないの！」

            「だ、だって！」

            　そっと顔を耳元に寄せて、松羽さんに聞こえないように言った。

            「事件のこととかは全部隠して。適当に答えてくれるだけでいいから」

            　私だって葵にこれ以上変な噂が流れるのは嫌だ。だからこそ、ある意味でこれはいい機会だとも考えている。新聞部の取材にちゃんと答えれば、あのバカげた噂は嘘だと公に発表できるんだから。

            　葵はそれでも首を左右にぶんぶんと力強く振りながら「やだ！　やだ！」と嫌がっていた。

            　胸が痛むけど、ここは押し切るしかない。

            「証明してくれるんでしょ」

            　自分でもずるいと思いながら、その約束をちらつかせた。葵はそれを言われるとやはり弱かったみたいで、首を振るのをやめた。

            「お願い、ね？」

            　懇願してそう押し切ると、すごく恨めしい目で睨まれた。きっと、そうとう根に持つことをしてしまっている。あとで何を言われるか、わかったものじゃない。

            「……わかった」

            　ただ、葵がそう返事をしてくれたから、今はとりあえず良しとしておきたい。

            「お、交渉は終わりか？」

            「ええ、葵はあなた方の取材に応じます。ですから、事件について、教えてください」

            「ふーむ。正直、ちょっと取引としては足りないな……会長、桜戦争が終わったら、単独インタビューさせてくれ。勝敗に関わらず」

            　葵にこんなことを強要しておいて、断れるはずもないから頷いた。それで取引が成立したみたいで、松羽さんは胸ポケットからメモ帳を取り出した。

            「それで、何が知りたい？」

            「梔子さんが華族派として動いてたという情報があります。このビラにも」

            「ああ、梔子頼子は間違いなく、そう動いていた」

            「具体的にはどこで、何をしていたんですか？」

            　松羽さんはメモ帳を開けて、中身を確認しながら話し始めた。

            「彼女はどちら側につくかを決めかねていた華族派を、説得する役割を担っていたようだ。具体的に言えば、市民派に囲まれて部活動をしているから、市民派の悪口はお手の物と言った感じで、華族派の組織票固めをしていた」

            　やはり久木田さんが話してた通り。

            市民派とともに過ごすことの多かった梔子さんの言うことなら、迷っている華族派には響いたかもしれない。

            「それに影響を受けた生徒はいるんですか？」

            「いるとは思うが、梔子頼子が決定打になったかどうかは判断できない。囲い込みは君らだってしているだろ？」

            「まあ、そうですね」

            　それを言われると、確かにそうだ。梔子さんがどんなに暗躍しようが、それだけで意思決定したかどうかわからない。現在、この学校では色んな囲い込みがあるんだから。

            「それをよく思っていなかった市民派はいますか？」

            「いない、と思う」

            　断言したかと思ったら、付け加えるように保険をかけられた。懐疑的な目を向けると、松羽さんは肩をすくめた。

            「断言はできない。彼女がそういう活動をしていたことを知っている市民派がいたとは、今のところ私たちも掴んでいない。彼女も隠れてやっていたことだしね」

            　陸上部のメンバーの目を気にして、隠れて活動していた梔子さんだから、それは当然かもしれない。でも、そうなると誰の恨みを買っていたことになるんだろう？

            　彼女の活動を目をつけた市民派がいるとしても、すぐさまあんなことをするだろうか？

            「ねえ、どこの部活に働きかけてたの？」

            　ずっと黙っていた葵が口を開いた。

            「どこ？　あ、いや、かなり幅広かったみたいだ。特定の部活にあたっていたわけじゃないな」

            　松羽さんのその答えに、葵はどうしてか笑みを浮かべた。相手の弱点を見つけた、そんな感じの笑み。

            「誰の指示で？」

            　その意図が理解できないでいる私に対して、松羽さんは葵と同じように笑った。

            　二人だけで意思疎通していて、なんだか疎外感がある。

            「へぇ、白根君って目ざといんだな」

            「ねえ、葵、どういうこと？」

            「だって、そんな動き、誰かの指示なくコソコソできるもんじゃないでしょ。誰が迷っているかなんて、普通はわかんない。ましてや市民派に囲まれて過ごしてきた梔子にわかるはずない。でも、あいつはやってたってことは、誰かが裏にいたんだよ。ここの部活の誰かが悩んでいるから、説得に行けってね」

            　そうか、その通りだ。そんな動きを自分一人でできるはずない。ましてや桜戦争は先週月曜日に始まって、事件は木曜日の朝に起きた。実質、月曜日から水曜日までしか、彼女には動く暇がなかった。

            　それなのに色んな部活に対して働きかけてたってことは、色んな部活の事情を知っている誰かがいたんだ。

            　松羽さんはどういうわけか、そこでメモ帳を閉じて胸ポケットにしまった。

            「これは、事実かわからない。まだ確認がとれていないんだ。ただ、予想はつくだろ？」

            「……弥江さんですか？」

            　華族派の取り締まりといえば、一番に思い当たるのは当然彼女だ。

            　でも、松羽さんは「いいや」と否定した。

            「副会長はそういうコソコソとした動きは得意じゃない。宣戦布告のときも、集会のときもそうだが、彼女は人前でやることが得意なんだ。政治家の娘だからな」

            　確かに宣戦布告のときも彼女は「コソコソしたくない」と言ってた。

            「では……」

            　一体誰が、という言葉は出なかった。梔子さんは二年生。二年生でいて、桜戦争に熱心で、華族派の中心にいてもおかしくない人物――。

            　私が一人の後輩を思い浮かべていることに気づいた松羽さんが微笑んだ。

            「ま、そういうことだ」

            　

            　４

            　

        
        



            《第二週目・水曜日》

            　

            　翌日の昼休み、私と葵、そして久木田さんと葉山さんが礼拝堂にいた。

            「つまり、二年生の小町さんって生徒なら何か知っている可能性があるかもしれないの？」

            　葉山さんの確認に、私と葵は声を合わせて「はい」と答えた。

            　昨日の松羽さんの話から、小町さんが何か梔子さんと接点があるとみて間違いないことはわかった。　

            　正直言うと、直接話を聞きたいとは思った。でも、小町さんは常に弥江さんと行動を共にしている上に、私に対する敵対心は彼女に匹敵するものがある。きっと、会話にならない。

            　そこで葵と相談して決めた。この情報を久木田さんたちに渡そうと。警察なら堂々と彼女から事情を聴けるはずだから。

            　本来、そうすべきことだし、そっちの方がスムーズだということで、葵に頼んで二人に来てもらっていた。

            「断言はできませんけど、状況的に何か知っている可能性は高いと思います」

            「ってことで、おっさん、早く調べて」

            　久木田さんと葉山さんはどうしようかというように顔を見合わせていた。

            　なんというか、扱いに困っているように見えた。

            「あ、あの……何か？」

            　不安になって尋ねてみると、葉山さんがばつの悪そうな顔をした。

            「いや、実はね……」

            「あ、おっさん、昨日言ってたやつ、マジなわけ？」

            　葉山さんが説明しようとする前に、葵には何か思い当たる節があるみたいで、立ち上がって久木田さんに詰め寄る。

            　そんな彼女の頭を抑えて、久木田さんは「落ち着けって」と宥める。

            「可能性として考えにゃならんってだけだ」

            「はあ？　私にあの事件と桜戦争が関係あるって言ったのはおっさんじゃん！」

            　何か言い合いを始める二人。どうやら葵は昨日、久木田さんと会っていたらしい。そこで何かを聞かされて、それに納得がいってないみたいだ。

            「あの二人はほっておいて」

            　がやがやと言い合っている二人を無視して、葉山さんが説明をしてくれた。

            「警察はね、今回の事件と桜戦争の関係について、改めて考え直してるの」

            「……桜戦争は、関係ないってことですか？」

            　それはそれで私としてはとても喜ばしいことだった。それだけの事実で、かなり胸の負担は軽くなる。　

            　ただやっぱり、そう甘くはないみたいで、葉山さんは「そうじゃないわ」と否定した。

            「そのほかの可能性についても積極的に考えていきましょうってこと。梔子さんが桜戦争で何か動いていたのは間違いなくても、それが原因かわからない。実際にそれで行き詰っているし……ここに来て、また変な情報も掴んだの」

            「変な？」

            　葉山さんはそのことを私に話していいか久木田さんに確認しようとした。ただ、彼はいまだに葵と何か言い合っていて、彼女は「はあ」とため息をついた。

            「これ、内密にしてね？」

            「……はい」

            　本当は内心で「いいのかな？」と思いつつ、どうせ後で葵に訊いてしまう自分がいるので、ここで素直になることにした。

            「梔子さん、たまに一人になるときがあったんだって。学校内でもそうだし、寮に戻ってからも」

            「あ、あの、そういう生徒は珍しくありませんよ？」

            　全寮制の女子学校。華やかに見える反面、その息苦しさはほかの学校の比じゃない。だから、息抜きに一人になることは誰にだってある。私だって、時々はそうしているし、葵なんていつもそうしてるようなものだ。

            　梔子さんの場合は市民派に囲まれていたということで、本人にとってはすごくストレスだったかもしれないし、一時的に姿を消すことがあっても不思議じゃない。

            　というか、そういう時間があったからこそ、彼女は葵と知り合っていたわけだし。

            「だから、梔子は息抜きしてただけ。ここにも来たって！　これ、昨日も言ったじゃん！」

            　葵が私たちの会話を聞きつけて、葉山さんにそう詰め寄る。そんな彼女の首根っこを掴んで、久木田さんが引きはがした。

            「だから、可能性だ！　それにお前が会ってたのは平日だろ。被害者は土日もどこかに」

            「だぁかぁらぁ、そんな奴は珍しくないっての！」

            　話にならないといわんばかりに葵が頭を掻きむしる。私としては葵の言い分はもちろん理解できる。ただ、警察がほかの可能性を考慮するのも仕方ないように思えた。

            「あの、その行動は掴めてないんですよね？」

            「ああ、さっぱりだ」

            「あの久木田さん、そんな威張るように言うことじゃないですよ？」

            「事実だからな。それに、俺はこいつがまだ桜戦争に拘るなら、やっぱりその線の方が濃い気がする」

            　葉山さんの指摘を気にせず、腕を組んで威張るようにしながら跳ね返す久木田さん。ここまで信頼されている葵がすごいのか、久木田さんがどうかしているのか、ちょっとわからない。

            　ただ、葵もこの間みたいにそれを否定することはなかった。久木田さんから解放されると、私の横に座って不機嫌そうにする。

            「もういいや。とりあえず、その小町って生徒は調べるんでしょ」

            「ああ、有力な情報だし、まだ事情を聴いていない生徒だ」

            「調べた結果は、とーぜん、情報提供者の私たちに教えてくれるよね」

            　それは全然『当然』じゃない。ただ、私としても知りたい。

            「わかってる。お前こそ、ちゃんと何かわかったら、俺に言えよ」

            「はいはい」

            　久木田さんと葉山さんは何か二人でコソコソと打ち合わせをしてから、別れの挨拶をした後、礼拝堂を出て行った。

            　二人きりになった礼拝堂で、葵はまだ不機嫌で、舌打ちをした。

            　行儀が悪いことだと注意したいところだけど、彼女がこうなる理由もわかる。私たちがやっと掴んだ情報だ。それが参考になるかどうかわからないと言われてしまえば、拗ねるのも無理はない。

            　私としては、事件が本当に桜戦争と関係がないことを祈るばかりだけど。

            「ところで葵、久木田さんとはよく会っているの？」

            「うん。事件が起きてからは、ほぼ毎日じゃないかな。あのおっさん、どんだけ私の意見を参考にするつもりなんだろ」

            　それだけ信頼されているということなんだろうけど、葵がすごいのか、そこまで彼女を信じてしまう久木田さんがすごいのかはやっぱりわからない。

            　葵が急に立ち上がって、体を伸ばした。

            「なんか納得できない。ねえ、中庭に行きたい」

            　思いついたように葵が提案してくる。もう一度、現場を見て彼女なりに何か考えたいことがあるんだろうか。

            「わかった、行きましょう」

            　このまま葉山さんや久木田さんに任せてしまうのもいいけど、落ち着かないのも事実。

            　自分たちでできることは、すべきかもしれない。

            　中庭に向かうと、やはりまだ閑散としていた。昼休みだというのに、生徒の姿はほぼ見当たらない。

            　ただ、作業着を着た業者の男性が三名ほど、毎週定例の剪定をしていた。事件後は初めてだけど、彼らの動きに変わりはない。

            　葵はそんな彼らを眺めてから、やはり池の方へ向かって行った。私も後に続く。あの場所に入るのは勇気がいるけど、彼女一人で行かすわけにはいかない。

            「おや、会長先輩じゃないっすか」

            　すると、池の傍のベンチに座っていた二人組と目があった。膝の上に二人分のお弁当箱をのせた剣舞さんと、眠そうに彼女の肩に頭を預けている竈山さんだ。

            「あ、あなたたち」

            　今、この学校で一番避けられている場所で何をしているんだと驚いた。

            「うるさい、静かになさい」

            　目を開けずに竈山さんがそう命じてくる。剣舞さんがそれに苦笑しながら、小声で教えてくれた。

            「華族派の人たちがうるさくて。ここなら静かに食事ができるんですよ」

            　ああ、と声を漏らしてしまう。そうか、寝返った彼女たちに対するバッシングのせいで、落ち着ける場所がないんだ。だから、他の生徒から避けられているここに避難していた。

            　とはいえ、よくこんなところで食事ができるなと、二人の心臓の強さになんとも言えなくなる。

            　私が誰かと話していることに気づいた葵が傍に寄ってきて、同じく二人の存在に気づいた。

            「げ」

            「おや、いつかの」

            　葵と剣舞さんが目を合わせて、そんな声を出し合う。それに反応して、少し苛立った様子で竈山さんが目を開けた。

            　そして私じゃなくて、葵の方を見て「あら」と反応を示した。

            「白根、そこの女と知り合いだったの」

            「そこの女って……」

            　竈山さんの言い方にさすがの葵でも引いていた。ただ、私はそんなことよりも、弓道部の二人が葵を知っていることに驚きが隠せない。

            「葵、知り合いなの？」

            「いや、知り合いってほどじゃ」

            「白根、あの時は助かったわ。礼を早くしたいから、望みをさっさと言いなさい」

            　竈山さんが私たち二人の会話に平気で入り込んできて、さらによくわからないことを言う。私が首を傾げていると、葵と剣舞さんが「しまった」といった感じで頭を抱えた。

            「お礼？」

            「白根はうちの部であった盗難事件を解決したの。それの礼よ」

            「じょ、女王陛下！　それは内密にしなきゃいけないんですって！」

            　剣舞さんが慌てた様子で竈山さんを止めに入るけど、彼女はそんなことを一切気にしていないようだった。

            「……そのようなことがあったという報告は受けていませんが」

            「当たり前よ。してないもの」

            　校内でそういう事案が発生した場合は、会長まで報告するように役員には義務付けているのに、竈山さんは全く悪びれていなかった。

            「あ、でも、会長先輩！　事件は白根先輩の協力のおかげで無事解決してるんですよ！」

            　剣舞さんが葵を指さしながら必死にそう取り繕う。

            懐疑的になっている私は葵に「本当？」と確認した。

            「うん。不本意だったけど」

            「見事な手際だったわ」

            　珍しく、というか初めて、竈山さんが手放しで人を褒めているところを見た。

            「いや本当に助かりましたよ。あの時はかなり困っていたんで」

            　剣舞さんが当時の状況を詳しく説明してくれた。

            今年の春先、弓道部内で盗難事件がった。部室で部員の私物がなくなってしまったらしい。

            　竈山さんが私への報告を『面倒』という理由で拒否したので、なんとか部内で解決することになった。

            　解決を任された剣舞さんだけど、事件当時の話を部員から聞いても、あいまいな返事ばかりされたという。

            　困った剣舞さんがその時、廊下を暇そうに歩いていた葵に声をかけた。

            「本当のことを言うと、第三者の客観的な意見が欲しかっただけなんで、誰でもよかったんですよ」

            　葵は強引に事件の詳細を「口外しないように」という強い念押しをされた挙句に聞かされた。

            「本当はおかしなところがないかどうか確認したかっただけなんですが、白根先輩ったら、話を聞いただけで見事に推理しちゃうんで、マジで驚きましたよ」

            　葵はそれだけ褒められても、なんだか面倒くさそうに「たまたまだって」と繰り返していた。

            　初めて知ったことだけど、やっぱり葵にはそういうところがあるんだと確信した。こんな身近にその証人がいるなんて……。この二人がこう言うんだから、間違いない。

            「それで白根、何か言いなさい」

            「だから、お礼なんていらないって」

            「やめなさい。あたしは貸し借りには敏感なの。言ったはずよ、礼はするから何でも言えと」

            　葵が引き下がっているのに、竈山さんがそれを一切許さない。普通、立場が逆なはずなのに。でも、竈山さんの出自がこういうことは許さないんだろう。

            　気ままな性格をしているけど、すごく芯のある性格だとも思う。

            　葵は困ったというように頬をポリポリと掻きながら、ふと私の顔を見た。そして何か思いついたように、鋭い目つきで竈山さんと向き合う。

            「今、あんたらってこいつの味方なんだよね？」

            　まさか葵から桜戦争のことが切り出されるとは思わなかったので、驚いてしまう。

            「ええ、要求をのんだから」

            「じゃあ、それを裏切んないで。絶対に」

            　竈山さんが何か見定めるように葵の全身を、足元から顔まで、ゆっくりと見上げていく。

            　その顔つきは学生というより、お客さんを選定する商人のものだった。

            「……いいでしょう。それがお前の要求なら、約束するわ。あたしは何があっても、その女に協力してあげる」

            　

            　５

            　

            「降ってきましたね」

            　放課後の廊下を楓と凪との三人で歩いていると、窓際に歩いていた楓が外を眺めながらぽつりと言った。

            　外では黒い雨雲が辺りを暗くして、地面を一滴ずつ濡らしていた。

            「なんだか、長引きそうな雨だね」

            「そうですね。この間のような大雨にならなければいいんですが」

            　二人の会話を聞いていると、自然とあの夜の弥江さんのことを思い出してしまう。生徒会長に指名されたときもそうだけど、彼女の忘れられない顔がまた増えてしまった。

            　今日は水曜日。弥江さんが議案を提出する今週末の会議まで、あと二日。明後日の今頃には定例会議で、桜戦争はどんな形であれ終わっている。

            　そうすれば、この緊張からも解放されるはず。どんな結果でも、受け入れる覚悟ならもうできている。

            　あとは、当日まで何事もないことを祈るだけ……。

            「それより姫、聞いているかい」

            「え？　あ、ええ」

            「聞いてない反応だよ、それ」

            　適当に誤魔化してみたけど、通用しなかった。

            「例のビラ、結構な効果があるみたいだ。今日の新聞部の新聞でも、あの影響が大きいって書いてたよ。昨日からは一転して、僕たちが少し不利らしい」

            「あんなものを信じるなんて、全くなんてひどいんでしょうか」

            「乗せられやすいやつってのは、結構いるもんだよ」

            　凪は達観しているように見えるけど、その効果を恐れているようでもあった。

            　確かに昨日の時点は弓道部が私たちについたことで、拮抗していた形勢が一気にこちらに傾いた。ただ、今日はビラの効果でその傾きを捻じ曲げられたらしい。

            　大衆の扱い方で、政治家に敵うはずないんだ。

            「言っておきますけど、凪、私たちはあんなことしないわよ。もし市民派の誰かが似たような報復を考えているなら、絶対にやめさせて」

            「安心しなよ。皆は姫がそういう人だって知ってるから、こっち側についているんだ。低俗な煽り合いに付き合う気はないさ。松羽に笑われる」

            　市民派を束ねている彼女がそう言ってくれると安心できる。

            「でもお姉さま、何か打開策を考えないとまずいと思います。相手側は今日もビラを撒いていたみたいですし」

            「だからこうして、ゆっくり説明に回っているわ」

            「わかっています。でも、これじゃあ、手が足りません」

            　今日、私たちは三人でまだ態度を明確にしていない部活や委員会に出向いていた。協力してほしいというお願いはもちろんとして、ビラで流れてしまった悪評の数々が、言いがかりであることを説明して回っていた。

            　ただ楓の言う通りで、役員本人や一部の生徒には説明できても、それじゃ大多数へは届かない。どう考えても人手が足りない。

            　凪の指示のもと、私への支持の呼びかけに協力的に動いている生徒も多いけど、それでも厳しい。

            「相手が勝手に転んでくれないかな。あいつの父親、汚職とかで捕まってほしい」

            「そういうことを言うものじゃないわ」

            「娘のおねだりで殺人事件を報道するなってマスコミに言える奴だよ。何してたっておかしくない」

            　軽蔑の混じった口調で凪が断言すると、楓もそれに大きく頷いていた。

            　確かに常識外れな行動ではあるけど、実はそのおかげで助かっている。普通、高校で殺人事件なんておきればマスコミの人が集まる印象があるけど、今のところ、そういったことは起きていない。

            　噂によれば弥江さんや松羽さんだけじゃなく、ほかの華族派やＯＢがかなり報道を押さえ込んでいるらしい。

            　……お金持ちの常識は考えないようにしているけど、おかげで余計なトラブルは減っていて、ここは生徒会長としてやはり感謝しないといけない。

            　早く犯人さえ捕まれば、もう言うことはないんだけど。

            　そういえば、久木田さんと葉山さんは、小町さんに事情を聴きに行ったんだろうか。するとしたら、さすがに放課後だと思うから、今頃してるのかもしれない。

            　早く、結果が知りたい……。

            「お姉さま」

            　楓の声で顔を上げると、目の前に彼女の顔があって「わ」と驚いてしまう。

            　そんな私の様子に凪と楓が二人して呆れていた。

            「ぼうっとなさっていますよ、どうかされましたか」

            「というか今日はそういうことが多いよ。しっかりしてくれ」

            「……ごめんなさい。ちょっと、考え事をしていただけ」

            　二人には事件のことを調べているのは黙っている。言えば「それは警察に任せて、君は桜戦争に集中するべきだ」と言われるのが目に見えているから。

            　あいまいな私の返事に二人は釈然としていないようだったけど、それ以上は言っても仕方ないと思ったらしく何もなかった。

            「ほら、演劇部についた。話してるときはそんなことはないようにしてくれ」

            　凪が演劇部の部室の前で立ち止まり、そう念押しをしてくるので何度も頷く。

            　そう、彼女の言う通り。今はしっかりしないと。

            　凪がその部室の扉をノックしようとした、その時――。

            　

            　甲高い悲鳴が校内に響いた。

            　

            　凪が驚いた様子で手を止めて、辺りを見渡しながら「な、なんだよ」と焦っている。

            　楓も状況が理解できないようで、同じようなことをしていた。

            　そんな中、急激に、私の中にはあの感覚が蘇ってきていた。先週のあの朝に感じた、強烈な嫌な予感。突如として始まった胸騒ぎが、私の中で暴れまわっていた。

            　気づけば体を反転させて、悲鳴の聞こえた方へ走り出していた。

            「ひ、姫っ！」

            　凪が後ろから静止してくるのを振りきって、体育の時間より精一杯に廊下を駆けていく。校内には今の悲鳴を聞き、足を止めて戸惑っている生徒も多くて、彼女たちを払いのけていった。

            　ダメ。これは絶対に、よくない――。本能が、そう警鐘を鳴らしていた。

            　そしてようやく悲鳴のしたところへたどり着いた。そこにはもう人だかりができていて、彼女たちは小さな悲鳴を上げながら、立ちすくんでいた。

            「何をしているんですかっ」

            　そう声をかけると、彼女たちは私に目をやった後、明らかに戸惑った様子で道を開けた。

            　どうにかしてほしい。多くの瞳がそう助けを求めているのがよくわかった。

            　そこは校舎の一階で、階段の前だった。二階へと昇る階段。その前に一人の生徒が倒れていた。体を横向きにし、ぐったりとした様子で、しかも――頭の周りに血の水たまりができていた。

            　自分でも悲鳴が出そうになり、一気に空気を吸い込んだ口元をとっさに抑える。

            　そんな彼女の傍に駆け寄っていき、より信じられなくなった。

            「け……剣舞、さん」

            　そこで倒れていたのは、間違いなく剣舞さんだった。

            　ただ、昼休みまでのあの元気な笑顔はない。階段から落ちた際に顔を打ち付けたのか、赤い痣が顔の所々にあり、眼も焦点があっていなかった。

            「あ、ああっ」

            　そんな声を出しながら、彼女の体を揺さぶってみる。

            「剣舞さんっ、剣舞さんっ！」

            　どれだけ呼びかけても、あの軽快な答えは返ってこなかった。

            　私がそんなことをしている間にも生徒は集まってきていた。気づけば、階段の上にも人だかりができていて、誰もがこの状況に言葉を失っていた。

            　やっと凪と楓も私に追いついたようで、後ろで立ちすくんでいた。

            「――っ！」

            　声にならない悲鳴を上げた後、私は周りの生徒たちを見渡した。そして大きく息を吸い込み、これ以上ないというほどの声を張り上げる。

            「全員っ！　各自の教室に戻りなさいっ！　いますぐにですっ！」

            　私がこんな大声をあげる姿を見たことがない多くの生徒は、その気迫にただ驚いているようだったけど、そんなこと気にしてられなかった。

            「先生方より指示があるまで待機ですっ！　早くしなさいっ！」

            　横一文字に手を振るようにしてそう指示を飛ばすと、ようやく何人かが後ずさりながら移動を始めた。

            「楓っ！　すぐに職員室に行って、先生を呼んできなさいっ！　警察へ通報するように伝えるんですっ！」

            「は、はいっ！」

            　楓が急いで職員室にへ向かって走っていった。騒ぎを聞きつけて、もうすぐ大人が来るはず。でも、今できることはしないといけない。

            「凪っ！　全役員に緊急連絡ですっ！　今日の部活動は直ちに中止っ！　これは命令ですっ！」

            「わ……わかった」

            　弱弱しい返事をして凪が、踵を返してその場を離れる。

            　続けざまに大声を上げたせいで、息が荒くなっていた。肩を揺らす私の前に、いつの間にか一人の生徒が立っていた。

            　ただ、彼女は私のことなんて見ていないで、その足元で倒れている剣舞さんに視線を送っていた。

            「……蓮」

            　呆然とした様子の竈山さんが剣舞さんの名前を呼んでいた。いつもの余裕はなくて、その眼には一切の生気を感じない。

            　おぼつかない足取りで、一歩ずつもう動かない彼女のもとへと進んでいく。止めた方がいいと頭でわかっていても、とてもそんなことはできなかった。

            　竈山さんは血で濡れることなんて全く気にせずに、剣舞さんの傍で膝をついて、彼女の顔を撫でた。

            「……蓮、お前、何をしているの」

            　小さくて、震えていて、不安定な声。聞いている誰もが、耳を塞ぎたくなるほどの悲壮感がまとわりついた、女王陛下と呼ばれた彼女の呼びかけ。

            　ただ、それに剣舞さんが答えることはなかった。

            「こんなところで……みっともないじゃない……何を、しているの」

            　制服を血で染めながら、竈山さんが剣舞さんにより近づいていく。まるで、声を届かせるように。

            「……蓮、お前、返事を、なさい……」

            　それ以上は聞いていられなかったし、見ていられなかった。奥歯を噛みしめながら、彼女と剣舞さんを引きはがそうとするけど、彼女はそれじゃ動こうとしなかった。

            　彼女の視界には今、剣舞さんしか映っていなかったんだと思う。

            「……蓮……返事を。あ……あたしの、命令……よ」

            　聞いているこちらが泣きそうになるほど、弱弱しい声で彼女は命じていた。

            　楓が呼んだ先生方や、警察の方が現場に駆けつけてきて、剣舞さんの傍を動こうとしない竈山さんを力づくで何とか引き剥がしていった。

            　それでも彼女は、まるで壊れた人形のように「蓮……蓮……」と呼び続けていた。

            　

            　剣舞さんの死亡が確認されたのは、それから一時間後だった。

            


    


        第五章【桜戦争の終結】

        　

        



            《第二週目・木曜日》

            　

            　華月女子高等学校は、創立史上最も沈痛な朝を迎えた。

            　昨日の放課後、剣舞さんが階段から転落して死亡した。あの後、関係者以外の生徒は即座に寮へ戻るよう指示された。

            　ただ、現場を見ていない生徒でも噂などですぐさま事態を察知した。その誰もが、同じ思いだった。

            　また、やられた。

            　警察は現在、現場の状況から事故と事件、両方の可能性を考えているみたいだけど、悪意のある誰かがこの学校に潜り込んでいることは明らかだった。

            　誰もがその異常な状況に恐れつつ、朝を迎えた。

            　朝は先週同様、朝礼から始まった。全校生徒が体育館に集められ、学園長先生から昨日のことについての説明がされた。

            　学園長先生は終始、心配ない、事件の犯人についてもすぐ捕まると繰り返していたが、まるで説得力のないまま終わってしまった。

            　話がされている間、全校生徒の様子を見ていたけど、先週と違って状況を読み込んだ彼女らは息を潜めるように黙ったままだった。誰も私語をしていない集会なんて初めて。

            　隣の弥江さんも、心なしか、いつもより顔色が悪かった。

            　先週とは違い何事もなく、お葬式みたいな集会は終わった。

            　

            「……やっぱり、桜戦争は関係しているのね」

            　ようやく訪れた昼休みに、私はまた礼拝堂にいた。隣には険しい顔をした葵が座っている。

            　先週はすぐに否定してくれた彼女だけど、さすがに状況が状況なだけにそうもできないみたいだった。

            「……あんたのせいじゃない。それだけは、確か」

            　彼女の声も消沈していた。少しだけとはいえ、彼女も剣舞さんと知り合いだったし、しかも当日に会っていたんだからショックだと思う。

            　例の体質のことだって気にしてるはずだ。

            「もうじき、おっさんがここに来るよ。事件のこと、聞けると思う」

            「……うん」

            　正直、私がそれを聞いてもどうにもならないことはわかっていた。ただ、じっとしていると罪悪感に首を絞められる。

            　もし桜戦争が関係しているとすれば、剣舞さんが殺されたのは、私たちに寝返ったから。その可能性が一番高い。

            　そう考えると、やっぱりじっとしていられなかった。それを否定したい気持ちも、受け止めなきゃいけない責任感だってある。

            　思い詰めている私の手に、葵がそっと手を重ねてくれた。

            「気張りすぎ。落ち着きなって」

            　彼女の忠告に「ええ」と答えはしたものの、緊張はとけなかった。ただ、葵の手のぬくもりは確かに感じて、私はそれを逃がすまいと、彼女の指に自分の指を絡めた。

            　葵はそれに驚いていたけど、手をそのままにしてくれていた。

            　しばらくすると礼拝堂に久木田さんと葉山さんが姿を見せて、私たちは同時にその手を引っ込めた。

            「お、来てるな」

            「おっさん、遅い」

            　いつもの調子で二人がやりあう。こんな時でさえ関係に変化がないのはすごい。

            　ただ久木田さんはそのやりとりが終わると、私の前に立ち、ぽんと頭に手をのせてくれた。

            「昨日は大変だったみたいだね。よくやってくれた」

            「いえ……私は、何も」

            「君があの場を収めてくれたから、混乱が最小限になったと先生方も言っていたよ。謙遜することはない」

            　先生方にも似た言葉をもらったが、喜べるはずもなかった。あの時は、ただひたすらに自分が混乱しそうな気持を、周りにぶつけていただけだ。そうしないと、正気が保てそうになかったから。

            　ただ、それだけだった。

            「久木田さん、セクハラになりますよ」

            「ヘンタイ」

            　からかうようにする二人に久木田さんは「バカ言え」と笑っていた。

            　それから手をどかすと、葉山さんに説明するように促す。

            「まず、昨日の事件……事故の可能性は、ほぼゼロになったわ。現場で検証したところ、あの階段であそこまで強く体を打ち付けて転ぶというのは考えられない。誰かに背中を強く押された、その可能性が一番高いわ」

            　それはどことなくわかっていた。手すりだってある階段だ。事故という可能性は、最初から期待していない。

            「弓道部の部員の子に話を聞いたところ、剣舞さんは顧問に頼まれた雑用をこなすために部室から出て行ったそうなの。帰りがやけに遅かったから様子を見に行った子が、倒れている彼女を見つけて、悲鳴を上げたらしいわ」

            　それを聞いた生徒が多く駆けつけて、ああなった。

            「今のところ、不審者の目撃情報はない」

            「不審者って……こんな全員が同じ制服着てるところで、探すだけ無駄じゃん」

            　座っている足をプラプラと揺らしながら、葵が意見をした。葉山さんはそれに「そうね」と残念そうに返した。

            「生徒が犯人の場合は、葵ちゃんの言う通り、探すのは困難よ。剣舞さんを殺して、急いで身を潜めて、騒ぎに乗じて出てくるのは難しいことじゃないでしょうから」

            　ここでもまた、いわゆるアリバイ証明というのが難しい状態だ。

            「しかも……剣舞さんは、ここ最近、色んな人に恨みを買っていたというし」

            　私の前でそれを口にしていいのかどうか迷ったみたいで、言葉がたどたどしい。

            「気にしないでください。事実、ですから」

            「言っておくけど、あんたのせいじゃない」

            　葵が口酸っぱくそう言ってくれる。

            「だから、捜査は振り出しに戻ったというのが、正直なところね」

            　昨日、事件が桜戦争と関係あるかどうか見直そうとしていたところで、剣舞さんが殺された。

            　彼女はこの桜戦争において中心人物の一人で、梔子さんと顔見知りということも考えれば、事件と桜戦争は繋がったと見て間違いない。

            　手詰まりしていた捜査が、さらに暗礁に乗り上げた。警察としては、そういう見方をしているんだろう。

            「そういえば、小町って生徒は調べたの？　てか、私らがそいつを調べろって言った次の日に事件だよ。おっさん、まさか偶然で片づける気はないよね？」

            　葵がそう久木田さんを問い詰めるけど、彼は難しい顔をしたまま、首を横に振った。

            「偶然。そうみるしかない」

            「なんでっ」

            　葵が立ち上がって、噛みつきそうな勢いで抗議するけど、久木田さんは動じずに葉山さんに視線を送り、説明をさせた。

            「……昨日の事件が起きた時が、小町さんの事情聴取の真っ最中だったの」

            　それを聞いた葵が言葉をなくした。私も気持ちとしては似たようなものだ。小町さんが犯人だと思っていたわけじゃない。

            　ただ、それは明らかに彼女は事件と無関係だという証明になる。

            　私たちが数日かけてたどり着いた手掛かりは、まるで役に立たなかった。

            「事情聴取は私たちがしたわけじゃないの。ただ、担当した人間から内容は聞いているわ。彼女は梔子さんとの関係を認めた。確かに、梔子さんは彼女と協力関係にあって、工作を依頼したらしいわ。しかも、その協力関係は、ずっと以前からお願いしていたと」

            「ずっと以前？」

            　意味がわからない言葉に、思わずオウム返しをすると、葉山さんは少し言いづらそうにしながらも、教えてくれた。

            「この桜戦争が始まる前から、という意味よ。小町さんは、戦争が始まったらすぐに動けるように事前に協力をお願いしたと白状したわ。そしてそれは、弥江さんと相談して決めたとも話したそうよ」

            「ああ……」

            　納得すると同時に、また重たい気持ちがのしかかってくる。弥江さんはそんな以前から、このことを計画していたんだと思うと、改めて溝を感じる。

            「ってことは、梔子は桜戦争になる前から、そういう動きをしてたわけ？」

            「いえ、そこは否定したそうよ。少なくとも、梔子さんが活動し始めたのは先週から」

            　とはいえ、それを小町さんが把握していなかった可能性だってあるわけで、ここはもう本当に梔子さんしかわからない。

            「小町さん曰く、梔子さんの活動はとても内密に行っていて、市民派にはばれていたとは思えないってことらしいわ」

            　つまり、やっぱり手掛かりと言えるものは何も出なかったということだ。

            　いや、昨日の事件でさらにややこしくなっている。

            「どうなってるわけ？　一人目の被害者が、市民派を欺いていた華族派で、次の被害者は華族派を裏切った市民派……犯人は、どっちなの？」

            　葵が呆然とした様子で漏らした疑問に、誰も答えることができなかった。

            　捜査は振り出しに戻ったどころか、より複雑な迷路に迷い込んだ。犯人の真意が読めない。華族派にも、市民派にも、動機があるようにみえる。

            　全員がそれに答えを出せずに、黙り込んでしまった。

            「お姉さまっ！」

            　重たい沈黙が包んでいた礼拝堂に、聞きなれた声が響いた。驚いて扉の方を振り向くと、息を切らせた楓が立っていた。

            　かなり焦っている様子で、ただごとじゃないと瞬時にわかった。

            「楓、どうしたの」

            　彼女に駆け寄っていきながら、そう尋ねると、ぐいっと力強く彼女は私の袖を引っ張った。

            「すぐに来てください！　市民派と華族派がぶつかっていて、もう収拾がつかないんですっ！」

            　

            　２

            　

            　走って現場に着くと、そこはもう混乱の真っただ中だった。

            　校舎と校舎をつなぐ渡り廊下に多数の生徒が集まっていて、全員が大声で何か叫んでいた。喧嘩がない学校ではないけど、こんなに激しいぶつかり合いは初めて見た。

            「なにをしているんですかっ」

            　そう声をあげると、私の存在に気づいた何人かの生徒が、昨日と同様に道をあけてくれた。

            　渡り廊下の中心には、知った顔がいて、彼女らが原因のようだった。

            「ふざけるなっ！」

            「そっちこそっ！」

            　二人の女子生徒が掴みあうように喧嘩をしていた。そしてその彼女らを後ろから押さえている数人の生徒がいた。

            　二人のうち一人は、陸上部の卯月さんで、彼女を止めようと凪が必死になっていた。

            　そして相手は顔だけは知っている生徒、確か華族派の子で、その子を弥江さんが抑えていた。

            　争いの中心部に行くと、全員が私の顔を見た。ただ、状況は一切変わらない。卯月さんと相手は、未だにお互いに殴りかかろうと顔を真っ赤にしている。

            「卯月さん、何をしているんですか」

            「染井ッ！　今すぐこいつら全員、処罰しろっ！　もう一緒に生活なんてできるかっ！」

            「京、落ち着けって」

            　卯月さんは頭に相当血が上っているらしくて、私の声なんて全く届いていなかった。

            　ただ、それは相手も同じだったようで、卯月さんの主張に甲高い声で反論する。

            「それはこちらのセリフよっ！　市民派こそ出ていきなさいっ！　ここはあなたたちが来るような学校じゃないわよっ！」

            「……橘さん、落ち着きなさい。みっともないから」

            　華族派の筆頭株である弥江さんの言葉さえ、その橘という生徒には効果がないようで、状況は変わらない。

            　ああ、もう……頭が痛くなってくる。

            「楓……状況を説明して」

            「は、はい。どうやらそちらの先輩が、あの、剣舞先輩のことを……」

            「裏切りものには当然の報いだって言いやがったんだよっ！」

            　言い淀む楓に変わって、卯月さんが大声でそう代弁した。

            「こいつらには常識がないっ！　すぐに出ていかせろっ！」

            　そう怒声をあげる卯月さんに対して、人込みから声が飛んだ。

            「先に手を出したのは市民派でしょうっ！」

            「そうよっ！　梔子さんを殺したくせにっ！」

            「被害者面はよしなさいよっ！」

            　渡り廊下に次々にそんな根拠のない罵声が飛び交い、それに挑発された市民派の生徒たちが同じく声を上げる。

            「言いがかりはやめなさいよっ！」

            「そもそも先に私たちを騙したのは華族派でしょうっ！」

            「だいたい、弥江が戦争なんて仕掛けなければよかっただけじゃないっ！」

            　罵声が罵声を呼んで、その呼応はやむことなく、徐々に大きくなっていった。

            　誰もが感情的になっていて、どちらが悪いかという責任転嫁にしか目が行っていない。それは『醜い』という言葉で表現するには足りないように思えた。

            　双方の罵声を聞きながら、私はスゥゥッと息を吸った。

            「――全員っ、黙りなさいっっ！」

            　昨日よりも大きく、ただ明らかな怒りを込めて、声を張り上げた。

            　瞬間、その場がしんと、静まり返る。

            　あまりに大きな声を出したせいで、のどが痛くなったけど、私は続けた。

            「卯月さん、役員でありながら問題を起こされては困ります」

            　彼女は自分が注意されるなんて思っていなかったのか、とても驚いた様子だったけど、また主張を始める。

            「元はといえば、こいつらが原因だろっ！　染井、こいつらの肩をもつのかっ」

            「この場においては、どちらも正しくありません。――今日はもう謹慎してください。午後の授業は出なくて結構です。先生方には私から説明しておきます」

            　そして凪と、人だかりの中にいた数名の陸上部員に目をやった。

            「彼女を寮に連れていきなさい」

            　凪も陸上部の部員も、本当にそんなことをしていいのかと迷っていて、動こうとしない。

            「早くしなさいっ！　命令ですっ！」

            　大声でそう命じると、彼女たちは戸惑いながらも卯月さんを引っ張って、この場から退場させていく。

            「おい、染井っ」

            　引きずられながら卯月さんが私を呼んでいたけど、私はそれに何も答えなかった。

            　彼女が退場した後、私は橘という生徒の前に立った。彼女は弥江さんたちに抑えられながらも、敵対心むき出しの目つきで、私を睨んでいた。

            　いつもなら怖気づいてしまうほどの迫力だったけど、今日はなんとも思えなかった。

            「……卯月さんが言っていた剣舞さんに対する発言は事実ですか？」

            　そう確認すると彼女は、強気に鼻で笑った。

            「はあ？　それが事実だったらどうなんですか？　だいたい、会長にも責任が――」

            「あなたに私語を許した覚えはありません。早く質問に答えなさい」

            　聞くに堪えない主張なんて、相手をする気はなかった。

            　彼女は舌打ちをした後、それでも強気を保ちながら答えた。

            「ええ、言ってやりました。それが何か？」

            「そうですか」

            　私は弥江さんに視線をやった。彼女はいつもと違う私の態度に、戸惑っているように見えた。

            「この騒動の原因は彼女にもあります。卯月さん同様、今日は謹慎させます」

            「え、ええ、そうですね。――誰か、橘さんを連れて行きなさい」

            　弥江さんがそう命じると、人だかりの中から小町さんをはじめとする何人かの生徒が姿を見せて、卯月さんと同じように橘さんを連れていく。

            　それでも彼女は私を睨み続けていた。そんな彼女にはっきりと告げた。

            「発言に対する処罰は今日中に改めて通告しますが――部屋に戻ったら、荷物をまとめておきなさい」

            　最後の言葉で橘さんの顔から一気に血の気が引いた。何か言いたげな彼女に背を向けて、今度は集まった生徒たちと向き合う。

            　誰もが今の私の発言の意味を察して、言葉を失っている様子だった。

            　私が生徒会長として、ここまでの強権を発動させたのは初めてだから当然かもしれない。

            「全員、解散です。すぐに各自の教室に戻りなさい。それと、今後、事件と桜戦争を結びつけるようなことは口にしないようにしなさい。いいですか、これは命令です。もし文句があるようでしたら――前に出なさい」

            　多くの生徒たちは私と視線を合わせないようにしながら、返事もせずに、その場から立ち去っていく。

            　さっきまで騒がしかった渡り廊下も、気づけば私と弥江さんの二人しか残っていなかった。

            「弥江さん、今日はもうお互いに、活動はやめましょう。皆、感情的になっています。何かあれば、取り返しがつかないことになりかねません」

            　私の提案に弥江さんはしばらく何も言わなかったけど、一度だけ頷くと踵を返した。

            「――では、明日」

            　いつもの声音でそれだけ言って、彼女は立ち去った。

            　

            　３

            　

            　放課後、誰とも会わないようにしながら、私は中庭に向かった。

            　本当はあんなところ、近寄りたくない。だけど、校内にいても寮に戻っても、誰かと会ってしまう。

            もう、誰とも会いたくなかった。

            　昼休みのことが伝わり、誰もが私を腫物を見るような視線を送っていた。それは同情にも、侮蔑にも見えた。ただ、そのどちらにしても、私には不快でしかなかった。

            　もう、耐えられなかった。こんな状況だというのに、責任を押し付けあったり、罵声を浴びせあったりする姿が、ひどく歪んで見えた。

            　そして……その原因の一つが私であるということが、許せなかった。

            　桜戦争なんて起きなければ、こんなことにならなかった。私が会長に指名されなければ、いや、それを拒否すればよかった。

            　受け入れたのなら、変に弥江さんに遠慮をするんじゃなくて、真っすぐと向き合えばよかった。

            　それでどうにかなったかなんてわからないけど、何もしなかった私に原因があるのは明らかだ。

            　――もう、いや。

            　誰もいないと思い、逃げるように向かった中庭だったけど、誰かの話し声が聞こえて、足を止めてしまう。

            「明日の定例会議、警察の力でやめさせてよ」

            　葵の声だった。思わず植物の影に身を潜めて、声のする方を覗くと、葵と久木田さんが池の前で立ち話をしていた。

            「警察から学校側に働きかければ、できるでしょ」

            　また盗み聞きなんてひどいとは思いながらも、話の内容をからして出ていくことができなかった。

            　私が姿を見せれば、きっと葵はこの話をやめてしまう。

            「……葉山も同じことを言っていたし、他の捜査員からもそういう意見は出ている」

            「当たり前じゃん。この状況、やばいよ。おっさんだってわかってるでしょ」

            　葵は明日の定例会議の開催に反対みたいだった。久木田さんにそう詰め寄るけど、彼は決して頷かなかった。

            「止めてもどうにもならん」

            「でも、明らかにやばいじゃん。昼休みに言ってた通りだよ、犯人が市民派か華族派かもわかんない。この状況で桜戦争が終わって、もしそれが犯人の望まない終結だったら」

            「第三の事件が起こる可能性がある。それはわかってる」

            「だったら」

            「だが、ここで大人が無理やり火消しに走っても、桜戦争は終わらん。ここまで大きくなった火種だ。どちらかが倒れるまで続くはずだ。明日の会議を止めたところで、それはその場しのぎにすぎん」

            　葵の言い分は至極まともで、私だってできるものならそうしたい。

            　ただ、久木田さんの意見の方が現実的だ。それは昼休みの騒動を見てもわかる。あの場は力尽くで収めたけど、お互いに納得したわけじゃない。きっかけがあれば、またすぐにああいうことは起きてしまう。

            　定例会議を止めても、結論を長引かせるだけ。弥江さんだって退かないはずだ。

            火種が残るだけで、それが些細なことで暴発してしまう可能性の方がずっと高い。

            「それに変に結論を先送りにした方が、犯人が何をしてくるか見当がつかん」

            「だけど……」

            　葵はまだ何か言いたげだったけど、彼女も久木田さんの意見に同意するところがあったようで、それ以上は続けなかった。

            　そしてその苛立ちをぶつけるように、ダンッとその場で強く足踏みをした。

            「――くそっ」

            「女の子がそんな言葉を使うな」

            「おっさんだってわかってるでしょっ！　本当に桜戦争が事件に関係してたら、あいつが危ないって！　もし犯人が華族派で、あいつへの議案が否決されたら、犯人があいつになにしてくるかわかんないよっ！」

            　葵の叫び声のような推理を聞いて、初めてその可能性に気づいた。

            　そうか、私って危ないんだ。

            　考えてみれば当たり前だった。私は桜戦争の中心人物。犯人が議案の可決を望んでいて、それができなかった場合は私はかなり危ない。もし逆の場合でも弥江さんが危ない。

            　人を殺してまでこの戦争に執着する犯人だ、何をしてもおかしくない。

            　……ほかのことに頭がいっぱいで、一番身近な危険を全然考えていなかった。まぬけすぎて、自嘲してしまう。

            「落ち着け。犯人にそんな気があるなら、最初から染井君を狙う」

            「でもっ」

            「それにこんなに狙いがわからない犯人が、ここにきてそんなはっきりとした行動をするとも思えん」

            　久木田さんが苦笑いしながら、感情的になっている葵の頭に手をのせた。

            「焦るな。染井君は大丈夫だ。俺が保証してやる」

            「……あてになんない」

            「バカにすんな。……事件のこと、お前に頼ってはいるが、あまり思い詰めるなよ。お前にはほかにも考えて欲しいことがあるしな」

            　ほかに考えてほしいこと？　久木田さん、また葵に何かお願いしてるんだろうか。

            　その意味深な言葉に、葵は眉を八の字にしていた。

            「……あの話、本気なわけ？　私を養子にするって」

            　予想を上回る話しに、思わず息が止まりそうになった。

            「ああ。親族連中は高校を出てからのことは知らないって態度なんだろ」

            「まあね。あとは勝手にしろって言われてる。だから、私は就職して」

            「バカ。せっかくいい高校を出るんだ、大学も行け。金なら工面するよ。……言ったろ、もう娘みたいなもんだと思ってる。帰る場所くらい、用意してやるよ。お前には色々と借りもあるしな」

            　……その話を最後まで聞かず、私は半ば呆然としながらその場を立ち去った。

            　久木田さんと葵の関係は特別だと思っていたけど、そこまでとは思っていなかったし、何より葵の環境がそんなにひどいとは知らなかった。

            　でも、想像できることだった。

            　きっと、久木田さんの善意に頼るのが正解だ。葵は素直じゃないところがあるけど、いい子だし、幸せになるべき。なってほしい。でも、そのためにはまだ大人の力がいるから。

            　……私は何をやってるんだろう。葵の大切な時間を奪ってるだけだ。久木田さんの提案に迷う時間もいるだろうし、もし大学に行くとなれば勉強だってしないといけない。

            　この一週間、結局私は彼女に甘えるばかりで、足を引っ張っただけだ。

            「……バカみたい」

            　自分に対してそんな言葉しか見つからない。

            　気づけば礼拝堂にたどり着いていた私は、その中に入っていき、ベンチに腰かけた。

            　そしてマリア様のステンドグラスを見つめる。

            「……私が、いなくなれば、全部解決しますか？」

            　なんだか、そんな気がしてきた。私がみんなに迷惑をかけている。私さえ、いなくなれば――。

            　そう考えると、それしかないように思えた。堪えるように、上を向いて、両目を力いっぱい瞑った。

            「何をしているの、こんなところで」

            　頭の上から、聞き覚えのある声が降ってきた。それに反応して、ぱっと目を開ける。

            　私を見下すように、竈山さんが立っていた。

            　

            「か……竈山さん」

            「明日が定例会議だというのに、余裕なのね」

            　昨日のことを思い出し、二の句が継げない私に対して、彼女はまるでいつも通りだった。マイペースで、上から目線で、余裕な態度。

            　そこには昨日、あの現場で見た彼女の面影はなかった。

            　竈山さんは私から少し離れたところに座ると、不快そうな顔をした。

            「固い椅子ね」

            「……きょ、今日はお休みだと、聞いてたんですが」

            「そうよ。でも退屈だから、散歩していたの」

            　それじゃずる休みになるのに、彼女はちっとも悪びれた様子がない。

            　まるで『それのどこがいけないの？』とでも言いたげだ。

            「……大丈夫なんですか？」

            「何が？」

            「何がって……昨日のこと、です」

            「ああ」

            　昨日、あれだけ混乱してたっていうのに、彼女はたった一日で元に戻っていた。それが本当に信じられない。

            「別に」

            「別にって」

            　あまりに常識はずれな言葉に思わずカッとなった私を無視して、竈山さんは続けた。

            「あたしが凹むことなど、蓮が望むはずがないわ」

            　きっぱりと断言した。迷うなんてことを知らないみたいに。

            「あいつはね、よく『女王陛下の性格が好きです』なんて言うもの好きだったの。だから、あたしはあたしらしくいるのよ」

            「…………」

            　思い出すように話しながら、彼女はポケットから何か取り出した。

            　弓道部の部室を訪ねたとき、剣舞さんが使っていたヘアブラシだった。それを枝のように細い指の先で、ゆっくりと撫でていた。

            　そして、フッと小さく笑った。

            「蓮がいなくなっても、あたしはあたしのままでいないと、蓮が嫌がるわ」

            　……すごい。

            　二人の間にあった強い絆は感じていたし、憧れていた。市民派も華族派も忘れているような二人の間柄が、本当に羨ましかった。

            　私はてっきり、それは剣舞さんがああいう性格だったからできていたと思っていた。彼女の何事もなんてことないというように対処できる器用さのおかげだって。

            　でも、違った。

            　剣舞さんの性格だけじゃなくて、彼女が自分に何を求めているかわかっていて、それを完璧にこなしていた竈山さんがいたから、成り立っていたんだ。

            「……強い、ですね」

            「当然よ」

            　誉め言葉を恥ずかしがることもなく、ごく自然に受け止めた。その姿さえ、きっと剣舞さんが好きだったものに違いない。

            　敵わない。

            　竈山さんの方が、私なんかよりずっと上の立場にいるに相応しい。性格がこれだけマイペースなのに、彼女が弓道部の部員から信頼されている理由が、やっと理解できた。

            　……ばか、みたい。

            「あなた、なにを泣いているの？」

            「泣いて……いません」

            　必死になってそう否定するけど、膝の上に落ちる雫がすべてを物語っていた。

            　大切な後輩を亡くしても、こんなに強く生きている同級生がいるのに、迷いばかりで、苛立ちを誰かにぶつけて、挙句、すべてから逃げようとしている自分が、ひどく惨めだった。

            　ヒック、ヒックと嗚咽を漏らす私を横にしながらも、竈山さんは一切表情を変えなかった。

            「……わ、私は」

            　気づけば、震える声で彼女に相談し始めていた。

            「どうしたら、いいんでしょうか」

            　凪でも楓でも、葵でもなく、どうして竈山さんなんだろうか。でも、今みたいなことを彼女たちの前で言えるかといえば、それは無理だった。

            「何を？」

            「全部、ですよ……も、もう、わかんなくって……」

            　彼女は親身になっているというよりかは、聞かれたから退屈しのぎに相手をしているという感じだった。

            　そんな人なのに、私は言葉に詰まりながらも、すべて話していた。

            　自分がもっと生徒会長として弥江さんと向き合うべきだったのか、いやそもそも生徒会長になんてならなければ良かったのか。その後、もっとちゃんと役員全員に支持されるよう、うまく振舞えば良かったのか。

            　桜戦争だってそう。こんなことになってしまっても、弥江さんの挑発に乗らず、凪にどれだけ煽り立てられても、普段通り過ごせばよかったんじゃないか。そうすれば、事件なんて起きなかったんじゃないか。

            　事件についても、私が下手に動き回るんじゃなくて、全部警察に任せていれば、葵に余計な負担をかけずにすんだんじゃないか。

            　そんな、もう取り返しのつかない後悔ばかりを、赤裸々に語っている間、竈山さんは一度もこちらを向かず、顔色も変えなかった。

            　ただ、私の話が終わると、大きなため息をついた。

            「染井……あなたって本当に――つまらない女ね」

            　それがすべてを聞き終えた彼女の結論だった。

            「……わかって、ます。仕方ない、でしょ。私は……竈山さんとは、違うんです」

            　彼女の結論にちゃんと言い返すこともできず、そんな子供みたいな主張をするしかなかった。

            「なら、あなたは何なの？」

            「何なのって……」

            「会長になったのは先代に指名されたから。桜戦争になったのは弥江が仕掛けてきたから。それに応戦したのは雪屋たちに言われたから。事件を調べたのも白根がいたから――このどこに、あなたの意思があるの？」

            　何か言い返そうとした口が、半開きになって、すぐ閉じられた。

            「あなたは人に委ねていただけなのよ。この半年間、あなたは何も考えていなかっただけ」

            「そんなこと……」

            「考えていたら、今になってそんな後悔するはずがないわ。後になって、あれもこれもなんて、お前はまるで金を無心しにくる貧民ね。見苦しいわ」

            　蔑むわけでも、バカにしたわけでもない。彼女は普段と変わらず、マイペースに事実を並べていただけ。

            「後悔するってことは考えてないのよ。後先を考えずに破綻していった連中を子どものころからたくさん見てきたからわかるわ。お前は、それよ。考えたふりをしているだけ」

            　彼女の言葉は的確に私の胸を貫いてきた。違うと口では言えても、思い返せばその通りでしかなかった。

            「だから、つまらない女なのよ」

            　竈山さんは急に立ち上がると、座って肩を落としていた私の顎を持ち上げて、眼を合わせてきた。

            　青くて大きな双眸に、覇気をなくした私が死人のように映っていた。

            「過去のことはどうしようもないわ。使ったお金は、戻ってこないの」

            「……わかって、います」

            「なら、明日のことを考えなさい。あなたにはその義務がある。そうじゃないかしら？」

            　どこまでも正論。そう、ここでくよくよしていても、何もならない。それこそ、単なる自己満足でしかない。

            「一端に後悔したいなら、あなたが考えて、したいようにしてからすべきよ」

            「したい、よう……」

            「誰のためでもなく、あなたが考えて何かやってごらんなさい。それがどんなにつまらないものでも、あなたを支持してあげるわ。それが白根との契約だから」

            　竈山さんは自分の髪をさらっとかきあげた後、少し不快そうな顔をしてから、またブラシを取り出した。

            「蓮がいないから自分で髪をとかさないといけないのよ。面倒だわ」

            「……そんなの、当然です」

            「そうね。人を頼るのをやめたら、自分でするのよ。それしかないの」

            　そんなつもりで言ったんじゃないのに、突き刺さるように返されて、また言葉を失った。そんなみっともない私を、竈山さんは嘲笑していた。

            「あなた、桜の花言葉を知っていて？」

            「――え？」

            　不意の質問に反応できない私の頭を、竈山さんがパシッと軽く叩いた。

            「桜の花言葉。さっさと答えなさい」

            「……純潔、です」

            　有名な花言葉だし、自分の名前のこともあって、それは知っていた。ただ『桜戦争』なんてしている今となっては、とても滑稽に思えた。

            「花言葉は一つじゃないわ。桜には『優美な女性』という花言葉もあるの」

            　竈山さんはそこで綺麗に体を反転させて、歩き出した。

            「あなたもソメイヨシノなら、それに恥じないよう振舞いなさい」

            　竈山さんはそれを最後に、まっすぐとした足取りで礼拝堂から出て行った。

            　また一人になって、マリア様のステンドグラスを見つめる。

            『あなたが考えて、何かやってごらんなさい』

            　さっきの竈山さんの言葉が頭の中で何度も響いていた。

            　彼女に言われて初めて、自分がいかに何も考えていなかったかを痛感した。人に流されてばかりで、それを人のせいにして、何の責任も負っていない。

            　私が何をすべきか。何を、したいのか。

            　じっとステンドグラスを眺める。マリア様は当然、何も教えてくれない。

            　ただ、さっきと違って、私もそれを求めていなかった。

            「姫っ」

            　さきほど竈山さんが出て行った扉から、今度は凪が額に汗をかきながら走りこんできた。

            　その手には新聞部の新聞が握られていて、彼女は私の前で足を止めると、それをバッと突き出してきた。

            　そしてぜぇぜぇと息を整えながらも不敵に笑う。

            「今、新聞部が号外を出した。態度を保留させていた役員が、全員意思表示をしたよ」

            　それはつまり、議案の見通しがたったことを意味していた。私は恐る恐る凪から号外を受け取り、それを広げた。

            『不信任案、否決の見通し！　染井会長、続投が決定的！』

            　とても大きな見出しでそう報じられていた。号外には全役員の顔写真と、誰がどちら側につくかまで、詳細に書かれていた。

            「……これで、勝ち？」

            　半信半疑の私に、凪が手を取って跳ねるようにしながら喜びを爆発させた。

            「ああ！　一票差みたいだけど、これで僕らの勝ちだ！　姫、おめでとう！」

            　凪が喜びのあまり、私を強く抱きしめてくる。

            　……私は、覚悟を決めた。

            　

            　４

            　

        
        



            《第二週目・金曜日》定例役員会議・当日

            　

            　翌日の放課後、会議室には全役員がきちんと着席していた。

            　この二週間、全員がこの会議に向けて動き回ったり、振り回されたりしていた。そしてその結論はもうわかっていて、全員の表情がそれを物語っている。

            　私についてくれた役員たちは安堵をしている人もいれば、余裕の笑みを浮かべている人もいた。

            　対して、弥江さんについた役員の多くは俯いていた。小町さんはなんとか顔を上げているけど、悔しさで表情を歪ませていた。

            　唯一、弥江さんだけがいつも通りの顔だった。

            　私も表情を作らず、壁にかかってある時計を確認してから、咳ばらいをした。

            「では、定刻になりましたので、役員会議を開始します」

            　いつもの礼や着席は省略した。声をかけても反応しない生徒が少なからずいるのは明らかだった。

            　私は淡々と通常の定例会議と同様、報告事項を述べていった。いつもならそれらについて何か質問がとんだり、確認があったりするけど、今日はそういうものが一切なかった。

            皆、上の空だった。

            　事件についても、当然説明した。そして先週の緊急会議と同様の注意をしたが、それさえ真面目に聞いている役員はいなかった。

            　一通りの報告事項が終わった後、全役員を見渡す。

            「他に報告がある方はいますか」

            　その確認に答えたのは私についてくれた役員だけで、その全員が首を横に振った。

            「――では、本題に入りましょう。弥江さん」

            「はい」

            「私への不信任案を提出されるという旨、変更はありませんか？」

            　彼女は私の方を見ずに頷いて「当然です」と答えた。

            　ここまで来た以上、引き返すなんてことをしないというのは彼女らしい。昨日の号外で、結論は全校生徒がもう知っているのに。

            　今日になっても小町さんをはじめとする華族派が、最後まで色々と動いていたらしいけど、翻意した役員はいない。

            　私に少し不利だった民意は、剣舞さんの事件でまた流れを変えていた。多くの生徒がこれ以上、ことを荒立てるのを恐れ、現状維持を支持した結果らしい。

            　それでも弥江さんは毅然としていた。負けることを覚悟していた。

            「わかりました。では、その採択にうつる前に――弥江さん、あなたを副会長より解任します」

            　そう通告しても、彼女は顔色一つ変えなかった

            　市民派の役員には事前に通達していたし、華族派もその情報を掴んでいたんだろう、誰もなにも言わなかった。

            「この度の騒動の責任、とってください」

            「……かしこまりました」

            　解任について彼女からも承諾が出た。私は竈山さんをちらりと見たあと、全役員に告げる。

            「後任の副会長については、採択が終わってから指名します。では、続いてですが、この議案の進行を……松羽さん、お願いできませんか？」

            　指名を受けた松羽さんがメモ帳から顔を上げて、ひどくびっくりしていた。

            「え、私が？」

            「はい。私に対する不信任案で、提案者は弥江さんです。両者ともに進行をするのにふさわしくないでしょう。中立のあなたしかいないんです。お願いします」

            　松羽さんはくるりと会議室を見渡す。何人かの華族派が彼女を睨んでいて、松羽さんはそれに苦笑しながらも立ち上がった。

            「わかった、いいだろう」

            　松羽さんが了承してくれたので、私はこれからの進行を一任した。

            「では全役員、念のために最終確認をしておこうか。本議案では、私は棄権を申し出ていて、それを了承いただいている。私の一票を除き、有効投票数は残りの役員の数、つまりは二三票だ。異論はないな？」

            　松羽さんの問いかけに全員が頷く。私や弥江さん以外が会議を進行しているのは初めてだけど、彼女の場合、すごくさまになっていた。

            「つまり議案の可決はその半数以上、十二票が必要だ。十一票以下なら否決」

            　新聞部の事前調査では私側についた役員が十二人。一票差だけど、否決は決定的となっている。

            「もし可決された場合は、その場で新任の会長を多数決で決める。各自、意欲のある人は立候補してくれ。即刻、この場で採択をとる。言っておくが、その場合の投票でも私は棄権する。あくまで新聞部は中立だからな」

            　念押しする松羽さんに、華族派の役員の一人が「わかってるわよっ」と不機嫌そうに声を上げた。

            　彼女たちからすれば、松羽さんさえ味方につけば状況が変わるだけに、苛立ちが隠し切れないみたいだ。

            「了解だ。じゃあ、全員、意思は決まっているね。桜戦争、決着の時だ」

            　全員が唾を飲む。緊張感が一気に会議室を包んだ。

            「生徒会規則第十八条に基づき、採択をとる。――染井佳乃生徒会長への不信任案に賛成するものは、挙手せよ」

            　最初に手をあげたのは小町さんだった。小柄な体を伸ばすように、できるだけ高く手をあげていた。

            　そしてほかの華族派をはじめとする、弥江さん側についた役員たちがゆっくりと、順番に手をあげていく。

            　そして最後に、弥江さんが綺麗な姿勢のまま、静かに挙手した。

            　松羽さんがゆっくりと、挙げられた手を数えていく。

            「一……二……三……四……五……六……七……八……九……十……十一」

            　弥江さんまで数えたところで、そのカウントダウンは終わった。

            　小町さんが悔しそうに机をたたき、対して手を挙げなかった役員が安堵の息をついた。

            「決まりだね。では、採択の結果、本議案は否――」

            　松羽さんがそこで止まってしまった。

            そんな彼女は、ある一点を信じられないという目で見つめていた。

            　全員がその視線の先にある異常事態に気が付き、戸惑いの声を上げ始める。

            　何人かの役員が動揺のせいで立ち上がって、椅子が倒れる音が室内に響く。

            「会長……何の真似だ」

            　松羽さんが、私の挙げた右手を見つめながら、震えた声で呟いた。

            「見ての通りですが？」

            　私はすました顔で全員を見渡した後、はっきりと宣言した。

            「私はこの度の議案に賛成します」

            　そう告げると、いよいよ会議室が混乱に包まれた。

            　隣の凪が立ち上がって、私の両肩を掴んで揺さぶってくる。

            「姫！　君、なにを言ってるんだよ！」

            「染井！　どいいうつもりだ！」

            　凪だけじゃなくて、私に味方してくれていた役員が次々に「どうして」「正気ですか」と、私の行動を非難するように声をあげはじめる。　

            　それでも私は凪の手を振りほどき、松羽さんを促した。

            「松羽さん、採択の続きを」

            「姫っ！」　

            　凪の悲鳴のような呼びかけを無視する私を、松羽さんはまるで怪物でも見るように眺めていた。

            「……後悔するぞ」

            　その一言だけ残して、彼女はさきほどより大きな声で宣言した。

            「賛成票が十二票。よって、採択の結果――染井佳乃を生徒会長より解任する！」

            　無常にも告げられた決定に、凪が呆然としながら椅子に腰を落とした。

            　市民派の多くは現実を受け入れられないのか、顔を青くして言葉を失っていた。

            華族派も、あまりに突然な展開についていけてなくて、顔を見合わせるばかり。

            会議室に、誰も何も言えない沈黙がおりた。

            　ただ、そんな中で、バンッとテーブルを叩き立ち上がったのが小町さんだった。

            　会議が始まった当初とはうってかわって、満面の笑みを浮かべている。

            「ざまあないわね、市民派ども！」

            　落ち込んでいる市民派の役員をそう嘲笑うと、隣に座っていた弥江さんの手を取った。

            「さあ、もう議案の採択は終わりです！　次は新任の生徒会長ですね！　咲良様、立候補を！」

            　一秒でも早く、その瞬間を見たいといわんばかりの勢いだった。

            　ただ、それだけ威勢がいいのは華族派の中でも小町さんだけで、とうの弥江さんさえ、眼を丸くして私を見て固まっていた。

            「咲良様！　早く！」

            　また小町さんに強く促されると、弥江さんは「え、ええ」とそれに応じた。私に何か言おうとしているけど、言葉が見つからないようだった。

            「松羽先輩！　咲良様が立候補されています！　早く採択を取ってください！」

            　この機を逃してはいけないと思っているのか、小町さんが進行役の松羽さんに強く要望する。

            「……わかった。じゃあ、新任の会長選を開始する。立候補者、弥江咲良の会長就任に賛成するものは、挙手を」

            「さあ、皆様、手をあげてください！」

            　小町さん自らも手をあげながら、華族派の役員たちをはやし立てる。その顔は今まで見たこともないほど明るいものだった。

            　多くの役員たちはまだ戸惑っているようだったけど、さきほどと同じように続々と手を挙げていく。

            　そして、弥江さんも最後に挙手した。

            「……以上か？」

            　手を挙げたのはさっきの不信任案に賛成した役員たち。

            　だから、十一票。

            「ど、どういうつもりですかっ！」

            　小町さんが噛みつきそうな勢いで、私に突っかかってくる。だけど、私は落ち着きながら対処した。

            「何か？」

            「あなたは解任されました！　ですから、新任の生徒会長を決めるんです！」

            「わかっています」

            「だったら！」

            「私は、私への不信任案には賛成しますが、弥江さんの会長就任には反対します。それだけです」

            　小町さんが「はあ！」と、私を先輩ということも忘れた声をあげる。ただ、だからといって私の意思はかわらない。

            「……小娘、うるさいぞ」

            　松羽さんは小町さんに注意しながらも、どこか同情しているようにも見えた。

            「採択の結果、弥江咲良の会長就任を否決する」

            　松羽さんがさきほどと同じように無常に告げた。

            　これで本当に誰もが息を飲んだ。皆、私が何を考えているのかわからないみたいだった。

            　全員の猜疑の視線を受け止めながら、静かに立ち上がる。

            「私はこの度の桜戦争の責任をとり、不信任案に賛成しました。しかし、同罪である弥江さんの就任には反対です」

            　感情を出さないように、ゆっくりと説明していく。表情を変えないことが、ここまで難しいなんて初めて知った。

            「しかし……この桜戦争の責任は、この会議室にいる全員にあると考えております。ですので、私は誰が立候補しようと、反対いたします。市民派も華族派も関係ありません」

            　その表明の意味をいち早く理解したのは、進行役の松羽さんだった。

            　彼女は引きつった表情で、会議室を見渡した。

            「おいおい、それじゃあ……誰も会長に就任できないぞ」

            　松羽さんの言葉で、やっと状況を理解した役員たちがまたざわめきだす。

            　そう、そうなる。市民派をはじめとして私側についた役員が十一人。華族派をはじめとする弥江さん側が同じく十一人。

            　どちら側の人間が立候補しようと、すべてを左右する残り一票の私が反対すれば、どれも否決される。

            「……そうでしょうか？　話し合えば、なんとかなるかもしれませんよ？」

            　そこで私はわざとらしく、鼻で笑った。見下すように、蔑むように。

            「できるものなら」

            　役員の目が物語っていた。『こいつは狂ってる』と。私に対して、そんな評価がくだされていた。

            「ほかに立候補する人はいないんですか？」

            　私がそう呼びかけても、誰も返事をしない。

            「――松羽さん、これで終わりましょう。新たな立候補者がいなければ、時間の無駄です」

            「……染井、お前」

            「さあ、早く」

            　もう会長ではなくなってしまった以上、終了の宣言さえできなかった。

            　重たい沈黙が包んでいた会議室に、一人の笑い声が響き始めた。小さかったそれは、徐々に大きくなっていく。誰もが、彼女がそんなに大声で笑うのを初めて見るので驚いていた。

            　竈山さんが涙をこらえるように声をあげて、笑っていた。

            そしてまっすぐと私を指さした。

            「つまらない女だという評価、取り下げてあげるわ」

            　彼女の笑い声だけが響く会議室は、本当に異様だった。

            「……本日の会議を、終了する」

            　収拾がつかないと諦めた松羽さんがそう宣言したので、私は誰とも目をあわせないようにして退室しようとした。

            　そんな私の右手を、誰かががっしりと掴んだ。

            　弥江さんだった。

            「あなた――どうかしているわ」

            　首を左右に小さく振りながら困惑した様子で、そんな非難をしてくる。

            　私はそんな彼女の手を振りほどくと、不敵に笑った。

            「あなたにだけは、言われたくない」

            　それ以上は続けないで、私は全員が見つめる中、会議室を出て行った。

            　凪が私の名前を叫ぶように呼んでいた。

            　

            　結果、定例会議で決定されたことは、会長と副会長の同時解任。

            　そして新任の会長の椅子は空席のまま。市民派も華族派も意見を通せなくなったという事実だけ。

            　こうして、学校中を巻き込んだ桜戦争は、百年以上の歴史を持つ華月女子高等学校史上初めて、生徒会の空中分解という形で――終戦を迎えた。

            　

            


    


        第六章【花の証明】

        　

        



            《第二週目・土曜日》

            　

            「破天荒すぎて、ついていけないんだけど」

            　葵は天を仰ぎながら、呆れとも叱責ともとれる口調でそう評した。

            「……後悔はしてないから」

            「嘘つき。顔に無茶苦茶、後悔してますって書いてあるよ」

            　はあとため息をつくと、彼女はコーヒーを飲んで「にがっ」と舌を出した。

            　あの会議から一夜明けると、私は陽が昇る前に寮を出た。ずっとあの調子でみんなと接するなんてできなかったし、そもそも、誰もが私を化け物を見るようにしてくることに耐えられなかった。

            　逃げるように、久木田さんと葵が会っていた喫茶店に来た。そしてしばらくここでぼうっとしていたら、葵が目の前に現れた。

            「皆、混乱してたよ。華族派も市民派も、意味がわかんないって様子だった。役員は全員、それぞれの部員たちから説明を求められてたけど、誰もちゃんと答えられてなかったね」

            「……でしょうね」

            　わかるわけないと思う。私は今、彼女たちの常識の外にいる。

            　桜戦争しか見えてない彼女たちに、私が何をしたかったかなんて、わかるはずがない。

            「言っておくけど、私も怒ってるからっ」

            　葵はコップを音をたててテーブルに置いた。珍しく本当に怒っているのがよくわかった。

            「葵は、桜戦争に興味なかったじゃない」

            「そうじゃないっ。あんたの目的はわかってるからっ。犯人の目を自分に向けようとするなんて、無茶苦茶でしょっ！」　

            「やっぱり、気づいたの……」

            「あったりまえ！」

            　多分、校内で唯一、葵だけがそれに気づいてくれたんだと思うと、嬉しいと同時に、この子はやっぱりすごいんだと改めて認識した。

            　桜戦争は、私のせいで収拾不能になる。それが私が考えた、私のやりたかったこと。

            　もしあのまま私が生徒会長として続投しても、それが犯人の狙いかどうかはわからない。狙いと違っていたら、次は何をしてくるか予想できない。また誰か死ぬんじゃないかと怖かった。

            かといって、私の続投が犯人の狙いだったとしても、その通りになるのは、決してよくないと思ったし、なにより……それに付き合うなんて、まっぴらごめんだった。

            　どちらについているかわからない犯人なら、どちらも望まない終戦にしよう。そう考えた。

            　そうすれば、犯人の憎しみはすべてそれを仕掛けた私に向くはずだから。

            「……いい案でしょ？」

            「本気で言ってるなら、本当に怒るよ」

            　身を乗り出して、そう脅してくる。迫力はそんなになかった。それに何より、彼女が私を思っていてくれていることが伝わってきた。

            　葵は私が何も言わないと、むすっとしながら座りなおした。

            「あんたの真意は昨日のうちにおっさんたちにも伝えた。腰抜かしてたよ。犯人が何をしてくるかわからないから、土日は学校を閉鎖させて、今も何人かの警官があんたを見張ってる」

            　喫茶店の中や、窓の外に目をやる。たくさん人がいて、誰が警官かはわからないけど、葵の言う通りなんだろう。

            「なら、安心」

            「どこが。剣舞だって、警戒されてたのに殺されたんだ。だいたいなんで、相談してくれなかったんだよ。何のために一緒に事件を調べてたわけ？」

            「……葵には、葵の考えなきゃいけないことが、あるでしょ」

            「は？　なにそれ？」

            　私が何を言っているのか理解できなくて、眉間にしわを寄せた葵だったけど、すぐにぴんときたらしく、また舌打ちをした。

            「好きだね、盗み聞き」

            「……たまたまよ」

            「よく言うよ……あんなの、おっさんが言ってるだけだから」

            　腕を組み、目を逸らしながら葵が鼻を鳴らした。

            「いい話だと思うわ。あなただってそう思ってるでしょ？」

            「……私の不幸体質に、おっさんを巻き込みたくない」

            　葵の声はしぼんでいくように、徐々に小さくなっていった。

            「今回の件だって、あんたのせいっていうか、私が学校にいるからかもしれないし」

            　自嘲気味にそう言った葵だけど、強がっているのは丸わかりだった。

            「さすがに、私のせいよ……だからこそ、こうしているんだから」

            「……お互い、もってないね」

            「そうね。でも葵、私は久木田さんの意見に賛成だから。良かったら、同じ大学に行きましょう？」

            　それができれば、きっととても幸せだと思う。できることなら、彼女と過ごせなかった十年を、少しでも埋め合わせたい。

            「……考えとく」

            　葵はそっぽを向いたまま、そう、ぽつりと呟いた。

            　

            　２

            　

        
        



            《第三週目・月曜日》

            　

            　小学生の時から続けていた皆勤賞を、ずる休みで終わらせるなんて、我ながら考えてもいなかった。

            　土曜日も日曜日も寮の外で過ごしたけど、結局私の周りで何か起きることはなかった。

            　月曜日になったけど、学校に行く気になれるはずもないから、体調不良ということで休んだ。今、登校しても針の筵にされるだけだし、犯人が本当に私を狙ってきたら、皆を巻き込むかもしれない。

            　葵は「私も休む」なんて言っていたけど、当然そんなことは許さなかった。

            　なんでもない平日を一人で過ごすのは、生まれて初めてだった。

            　最初は机に向かって勉強をしていたけど、どの教科も頭に入ってこなかった。ノートの上で何度も止まる鉛筆が、それを物語っていた。

            　午前中も、午後もそんな調子だった。勉強は諦めて、小説を開いてみても、文字は追えても頭に何も思い浮かばなかった。

            　一人ってつまらない。

            　思えば、学校にいれば凪をはじめとした同級生に囲まれていたし、寮に戻っても楓がいてくれた。勉強もここ最近は彼女に教えながらするというのが習慣になっていた。

            　最近は特に、凪や楓だけじゃなくて、葵も一緒にいることが多かったし、ほかの生徒もそうだった。それが桜戦争に関係することで、煩わしくも思っていたけど、一人がこんなにも嫌なものとは思わなかった。

            　はあぁと深いため息をついたところで、誰かがノックをした。

            　驚いて時計を確認してみるけど、まだ午後の授業中だった。先生の誰かが心配して、わざわざ来てくれたのかもしれない。

            　半信半疑で「はい」と返事をしながら、扉を開けると、思わず息を飲んだ。

            　そこにいたのは弥江さんだった。いつも通りのすました顔で、驚いている私を見下ろしていた。

            「失礼します」

            　彼女は私を軽く押しのけて、許可もしていないのに勝手に部屋の中に入っていく。そして私がさっきまで座っていた椅子に座ると、机の上に目をやって「やっぱり」と言った。

            「失脚したとはいえ、役員がずる休みですか」

            　指先でとんとんと広げられたノートを叩く。

            「……何の用ですか？」

            　彼女の真意が読めないけど、私は先週の会議同様の態度をとった。たとえ弥江さんでも、あの態度を貫かないといけない。

            「同じ役員として報告に来てあげました。あなたのおかげで、学校中が混乱しています」

            「知ってます。まあ、私には関係な――」

            「言っておきますが、その下手な猿芝居に付き合う気はないですよ」

            　彼女は私の言葉を遮ると、私の机なのに、そこで頬杖をついた。

            「……なんのことですか」

            「政治家の娘ですから、その人が上辺でものを喋ってるかどうかの見極めはできます。染井さん、あなた、政治家にはなれませんね」

            　小ばかにしたように、彼女は鼻を鳴らした。

            「嫌われ役に、囮役。ずいぶんな外れくじを自らひきにいったんですね。そういうところも、やっぱり政治家向きじゃないです」

            「……葵から聞いたんですか？」

            「白根さんから？　まさか。私は彼女のことが好きじゃないので、話してさえいません。この二日、色々と考えて出した答えでしたが、やっぱりそうだったんですね」

            　てっきり葵が何かの理由で話したのかと思って、つい口を滑らせてしまった。それでまた「しまった」という顔をしたのが、よくなかった。

            それを見逃さなかった弥江さんが微笑む。

            「わかりやすい。やはりあなたはそういう人なんですね」

            「……どうして、気づいたんですか」

            　まさか弥江さんに気づかれるなんて夢にも思わなかった。先週の会議のときだって、私の蛮行を理解できていなかったし、この半年、ろくな会話もしていなかったのに。

            「あなたが桜戦争を放棄してまで、何かを優先したと思ったからです。今、この学校でそんなことは事件しかなくて、捜査の状況は知っていましたから、予想できました」

            「……言わないでくださいね」

            　隠し通すのを諦めてそうお願いすると、弥江さんは「当然です」ときっぱり答えた。

            「敵失を見逃すほど、私は愚かではありませんから」

            「……事件の犯人が捕まれば、私は役員そのものを辞任します。新しい役員がつけば、生徒会も回るはずです。それまで、付き合ってください」

            　頭を下げて、そして竈山さんに教えられたとおりに条件を出して、そうお願いした。

            　私だって生徒会をあのままにするつもりなんてない。ただ、あくまで今はああしておかなきゃいけない。

            　だから、事件が解決すれば、そうするつもりだ。学校中を混乱させた責任は、そうしないととれない。

            「……本当にそれでいいんですか？　雪屋さんたちが納得してくれるとは思いませんが」

            「凪には……もう知らないって言われてます」

            　金曜日の夜のことを思い出すと、自然と自分の頬を撫でていた。凪に力いっぱい、叩かれてしまった、右の頬。

            　その場にいた楓が凪を抑えてくれなかったら、きっと一発じゃすまなかった。でも、その時にはっきりと「もう君のことなんか知らないからっ」と拒絶されている。

            　一番手ひどい扱いを受けたのは凪なんだから、当然だと思う。

            「……騒動が終われば、ただの一人の生徒でいます」

            「肩身は狭いですよ。あなたの真意を知らない生徒は、きっとあなたを許しません。華族派も、市民派も」

            「構いません。覚悟の上です。後悔していません」

            「本当に芝居が下手ですね。顔に死ぬほど後悔していますと書いてあります」

            　葵とまるで同じ指摘をして、彼女は呆れていた。

            　そして椅子から立ち上がると、私の顔をまじまじと見た後、窓の外に目をやった。

            「先週、宣言しました。あなたのすべてを奪うと」

            「え、ええ」

            　あのときの弥江さんの顔はいまだに忘れられない。

            「……ずるいです。私に奪われる前に、すべてを手放すなんて」

            「それは」

            「それを平気でしてしまうなんて。しかも、自分のためじゃなくて、学校のために……。本当に、あなたって人は……。でも、そんなあなただからこそ――」

            　弥江さんが何かを続けようとした。

            ただ、それは打ち消される。

            　閉めていたはずの扉が、すごく強い勢いで開いた。二人して驚いて、そちらを見ると、そこには息をきらせた葵がいた。

            「あ、葵、どうしたの」

            「校内で爆発があった！　けが人が出てる！」

            　

            　３

            　

            　爆発は小規模なものだった。

            　家庭科室にしかけられていたという小さな爆発物は、ちょうど二年生の授業中に爆発し、彼女らを襲った。

            　爆発の影響で数名が火傷などのけがをしたが、不幸中の幸いというべきか、全員が軽傷ですんだ。

            　それでも当然、学校中は突然のことに混乱した。授業はすべて中断、今回は集会を開くこともなく、全員が寮に帰された。もちろん、校内も寮も、警察が安全確認を行ったうえでだ。

            　ただ、それで生徒が落ち着くはずがなく、ついに個人をターゲットにしなくなった犯人に、誰もが怯えていた。

            　さらに、私のところにはほかにも悪い知らせが届いた。

            　

            「襲われたのは小町さんのクラスだったの」

            　葉山さんのその説明に、眩暈がした。視界が歪んで、ちゃんと座れない私を隣に座った葵が支えてくれた。

            「落ち着けって」

            　葵にそう言われて、なんとか「うん」と答えるけど、ちっともそうできない。

            　礼拝堂にはまた私と葵、そして葉山さんと久木田さんがいた。外ではまだ、ほかの警察の人たちにより捜査が進められてる。

            　葵がどうしても捜査状況を聞きたいと久木田さんに迫り、少しだけこの場を借りていた。

            「……小町さんは無事なんですよね？」

            「ええ、彼女自身は。ただ役員だからね。染井さんと同じ警護対象にしたわ」

            　その報告を聞き、非常に複雑な気分になる。言ってしまえば、警察はこれで終わりとは思ってないんだ。

            　なら、私は何のために……。

            「おっさん、どうなってるんだよ」

            　葵が私を支えながら、難しい顔で腕組みをしている久木田さんにそう訊くけど、彼は首を横に振るだけだった。

            「まだ事件が起きたばかり。捜査もこれから。細かいことは、私たちにもさっぱりよ」

            　葉山さんがフォローするようにそう説明してくれたけど、葵は「もうっ」と悪態をつく。

            「……でも、どうしてかしら。犯人が今になって、小町さんを狙うなんて」

            「目的がわからんということだけは、一貫してやがる」

            「それが一番困るんですけどね。一体、何をどうしたらいいのか……」

            　葉山さんと久木田さんのやりとりを聞きながら、私も考えてみるけど、何も思い浮かばない。

            　こんなことにならないために、あんなことをして、犯人の目を私に向けたのに……。相手はまるで、それをあざ笑うように狙いを小町さんにしてきた。

            目的はわからないけど、私なんか相手にしてないとでも言われてるみたいだ。

            「一人目の被害者が市民派を欺いていた華族派、二人目が華族派を裏切った市民派、それで三人目は未遂に終わったといえ、生粋の華族派」

            　葵が被害者を順番に並べていくと、本当に何が目的かわからない犯行だ。

            　明らかに桜戦争関係者を狙っている。でも、どちら側にもついていない。学校中をもてあそぶみたいに、コロコロと態度を変えている。

            　信念なんて、持ってないみたいに。

            「おっさん、爆弾はいつ仕掛けられたかわかるの？」

            「調べているが、状況的には今日だろうな。土日は学校を閉鎖していた。金曜日より前に仕掛けられていたなら、定例会議が始まる前に爆発させていたはずだ」

            「休みの間に爆発物を用意したんでしょうか？」

            「その可能性が高いだろうな。ま、細かいことは調べてみんとわからん」

            「そればっかりじゃん」

            「仕方ないだろ」

            　葵が唇を尖らせても、慣れた様子で久木田さんはそう言った。

            「明日になれば、より詳しいことがわかる」

            「ふぅん……」　

            　葵が不貞腐れているのを見て、久木田さんは彼女の頭にぽんと手をのせた。

            「焦るな。今回は運よく怪我人ですんだ。もしかしたら、犯人もこれ以上は何もしたくないのかもしれん」

            「そんな保証、ないくせに」

            　そのとき、礼拝堂の入り口から葉山さんと久木田さんを呼ぶ声がした。ほかの捜査員の人が何か用事があるようだった。

            「悪いがこれまでだ。また何かわかったら連絡するから、気を付けて帰れよ」

            「わかってる」

            　葉山さんと久木田さんが走って、その捜査員の方と外へ出て行った。

            　それを見届けると、葵はすぐさま立ち上がった。

            「じゃ、帰ろ」

            「ねえ、葵……」

            　私は話の途中であることを思いついてしまっていた。

            　ただ、それがとても嫌な想像で、しかもあくまで私の被害妄想にすぎないかもしれないから、二人の前では口にすることができなかった。

            「次の被害者が、凪ってことはないかしら？」

            「……なんで雪屋が？」

            「だって、犯人の標的は変わり続けているもの。でも、今回のターゲットが生粋の華族派なら、次は生粋の市民派の可能性だってあるでしょう！　そうなると、あの子が危ないわ」

            　どういうわけか、犯人は華族派にしても市民派にしても、その中心にいる私と弥江さんを狙ってこない。市民派における小町さんの立ち位置は、間違いなく凪だった。

            　それを考えると、恐ろしくて震えてくる。奥歯がカチカチと鳴っていた。

            　ただ葵はそんな怯える私に、左右に首を振って、落ち着いた様子で否定した。

            「それは、ない」

            「ど、どうしてそんなことが言えるのよ」

            　そう詰め寄ると、葵はなぜかわからないけど、悲しそうに笑った。

            「――わかったから」

            「何が」

            「犯人」

            　端的に告げられた言葉の意味を理解できず、少しの間、固まってしまった。

            　犯人が、わかった……？

            「え、そ、それって」

            「そう。私は犯人がわかった。で、目的も理解できた。だから、雪屋は狙われない。もうこれ以上、事件も起きない」

            　信じられない告白に、頭の中が真っ白になる。

            「ならっ、すぐに二人に教えないと！」

            　さっき久木田さんと葉山さんが出て行った方向を指さして主張したけど、葵は頷かなかった。

            「……明日にしよ」

            「なんで！」

            「念のために今日一日かけて、頭の整理をしたいし、事件がもう起きないなら焦る必要もないから」

            　そんなの納得できない。

            　葵のことを信じたい気持ちはある。でも、彼女が何か気づいたなら、いち早くそれを警察に調べてもらえばいい。

            　そうすれば、もう……絶対に何も起きないんだから。

            「てか、お願い。一日だけ待って。明日には、ちゃんとわかるように説明するから」

            　葵が私の手を取って、甘えるような目つきでそうお願いしてくる。高校で再会してからは、こんなことをされたのは初めてだ。

            　葵は、本当に何かわかってるんだ。そう確信した。

            「……明日よ。明日、絶対に教えてね」

            「うん。ありがとう」

            　本当はここで折れちゃだめだってわかってる。まだ何が起こるかわからない。もしかしたら、私の周りの誰かが危ないかもしれない。　

            　でも……。

            　私の前を歩く葵の後姿を見ると、それ以上は何も言えなかった。

            　

            　二人で寮に戻ると、葵は「じゃあ明日」といつもと変わらない様子で部屋に帰っていった。

            　私も部屋に帰ると、楓が少しぎこちなく「お、おかえりなさい」と迎えてくれた。ただ、私はそんな彼女に何の返事もせず、制服のままベッドに横たわった。

            　楓には、辛い思いをさせてしまっている。凪が激怒したのと同じで、彼女にもその権利があるのに、凪を止めてくれたり、ほかの市民派の生徒がここに来ても、それをシャットアウトしてくれていた。

            　きっと彼女も私に、なんであんなことをしたのかと責めたいはずなのに、それができないでいる。それはこの間、礼拝堂で話してくれた気持ちなんだと思う。

            　恨みきれない。どこかで、信じてしまう。

            　きっと、本当にそんな心境なんだと思う。それを思うと、合わせる顔がない。

            　仰向けになり、手の甲を額にのせた。

            「……百合様」

            　もう卒業していった、すべての元凶ともいえる人の名前を、楓には聞こえないように呼んだ。

            　あなたは、よくこんな気持ちに耐えられましたね。弥江さんを裏切ったあと、あなたはどんな気持ちですごしていたんですか？　まったく、考えられません。

            　きっと楓の比じゃないほど、弥江さんは恨みきれない気持ちだったと思いますよ。

            　心の中でそんな糾弾をしてみるけど、結局、私も百合様と同じ道を歩んでいるんだから、人のことを言えたものじゃない。

            『じゃあ、染井佳乃くん。一年間、この学園を頼んだよ』

            　ふいに、会長に指名されたときの言葉が蘇ってきた。何か企んだような笑みを浮かべながら、私にそうして会長職を任せてきたときの言葉。

            　……ごめんなさい、百合様。私にはできませんでした。

            　明日、きっと葵が事件を終わらせてくれます。そうすれば、私は弥江さんに約束した通り、役員を辞任します。もう何も関わりません。

            　それにそもそも、半年任されてみて、このざまです。ここで終わって、きっと正解です。

            　……そう、ここで終わる。

            　本当に？

            　いやいや、終わるはず。だって葵がわかったって言ってたんだから。あの子は素直じゃないけど、嘘つきじゃない。だから、明日になれば……。

            　きっと――。

            　

            「お姉さま、お姉さま」

            　いつの間にか逃げるように閉じてしまっていた瞼をあけると、楓が弱気な顔で私を覗き込んでいた。

            「……どうかしたの？」

            「あの、お客様が……」

            　控えめにそう扉を指さす。体を起こして、そっちを見るとひとりの生徒が、居心地が悪そうに立っていた。

            「あなた、確か」

            　どこかで見た顔だと思ったら、葵のルームメイトだった。二年生の子で、話したことはないけど、顔は何度かあわせていた。

            「あ、あの、染井先輩……白根先輩が、戻ってこなくて」

            「葵が？」

            　時計を確認すると、もう八時をまわっていた。本来なら全校生徒が寮にいないといけない時間だ。

            「はい。少し前に、すぐ戻るからって出て行かれたんですけど……」

            　私に怒られると思っているのか、言葉が尻すぼみだ。

            　葵、こんな時間にどこに……。しかも、こんな非常時に。

            『明日には、ちゃんとわかるようにするから』　

            　さっき葵に掛けられた言葉が、頭の中でフラッシュバックした。

            「――っ！」

            　ある考えが浮かんで、反射的に立ち上がった。突然の行動に二人は目を大きくして驚いていたけど、私は何も言わずに彼女たちを押しのけて、走り出した。

            　もしかしたら、葵は――。

            　嫌な想像と一緒に、私は全力で駆けていった。

            　

            　閉まっていた校門をよじ登って、もう明かりのついていない校内を駆けていく。彼女がいるなら、きっとあそこ。

            　やっとの思いで私は礼拝堂に辿り着いた。息を整えながら、ゆっくりとその扉を開けると、中には葵が一人で教壇の上に座っていた。

            　そして入ってきた私を見ると、瞠目した。

            「な、なんでっ」

            　そんな彼女に駆け寄っていき、逃がさないように腕を掴んだ。

            「……あなたのルームメイトが、私のところに来たから」

            　そう説明すると彼女は「あちゃー」と天を仰いだ。

            「そっか。できれば、一人で確認しようと思ったんだけど」

            「ここに、来るの？」

            　確信を持ってそう訊くと、彼女はもう誤魔化すことなく頷いた。

            「もうすぐ、来るよ。私たちがたどり着いた、答えが」

            　扉がぎぃぃっという音を立てながら開いた。

            　ゆっくりと振り向くと、葵の言う『答え』の姿が目に入って、絶句した。

            　そんな、そんな……。

            「信じらんないと思うけど、これが真実。そうだよね？」

            　葵がその人物をまっすぐ見つめ、人差し指を向けた。

            　やっと、彼女がどうして一人でここに来たのかわかった。

            「あんたが犯人だよね？　……おっさん」

            　――葵は、恨みきれなかったんだ。

            　

            　４

            　

            「……突然呼び出しておいて、急になんだ」

            　身廊の真ん中あたりで立ち止まった久木田さんは、腰に手をあててため息を吐いた。

            　それは普段の態度で、葵に犯人だと名指しされても、顔色一つ変えなかった。

            「おっさんが今回の事件の犯人だって言ったんだよ」

            「おいおい、バカも休み休み言え」

            「全然バカじゃない。あんたが、犯人なんだ」

            　あくまで普段通りの久木田さんに対して、葵はそうじゃなかった。その表情は、怒っているようにも、悲しんでいるようにも見えた。

            「あんたが梔子と剣舞を殺したんだ」

            　夕方まではまるで親みたいに慕っていた人を、はっきりとそう断罪した。

            　そこでようやく久木田さんも表情を硬くした。

            「それがお前の推理か」

            「うん」

            「そうか……よし、聞かせてみろ」

            　久木田さんがそう促すと、葵は神妙に頷いてから、教壇から降りた。

            「まず、今回の事件と桜戦争は関係ない」

            　葵が口にしたことに、私は動揺を隠せなかった。思わず彼女を見つめると、悪戯を成功させた子どもみたいな笑顔をしていた。

            「あんたは悪くない。約束通り、それをこれから証明してあげる」

            「……うん」

            　唐突で、信じられないことだったけど、葵の言葉を疑う気にはなれなかった。

            「葵、最初から無茶苦茶なことを言うな」

            「無茶苦茶なのはおっさんだよ」

            　葵は私から久木田さんへと向き直った。

            「桜戦争と事件を結びつけるために、かなり派手にやってくれたじゃん。おかげでこっちは振り回されたよ」

            「いいか葵。被害者は全員、桜戦争の関係者だ。この状況で事件と無関係とはいくらなんでも無理がある。被害者同士の繋がりもほとんどないんだぞ。それは知ってるだろ？」

            　梔子さんと剣舞さんは一年生の頃、同じクラスだった。でも、ほとんど話さなかったと剣舞さんが言っていた。

            小町さんを含んでもそうだ。梔子さんと小町さんには繋がりがあっても、小町さんと剣舞さんの繋がりは薄かったはずだ。

            なにせ小町さんは市民派嫌いなんだから。

            「被害者を結び付けたら、そうなるよ」

            「なら」

            「結び付けなかったらいいんだよ。おっさんは梔子も剣舞も殺した。でも、殺したかったのは梔子だけ。剣舞は殺すつもりはなかった。そうじゃない？」

            「…………」

            「おっさんは梔子を殺した。そしてその疑いの目を逸らすために、剣舞を襲った。だけど、結果として剣舞は死んじゃった。違う？」

            　久木田さんは答えない。黙って葵を見つめていた。葵もその視線から逃げていなかった。

            　ただ、私は黙っていられない。だって、今の言葉を素直に受けとれば……。

            「葵……け、剣舞さんは、じゃあ」

            「そうだよ。剣舞はたまたま殺されただけ。おっさんは、誰でもよかったんだよ。桜戦争の関係者で、恨みをかってそうな人間なら、誰でも」

            　その言葉に足がすくむ。そんなひどい話、とてもじゃないけど受け入れられない。

            　あんなにいい子だった彼女が、誰でもよかったなんて理由で殺されたなんて……。

            「ど、どうして」

            「桜戦争と事件を結びつけるため。おっさんは、剣舞の事件も、今日の爆発もフェイクのためにやったんだよ」

            「おいおい、ひどい言い草だな」

            　久木田さんは首を横に何度も振りながら、やれやれとでも言いたげだ。

            「俺が関係ない高校生を、ただ疑いを逸らすためだけに殺したってのか」

            「そう。でも、ちょっと違う。おっさんは剣舞を殺す気はなかった。今日の爆発もそう。梔子の件以外、犯人は殺意を持ってない」

            「どうしてそんなことが言える。実際に剣舞さんは死んでいるんだぞ」

            「明らかに、殺傷能力が低下してるから」

            　葵の言葉の意味はすぐに理解できた。

            自然とあの池で見た光景が思い浮かんだ。真っ赤になった水面に浮かぶ梔子さん。彼女の死因は、ナイフで刺されたことによる失血死。しかも、明け方に放置されて、早く登校した私が発見したときでさえ、もう手遅れだった。

            　でも、剣舞さんは違う。彼女は階段から突き落とされた。しかも、自分で転んだくらいでは死なないところだったことは警察が検証している。時間も放課後で、多くの生徒がまだ校内に残っていた。

            　もし打ち所が悪くなくて、もう少し早く発見されていたら、彼女は助かっていたかもしれない。

            「今日の爆発なんてまさにそれだから。火傷ですむような爆発。明らかに、殺意なんてない。今日のことは、計画になくて、急いで準備したんだよね？」

            「ずいぶんと乱暴な推理じゃないか」

            「そんなことないでしょ。全寮制の学校に通う女子高生が爆弾の作り方を知ってたり、実際に作ってたっていうより、現役の刑事が作ってたって考えた方が、むしろ自然じゃん」

            　言われてみれば、それもそうだった。外出が許可されているとはいえ、ここは全寮制。ちょっとしたものを買うのでも街に出ないといけない。

            　しかも爆発物なんて売ってるわけがない。だったら、自ら組み立てるしかないけど、常にルームメイトが傍にいる寮でそんなことできるはずない。

            「今日の事件で、私は在校生が犯人じゃないってことは確信できた。それで犯人が、在校生の仕業に見せかけようと事件を起こしてるんだってことも」

            「それだけでか？　知識と部品なら、なんとかできそうな気もするが」

            「たとえできたとしても、爆発は小規模だったよ。犯人が殺すつもりがなかったのは明らかじゃん」

            　さすがにその事実までは否定できず、久木田さんはそれ以上の反論をしなかった。

            「剣舞を殺しちゃったから、今日は絶対に誰も殺さないようにしたんでしょ」

            「待て待て。もしそれを恐れていたんなら、そもそも今日は事件を起こさないんじゃないか？　お前の推理じゃ、俺はただフェイクで事件を起こしてただけ。だが、それは剣舞さんの事件で十分なはずだ。今日、小町さんを狙う理由はない」

            「小町なんか狙ってない」

            　久木田さんの少し長めの問いを、葵はたった一言で片づけた。

            「今日の事件は小町を狙ったものじゃない。いいや、誰も狙ってない。ただ、ああいう事件さえ起きればよかった」

            「わけがわからんな」

            「そうだね。おっさんもわけがわかんなかったはずだよ。この人が」

            　葵はそこで私の腕を引っ張って、体を引っ付けさせた。こんな時なのに、それにドキッとしてしまう。

            「桜戦争をあんな無茶苦茶な形で終わらせるなんて、思ってもいなかったはずだから」

            　葵がニヤッと笑った。

            「おっさんは剣舞の件で、もう事件なんて起こす気はなくなってた。あとは桜戦争が終わればよかったんだよ。この人が続投しようがどうだろうが、なんでもよかった。だから私や葉山さんが止めたのに、定例会議をさせたんだろ。さっさと桜戦争を終わらせるために」

            「…………」

            「この人が続投しても、そうじゃなくても、おっさんはその後に何もするつもりはなかった。だって、どんな結果になっても『犯人はこうなることを望んでいた』って結論を出せたはずだから。だからこそ、二件目の事件では梔子とは真逆の立場の剣舞を狙った。でも、桜戦争はあんな形で終戦した。焦ったんだろ？　だって、行動しないわけにはいかないから」

            　もし、私があのまま続投していたら……犯人は市民派を味方していた、だからこそ梔子さんを殺したんだと言えたはず。

            　剣舞さんだって、殺される二日前に私側についただけで、元は生粋の華族派である竈山さんの側近。市民派から恨みを買っていたんだろうと推理できたはず。

            　逆に弥江さんが勝っていれば、犯人は華族派だったとされるだろう。だからこそ裏切者の剣舞さんを殺した。そして、市民派に埋もれていた梔子さんについては、裏切者と勘違いされて殺されたんだとでも考えたらいい。

            　私が勝っても、弥江さんが勝っても、事件と桜戦争は関係していたと見せかけるために、どっちについているかわからない犯人を演じた。

            　勝てば官軍。勝った方に、味方していたことにすればいい。

            　とても政治的な考え方だ。

            　でも、私が予想外の行動に出て、どちらにも混乱しか招かない終戦をさせた。

            　それのせいで、桜戦争に関係していると見せかけていた計画に大きな支障が生まれた。

            「あんな結末、犯人が予想できたはずも、望んでいたはずもない。桜戦争のために人殺しまでした犯人が、ここで行動しないなんて、とんでもない矛盾になる」

            　だからこそ、何か事件を起こさないといけなかった。ただただ、矛盾を生じさせないために。

            本当に、誰でもよかった。

            「小町があのクラスにいたのはラッキーだったね。より事件と関係してるように見えた。でも、けがもしてないって聞いて、確信したよ。あいつが狙いじゃないってね。別にあの場に小町がいなくても、どのクラスにだって市民派も華族派もいたはずで、その誰かがけがすればよかったんだ」

            「そんな――」

            　ただ、言葉を失う。皆、あんなに怖がっていたのに、それがただの扇動で、誰がけがをしても良かったなんて、あまりにもひどい。ひどすぎる。

            　でも、それも私があんなことしたから……。

            「言っておくけど」

            　急に葵が私の肩を掴んで、眼を合わせてきた。

            「あんたのせいじゃないからね。むしろ、おっさんを焦らせて、こんなバカな行動をさせた。それで尻尾が掴めたんだよ」

            　私の考えまで見透かしていた彼女は、こんな時でも、私のせいじゃないってことを証明してくれようとしていた。

            　……姉として、ここで情けないことを言うわけにはいかない。

            「――わかった。ありがとう」

            「……おっさん、今の話でなんか違うところってある？」

            　葵が再び久木田さんと向き合う。彼は黙ったままで、あれ以来、何も言っていなかった。ただ葵の推理に耳を傾けていた。まるで、好機を狙うように。

            　そして一歩だけ前に進み、両手をポケットに入れて、余裕を見せつけるように笑った。

            「面白い推理だな。確かに、桜戦争と事件を結びつけないなら、そう考えられないこともない。二件目と三件目はトラップ……大胆な推理だが、理はあるな」

            「でしょ」

            「だが、一件目はどうだ？　お前の推理だと、梔子頼子だけは明確に殺意を持って殺されている。他の事件が目くらましでも、これだけはそうじゃない。梔子頼子が殺された理由と、その犯人が俺であるという証拠がないと、今の推理は無意味だぞ」

            　それは明らかに挑発だった。言葉に出さなかっただけで、それがお前にできるのかと、葵に喧嘩を売っていた。

            「そうだね」

            　葵は彼に近づくように、一歩だけ進んだ。

            　

            　５

            　

            「おっさんと梔子は恋人だったんだろ？」

            　葵は真っ先に、確信を持ってそう久木田さんを睨みつけた。

            「二人は付き合ってた。違う？」

            　久木田さんはぽかんとしていたけど、すぐさまお腹を抱えて、大声で笑いだした。

            　この礼拝堂には似合わない、野太い笑い声が響いた。

            「それはまた、随分と乱暴な推理だ」

            「ううん、これも乱暴じゃない。おっさんと梔子は、そういう関係にあった。でも、別れなくちゃいけなくなった」

            「それで殺したっていうのか？」

            　笑いすぎて目に涙を浮かべた久木田さんがそう訊くと、葵はそんなことを気にせず「うん」と首肯した。それにまた彼が大声で笑う。

            　声でわかる。彼は完全に葵をバカにしていた。

            「ひどいな。二時間ドラマじゃないんだぞ」

            「二時間ドラマに女子高生を狙うロリコンなんて出てくるかよ」

            　ここで初めて、葵が明らかに侮蔑の言葉を久木田さんにぶつけた。

            　それに彼が青筋をたてて反応する。

            「なに？」

            「全寮制の女学校の生徒に手を出して、まずいと思ったわけ？　それで別れ話をしたんでしょ。それを梔子が拒んだ。だから殺した。違うの？」

            「……お前も女子高生になったもんだな。そんなバカな妄想ができるとは思ってなかったよ」

            　さっきまでとは違う。険悪な雰囲気が二人を包んでいて、双方、力強く睨み合っていた。

            「……わかった。じゃあ、私の妄想、聞かせてやる。ちゃんと否定しろよ、おっさん」

            「おう」

            　勇気を出すように、葵が小さく息を飲んだ。これから話すことに、彼女自身、何か嫌な思いを抱えているようだった。

            「梔子頼子は朝方に殺されていた。死因はナイフで刺されたことによる失血死。梔子がなぜあの日、あそこにいたか。偶然なわけないよね」

            「だろうな。犯人と待ち合わせをしていたんだろう」

            「そう。どういうわけか、あの日、あの時間帯に会うことを約束してたんだ。そして梔子は朝、そこに向かった……」

            　そしてどういう経緯があったかはわからないけど、そこで彼女は殺された。さらには池に捨てられ、花を撒かれた。

            「ここまでで、おっさんはなんとも思わない？」

            「何か思うところがあるか？　ただの事実確認じゃないか」

            「そっちはどう？」

            　葵が今度は私に訊いてくる。私も特に何も思うことがないから、首を横に振った。

            「そっか。じゃあ、もっと細かくする。会っていたのは朝の六時。かなり早い。ということは、犯人も梔子も、会ってるところを誰にも見られたくなかったんだよね？」

            「そうなるな」

            「ねえ……まだ在校生だと思う？」

            　葵が唇を釣り上げて、嫌味っぽくまた質問した。そこでやっと、彼女の真意に気づいた。

            「そうか……誰とも会いたくないなら、わざわざあそこで会う必要はないのね」

            　そう確認すると、葵は「うん」と頷いた。

            「もしも犯人と梔子が、会っているところを見られたくないなら、わざわざあの時間、あの場所である必要はないんだよ。犯人が在校生ならね」

            「何を言ってるんだ？　朝早く、あんな場所には誰も来ない。絶好のチャンスだと思うが？」

            「ここが全寮制じゃなければね」

            　そう、ここがもし、普通の高校なら久木田さんの言う通りだ。あの時間とあの場所は悪くない選択。

            　でも、華月女子高等学校は、全寮制。葵が指摘しているのはここだ。

            「いいか、おっさん。全寮制なんだ。会おうと思えばさ、寮の中ですむ話だろ？」

            「おいおい、バカを言うなって。朝早いとはいえ、誰も起きてないとは限らないだろ」

            「それはあの時間だけの話。いい？　全寮制なんだから、夜中でもいいじゃん。朝の学校より、真夜中の寮の方が誰にも見られないでしょ？」

            　実際、私は先週、弥江さんと夜中に会っている。当然、それは誰にも見られることはなかった。

            　朝早いとはいえ、すでに門が開かれている学校より、真夜中の寮の方が会いやすいし、見つかりにくいはずだ。

            「そんなこと、寮で生活してた梔子ならわかってたはず。でも、あいつはあそこに行ってた。しかも何度も」

            「何度も？」

            「そう。陸上部の連中が言ってたんでしょ。梔子はたまに朝早く、部活の練習に行ってたって。それってさ、おっさんと会ってたんでしょ？」

            　そうだ、それは私が聞き込みをして得た情報だった。梔子さんは事件の日以外でも朝早く出ることがあったと。

            「部活に熱心ってだけで、普通はそんなに朝早く起きない。ましてや、大会でも目立った成績をあげていなくて、それに拘ってなかった奴が」

            　言われてみれば、その通りだった。熱心という言葉に邪魔されていたけど、普通はそうだ。

            いや、それだけじゃない。葉山さんが言っていた。彼女はたまに一人になってたと。休みの日でもそういうことがあったと。

            それで、捜査方針を変えるかもしれないと言っていて……。

            え、確かそれって……あの日、水曜日だった。そうだ、剣舞さんの事件が起こった日は捜査方針を変えるかもしれないって言っていた日だ。それが結局彼女の事件で元に戻った。

            しかも、久木田さんはあの時やけに桜戦争に拘っていた。まるで、捜査の目が梔子さんのプライベートに変更されることを恐れるように。

            「この学校は校舎より寮の方が警備が固い。だから寮の中では部外者のおっさんとは会うことができなかった。でも、朝の学校なら、寮で暮らす梔子も、おっさんに会えた」

            「おかしいじゃないか。確かにお前の理屈でいえば、部外者が梔子さんと会っていた可能性はある。しかし、いくらなんでも学校だぞ。しかも女子高。どうやって侵入する。寮より簡単とはいえ、そんな易々とできることじゃないはずだ」

            「だから、木曜日の朝だったんだろ？」

            　またしても久木田さんの疑問を、葵が一蹴する。

            「何を言ってる？」

            「とぼけんなって。確かに部外者が校内に侵入するのは難しいよ。男の大人なら、余計に。でも、それができた日がある」

            「――あ」

            　中庭の、オフィーリア。

            　どうして事件現場が中庭だったのか。だって校舎で目立たない場所は、この礼拝堂だってそうだ。それなのに梔子さんたちは中庭で会っていた。どうして？

            　そこが一番、身を潜めやすく、もし見つかったとしても怪しまれない恰好をしていたからじゃないか？

            　毎週水曜日に行われる中庭の剪定。作業着の男性が数名で行う。

            「あんたは剪定業者に紛れて、この学校に侵入した。そして見つからないように一夜を過ごして、朝に梔子と密会をしていたんだ」

            　業者の人なんて顔まで覚えていない。作業着姿で、中庭にいたら怪しまれないだろう。

            しかも中庭には草木が生い茂っている。少なくとも、私が葵たちに会話を盗み聞きするのに困らない程度には。

            　業者はトラックで出入りしているから、その荷台に身を隠し、本当の業者の人に見つからないタイミングで降りて、身を隠せばいい。

            　そうか、だからあの日で、あの時間だったんだ。

            「本当は放課後とかに会えるのがベストだったんだろうけど、剪定業者が来るのは昼休み。会えるとしたらそれ以降。だけど、放課後は梔子には部活があったし、何より校舎に人が多い。だから、その次の早朝に会ってたんでしょ？」

            　確信をこめた口調で葵が質問しても、久木田さんは答えなかった。

            「まだ妄想してやろうか？　たぶん、事件当日、おっさんは別れ話をしたんだ。当たり前だよ。こんな付き合い方、続くわけない。それにこんな付き合い方を梔子が望んだはずもない。この高校、別に男女交際まで禁止してないから。てことは、隠れてしたかったのは、おっさんだろ？　当たり前だよ、刑事が女子高生と付き合ってたなんて、ばれたら大問題だろうし」

            「…………」

            「限界を感じたおっさんは、あの日、別れを切り出したんだ。でも、梔子が拒んだ。鳳仙花なんて持ってね」

            「え」

            　あの鳳仙花は犯人からのメッセージだって、葵が推理していたのに……。

            　鳳仙花を持ってきたのは、梔子さんだった？

            「私さ、鳳仙花の花言葉が『私に触れるな』だから、犯人からのメッセージだって推理してた。でも、そうじゃなかったんだ」

            　ふと、木曜日にここで竈山さんに言われたことを思い出す。花言葉は一つじゃない、と。

            「鳳仙花の花言葉には『短気』もあった。それだけじゃない。鳳仙花の学名は、インパチェンス。ラテン語で、意味は『我慢できない』だそうだよ」

            　そこまで教えられるとわかった。それは梔子さんの思いだ。

            　別れ話を切り出す前に、久木田さんは彼女との関係がばれないように、きっと色んなことを隠していた。そしてそれを彼女にも要求したはずだ。

            　そして、関係を公表できない言い訳として『本当に付き合うのは、高校を卒業してからだ』とでも言ったのかもしれない。でも、梔子さんはまだ二年生。卒業までは一年以上ある。それはとても長い。

            　我慢できない。

            「あの日、おっさんが別れ話を切り出すと同時に、梔子は鳳仙花を使って、それを拒んだんだよ」

            　花言葉なんて普通は知らない。でも、梔子さんは華族派。どこかでそういう教養もつけていたのかもしれない。

            　別れ話を切り出されると勘づいたから、事前に花を用意した。

            「でも、それに応じるわけにはいかなかったおっさんは、梔子を殺した」

            　そして処分に困った鳳仙花を撒いた。まるで最初からそのために用意してたみたいに。

            　久木田さんは葵の推理に一切、何も言わなかった。まっすぐ彼女を見つめたまま、続きを待つわけでも、反論をするわけでもなかった。

            　その緊張感と沈黙は、久木田さんがふっと笑ったことで破られた。

            「すごいもんだな、葵。確かにその妄想なら、犯人は部外者で、しかも校舎へ侵入できた。いいぞ、認めてやる。だがな」

            　そこで言葉を区切って、また笑った。

            「どうしてそれが俺だといえる？　その証拠がなければ、やっぱり妄想で終わりだな」

            　本当に二時間ドラマみたいなセリフだったけど、間違いなくその通りだった。

            　葵の推理は今のところ、状況を整理しただけ。それは全部、筋が通ってる。でもそこに証拠がない。推理があたっていても、それを久木田さんだと証明できてない。

            　そこで私は、葵が拳を握りしめていることに気づいた。あまりにも力を籠めすぎていて、ぷるぷると震えている。

            　彼女は耐えていた。必死に、父親代わりの人を糾弾するのを。

            　私はその手を、そっと包んだ。これくらいしか、できなかった。

            「……なんで、知ってた？」

            「何の話だ？」

            「私が一匹狼だって、なんで知ってたんだよっ！」

            　葵の悲痛な叫びが、礼拝堂に轟いた。

            　それを聞いても久木田さんは呆然とするだけだったけど、間をおいて、眼を大きく開いた。そして「あ」と声を漏らし、ほぼ同じ瞬間、私も葵が何を言いたいのかわかった。

            　あのカフェだ。私が久木田さんと葵の話を盗み聞きしてたときに、彼は確かに言っていた。話題が桜戦争だとわかった葵に対して、こう口にしていた。

            『どうもあの話になると、ほかの生徒は口ごもるからな。お前は一匹狼だし、そういう遠慮はしないだろ』

            　確かにあのとき、彼は葵に対して『一匹狼』だと言っていた。

            「知るわけないだろ！　おっさんとは高校に入ってから初めて会ったんだ！　おっさんがこいつから私のことを聞き出したのは木曜日！　しかもそれもクラスメイトってことだけ！　おっさんが私に声をかけてきたのが金曜日！　いつどうやって、誰から私が一匹狼って聞いたんだよ！」

            　続けざまに大声をあげる葵。久木田さんを糾弾するというよりも、折れてしまいそうな自分を奮い立たせるようにも見えた。

            「聞いてたんだろっ！　梔子から私のことをっ！　だから知ってたんだっ！」

            　葵と梔子さんは、少しとはいえ知り合いだった。だから梔子さんなら葵がそういう性格だって知ってたはず。

            　初めて事情聴取をされたとき、久木田さんは『知り合いの子がこの学校にいると聞いている』って言っていた。あの段階じゃ葵が一匹狼だって知ってるはずがない。

            　そう、あれが演技じゃなければ。

            「……お、お前の性格からしてそうじゃないかと思った、だけだ」

            　さっきの笑みはもうなかった。自分が言ってることが苦しいと自覚しながらも、そう言うしかない彼は、とても見苦しかった。

            「そんなのは、状況証拠だ……何の意味もない！」

            　久木田さんのしどろもどろの抵抗を、葵は眼を尖らせながらも、とても悲しそうに見ていた。

            　そして、私にしか聞こえないような小さな声で「もう、やだ」と呟きながらも、ポケットに手をいれると、何か取り出した。

            　そして手のひらを広げて、彼にそれを見せた。

            　葵の手のひらには、赤い鳳仙花の花が乗っていた。

            　私があの日見たのと同じような花だけど、だいぶしおれてしまっている。

            「これ、この前の土曜に街の花屋で買ってきた」

            「…………」

            「鳳仙花をわざわざ自分で育てるわけないよね？　梔子はお店で買ったと思う。でも、たった二日でこんなにしおれちゃった。こんな花、渡すわけない。私がお店で花を買ったら、鉢でくれたよ。梔子もそうされたはず」

            「…………」

            「梔子は、それをそのままおっさんに渡したんじゃない？　でも現場には花しか残ってなかった。葉の部分の茎もなかった。持って帰ったんだよね？　あいつの所持品だって証拠が出るかもしれないから」

            　花だけ残していった理由はなんとなくわかる。梔子さんの服についたであろう、鳳仙花の花粉を恐れたんだ。

            　花粉だけあって、花がないと『犯人が持ち帰った』と推理される。だから、いっそのこと、花はすべて池にまいた。

            「作業着とか鉢は、もう処分はしてるだろうけど……あの朝はこの人が予想より早く梔子を見つけて、おっさんもすぐ現場に駆けつけることになった。だから処分する前に、一度持ち帰ったんじゃない？　そうだとすると、残っちゃってるよ……おっさんの家に――鳳仙花の花粉が」

            　たとえ花がそこから消えても、肉眼では見えないそれは確かに残っているはず。

            　それは花がそこに在ったという、何よりの証明。

            　きっと、葵の言う通りだ。もう十分だった。警察が久木田さんの家を調べれば、きっと出てくるはずだ。そうなれば、物的証拠も押さえられる。

            　完全に、彼は詰んでいた。

            　久木田さんは俯いていて、表情は窺えない。ただ、反論も抵抗もない。それが何よりも雄弁に、葵の推理が妄想なんかじゃないってことを語っていた。

            　葵は眉を八の字にしながら、もう拳を握りしめるのをやめていた。

            「……おっさん、お願いだから、自首し――」

            　葵のお願いは最後まで続けられることはなかった。いつの間にか顔を上げた久木田さんが、ニヤッと笑っていた。

            　葵に、拳銃を向けて。

            「――葵っ！」

            　私が叫ぶと同時に、銃声が響いた。

            　

            　６

            　

            　葵に飛び掛かって彼女を押し倒すと、勢いよく床に転がった。

            　葵はまだ何が起きたかをちゃんと理解できていないようで、私の下敷きになりながら、唖然としていた。私としては、なんとか彼女が無事でいてくれて本当に良かった。

            　そう安堵すると同時に、左肩の激痛に顔をしかめた。

            「ちょ……ちょっと！」

            　葵が私の状況に気づいて、そう叫んだ。

            　彼女をなんとか久木田さんの銃から守ってはみたものの、映画みたいにうまくいかなくて、銃弾は私の肩をかすめていた。制服が破れ、そこから出血している。

            　かすっただけだから大けがじゃないけど、とても痛い。

            「だ、大丈夫、大丈夫だから」

            　そう強がって、葵を落ち着かせる。なんとか顔に痛みを出さないように心掛けるけど、葵は動揺したままだった。

            「全く……本当によく邪魔をしてくれるな、染井君は」

            　倒れこむ私たちに、ゆっくりとした足取りで久木田さんが近づいてきた。

            　恐怖のせいで私たちは動くことができず、彼を待っている形になってしまった。

            「最初だって、もう少し発見が遅れるものだと思っていたし、桜戦争だって適当に終わらせてくれればよかったものを……」

            　久木田さんは私たちの前で止まると、また銃口を向けた。今度は、私の額に。

            「本当は誰より君を殺してやりたかったよ。葵がいたから我慢したが」

            「……それがあなたの、本性ですか」

            　銃口の向こうにある久木田さんの表情は、氷のように冷たいものだった。さきほどまでの演技も、いつもの明るさもない。ただ無慈悲に、私に銃を突き付けていた。

            「お、おっさん！　何してるんだよ！」

            「お前もお前だぞ、葵。おとなしく桜戦争だと思ってくれていればよかったものを……。しょせん、ガキの政治ごっこか。利用するのを間違えたな」

            「ふざけんなっ！　これ以上はやめろよっ！」

            「これ以上？　何を言っている。俺はまだ、目的を達成していないんだぞ」

            　その言葉に私と葵に衝撃が走る。

            　まだ？　目的？　

            　久木田さんは一体、何を言っているの。

            「葵、お前の推理はさすがだった。むかつくくらいにな。ただ、お前は間違ってる」

            「なに？」

            「俺と梔子が付き合っていた？　バカを言うな。あんなガキに興味はない。向こうは本気だったかもしれないが、俺は利用させてもらっただけだ」

            　それは葵の推理の根幹だったのに、久木田さんは冷笑しながらあっさりと否定した。

            「あいつは俺にとっては道具だったんだ。それを、別れるなら関係をばらすとまで言ってきやがった……クソガキがっ！」

            　その怒りを思い出したのか、顔を真っ赤にして、ここにはいない梔子さんに怒鳴った。

            　彼は自分が殺した少女に、一切の罪悪感を持っていなかった……。

            「目的に、道具？　おっさん、なに言ってるんだよ」

            「まだわからないのか？　鈍い奴め」

            最悪なことに、この件に関しては、葵より私の方が先に気づいてしまった。

            　葵を見て、久木田さんを見る。そうか、そうだ。

            　視界がぶれる。信じられない……。この人は、最低だ。

            「おや？　染井君の方が先に気付いたか」

            　彼が「くくっ」とのどを鳴らした。もう、その何もかもが、不快だった。

            「……あなたは、人としても、男性としても、最低です」

            　銃口を向けられながらも、その言葉を真正面からぶつけた。

            殺されたっていい。

            　言ってやらないと、気がすまない。

            「言ってくれるな、ガキが」

            「ね、ねえ……何、言ってるわけ？」

            　いまだに私たちが何を話しているか理解できない葵が、私の腕を掴んで、何かに怯えるようにそう訊いてきた。

            　口を開けても、言葉が出ない。言いたくなかった。でも、葵の震える瞳に映る自分が、あなたが言わなきゃだめだと警告していた。

            「葵……」

            　唇をぎゅっと噛みしめたあと、彼女をこれ以上動揺させないように距離を縮めた。

            「この人の本当の狙いは……あなた」

            「――――っ」

            「この人は、あなたに近づくために、梔子さんを利用したの……」

            　葵の顔が固まった。震えていた瞳も止まって、息さえ、していないように見えた。

            　私の言葉を理解して、徐々に青ざめていく。

            「そうだ。俺はお前に近づくため、梔子を利用した。あいつは頻繁に外出していてな、そこで知り合ったんだ。俺は昔から、お前が欲しかったんだ、葵。だが親戚連中が、お前をここに閉じ込めて近づけなくなった。どうしようかと思っていた時に、あいつと知り合ったよ」

            　聞いてもいないのに、彼はなぜか誇らしげに語りだした。

            「使えると思った。こいつを利用して、お前とコンタクトをとろうとしたんだ。ただ、まずは高校でお前がどんなやつか、調べる必要があった。いきなり養子にしてやると言っても、お前の性格からして素直に従うとは思えない。何かにつけこもうとして、あいつに探らせたよ」

            「……それで梔子は、私に話しかけてきたんだ」

            「そうだ。ただ、一向にどうつけこもうか決まらなかった。男ってのは、告白には入念に準備する生き物なんだ」

            「……勝手なことをっ」

            　そんなのは告白なんかじゃない。葵を欲しがっているのだって、きっとただの下心。

            　ましてやそのために、ほかの女の子を利用するなんて……。

            「そんな中、梔子が本気になり始めているのがわかった。面倒だと思ったよ。あんなガキには興味がなかったんだ。だが……使えるかもなとも思った」

            「え？」

            「こいつを校内で殺せば、俺はもうコソコソせず学校に入れて、お前に直接会えるだろ」

            「あなたって人はっ！」

            　刑事が私利私欲のために殺人事件を起こして、その捜査を利用するなんて。それも女の子に近づくためだけに。

            　ありえない。最低だし、人でなしだし、もう……けだものでしかない。

            「賭けたんだ。あいつが俺の別れ話に素直にのるかどうか。結果、殺すことになったが、それでもよかった。おかげで俺は、お前に近づけたんだから」

            　今度は銃口をまだショックで青ざめている葵に向けて、彼は会心の笑みを浮かべた。

            「さあ、葵。俺と一緒に来い。こうなったら、お前と逃げる」

            「……バカですか。さっきの銃声で、もうここには人が来ますよ」

            「来ないさ。警備も、ほかの警官も事前に追い払ってる。ここには誰も助けに来ない」

            　奥歯を噛みしめる。きっと、この人の立場ならそれも簡単だったんだ。へらへらと笑う顔が、ぶん殴ってやりたいほどに憎い。

            「……嫌だ。ゼッタイ、やだ」

            　震える唇で葵が、首を振りながらそう拒絶した。当たり前だ、こんな人と一緒になんて、絶対にありえない。

            「そうか？　なら――」

            　葵に向いていた銃口が、また私に戻ってくる。今度は銃口がぴたりと額に当たって、鉄の冷たさが伝わってきた。

            　そして、彼が少しだけ引き金をひくのがわかった。

            「お、おいっ！　おっさん、やめろっ！」

            「葵！　大好きなお姉ちゃんを殺されたくなかったら、俺と一緒に来い！　じゃないと、撃つぞっ！」

            　葵と久木田さんの大声を聞きながらも、私は銃口の向こうにいた彼を睨んでいた。

            　こんな人に、怯えない。

            こんな人に、負けない。

            　こんな人に……葵を、渡さない。

            「なんだよ、その眼は。くそ、生意気な」

            　私はもうどうなってもいい。だけど、せめて葵だけは助けたい。ただ傷も痛いし、私一人じゃこの人を止めることはできない。

            　誰か、誰か――。

            　

            「姫に近づくなよ、ゲス」

            　

            　この学校で一番聞き慣れた、誰よりも頼りがいのある声がした。

            　次の瞬間、久木田さんの後ろに誰かがいることに気づいた。彼も私に少し遅れてそれに反応し、素早く体を反転させる。

            　そこにいたのは、とても綺麗な態勢で竹刀を振り下ろそうとしていた凪だった。

            　私の目ではとらえることが難しいほど早く振り下ろされた竹刀を、久木田さんが横に転がるようにしながら避けると、竹刀が身廊を叩く衝撃音が走った。

            「ちっ、逃した！」

            　悔しがる凪。そんな彼女の後ろから、小柄な人影が飛び出してきた。

            「お姉さまっ！」

            　血相を変えた楓が、倒れこんでいた私と葵のもとに駆け寄ってきて、私の肩の傷を見ると「ああっ」と泣きそうな声をあげた。

            「大丈夫ですかっ！　すぐに手当てをっ！」

            　その場に膝をついて、彼女はポケットから純白のハンカチを取り出すと、それを私の傷口にあてた。痛かったけれど、綺麗だったそのハンカチが赤色に染まっていくのと、それを気にも留めないでいる楓の焦燥した顔を見ると、申し訳なくて何も言えなかった。

            　久木田さんは突然の襲撃に驚きながらも、凪に銃口を向けて、ゆっくりと立ち上がる。

            　凪はそんな彼に怯むこともなく、すかさず盾になるように私たちの前に立ちふさがった。

            「ごめん、遅れた」

            　背中越しに凪がそう謝ってきてくれたけど、とんでもなかった。何よりどうして彼女がここにいるのかわからなくて困惑していた。

            「楓ちゃんがね、君が寮から飛び出して行って帰ってこないって僕の部屋に駆け込んできたんだ。それがちょっとした騒ぎになってね」

            　楓はハンカチを私の肩にあてながら、小さく「ごめんなさい……」と謝ってきた。

            「……最初は知らないよって、思ったんだけど、あいつに、弥江に言われた」

            「弥江さん？」

            「君が何をしたかったのかを教えられた。ナイト様ならわかってあげるべきだなんて、偉そうに言われて……悔しかったよ。でも、言い返せなかった」

            　まさか弥江さんが、あのことを凪に話すなんて思ってもいなかった。今日の昼間に「敵失だから話さない」って言っていたところなのに。

            　凪が「だから！」と力強く言って、竹刀の先を久木田さんに向けた。

            「君を守るって約束は、絶対に果たすよ」

            　銃を持った屈強な男性が相手だっていうのに、彼女は一切、怖がっていなかった。

            　久木田さんは邪魔が入ったことが許せないらしく、目じりを険しく吊り上げて怒っていた。

            「大人に竹刀を振り上げるなんて、教育がなってねえ学校だ」

            「人には見えなかったんだよ、ゲス」

            「お嬢様学校の生徒が言う言葉かよ」

            「ごあいにく様。生粋の市民派なんだよ」

            　口喧嘩では引けをとらなかった凪だけど、この状況はどう考えてもよくなかった。

            　凪は剣道の腕はすごいけど、それは学生レベルの話だし、何より相手は銃だ。たとえ私たちを庇えたとしても、凪が無事じゃすまない。

            　それをわかっていて、久木田さんは薄ら笑いを浮かべていた。

            「剣じゃ銃には勝てねえぞ、竜馬も言ってただろ」

            「……やってみなきゃわかんない」　

            「バカが。そこをどけ。俺が欲しいのは葵だけだ」

            　急に、礼拝堂内にフラッシュがたかれた。同時にパシャッというシャッター音もする。

            　全員が音のした礼拝堂の端に目をやると、いつも首からさげていたカメラを構えた松羽さんが、こんな状況にも関わらず写真を撮っていた。

            「剣より銃より、ペンが強いんだ。知らないのか？」

            　またシャッターを押すと、彼女は愉快そうに笑った。

            「この写真は父に売りつけよう。いい値段がつきそうだ」

            　証拠写真が撮れたことに満足したのか、彼女はカメラを構えるのをやめて、いつも通り首からさげた。

            「さて、証拠も撮れた。そこまでにしとけ。この人数だ、逃げ切れるか？」

            　また現れた乱入者だったけど、久木田さんは銃は凪に向けたままで、松羽さんを睨んだ。

            「お前か。報道機関に圧力かけてた非常識なガキは」

            「感謝しろよ。犯人にとっちゃありがたいことだっただろ」

            　どうして皆、こんな怖い相手を目の前にして、いつも通りに振舞えるんだろうか。私の周りにいた子たちは、すごいだなんて、こんなときに思ってしまった。

            「……逃げれるな。人質さえとれば、余裕だ」

            「だから、姫たちには近づけないって言ってるだろ」

            「粋がるな、ガキ。まずは一番邪魔そうなお前から、殺してやる！」

            　彼が引き金に指をかけた。

            　ただ、今度は銃声は鳴らなかった。代わりに、何かがはじかれる音がすると同時に、私と葵の前に、大きく鈍い音をたてて、黒い物体が落ちてきた。

            　さっきまで久木田さんの手にあった銃が、くるくると回っていた。

            　どういうわけかわからなくて困惑していると、次の瞬間、獣の咆哮みたいな久木田さんの叫び声が礼拝堂内に響いた。

            　彼は自分の手を抑えながら膝をついていた。

            　さっきまで銃が握られていた手を見る。すると、その掌には弓道で使われる矢が貫いていた。

            「弓を引くのは久しぶりだったのだけど、うまくいったようね」

            　扉の方からとても優美な、余裕のある声がした。

            　弓を手にした竈山さんが、悠然と歩きながら礼拝堂内に入ってきた。そして痛がっている久木田さんに、まるでゴミを見るような視線を向けると冷笑した。

            「卑賎が。蓮の借りは、これではすまないわよ」

            　手から血が滴り落ちている久木田さんは、痛みに震えながらも、竈山さんを睨んでいたけど、彼女はそれに一切、怯えていなかった。

            　剣舞さんのためにも、そんなことできるはずがないんだと思う。

            「これで終わりだな。銃はもうないぞ」

            　一挙に有利となった凪が一歩、彼に詰め寄る。武器もなく、けがをした彼が竹刀を持った凪に勝てるはずがない。

            「――くそがぁぁぁぁっ！」

            　彼は矢が刺さったままの手を庇いながら、立ち上がって、入口に向かって走り出した。

            　目的達成が無理と悟ったらしく、逃げるようだ。

            　巨体を揺らしながら「どけぇぇぇ！」と叫ぶと、入口を塞いでいた竈山さんは、ダンスでもするように彼を避け、道をあけた。

            　そして、彼が入り口に到着した瞬間に、すべては終わった。

            「そこまでです！」

            　礼拝堂を囲むように待機していた警官たちと、その先頭に立つ葉山さんが拳銃を突きつけて久木田さんを迎えうった。

            　いつもとは違う彼女の迫力と、集まっていた警官たちに驚き、久木田さんがそこで足を止めた。

            「ば、ばかな。お、お前ら……どうして」

            　その光景に、彼はしどろもどろの声で戸惑っていた。そんな彼を無視して、葉山さんをはじめとする警官たちは銃を構えたまま、彼に一歩詰め寄った。

            「お前がどんな命令をしたところで、無意味。知らないの？　ここはお嬢様学校なのよ」

            　警官たちの間から、一人の女生徒が出てくる。

            　威風堂々とした立ち振る舞いは、まるで大統領みたいだ。ご自慢の黒い長髪を、さらっとかきあげると、立ちすくんでいる久木田さんを一瞥した。

            「政治家の娘をなめないで」

            　弥江さんのその一言で、彼女がどんな力を使ったのかわかった。なんて、非常識。だけど今はそれがとても頼もしかった。

            　呆けていた葵が少し起き上がった。そして、もう逃げ場のない久木田さんの背中に向けて、彼には聞こえないであろう声音で、別れを告げた。

            「バイバイ、おっさん」

            　葵の言葉を合図にしたかのように、一気に警官たちが久木田さんを確保した。叫びながら、巨体を駆使して抵抗していた彼であったが、そんなことで逃げられるわけがなかった。

            　最後まで、葵の名前を呼び続けながら、力づくで連行されていった。

            　静けさを取り戻した礼拝堂には、学生だけが残された。その全員が私と葵のところへと集まってくる。

            「姫、ケガは」

            　もう必要なくなった竹刀を手放して、凪が私の顔を覗き込んできた。

            「……だ、大丈夫。楓が手当てをしてくれているから」

            　痛みはあるが、もうそれに慣れてきていた。

            「お姉さま、無理をなさらないでくださいね……」

            　楓がいまだに焦燥した顔つきでそう念を押してくるので、素直に「ええ」と応えた。

            「医者なら小町が手配しているはずだよ」

            　松羽さんがまた写真を撮りながら、そう説明してくれた。きっと、弥江さんの命令だろう。

            「弥江、あの男がしたケガについては、適当に誤魔化しておいて」

            　とんでもない要求なのに、竈山さんはまるで「ノートを貸して」というくらいの感覚で弥江さんに頼んでいた。そしてそれに対して、弥江さんも頷き一つで応じていた。

            　そんな弥江さんは私の前にしゃがみ込むと、血に染まったハンカチを見て、ため息を吐いた。そして、私の目をまっすぐと見て小さく笑った。

            「痛みは顔に出ないんですね」

            「……政治家になれそうですか？」

            　嫌みにそんな冗談を返してみたけど、「いいえ」と否定された。

            「ならない方が、あなた自身のためでしょう」

            　それがどういう意味を持つのか、私は理解できなかった。ただなぜか、彼女が言うなら、そうなのかもと思えるくらいに説得力があった。

            「あ、あのさ……」

            　ずっと私が被さっていた葵が、遠慮した声をあげて、顔を赤くしながら私の胸をぽんぽんと叩いた。

            「は、恥ずかしい……」

            　そう言われて初めて、未だに私が葵に抱きついているような体勢だったことを思い出した。

            　それを全員に見られていることを意識した瞬間、私も一気に紅潮した。

            「ご、ごめんなさいっ」

            　急いで彼女からどくと、彼女はゆっくりと半身を起こして、さっき久木田さんが連行されていった場所を見つめた。

            「……大丈夫？」

            「うん。おっさんの目的には驚いたけど、おっさんが犯人だって気づいたときよりは、ずっとマシだから」

            　葵がどのタイミングでその事実に気づいたのか、私にはわからない。

            　だけど、その時の葵の気持ちは、もっとわからない。きっと、一生。

            　心の中はぼろぼろに決まっているのに、それでも葵は気丈に笑ってくれた。

            「事件は、終わったよ」

            　今思うと、彼女に『嵐が来る』と言われたのが遠い昔に思える。たった二週間前なのに。

            　その事実がただ嬉しく、笑みが零れる。

            　私がそんな感傷に慕っていると、パンパンと松羽さんが手を叩いた。

            「さて、事件は終わったが、まだ終わってないこともある。これだけ役員が集まっているから提案するが、今晩の件は緊急会議を開催すべき事案だ。それに、私たちには他にも話さないといけないこともあるだろ。ただ、緊急会議を開催できる会長が空席だ。全員が声をかけあうしかない。皆はどう思う？」

            「賛成」

            　信じられないことに、あの竈山さんと凪が声を揃えた。

            　松羽さんが弥江さんに目をやると、彼女は踵を返して身廊を進み始めた。

            「では、この場にいない華族派には私から声をかけておきます。なので、残りの人たちにはお願いしますよ――染井会長」

            　もう失った役職をつけて私を呼んだ彼女は、振り向くこともなく礼拝堂から出て行った。

            　彼女には、事件が解決したら私がどうしたいのかを伝えていたのに、そう呼んでくれたということは……。

            　半年遅れになってしまったけど、あの時に彼女からもらえなかった承認を、やっと受け取れたんだろう。

            　長かった嵐が、ようやく過ぎ去ったんだ。

            　

            　７

            　

        
        



            《第三週目・木曜日》

            　

            「再任、おめでとう」

            　葵の部屋に入ったら、顔を見るなりそう祝ってもらえた。

            「なんだか葵に言われるのは新鮮ね」

            　葵は自分のベッドに腰かけていたので、私もその隣に座った。

            　あの夜が終わってから三日。今日の放課後になって、ようやく松羽さんの提案通りに緊急役員会議が開催された。

            事件についての報告が終わったあと、議題は桜戦争に戻り、そして空席の生徒会長をどうするかとなった。

            　私は前回の会議でしたことを謝罪して、もう一度立候補させてほしいと申し入れた。

            　全会一致で、私の再任が決定された。反発はなかった。

            　これも怒っていた市民派を説得してくれた凪と、華族派の運動を止めてくれた弥江さんのおかげだった。

            『あの時は相応しくないと思ったけど、今はそうではないので』

            　弥江さんは会議でそう発言してくれた。それが真意かどうかわからない。でも、これで本当の意味で桜戦争は終結した。

            すべての発端ともいえる、私と弥江さんのわだかまりについても。

            　だから、私も今度は心からお願いした。副会長になって助けてほしいと。

            『もちろん』　

            　それが弥江さんの返答だった。

            　元の鞘に収まったといえば、それまでの話かもしれない。でも、私からすれば全然違う。これからは彼女と一緒にやりたいことがある。

            　桜戦争で真っ二つになった校内の秩序も、やはり私たちの手で直さないといけない。

            　でもそれを、今は少し楽しみに思っている。

            「ま、あんたにはそういう固い役職が似合ってるから、いいと思うよ」

            「なんだか他意を感じるけど、まあいいわ」

            　視線を彼女の足元に落とすと、大きなキャリーケースが広げられていた。ブラウンのそれには半分ほど、葵の衣服が詰められていた。

            　まだ途中だということがよくわかる。

            「……退学を申し出たそうね」

            「うん。もう学園長にも退学届けを渡した。やっぱり、私は不幸体質だからさ」

            　葵はキャリーケースを見つめながら、そう自嘲した。

            「おっさんの目的が私……まさかこの学校まで、こんなことになるとは思わなかった。あんたも含めて、大変な思いをさせちゃった」

            「葵のせいじゃないわ」

            「そういう問題じゃ、ないよ。二度と嵐が来ないって保証もできない。もう、ここにはいられない」

            　事件の詳細についてはもう全校生徒が知っている。久木田さんの犯行動機も、それに伴って葵の過去も。でも誰一人、彼女を責める人なんかいない。誰もが、一番辛いのが誰かわかっていた。

            「もうあんたが苦しんでる顔を見るのも嫌だし、生徒会長様に迷惑かけたら怖いから」

            　明らかに強がって、彼女はそう笑った。その空元気が、心に刺さる。

            「……この後は、どうするの？」

            「とりあえず、どっかで働けるところを見つける。葉山さんが色々相談に乗ってくれてるんだよね」

            　葉山さんが力になってくれているとは言え、まだ先行きは不透明みたいだ。

            「……そう。ところで葵、これが何かわかる？」

            　私はスカートのポケットから、四つ折りにされた用紙を取り出して彼女に見せた。

            　葵は最初、それが何かわかっていなかったけど、その正体に気づくと「あ」と声を漏らした。

            「これ、私の退学届じゃんか」

            「そう。この学校、退学には生徒会長の許可がいるのよ」

            「そうなんだ、じゃあ」

            　葵が言葉を続ける前に、私はその紙を、容赦なく二つに裂いた。

            　私の行動に葵が目を点にしている間、さらにその紙を破き続け、紙くずにした。

            「ですから――許可しません」

            　とても事務的な声で、そう告げた。葵はバラバラになった退学届を見つめて「え」とか「は」とか、そんな声しか出せていなかった。

            「な、なんでだよっ。私がしたいって言ってるんだぞっ」

            「理由が曖昧だから。なんですか不幸体質って。非科学的よ」

            「急にそんなこと言い出すのは卑怯じゃんかっ」

            「いいえ、生徒会長としてとても冷静な判断だと自負しております」

            「今日再任されたばっかりのくせにっ」

            「良かったわね。これが初仕事よ」

            「何がいいんだよ」

            　こんなやりとりをしていると、事件の前に戻ったみたいで、懐かしくなる。

            　全然納得をしていない葵の手に、そっと自分の手をのせる。

            「白根葵、生徒会長権限であなたの退学を認めません。そして――これは命令です、一緒に卒業しましょう」

            　葵だって、どうして私がこんな強引な手段をとっているか、わかってくれている。だからこそ、色々言いつつも、本気で怒ったりはしていない。

            　ただ俯いて、相変わらず素直になれないでいるだけ。

            「……退学はともかく、卒業まで生徒会長が命じられるわけ？」

            「ああ、これは『姉として』よ」

            　もう事件は終わった。私にとっての葵は、頼れる探偵さんから、ただの世話がやけるクラスメイトで、妹に戻っている。言い負けるわけない。

            「……また、迷惑かけても、いいわけ」

            　そんな弱音を、私は「大丈夫よ」と即座に振り払った。

            「そしたら私が……いいえ、私たちがなんとかする。そのための、私たちだから」

            「……ついこの間まで、戦争してたくせに」

            　そんな愚痴を漏らす葵を、私はそっと胸に抱きよせた。

            温かい体温に、ほのかにするシャンプーの香り。

            「葵、卒業したら、一緒に暮らしましょう」

            「――は？」

            　胸の中で彼女が驚きの声をあげるけど、声が籠っている。

            「お母さんたちも葵と一緒なら反対しないと思うわ」

            「いやいや、そういう問題じゃない！　あんたは大学に行くんだろ！」

            「一緒の大学に行けばいいのよ」

            「私、あんたほど成績良くないって！」

            「勉強は教えるわ。どうせ楓に毎晩教えているし、今度からは凪もそれに入るから、あなたも一緒に。四人ですればはかどるわ」

            「いやいや！　てか、そもそもお金ないし！」

            「お金がなくても進学する方法はいくつかあるの。私も手伝うから。それに弥江さんと竈山さんが、葵のためなら手を貸すとも言ってくれていたわ」

            「非常識！　なんだよそれ！」

            「あと松羽さんが、取材が終わってないから退学なんて許さないって」

            「ああもうっ！」

            　胸の中で葵が、どうしていいかわからないって言うように叫んだ。

            　それがおかしくて、また笑ってしまう。

            　皆、わかってるんだ。あの事件が誰のおかげで解決したかを。だから、葵だけが不幸になるなんて絶対に許さない。私だって、そう。

            　もう、逃がすものか。

            　離れ離れだった十年間。彼女が一番辛いときに、傍にいてあげられなかった。そのことを悔やんだ。だから、もう同じことはしない。今度は傍にいる。

            　たとえ彼女が嫌がったとしても、絶対に彼女からはなれない。

            「……どうなっても、知らないから」

            　諦めた葵が胸の中で、精一杯の強がりをみせた。ただ、見逃さない。その顔が真っ赤なことも、それがどういう感情からくるものなのかも。

            「ええ――」

            　今度は、私の番。

            　葵は全力で、あの事件が私のせいじゃないってことを証明してくれた。そのせいで彼女自身が傷ついたのに、あのときの約束を果たしてくれた。

            　だから、今度は私が証明する。

            　葵は不幸体質なんかじゃない。そのことを証明してみせる。彼女と一緒に過ごすことで、私と彼女が幸せになったら証明できる。だから――。

            　十年の距離を埋めるように、これからずっと傍にいられるように、彼女をさらに強く抱きしめた。

            「――お姉ちゃんに、任せなさい」

            　

            


    

    
        エピローグ

        　

        拝啓　久留間百合様

        　

        　ご無沙汰しております。お元気でしょうか？

        　なんて書きましたが、百合様が元気じゃないところなんて見たことがないので、心配しておりません。

        海外留学に行かれてから、連絡が取りにくくなっているそうで、この手紙も届くか心配しております。もしお読みいただけたのなら、ほかの手紙にも返信してあげてください。

        　さて、この度、このように手紙を書かせていただいたのには理由があります。

        　まず、この春で私たちは無事、卒業することができました。三年間、寝食を共にした親友たちとの別れが、あれほど辛いとは思いませんでした。

        　去年の卒業式では百合様がスラスラと生徒代表の挨拶をされていたのに、マネはできませんでした。

        　しかし今生の別れではありません。あれほどの絆で結ばれたのですから。

        　一年間、生徒会長を務めました。百合様に『学園を任せた』と命じられ、途中、挫折もありましたが、なんとかそれを果たせたと自負しております。

        私たちができなかったことは後輩たちが果たしてくれるでしょう。

        　ところで……去年、百合様も同じ気持ちだったのでしょうか？

        　私と弥江さんをわざと喧嘩させるようなことをしたのは、そのためだったんですか？

        　あの学校には市民派と華族派がありました。対立はいずれなくす必要がありましたが、具体的な手立てはありませんでした。

        そこで百合様は、地を固めるために雨を降らしたんじゃないですか？

        私と弥江さんという雨を。

        　一度本気で双方がぶつかれば、お互いが何を不満に思っていて、どうしたらいいかも見えてくる。そのために私を会長に指名されたんじゃないでしょうか？

        　そうすれば弥江さんがどうするか、二年間一緒に過ごされた百合様なら想像できたはずです。

        　私と弥江さんの喧嘩を、校内では『桜戦争』などと呼びました（雨どころではなく、嵐でした）。

        百合様はこの『桜戦争』を起こすために私を指名した……。そう考えると、意外としっくりきました。

        　百合様は弥江さんを裏切ってなどいなくて、むしろ信頼していた。だからこそ、辛い目に合わせても、それを乗り越えてくれると信じていたんじゃないですか？　

        そしてそれを利用されたんですよね。

        　弥江さんの性格や出自なら、間違いなく華族派をまとめられます。

        　逆に私には人気者の凪が隣にいましたし、それに加え『市民派初の生徒会長』という肩書きを与えたら、市民派をまとめられると考えた。

        　……などと書いてみましたが、これは私の想像です。この春より一緒に暮らすことになった子がこういう推理が得意で、影響されたのかもしれません。

        　ただ、この考えに弥江さんは納得してくれました。そして『帰ってきたら殴ってやる』と言っていたので、帰国される際は覚悟しておいた方がよさそうです（私もまったく同じ気持ちなので、二発です）。

        　ですが、もしこの通りなら、私たち二人は紆余曲折ありながらも、百合様の期待に応えられたと思っています。二人でたくさんのことができました。きっと、色々あったからです（細かいことは長くなるので、帰ってきたらお話します）。

        　百合様のおかげで大変な目にあうと同時に、素晴らしい、かけがえのない一年を過ごすことができました。

        　私を生徒会長に指名していただき、本当にありがとうございました。

        　あの時は形式上でしか口にできませんでしたが、今は本当に、心より感謝しております。私は百合様にどれだけお礼を言っても足りません。

        　ですから、帰国を心待ちにしております。お礼はもちろん、他にもお話したいことや、大学のことなどで相談したいこともたくさんあります（願わくは、一年頑張ったのですから、私や弥江さんを褒めてください）。

        　そろそろ便せんが埋まってきましたので、ここで失礼させていただきます。

        　お体にお気をつけて、留学、頑張ってください。

        　

        　

        Ｐ．Ｓ

        　

        　写真を一枚同封しております。卒業式の日に役員全員で撮った記念の一枚です。

        　満開の桜のもと、皆、晴れ渡るような素敵な笑顔でした。

        　

        　

        華月女子高等学校　生徒会長

        染井佳乃

        　

        　

        　

        【完】

        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

        


    

    
        電子書籍特別短編【嵐の前の嵐】

        　

        　

        　楓ちゃんが血相を変えて、部屋に飛び込んできた。
「凪先輩、お姉様を止めてください！」
　勢いそのままに、そうお願いされたけど何が何だかわからなかった。
　そんなよくわからなくて固まってしまった僕の手を取ると、彼女は自分と姫様の部屋まで引っ張っていった。
「……どうしたの、急に」
　そして部屋にいた姫様こと、染井佳乃にそんな随分なご挨拶をされた。ただ、彼女を一目見て楓ちゃんが焦っている理由がわかった。
　姫様は顔を赤くして、息遣いもとても荒く、はぁはぁと呼吸していた。それなのに、いつも通り制服を着て、今から登校しようとしていた。
　思わずため息が出た。
「……何してるんだい、姫」
「決まっている、じゃなぃ。学校に行く……の」
　息遣いが荒いせいで、ちゃんと喋れていない。
　楓ちゃんが、クイクイと僕の制服の袖を引っ張ってくる。
「休んでくださいと言っても、聞いてくださらないんです！」
「楓……あなた、心配はいらないと言った、でしょ」
　彼女はそこまで言うと、盛大に咳き込んだ。苦しそうに体を揺らす姫様に、楓ちゃんが駆け寄って、その背中をさすった。
「どこが心配はいらないって？」
　嫌味っぽくそう質問すると、姫様が赤くなった目で睨んできた。怖くないけどね。
「ちょっと、風邪気味なだけ……」
「ちょっとじゃありませんよ、お姉様」
　いつもは姫様に従順な楓ちゃんが否定してしまうくらいに、彼女は辛そうだった。
　最近は色々、本当に色々とあったから、こうなるのは当然かもしれなかった。
「学校、行く気かい？」
「と、当然よ。き、今日は、会議なんだから……」
　今日は生徒会役員会議があった。もちろん、進行役は生徒会長の彼女だ。

        「あのね姫様、今日は休みなよ。そんな調子じゃ進行なんてできない」
「で、できるわ……」
「できないって。こういうときのために弥江がいるんだ。あいつにやらせればいい」
　あまり乗り気になれないけど、会長が不在なら副会長が替わりをするのが決まりだ。もう桜戦争も終わっているから、文句を言う役員もいない。
「で、でもっ」
　彼女がまだ何か言おうとしたところで、さっきより激しく咳き込んだ。

        　楓ちゃんが心配そうにおろおろとしつつ、また背中をさすっていた。
　その様子を見ながら、僕は腰に手をあててため息をついた。
「……ほんと、頑固だなぁ」
　聞こえないようにそう呟いて、会議の議題が何だったかを思い出す。会議で話される内容は事前に資料が配られていた。
　今日話される議題で、どうしても姫様がいなきゃいけないものはなかったはずだ。
　なら、決まりだ。
「楓ちゃん、君はもう行っていいよ。悪いけど、先生に僕が遅れることと、姫様が休むことを伝えておいてくれ」
　楓ちゃんと姫様が揃って、「え」と僕の方を向いた。
「ちょ、ちょっと凪っ、私は」
「わがままな姫様だな、本当に」
　この後に及んでまだ登校しようとする姫様に、呆れつつ、彼女らしいなと感心もしていた。
　楓ちゃんの頭にぽんと手を乗せて「まかせてよ」と言うと、彼女は僕と姫様を交互に見つめたあと、僕に頭を下げて、駆けるように部屋から出て行った。
　そして二人きりになった部屋では、姫様が僕を睨んでいた。視線が『異議あり』と語っている。
「今日は休んでくれ。そんなに僕らが信用できないかい？」
「そうじゃないわ……。とにかく、私は、行く、の」
　ふらふらとした足取りのくせに無理矢理歩こうとするから、彼女はバランスを崩した。「あ」と声を漏らして、彼女が前方に倒れていく。
　倒れそうになった彼女を、抱きしめるような姿勢で受け止めた。まったく、こうなると思ったよ。
「まだ言うのかい、姫」
「……当然よ」
「聞かん坊め。いい加減にしろ」
　もう優しく宥めるのはやめた。この姫様は、優しい言葉じゃ止まってくれない。
　彼女の膝の裏に手を回して、ひょいと抱き上げた。
「きゃ」
　いわゆる、お姫様だっこ。同級生だっていうのに、姫様はとても軽かった。
　そんな彼女は赤かった顔を、さらに赤くして「ちょっと！」と抗議の声をあげる。相当恥ずかしいようだ。
「お、下ろしてっ」
「駄目。こうでもしないと君は言うことをきかない」
「わ、私は……登校するだけ……ょ」
「うん、わかったから。わがまますぎると、お仕置きされるって教えてあげるよ」
　お姫様だっこをしたまま、彼女をベッドまで連れて行く。その間、彼女は抵抗していたけど、体力が落ちている上に、彼女が体力で僕に勝てるはずもなかった。
　足をばたばたとさせたところで、びくともしないよ。
　そんな彼女をベッドにゆっくりと下ろして、休んでもらうために寝かせた。
「な、凪っ」
「元気になったら怒ってくれていいよ。今日は君のためだ。力尽くでいくからね」
　そう言うと僕は彼女の制服のボタンに手をかけた。それを見た姫様が、またびっくりして、裏返った声をあげる。
「ちょ、ちょっと」
「制服は僕が預かっておくよ。それでも登校できるものならしたらいい」
　僕はにっこりと笑って、そう宣言した。姫様は『うそでしょ』という顔をしていたけど、嘘なわけがない。それくらいしないと、君は止まらないから。
　というわけで、僕は朝から随分と手荒な方法を使い、生徒会長を休ませた。

　２

「珍しいわね」
　姫様が休みとなると、生徒の責任者は副会長になる。だから気乗りじゃなかったけど、僕はそのことを弥江に伝えに行った。
　姫様が病欠だと聞くと、弥江は「あら」と声を漏らしたあと、他人事のようにそう続けた。
「誰かさんが心身に負担をかけたせいだろ」
「同罪の人に言われたくないのだけど」
　頬杖をついて座ったまま、偉そうに反論してくる。苛々するけど、以前ほどじゃない。
　それにその言葉に言い返すことはできなかった。姫様に負担をかけたというのは、弥江の言うとおり、僕もしてしまったことだから。
「とにかく、今日の会議の進行とかは任せたからな。先生方にはもう姫が休みなことは伝えている。何かあったら対応してくれ」
「ええ、一日だけの生徒会長、楽しませてもらうわ」
「代理だよ」
「細かい人」
　今更、そんなことを気にしても仕方ないとは思うけど、譲ってはいけない気がした。
　しかし、改めて桜戦争が終わっていて良かったと思う。もしもあの状況なら、代理とはいえ、弥江に生徒会長権限を預けることなんてできなかった。
　そう考えると、姫様はずっと無理をしていたのかもしれない。やっと緊張の糸が解けたんだろう。
「なら、さっそくその代理の権限を発動させるわ」
「……は？」
　人が安心していたところで、弥江は急にそんな宣言をした。
「い、一体何をするって言うんだよ」
「雪屋さん、あなたも今日の会議は欠席しなさい」
　長い黒髪をファサッとかきあげて、弥江は平然とそう命じてきた。
「おいおい、どういうつもりだよ」
　まさか僕と姫様がいない間にまた何かするつもりかと身構えたけど、弥江は目を細めてため息をついた。
「今日の議題は染井会長とあなたがいなくても問題ないし、何かあれば二人まとめて報告するわよ。今更、何かするだなんて思わないで」
　それは『とても心外だ』とでも言うような態度だった。
　そして自分の手の甲と、そして次は頬を指さした。その意味不明な動作に首を傾げると、彼女は「やっぱり」と呟いた。
「気づいてないのね。ひっかき傷があるわよ」
「うそっ」
　慌てて自分の手の甲を確認すると、確かに薄らとひっかき傷があった。この調子だと、きっと同じようなのが頬にもあるんだろう。
　先生たちへの報告などで忙しかったから、全然気づかなかった。
　焦っている僕を、弥江は余裕のある笑みを浮かべて眺めていた。
「あの染井会長が休めと言われて、素直に従うとは思えないもの。随分と手荒なことをしたんじゃない？」
　何もかもお見通しだと言うような口ぶりが腹立たしい。ただ、何も言い返せなかった。
「あなたのお姫様はきっとご機嫌斜めね。今日は取り繕わないとダメでしょ？　それになにより」
「なんだよ」
　弥江はまた笑って、からかうように忠告してきた。
「今度こそちゃんと守ってあげないと。ね、ナイト様？」

　３

　弥江に言い負かされるなんて、これ以上ない屈辱だった。
　ただ、彼女の言い分が正しくて、反論はできなかった。むしろ、そこまで言われてしまう自分が情けない。
　しかも、その弥江が色々なところに話をつけて、僕の午後の授業を免除してくれた。
　借りが一つできたなんて絶対に思ってやらない。彼女が勝手にやったことだ。
　ただ、どのみち姫様が心配なことに変わりはない。午前の授業が終わると、僕は楓ちゃんに「看病は任せて」と一声かけて寮に戻った。
　いつもそれなりの喧噪に包まれている寮は、平日の昼間だから、ほとんどの生徒がいなくて静まりかえっていた。
　そんな寮の姫様と楓ちゃんの部屋にノックをして入った。
「姫、調子はどうだい？」
　ベッドで寝ている彼女にそう声をかけた。

        　彼女は眠っていなかった。ただ僕の声に反応はしたものの、不機嫌そうに顔を布団で隠した。
　いつになく子どもっぽい動作に苦笑してしまう。
「午後は君の看病をしろって休みにしてもらったよ。弥江って権限を持つと、徹底的に使うタイプだ。ほんと、政治家向きだと思うよ」
　政治家がどんな人たちかなんて知らない。ただ弥江を見ていると『ああいう人たちなんだろうな』と思えてくるから不思議だ。
　僕が両手で持っていた小ぶりな鉄製の鍋の蓋をあけると、おいしそうなおかゆの香りが部屋に広がっていった。
「あと、料理愛好会がおかゆを作ってくれたよ。君にはいつも相談にのってもらってるからって」
　部活でも委員会でもない、愛好会と呼ばれるグループが華月にはいくつか存在している。彼女たちの最終目的は部活になることで、そのためにはハードルがたくさんある。
　姫様はそういう迷える愛好会の相談によくのっている。そんな彼女たちから、今日はさんざん「会長は大丈夫なんですか？」と訊かれた。

        　このおかゆも、その愛好会から帰り際に渡されたものだ。

        「姫、お昼はまだだろう？　食べて、薬を飲まなきゃ」
　返事はない。ただ、香りに反応して体がピクッと動いた。
「布団も力尽くで脱がせようか？」
「なぎっ！」
　そうからかうと、彼女はやっと布団から顔を出してくれた。
「冗談だよ」
　顔はまだ赤いけど、今朝よりずいぶんマシになっている。呼吸も落ち着いていた。やっぱり無理せずに寝るのが一番の薬だ。
　ただ目が少し潤んでいて、そんな目で僕を睨んでいた。
「起きられるかい？　お昼だよ」
「…………」
　ジィーッと何も言わずに睨んでくる。やっぱり、根に持っているらしい。
「今朝はごめんって言えば、食べてくれるかい？」
「……どれだけ、恥ずかしかったと思うのよ」
　今朝のことを思い出して、また顔を赤くして、彼女は俯いた。
　今でこそパジャマ姿だけど、これに着替えさせたときのことを思い出すと、僕も似たような気持ちになる。
「乱暴だったことは謝るから。ほら、食べなよ」
「……覚えてなさい」
「忘れないさ。君のあんな姿はね」
　恨み言はそれで終わりだったようで、彼女はゆっくりと上半身を起き上がらせた。
　そんな彼女の額に手を当てた。わずかに熱い。
「熱は？」
「今朝より下がっていると思うわ」
　喋っていても今朝より辛そうじゃないし、本当によかった。
　僕はお鍋のおかゆを、一緒に持ってきた小さめの器にいれて姫様に渡した。

        　彼女はスプーンでそれを掬って一口食べると、すぐに顔をしかめた。
「熱っ」
　そういえば彼女は猫舌だったことを思い出した。
「ほら、お水」
　用意していた冷たいお水の入ったコップを渡すと、彼女はそれを受け取って、代わりにおかゆのお皿を渡してきた。
　慌てた様子で水を口に含むと、彼女は表情を和らげた。
「……焦って食べるものじゃないわね」
「本調子じゃない証拠だよ」
　僕は受け取ったおかゆを少しだけ掬って、それにフゥフゥと息をかけて冷ました。
「はい、あーん」
　そうスプーンを差し出すと、姫様は驚いていた。

        　ただ僕が意味深に笑うと、はぁとため息をついて、体を少し伸ばすようにしながら、ぱくりとおかゆを食べた。
「……おいしいわ、本当に」
「今度、お礼を言わなきゃね」
　またおかゆを掬うと、同じように冷ましてから彼女に差し出した。彼女は慣れたようにそれをぱくりと食べる。
　なんだか、雛に餌をあげてるみたいだなと思い、笑ってしまった。
「凪、馬鹿にしてるでしょ」
「まさか。やっぱり姫は可愛いなって思っただけだよ」
「……もうっ」
　拗ねてそっぽを向いてしまう仕草も、本当に子どもみたいだ。姫様は弱ると幼くなってしまうらしい。覚えておこう。
　僕も一口だけ食べてみると、確かにとてもおいしかった。優しい味だ。
「うつるわよ」
「君の風邪なら、喜んで受け取るよ」
「あなた、そういうことを他の子にもしているんじゃないでしょうね？」
　疑いのまなざしを向けてくる姫様に、僕は「まさか」とかぶり振った。
「僕の姫様は君だけだよ。ほら、あーん」
　姫様はまだ疑っているようだけど、信じて欲しいな。四六時中、君の側にいるじゃないか。
　彼女はなんだかんだ言いつつ、またおかゆを雛みたいに食べた。
「そういえば」
　ゆっくりとおかゆを味わったあと、彼女はふと切り出した。
「凪に看病されるのは、これで二回目ね」
「……ああ」
　そういえば、そんなこともあった。随分と昔のことのようだ。
　あれは二年生に進級して、少しした頃だったと思う。
　今思えば、あれも嵐みたいな出来事だったな。あの人のおかげで。

　４

　隣の席で姫様が大きなため息をついたので、思わず笑ってしまった。
「凪、怒るわよ」
　棘のある声でそう注意されたけど、仕方ないと思う。
「何回目のため息か、数えてみようか」
「やめてよ。憂鬱になるわ」
　そう言ってまたため息をついた。
　彼女は気落ちしながらも、目の前の資料と向き合い、必死に自分のノートにその詳細を書いていた。僕も同じ作業をしているけど、彼女の半分も進んでいない。　
　こういうのは向いてないんだ。
「憂鬱になりそうなのは僕だよ。もう投げ出したい」
　二年生に進級して三ヶ月。生徒会の役員というポジションにも慣れたけど、この仕事の多さだけは勘弁して欲しい。
　今は全校生徒に向けて実施された『快適な学校生活へ向けての調査』と題されたアンケートの集計をしていた。
　長い名前だけど、要するに『学校生活に不満はありませんか？』という内容だった。
　もちろん、不満はたくさんあるようで、匿名で実施されたアンケートは全校生徒分の不満でいっぱいになっていた。
　そして僕たちはその集計を任されていた。時間は夜の七時を過ぎていて、窓の外はもう真っ暗だった。
「雪屋さん、口より手を動かして。寮に帰ってまでやりたくはないでしょ？　会議は明日よ」
　僕たちと対面するように座っていた弥江が嫌味な口調で忠告してきた。
　彼女もかなりのペースで作業を進めていて、姫様と同じくらいの分量をこなしていた。
「君のお姉さんが仕事を押しつけて帰るのが悪いんだけど」
「否定はしないわ。でも今更ね。あの人は、ああいう人なの」
　口元に微笑を浮かべる弥江は、どこか幸せそうだった。言ったら間違いなく絶縁されるけど、彼女はなかなかのシスコンだ。
　今の生徒会長、久留間百合様。その人こそ、僕たちに仕事を押しつけた張本人だった。ただその当人は少し目を離した隙に、どこかへ消えてしまったけど。
　その百合様は寮では弥江とルームメイトで、彼女たちはこの学校の伝統の一つである擬似姉妹だった。弥江は百合様を『姉様』と呼んで慕っている。
　だから彼女は押しつけられた仕事が理不尽でも、こんな風に澄ましていられる。
「それと染井さん」
「私は手を動かしてますよ」
「それは重々承知してます。むしろ、気落ちしたあなたと同じペースなのが、私としては不服ですから」
　そんなことを姫様に言ってもしょうがないのに、笑みを浮かべながら不満をぶつける弥江の心情がわからなかった。
「そこはもういいのですけど。また、何か嫌味でも言われましたか？」
「……役員だからって調子に乗るなという忠告を受けました」
　そんなことだろうとは思っていた。だから僕ら二人の反応は決まっていた。
　僕は「あー、またか」とぼやき、弥江はクスッと笑った。
「慣れなよ、姫」
「わかってるわ」
「雪屋さんの言うとおりですね。そんな嫌味、無視すればいいんです」
「……私は、弥江さんほど強くありません」
　それは嫌味ではなく、本当に羨望の混じった言葉だった。
　そして弥江もそれを当然のように受け止めていた。
「私も慣れです。それにほとんどの場合、口で攻撃してくる人は、それ以上のことはできません。言わしてあげてる、それくらいの気持ちでいるのがいいでしょう」
　弥江の場合、嫌味を言われる数が僕らの比じゃない。澄ましているけど、それで随分と苦労しているのは知っている。

        　ただ、彼女はそれを受け流せるだけの余裕を身につけていた。姫様はそれが羨ましいようだ。
　二年生ながら生徒会の役員。それはこの学校ではかなり特別な存在だった。だからこそ、同級生や上級生から、いい顔をされない場合が多々ある。
　最初は僕もかなり嫌な思いをしたけど、弥江の言う通り慣れた。ただ、隣で深刻な表情をしている姫様はそうではないようだ。
　未だに眉間にしわを寄せている。そして、こつこつとペン先でノートを叩いていた。
「私は、二人とは違うので、余計にそう思われるんでしょう」
　その自虐に満ちた言葉に、僕と弥江は目を合わせて、なんて言うべきかを探り合った。
　弥江は出自がこのお嬢様学校でもかなり上位だし、なにより生徒会長の妹。一年生の頃から役員になると思われていて、当人も公言していた。
　自慢になるけど、僕の場合は顔だった。中性的な顔立ちのおかげで、校内でかなり人気がある。剣道部が部の意向として『広告塔になれ』と役員にさせられた。
　一応、僕ら二人は周囲を説得できる何かを持っていた。ただ、姫様は違った。
　彼女が役員になったのは、卒業していった一人の先輩からの強い推薦があったからだ。ただ、僕らみたいにわかりやすい何かを持っているわけじゃない。
　だから嫌味を言われる割合が僕らより多いみたいだ。
「……ごめんなさい。嫌な言い方でしたね」
「気にしないでください。ねえ、雪屋さん」
「あ、ああ、そうだよ」
　そうフォローしたものの、姫様の表情は変わらなかった。
　結局、それからは全員が作業のペースを落としてしまったので、残りを寮に持ち帰ることになった。

　５

　翌日、姫様は具合が少し悪そうだった。
　朝起きたところで、ほんのりと頬が赤くて、いつもより動きも鈍っていた。
　僕は彼女と寮で同室だったから、そのことにすぐに気づけた。ただ彼女は弱音一つはかず、当たり前のように制服に着替え始めた。
「姫、調子が悪いなら休んだらどうだい？」
「大げさね、大丈夫よ」
　提案してみたけど、彼女は首を縦には振らず、そのまま登校してしまった。
　確かに彼女はいつも通り振る舞っていて、具合が悪そうだと気づく同級生はいなかった。

        　おそらく、昨晩に遅くまで例の集計作業をしていたせいで、体調を崩してしまったんだと思う。


        「雪屋さん、ちょっと来て」
　ある休み時間、急に弥江に呼び出された。
　そのとき姫様は別のクラスメイトと談笑していたので、僕だけで弥江と話すことになった。
「どうした？」
「作業、終わった？　こちらは大丈夫だけど」
「ああ、こっちも終わってるよ」
　その返事に弥江は満足そうに頷いた後、姫様の方を一瞥して、少し険しい顔つきになった。
「染井さん、具合が悪いの？」
　遠目でそんな判別がつくとは思わなくて、驚いてしまう。
「よくわかるな」
「人の顔色はよく見るようにしているの、将来のために」
　人が感心しているのに、政治家の娘は聞きたくなかった返答をしてきた。
「ちょっと具合が悪いみたいなんだ。当人は大丈夫だって言っているけど」
「会議は休んだら？　あなたと私で大丈夫でしょう」
　弥江の提案は当然僕もしていた。
「ダメだって。自分が出るってきかない。資料も彼女が持ってて、渡してくれないんだ」
「……染井さんって、頑固？」
「相当にね」
　一年生の頃からクラスメイトなので、ああいう性格なのは嫌と言うほど知っている。いくら言っても無駄だ。
　弥江は小さくため息をつくと、僕の胸をぽんと叩いた。
「見ていてあげた方がいいわ。なんだか、危なっかしいもの」
「ああ、わかっているよ」
「敵も多いから、余計にね。気をつけなさい。華族派は、こういうところを見逃さないわ」
　自身も華族派で、そして出自のせいで敵も多い彼女からの警告は胸に刺さった。
　弥江はそんな怖いことを言うだけ言うと、自分のクラスに戻っていった。
　それからも姫様は普段通り振る舞っていたから、具合が悪いということは気づかれなかった。隙を見て「大丈夫かい？」と確認したら、もちろんと返された。
　その声が弱々しかったので、なんとも言えない気持ちになった。
　お昼休みは彼女を無理矢理連れ出した。同級生の前だと無理に頑張っているように見えたから、人目のない生徒会の会議室で昼食をとることにした。

        　お弁当を食べつつ、今日何度目になるかわからない確認をした。
「無理してないかい？」
「……ええ」
「君ってさ、素直じゃないよね」
「これくらい、大丈夫よ。あなたが心配性なだけ」
「そりゃ、姫様のことだからね」
　ちなみに僕が彼女のことを『姫様』と呼ぶのは、遊びじゃない。真剣だ。
　一年生の頃、実は荒んでいた時期があった。そのときに派手に問題を起こしてしまって、かなり危ない立場になってしまったことがある。
　ただ、そのときに助けてくれたのが姫様だった。当時はクラスの委員長という立場だった彼女が、僕を庇って色々と奔走してくれたおかげで、ことなきを得た。
　だから決めている。今度は僕が彼女を守ると。だから、彼女は僕にとっては守らなきゃいけない存在。それが『姫様』の由来。

        　当人には「その呼ばれ方は好きじゃない」と言われているけど、やめるつもりはなかった。
「大丈夫よ」
　姫様はそう繰り返していたけど、昼食に半分しか手をつけていなかった。
　やっぱり会議は休むように進言したいけど、僕から言っても無駄だとわかる。ここは誰か先輩に説得してもらった方がいいかもしれない。
　そんなことを考えながら教室に戻って、午後の授業を受けた。その間、ずっと彼女を観察していたけど、やはり時折辛そうにしていた。
　それでもクラスメイトの手前、いつも通り振る舞っていた。
　そして放課後になって、それは起きた。

「……ないわ」
　自分の机や鞄の中を、繰り返し何度も必死に探した姫様の結論はそれだった。
　彼女は顔を真っ青にして、信じられないという表情をしていた。机に手をついて、自分の所持品が広げられている机上を見ていた。
　ただどれだけ探しても、アンケートとその集計結果は見当たらない。
　姫様は放課後になって、一時間後に開始される会議のために、最後の確認をしようとした。そこで、それらの書類が鞄からなくなっていることに気づいたらしい。
　何かの勘違いだろうと思って、探してみたけどやはりなかった。
「……部屋かな？」
「そ、それは、ないわ……。確かに、鞄に入れたもの」
　そうだった。それは昨日の晩に僕も見ていた。姫様は確かにアンケートと資料を、鞄に入れていた。はっきりと覚えている。
　二人で無言になってしまう。打開策が見当たらない。会議は一時間もしないうちに始まってしまう。半分は弥江が持っているが、もう半分がないなら台無しだ。
　姫様は完全に焦燥していた。彼女の頬を、一筋の汗がツーッと流れていくが、彼女はそれに気づいてもいないようだった。
「姫、落ち着いて」
「だって」
「焦っても仕方ないよ」
　別に僕だって落ち着いていたわけじゃない。ただ、日頃は冷静な姫様が珍しく焦っているから、逆に自分が落ち着かないといけないと思っただけだ。
　姫様は青い顔のまま、僕に向かって何か言いかけたけど、それを飲み込んで頷いた。
「わ、私、やっぱり部屋に戻るわ。探してみる」
「わかった。僕は弥江に事情を説明してくるよ」
「お願い」
　状況を打破できるとは思えないけど、それしかできなかった。
　足下がおぼつかない姫様が教室から出ようとしたところで、その行く手を誰かが阻んだ。
　三人組の女子。クラスメイトだが、ほとんど話すことがない連中だった。ただ華族派で、姫様や僕のことを良く思ってないことは知っていた。
　彼女たちが腕を組んで立ち塞がり、姫様の邪魔をしていた。
「どうかしましたか？」
　姫様はあくまで冷静に対応していた。さっきまであれだけ焦っていたのに、いつも通り振る舞えるのはすごい。
「いえね、少し耳に入ったことが気になってしまって。染井さん、あなた、生徒会の資料をなくしたの？」
　三人組の中央にいたリーダー格の少女、根元が笑みを浮かべながらそう質問した。
「……おい、忙しいんだ。後にしろよ」
　姫様に並ぶように立って、睨んで威嚇すると、彼女たちは一瞬だけひるんだが、すぐに元に戻った。
「そうはいきません。役員でなくても、重要なことです。あのアンケートは私たちだって書いたのですから。ねえ？」
　根元が周りの二人に同意を求めると、彼女たちは「そうよ」と頷いた。
「まだわかりません。それを確認するので、通してもらえませんか？」
　姫様はあくまで丁寧に対応していたが、それに益々根元が調子づいていった。
「あら？　さっき鞄に入れたと話されていませんでしたか？　市民派は記憶力も乏しいのですか？」
　その挑発に奥歯をかみしめる。根元の取り巻き二人が、おかしそうに笑うのが更に腹立たしかった。
　拳をぎゅっと握って、なんとか堪える。
「確認は必要だろ。そんな最低限のこともしないのか？」
　その言葉が気にくわなかったのか、根元はキッと目をつり上げた。
「さっきからなんですか？　私はずっと染井さんと話しているの。部外者は下がっていてよ」
「部外者はどっちだ。姫は忙しいんだから、君らこそどけ」
「どけって……これだから、言葉遣いを知らない育ちの人間は」
　眉をひそめる根元。そして周囲の取り巻きは「いやね」「ほんとにね」と相づちを打っている。
　それら全てが鬱陶しいものだった。
「君らなんか相手にしてる暇はないんだ」
「生徒の相手をしないで、何が役員ですか」
「その役目を果たそうとしてるのを邪魔してるんだ」
「邪魔などしていません。ちゃんとした意見を述べてるだけです」
　徐々に語気が強くなって、僕と根元はお互いに一歩ずつ詰め寄った。
「な、なぎ」
　姫様が焦った様子で僕の手を掴んでとめてきた。
　これだけ馬鹿にされても、彼女は一切、根元たちに敵意を向けていなかった。
「今は、それどころじゃないわ」
　そう言われてしまえばその通りだけど、ここまで馬鹿にされたのに黙って引き下がるなんて納得できなかった。
「染井さん、あなた、どう責任をとられるつもり？」
　取り巻きの一人が発した言葉に、姫様が「え」と固まってしまった。

        　そんな彼女を根元が嘲笑した。
「当然でしょ？　失態を犯したのだから、責任をとる必要があるわ。市民派だってわかるでしょ？」
「せ、責任……」
　その言葉は想像以上に姫様を動揺させた。さっきまで僕の腕を掴んでいた手をすとんと落として、頭を抱えた。言葉を探しているようだけど、何も喋れなかった。
　その反応に根元がまた笑う。
「そうよね！　あなたに責任なんかとれないわ！　だって、何も持っていないんだから！」
　取り巻きの二人も「アハハハハッ」と声をあげて笑った。
「姫、気にすることないから。まだ君の責任だって決まったわけじゃない」
　姫様と目を合わせてそう落ち着かそうとするけど、彼女は「でも、確かに、そうよ」と馬鹿正直に根元の言葉を真に受けていた。
「いいことを教えてあげるわ。こういう場合の責任は、その相応しくない身分から降りることよ。役員を辞めればいいの。どうせ」
　そこで根元は、呪詛でも唱えるように、嫌にゆっくりと言った。
「あなたの代わりなんて、いくらでもいるんだから」
　もう聞いていられなかった。手を伸ばして、彼女の襟元を掴んで、力任せに引き寄せた。
　姫様を始め、取り巻きや、教室にいて僕らの様子を伺っていた生徒たちが声をあげて狼狽するが、根元本人は焦るどころか、まだ笑みを浮かべていた。
「いい加減にしろっ！　君に何がわかる！」
「市民派のことなんて、わかりたくもないわよ。言っておくけど、あなただって同罪でしょ？　あなただって責任をとるべきよ」
　そこまで言われて、頭が冷えていった。そうか、そういうことか。
「……どこにやった？」
　何がとまで言わなかった。それで通じると思ったから。そして案の定、彼女はその質問に、唇をつり上げた。
「さて、何のことかしら？」
「お前が隠したんだろ。すぐに出せ。じゃないと、ただじゃおかない」
　拳を握って彼女に見せつけるが、彼女は怯まなかった。
「証拠もなく、やめてよね」
「僕と姫を失脚させたかったのか？　嫉妬も大概にしろ」
「……嫉妬？」
　すっと彼女から笑みが消えたと思ったら、急に顔を真っ赤にした。そして僕の右手を鋭く尖らせた爪をたてて掴んできた。
「馬鹿にしないでっ！　誰が市民派なんかに嫉妬なんてするものですか！　そういう偉そうなところが、目障りなのよ！　調子に乗らないで！」
「ね、根元さん……」
　どうせ無駄なのに、姫様が彼女に言葉をかけようとした。
「特にあなたよ！　何も持ってないくせに！　コネで役員に推薦されただけのくせに、生意気なのよ！」
「ふざけるなっ！」
　もう我慢ならないっ。思いっきり、拳を振り上げた。
　ただ、僕はぴたりと動きを止めてしまった。殴られると思ってぎゅっと目を瞑った根元も、空気が変わったことに気づいて、ゆっくりと瞼を開けた。
「……ぇ」
　最初に声を漏らしたのは姫様だった。驚きすぎて、口を小さく開けて固まってしまった彼女の視線の先は、僕と根元の間に向いていた。
　そこに一人の生徒が立っていた。
　さっきまで気づかなかった。でも、彼女はずっとそこにいたかのように、悠然と立っていた。
　とても小柄な身長は中学生、もしかすると小学生にだって見える。ウェーブのかかった髪の毛を足首まで伸ばしていて、それは彼女を包んでいるように見えた。
　その髪の毛は白と銀を混ぜたような、所々に輝きを持つ白色。
　もし花に例えるなら、百合の色。
「ゆ、百合様……」
　生徒会長の久留間百合様がそこにいた。
　驚きすぎて、声が震えた。気づけば根元を解放していたし、彼女も突然のことに驚いて反応できないでいた。
　百合様の白い髪や制服のところどころには、絵の具が飛び散っていた。そして右手には、筆先が緑に染まった筆を持っている。
　その場にいた全員が彼女に注視していることに気づくと「ああ」と暢気な声を出して、くんくんと自分の制服を嗅ぎ始めた。
「絵の具の匂いするかな？　見ての通り、制作の途中だったんだよ」
　美術部の部長で、絵が趣味だという百合様は、いつも校内のどこかで絵を描いていることで知られていた。
　さっきまでのピリピリとした教室の空気は、その百合様の登場で一変していた。
　諍いを見ていたはずなのに、そんなことには一切触れないで「これ、洗濯大変だぁ。咲良ちゃんに怒られるかなぁ」なんて、この場には全く関係ないことを心配していた。
「次のコンテストまで日がなくてね、参っちゃうよ」
　笑いながら愚痴をこぼすが、誰もそれに相づちを打てなかった。
　そんな異様な空気の中、百合様は固まったままの姫と目が合うと「およ？」と首を傾げた。

        「ヨシノン、ちょっと」
「え」
　百合様は姫様が困惑していることなんて無視し、背伸びをして彼女の額に手を伸ばした。低身長な百合様の手は伸びきって、なんとか指先だけが姫の額についた。
「あ、やっぱりだ。熱があるねー」
　一日ずっと一緒にいたクラスメイトが気づかなかった姫様の変化を、たった一目で見抜いてしまい思わず目を瞠った。
「い、いや、これは」
「この調子じゃ、会議は延期でいいよね。というか、私も今日は制作の気分だから、ちょうどいいや」
　それなりに重要なことを、かなり利己的な理由であっさりと決定してしまった。
「美術部の後輩ちゃんたちから指導を頼まれてもいたし、会議なんて明日にしちゃおう。――咲良ちゃーん」
　百合様が教室の外に大声をかける。

        　そこには騒ぎを聞きつけた多くの野次馬がいたが、その中から顔と耳を真っ赤にした弥江が出てきた。
「姉様、その呼び方は校内ではやめてくださいと言ってるじゃないですか……」
　弥江は赤面した顔を右手で覆いながら、そう抗議していた。
「あ、そっか。ごめんごめん、つい癖で。とにかくさ、会議は明日にするって副会長に伝えてきて？　あとは彼女がなんとかしてくれるから」
　弥江は真っ赤になった顔を隠しながら頷いて、その場を去って行った。野次馬たちはなんとも言えない表情で、そんな彼女を見送っていた。
「じゃあ、私はこれで。あ、ヨシノンは今すぐ保健室ね。ナギナギも一緒に行ってあげて」
　さんざん場の空気を滅茶苦茶にした当人は、それで退散しようとした。
　僕も姫も唖然として動けなかったけど、根元は違ったみたいだった。
「お待ちになってください、久留間生徒会長！」
　立ち去ろうとする百合様を大声で呼び止めた。
「うん？　どうかした？　ええと、名前は……」
「このクラスの根元と申します。役員の皆様のことに口を出すのは恐れ多いですが、わたくし、染井さんと雪屋さんが会議に必要な資料を紛失したと耳にしました」
「おまえっ」
　告発を止める間もなかった。根元の取り巻きたちがすぐに「今は会長と話しているんだから、静かにしなさいよ！」と野次を飛ばしてくる。
「資料？」
　百合様はその報告に首を傾げたあと、ぽんと手を打った。
「ああ、アンケートか」
「はい。会議で使用されると聞きましたが」
「そうだね。そういえば、そうだったね」
　昨日、僕らにその仕事を押しつけておいて、百合様はあのアンケートの存在そのものを忘れていたようだった。
　いい加減な人だと思っていたけど、さすがにここまでくると閉口してしまう。
「わたくしの口から報告するのもおかしいですが、お耳に入れておいた方が良いと思いまして」
　言い終わると根元は微笑を浮かべたまま、僕を一瞥した。その嫌味な言動全てに腹がたったが、この場ではさっきみたいに殴りかかることもできない。
　それを聞き終えた百合様は落ち着いた様子で、僕を見上げてきた。
「今の話、本当かな？」
　僕が答えようとする前に、姫様が僕と百合様の間に入ってきた。
「私です。私が、なくしたんです」
「姫」
「凪、黙って。百合様、紛失したのは私の、私の……責任です」
　胸に手をあてて、必死の形相でそう主張する姫様に僕は何も言えなくなった。
　そんな姫様を百合様は、ぼんやりと見つめていた。
「ヨシノン、資料はどうしたの？」
「……え？」
「持ってきたんだよね？」
　百合様の確認に、姫様が弱々しくも頷いた。
「じゃあ、鞄から取り出した？」
「いえ、ずっと入れたままでした」
　僕も周りも、急に始まった質問の行方を固唾をのんで見守っていた。
　百合様は顎に手をあてて、難しい顔で「うーん」と唸っていた。どうするか迷っているような様子に、思わず冷や汗が流れる。
「小人だね」
　散々迷った百合様が突然そんなことを言いだし、その場にいた全員が固まった。
「……は？」
　そんな中で最初に声を出したのは僕だった。
「いやだから、小人の仕業かなって。あ、小人って私じゃないよ。お伽噺とかに出てくる妖精さんのことだよ」
　百合様はいたって真面目な口調だった。しかも、なぜかとても自信満々で、自分の導き出したとんでもない答えに胸を張っていた。
「小人に悪戯されたんだ。なるほどね」
「え、あの、会長？」
「いるんだね、小人って。いやさすが華月だなぁ。百年以上の歴史は馬鹿にならない！」
　あまりにも跳躍した百合様の推測、というか妄想に根元が口を挟もうとするが、とりつく島もない。
「というわけでヨシノン、気落ちはいらないよ。だって小人の悪戯なら大丈夫だよ」
　百合様は笑いながら姫様の手をとって、ぶんぶんと上下に振った。
「あ、あの、えぇと」
「小人は人が困っているのを見るとそれで満足するんだよ。ヨシノンが困っているのを見て、もう満足したと思うから、きっとしばらくすると机の上にでも戻しておいてくれるよ」
　とんでもない理屈に、姫様は口をぽかんと開けて固まってしまっていたが、すぐに我を取り戻して「いえ！」と声を上げた。
「そ、そんなわけがありません」
「そう？　だって、ヨシノンは資料を持って来て、鞄に入れたままだったんだよね？　取り出してもないなら、なくしようがないよ。なら、小人さんしかないよ」
　そこでまた根元が口を挟んできた。
「会長、お言葉ですが、それが勘違いだったということも」
　根元の指摘に百合様は笑顔でかぶり振って「ないない」と否定した。
「ヨシノンがそんな勘違いするはずないもん。それは生徒会長として、私が保証するよ？」
「っ」
　姫様への全幅の信頼を見せた百合様の言葉に、根元が悔しそうに顔を歪ませた。
「仮にヨシノンの勘違いじゃなくて、小人さんでもないとすると、誰かが悪戯したことになっちゃうよ。うちの学校にそんな生徒はいないと思いたいな。もしいたとしたら」
　そこで百合様はくるりと体を反転させると、誰にも表情を見せないように、背中を向けた。

        　

        　そして次の瞬間、バギィッ！　という激しい音が、教室中に響いた。

        
　突然の攻撃的な音に全員がブルッと震えて、顔を真っ青にした。そんな中、百合様は自らが折った筆を床にぽいと捨てた。
「そのときは、そのときだ」
　全員が言葉を失っていると、百合様が振り向いた。

        　優しい笑顔で、力任せに筆を折った人とは思えなかった。
「だからヨシノン、今日はもうゆっくりしていいよ。大丈夫、資料は小人さんが返してくれるから」
　姫様はさっきの百合様の豹変に驚いていて、頑固な彼女としては珍しく何も反発しないで頷いた。
　百合様はそれに「いい子だね」と満足していた。
「あ、そうそう、君」
「は、はいっ」
　声を掛けられた根元は、さっき折られて無残に床に捨てられた筆を見つめていて、顔から色をなくしていた。
「小人さんが資料を返しに来たら、それを私のところに持ってきてくれないかな？　お願いだよ、根元くん」
　最後はまるで『その名を覚えた』と言わんばかりに彼女の名前を強調していた。
　根元はそれに頬を引きつらせて、弱々しい声で「はぃ」と返事をした。
「なら、これでいいね。ヨシノンは保健室へ行くこと。ナギナギは付き添ってあげてね。私は制作に戻るから。バイバーイ」
　まるで何事もなかったかのように百合様は筆を拾うと、ステップをしながら教室から出て行った。
「……嵐みたいだな」
　そんな感想が零れた。

　６

　百合様の指示に従い、僕たちは保健室に行った。
　姫様は風邪と診断されて、すぐに寮に戻るようにと命じられたので、二人で帰った。
　渡された薬を飲んだ姫様は、最後まで資料のことを気にしていたけど、体力的にも気力的にも疲れていたのか、すぐに眠ってしまった。
　寝入った姫様の顔を見ていたら、少し安心できた。

        　とはいえ、やっぱり僕も資料の件が気がかりだった。
　そんな漠然とした不安を抱えたまま夜を迎えた。姫様がまだ寝ていて、彼女が起きる前に僕だけでもお風呂に入ろうかと思っていたところで、誰かがノックをした。
「どうぞ」
「じゃ、失礼するねー」
　訪問者は百合様だった。ビックリして立ち上がると、彼女は不機嫌そうな顔をした。

        「そういう堅いのは嫌だな。ヨシノンとナギナギの部屋なんだから、堂々としててよ」
　部屋に入ってきた百合様は、さっきよりも多く制服や顔に絵の具をつけていた。それを全く気にしてないのが、この人のすごいところだと思う。
　本当に今まで絵を描いていたらしい。
　そしてそんな彼女の手には、見覚えのある紙の束とノートがあった。
「あ、それ」
　それは間違いなく、あのアンケートだった。
「うん、根元君が届けてくれたよ」
　百合様はそれを僕に渡すと、意味深な笑みを浮かべた。
「やっぱりあいつらが」
「何を言ってるの？　小人さんだよ」
　百合様だって本当に小人なんか信じてるわけがない。でも、その笑みに何も言い返せなかった。
　そもそもあいつらが犯人なのは間違いなくても、やっぱり証拠がない。責めても水掛け論になるだけだ。
　それでもやっぱり納得できない僕のお腹を、百合様がぽんぽんと叩いた。
「嫌なことは忘れなきゃ。溜め込んじゃダメだよ？」
「……はい」
　百合様は静かに寝息をたてていた姫様の顔を覗きこむと「きゃは」と嬉しそうな声をあげた。
「ヨシノン、寝顔が可愛いなぁ。これを独り占めできるなんて、ナギナギはズルい」
「あの、変な言い方はやめてください。姫様が怒りますよ」
「だから寝てるときに言ってるんだよー」
　悪びれもせずにそう開き直った百合様は、寝ている姫様の頬をつんつんと指でつつき始めた。姫様は「う、うーん……」とくすぐったそうにはしたものの、起きなかった。
　身長差があるせいで、姉に悪戯をしてる妹にしか見えなかった。
「百合様、今日はありがとうございました」
「うん？　何が？」
　わかっているくせに、百合様はわざとらしく聞き返してきた。
「私は可愛い妹に呼ばれただけだもん」
「弥江が？」
　驚きはしたものの、それで納得できた。あのタイミングで急に百合様が現れたのは、騒ぎに気づいた弥江が、姉にヘルプを出したからなんだ。
「できる妹をもって、おねーちゃんは幸せなのだ」
　シスコンを爆発させるように惚気て、そう胸を張る百合様は本当に幸せそうだった。

        　その姿を見ると、この姉妹は本当にお互いのことを信頼しているんだなと思った。疑似姉妹はいっぱいいるけど、二人ほど強く繋がっている姉妹はきっといない。
　百合様は最後に姫様の頭を撫でると、僕と向き合った。
「ヨシノンは色々と悩んでるみたいだね」
「はい。外野がうるさくて」
　今日の根元みたいなやっかみがたくさんある。僕みたいに受けて立つことができれば、弥江みたいに聞き流す余裕があれば、きっと悩みも少なくて済むはずだ。
　でも姫様は性格的にそうできない。今日だって最後まで根元に対して丁寧だった。
　それに昨日、彼女自身が気にしていたように、彼女には周りを黙らせるわかりやすい力がない。
　百合様はうんうんと頷きながら、眠っている姫様を横目で見た。
「ヨシノンのすごさをみんながわかるのには、ちょっと時間がかかるかな」
　誰よりも真面目で、誰よりも頑張り屋。弱音を吐かず、まっすぐと事をなそうとする姿勢。

        　そして何より、いつも自分じゃなくて、他の誰かのことを考えて動いてる。姫様のすごいところはそういうところだ。僕が誰より知っている。
　そして百合様も。
「だからナギナギ、君がヨシノンを守ってあげないとね。また今日みたいに、無理することがあると思うよ」
「はい」
　力強く返事をすると、百合様が笑ってくれた。
「ヨシノンはきっと、すごい子になるよ。この子はナギナギにも咲良ちゃんにもないものを持ってる。きっといつか、それが必要になるから」
　どこか遠い目をして、何かを予見するように百合様はそう言った。意味はわからなかったけど、百合様がそう言うならそうなのかもしれないと思った。
「じゃあ、もう部屋に戻るね。服を咲良ちゃんに洗ってもらわないと」
「あと顔もです」
　たくさんの絵の具が飛び散った制服だけを気にしてる百合様にそう指摘すると「ああ、それもか」なんて返された。
「弥江、怒るんじゃないですか？」
「うん。でも、おねがーいって言いながら、ぎゅうって抱きしめると真っ赤になって、最終的にやってくれるんだよ？　あ、これ秘密ね」
　とんでもないことを、人差し指を唇にあてて「ニシシッ」と笑いながら暴露した。
「ヨシノンにもやってあげたら？　それじゃあ、おやすみ」
　また嵐みたいに百合様は部屋から出て行った。
　静かになった室内。姫様の寝息だけがスゥスゥと聞こえる。百合様みたいに顔をのぞき込んで、その頬を撫でた。
「……大丈夫、君は僕が守るよ」
　誓っていることを改めて口に出すと、より一層やる気がわいてきた。
「だから、君ももう少し、僕のことを頼ってくれ」
　調子が悪いなら素直に言って欲しい。もし何かの責任が発生したら、自分一人で背負い込まないで欲しい。

        　一人で抱え込まないで欲しい。君が怒りたいときは、一緒になって怒るし、君が笑うときは僕も笑いたい。
「ねえ、姫様」

　７

　一年と少し前のことなのに、随分と遠い昔のことのように思える。
　それは色々とあったからだろう。百合様がまさか弥江を裏切るとは思わなかったし、それが原因で姫様と弥江が不仲になって、桜戦争なんてものが起こるなんて、おもってもみなかった。
　本当に濃い一年だったなと、改めて思う。
「凪」
　思い出に耽っていたら、おかゆを食べ終えた姫様がお皿を渡してきた。
「薬も飲みなよ」
「わかってるわ」
　姫様は苦そうにしながらも、薬を水で流し込むように飲んだ。そしてほっと一息つくと、今度はコップを渡してきた。
「寝る？」
「そうね。そうするわ」
　姫様は布団に入ると、瞼を下ろした。僕は物音をたてないようにじっとしていたけど、なぜか彼女がぱちりと目を開けて、見上げてくる。
「どうかした？」
　彼女は何も答えなかったけど、なぜか顔を赤くした。そして布団から右手を伸ばしてくると、僕の手を握った。
　思わず、ドキッとしてしまう。彼女からこんなことをしてくるのは初めてだった。
「いいでしょ。こうすると、落ち着くのよ」
　相当恥ずかしいようで、彼女は顔を壁の方へと向けてしまった。
　彼女のぬくもりが、手のひらにじんわりと広がっていく。それは優しくて、放しがたいものだった。
　思わず、唇が綻ぶ。
　両手で彼女の右手を包んだ。
「ゆっくり眠ってくれていいよ、姫様」
　しばらくそうしていると、彼女は薬が効いてきたようで、スゥスゥと寝息をたてはじめた。正直言うと、僕の心臓はバクバクしていたけど、それを悟られなくて良かった。
　眠っていても、彼女はぎゅっと僕の手を握っていた。
　しばらくすると、楓ちゃんが帰ってきて、二人で看病をした。
　さすが姫様というべきか、そこからは引っ切り無しに見舞客が尋ねてきた。彼女を起こすわけにはいかなかったから、部屋には入れずに僕が対応した。
　みんな、姫様のことを心配していたから、もう落ち着いているよと伝えると、安心して帰って行った。
　市民派はもちろん、華族派の生徒も多く来た。会議を終えた弥江や竃山、そして何より驚いたのはあの根元も来たことだ。
　こっちが驚いていると、モジモジとしながら「大丈夫なの？」と訊いてきた。

        「ああ、もう大丈夫だと思う」

        　そう答えると、彼女は質問してきたくせに「そう」としか反応しなかった。ただ、聞き取れないほどの声で、こう続けた。　

        「……あのときは悪かったわ」
　僕じゃなくて姫様に言えよと思ったけど、彼女のプライドを考慮して、その謝罪は姫様に代わって受け取っておいた。
　もしかしたら彼女も、姫様が病気だと聞いて、一年前のことを思い出したのかも知れない。
　そういう生徒たちの対応をしながら、僕は百合様の言葉を思い出していた。
『ヨシノンはきっと、すごい子になるよ』
　百合様の予言だった。今この学校で、派閥を乗り越えて、これだけの生徒に心配されるのは彼女だけだろう。

        　弥江や、僕じゃない。ずっと一生懸命、献身的に学校や生徒のことを考えてきた彼女だからだ。
　確かに時間はかかったけど、それは姫様が強くなるために必要な時間だったのかもしれない。
　見舞客が落ち着いたところで、僕はあとのことを楓ちゃんに任せ、自分の部屋に戻った。

　そして翌朝――。
「おはよう」
　清々しい朝日が差し込む、寮の廊下。

        　自室の扉に背を預けるようにしながら僕を待っていた姫様に、右手を挙げてそう挨拶すると、彼女はすぐに姿勢を正した。
　いつもと変わらない。汚れもしわも見当たらない制服を、一切の乱れなく着ていた。手にしているブラウンの鞄もまるで新品みたいに綺麗だ。
　そして顔色も昨日とは打って変わって、元気そうだった。
「調子は？」
　一応そう確認すると、彼女は「おかげさまで」と答えた。
「もう大丈夫よ。今日は登校するからね」
　昨日の朝を思い出して、フフッと笑ってしまう。
「じゃあ、一緒に行こうか」
　二人並んで歩き始める。歩幅を姫様に合わせて、まっすぐと歩いて行く。寮と校舎までの道のり。朝もまだ早いから、周囲に他の生徒は見当たらない。
　なぜかいつもと違って、姫様が周りの様子を気にする素振りを見せた。疑問に思っていると、急に数歩先に行って、僕と向き合った。
　その顔は、昨日とは違った赤みを帯びていた。
「一応、お礼を言うわ。ぁ、ありがとう」
　照れて、ぎこちないお礼を目を逸らしながら言う彼女は、いつもと違った可愛らしさがあった。
「一応なんだ」
「一応、よ。だって、色々されたもの」
　それは制服を没収したことだろうか、あーんをしたことだろうか。それとも手を握ったことかな。
　どれも僕にとってはいい思い出なんだけど。
　でも、変わったなと思った。一年前の姫様なら休めと言われてもそうしてくれなかった。あそこまでの看病なんて、絶対にさせてくれなかった。

        　でも、昨日一日、彼女は僕を頼ってくれて、甘えてくれた。
　少しは頼ってもらえるようになったみたいだ。
「どういたしまして――と、言いたいところだけど」
　素直にお礼を受け取るのはもちろんとして、ここまで殊勝な姫様も珍しいから、これを利用しない手はないな。
「ちょ、ちょっと！」
　道の真ん中で、僕は堂々と姫様をぎゅっと抱きしめた。胸の中で彼女が真っ赤になりながら抵抗していたけど、力で負けるはずがない。
「いいじゃないか。こうしたらいいって言われたし」
「だ、誰によ」
「秘密だよ」
　胸の中で抵抗していた姫様だったけど、最後には「もぅ、仕方ないわね……」と諦めて、大人しくなった。
　そして僕の背中に手を回して「少しだけよ」と念押しをして、同じように抱きしめてくれた。
　ああ、と息が零れる。
　これを少しっていうのは無理だ。だって、ずっとこうしていたい。彼女を独り占めし続けたい。
　だってどれだけ君がすごくて、どれだけみんなに好かれていても――。
　君は、僕の姫様なんだから。

        　

        　

        【完】

        　

        


    


        あとがき

        　

        　

        　この度は『花園に来たる嵐』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

        　

        　本作は大好きな百合漫画に影響され、全寮制の女子校を舞台にしたミステリー作品を書きたいと思ったのがきっかけで書き始めた作品となります。（その作品には寮があるだけで、全寮制ではないんですが……）

        　最初にそう思ったのが三年前の春で、お花見をしているときでした。主人公・染井佳乃の名前は、そのときに決まりました。安直ですが、彼女は作中で出てくるソメイヨシノの花言葉通りに、立派に物語を走り抜けてくれました。感謝しかありません。 

        　また、本作には英題があります。この英題の意味は読み始めたときと、読み終わったときでは違ってくるようにしております。本編読了後、改めてそういうところも楽しんでいただければ嬉しいです。

        　この作品は百合×ミステリーというジャンルになり、私事ではありますが、この二つのジャンルが大好きです。今後、そういった作品が増えることを願ってやみませんし、それに貢献できれば、それに勝る幸せはありません。

        　

        　表紙はｐｉｘｉｖで百合絵を公開されているｓｈｅｅｐＤ様に手がけていただきました。各キャラクターに命を吹き込んでいただき、作品の雰囲気にあったイラストを描いていただきました。ありがとうございます。

        　

        　少し宣伝をさせてください。

        　

        　この作品と舞台を同じにした百合小説短編集『令月とオフィーリア』を二〇一九年八月より販売しております。本作で登場した松羽、弥江、竃山などにスポットライトをあてた作品となります。

        　そのほか、本作同様、百合×ミステリーの作品『ブラック・マリア』も販売中です。本作とは違い、とてもダークで、極めて歪な純愛の百合となっております。

        　もしよろしければ、これらもお読みください。

        　

        　最後に、ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

        　

        






        　

        

    
cover.jpeg





images/00002.jpeg
I BELIEVE IN MY SISTER

Esora Yumemi
2019

Cover Illustration : sheepD





images/00001.jpeg
A3 N—4 F A b : sheepD






images/00004.jpeg
AR R EE

1 QIE QIX





images/00003.jpeg
BARTFREFR

CERSE) CEERIEE)
ATy WL KR

i HAKR T, fiRIROEN. HETyZHiR L CAHRIRO Y — X —.
LRBIIAMES T LT b hi. BEDPERRICRDD, RS VE
B NER R A 0. FIRLY =T 2 =%t 5.

PEo &¥

E1°0

EID I F AAA FTHENGA. TR EE L TH S8k,
TIEH Y OEITETy LB TH D FE TR EFHRIAREZEL.,
BRI FE U RO ER. ERZRDYHRIRO & &0,

ol £33

T pH #p
P |

FEROEWE THN— O EE. RE E A EEER. k.

AFATELTOATZED =D AR LS, 3L 2B L.

RSN TR AR TV, RASFATIEIR D TH UMD I8k,
TORDIORY” ISR YTOR YR Y TORYTORY

LSS Lerdt

AL 2






images/00005.jpeg
- . N # 2z
KT % il
E IN MY SISTER
- > <

2019438 H—RIST
20194F 8 5 WBIRAT

# K — PR RZ

Twitter BRI RSB S

43ZF — sheepD

(hups://www.pixiv.net/ member. php?id=14807885)

nTwET

TE— A¥ vy, FIRACFO MM EFRL L

Bk B





